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日　程　表

1日目 ８月27日（木）
山形大学小白川キャンパス

2日目 ８月28日（金）
山形大学小白川キャンパス

９：15～10：00 受　付

【基盤教育１号館２階　122教室】

10：00～10：20 総会Ⅰ

【基盤教育１号館２階　122教室】
・委員長挨拶 山形大学長　小　山　清　人
・諸報告

９：30～12：00 全体会Ⅱ

【基盤教育１号館２階　122教室】
・事例報告（９：30～11：00）
 「主体的な学びの確立と学士課程教育の質的転換」
　　講　師　  文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進室
　　　　　　　　　　　   専門官　辻　　邦　章　氏
・分科会報告（11：00～11：30）
・意見交換／質疑応答（11：30～12：00）

12：00～12：30 総会Ⅱ

【基盤教育１号館２階　122教室】
・次期当番大学について
・次々期当番大学について
・次期役員について
・その他

12：30～13：30 幹事大学会議

【基盤教育1号館1階　会議室】

12：00～13：30 昼　食

【基盤教育１号館２階　122教室】

10：20～12：00 全体会Ⅰ

・基調講演
　「公開・共有・相互研鑚による大学教育改革
　　　　　　　　－改革もローマも一日にして成らず－」
講　師　  山形大学　地域教育文化学部
　　　　　  教育開発連携支援センター
　　　　　　　　　　　　　教授　小　田　隆　治

13：30～17：00 分科会

【基盤教育１号館１階　113教室】
・第１分科会　「アクティブラーニングとFD」

【基盤教育１号館２階　124教室】
・第２分科会　「教育の質保証とIR」

【基盤教育１号館２階　123教室】
【基盤教育１号館２階　124教室】
・第３分科会　「高大接続・初年次教育・キャリア教育」

18：00～20：00 情報交換会

【山形国際ホテル】



総 会 Ⅰ
େֶܗࢁձɿ࢘ ઍ উ࣮
ٞɿܗࢁେֶ ࢁ܀ ګ

̍ɽ։ ձ
会͔らɺ総会Ⅰの開会͕告͛らΕͨɻ࢘

̎ɽҕһѫࡰ
ҕһ 山形大学 小山ਗ਼ਓ͔らɺѫ͕ࡰड़らΕͨɻ

̏ɽٞબग़
直教授ʢ山形大学ʣɺ総会Ⅱのٞに前田ཾ一郎教授ʢ帯広畜産大ګ山܀会͔らɺ総会Ⅰのٞに࢘

学ʣに͓͍͢ئる旨の提Ҋ͕͋Γɺྃ承͞Εͨɻ

̐ɽॸɾձܭใٴࠂͼձࠪܭใࠂ
͔ٞらɺ前年の൪大学Ͱ͋る帯広畜産大学のࢿྉʢ庶務報告・会計報告・会計監査報告ʣに
基͖ͮɺ事前のॻ໘ٞڠによΓྃ承͞Εて͍る旨の報告͕͋Γɺ承認͞Εͨɻ

̑ɽձଇͷվਖ਼ɾ૯ձঝೝ߲ࣄՃʹ͍ͭͯ
͔ٞらɺ前年よΓݒҊ事項となͬて͍ͨ会則の改ਖ਼ʢ第９ʢೖ会ʣ・第��ʢୀ会ʣ・第��

ʢ会һҎ֎の参加ʣʣに͍ͭてɺ·ͨɺ総会承認事項加に͍ͭてもࢿྉに基͖ͮɺ事前のॻ໘ٞڠに
よΓྃ承͞Εて͍る旨の報告͕͋Γɺ承認͞Εͨɻ

̒ɽڀݚձఔʹ͍ͭͯ
͔ٞらɺ研究会日程Λ「࣮ࢪཁ項」のと͓Γɺ·ͨɺ「全体会Ⅰٴび全体会Ⅱの࢘会者」ٴび「分
科会の࢘会者・ه者・報告者」ΛҎԼのと͓Γとし͍ͨ旨の提Ҋ͕͋Γɺ承認͞Εͨɻ

全体会Ⅰ 会者࢘ ઍ উ࣮
全体会Ⅱ 会者࢘ ઍ উ࣮
第１分科会 会者࢘ 山܀ 直ګ

者・報告者ه ُ田 男ɺลֆ理子ګ
第２分科会 会者࢘ ઍ উ࣮

者・報告者ه 安田淳一郎ɺ൧島 隆広
第３分科会 会者࢘ ਗ਼௩ 邦彦

者・報告者ه 高 ৽تɺؙ山 ݾ

̓ɽด ձ
͔ٞらɺ総会Ⅰのऴ͕ྃ告͛らΕͨɻ
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公開・共有・相互研鑚による大学教育改革
－改革もローマも一日にして成らず－

山形大学 地域教育文化学部 教育開発連携支援センター খా ོ࣏

͡Ίʹ
化ɺຽ題ɺफ教題ɺテロɺ高報化ɺۃのத৺࣠のҠಈとଟࡁܦ・るとɺ治ݟのੈքΛݱ

地ڥٿ題ɺຽ大Ҡಈɺਓޱര発͕൱Ԡな͘進లして͍るɻ日本にΛ転ずるとɺগ子高ྸ化ɺਓ
し͍局໘に立ͨ͞ݫのѱ化ɺ産業構の転換ɺ地ํのམɺ安全保োとگঢ়ࡒのਰୀɺࡁܦগɺݮޱ
Εて͍るɻ
͜͏しͨࠞಱとしͨࣾ会ঢ়گのதͰɺ大学の教育改革日本のΈならずੈքதͰಉ࣌進ߦして͍るɻ

改ળ・改革組織のࣗ発ੑΛળと͢る͜と͕ଟ͍͕ɺ೦な͕らඞずしもࣗ発ੑ͕ྑ͍݁ՌΛট͘と
るのͰ͋るɻ͢߅Ͱ͋ΓɺͦΕ͕͋らΏるม化にࡏଘͨͬ࣋͘ڧらな͍ɻͦもͦもਓؒ保कੑΛݶ
ैདྷの༷ࣜͰ͘Ͱ͖て͖ͨならɺ成ޭΛඦύーセンτ保証しな͍ɺ࣌として組織Λམにಋ͘よ͏
な৽し͍༷ࣜΛಋೖ͢る͜とに͕͋߅る͜とඞવと͑͑͞ݴるɻ
日本のಛੑとしてにͬͨΨラύΰεͰ͋る͜とΛɺ൷͞ΕͨΓɺࣗ ᅑしͨΓɺ࣌にͦΕΛͬތ
ͨΓ͢るɻ͕ͩɺ͋らΏる組織程のࠩ͋Ε֎部に開͔Εۭͨؒ的͔ͭؒ࣌的ଘࡏͰ͋るɻ֎部の
ӨڹΛ全ڋ൱͢る͜とによͬてɺ組織ͦΕࣗ体͕ࣗݾಉ一ੑΛ保ͪ続ける͜とͰ͖な͍ɻ
日本Ͱ����ʢত和5�ʣ年�5࣌�ສਓͩͬͨࡀ��ਓޱɺͦ ΕҎ్߱தएׯのತԜ͕͋ͬͨӈݞ
্͕Γに૿加Λ続けɺ����ʢฏ成４ʣ年に��5ສਓのϐークに達しͨɻし͔しͦのݮޙগしɺ����ʢฏ
成��ʣ年に���ສਓとなΓɺࡏݱ���ສਓ程Ͱ安ఆΛ保ͬて͍るɻ͜の��年らずの͏ͪに�5ສਓ
もࡀ��ਓݮ͕ޱগしͨの͔ͩらɺͨ͘͞Μの大学͕௵ΕͨとしてもෆٞࢥͰな͔ͬͨずͰ͋る͕ɺ
に大学の૿͑大学進学者૿加しͨɻ͜Ε大学進学のࡍに௵Εͨ大学Θず͔Ͱɺ࣮ࡍ࣮
૿加͕ਓݮޱগΛΧόーͰ͖͔ͨらͰ͋るɻし͔しɺࡏݱ小߁ঢ়ଶΛ保ͬて͍るࡀ��ਓޱのݮগɺ
����ʢฏ成��ʣ年Λڥに࠶びݮগに転ずる͜と͕ਓޱಈଶ͔ら໌ら͔となͬて͍るɻ����ʢฏ成��ʣ
年に���ສਓΛる͜と͕༧͞Εて͍るʢਓޱಈଶに͍ͭてֳ͕࡞成しͨࢿྉΛ参রɿIUUQ�
��XXX��cBP�HP�KQ�cTUQ�UZPVTBLBi�LiIPO5��LBi�TirZP6�����QEGʣɻ͜Ε͔らのݮগ大学進学の্ঢ
ͰΧόーͰ͖な͍͜ともࢦఠ͞Εて͍るɻ͢Ͱに専門学ߍΛؚΊͨ日本の高等教育ؔػの進学࠷
大ۙ͘に達して͍るとੵݟもらΕて͍る͔らͩɻ͜のよ͏に͍ۙ͘͝কདྷɺडݧ者のマーέοτʢࢢ
ʣٸにॖ小して͍͖ɺࠓͦ͜ଟ͘の大学学ੜ確保͕Ͱ͖な͘なΓ௵Εて͍͘局໘にೖΓͦ͏
Ͱ͋るɻ大学͕ੜ͖るͨΊにɺଞ大学とのܹなڝ૪にଧͪউ͔ͭɺ·ͨ大ʑ的に৽نのマーέο
τの開ΛਤらなけΕならな͍ɻ৽نのマーέοτとしてɺઌ進ࠃのよ͏にࣾ会ਓにターήοτ͕
てらΕて͍る͕ɺࢢ部一ఆのྔ確保Ͱ͖るͰ͋Ζ͏͕ɺਓޱަ通のศɺऩೖなͲの໘͔ら地ํ
Ͱݮগ分ΛҿΈࠐΊるঢ়گに͋ると͑ࢥな͍ɻͦΕΏ͑マーέοτのҡ࣋・֦大にཹ学ੜの確保
͕ඞ須Ͱ͋Γɺ地ํ大学͢Ͱに͜ΕにऔΓ組ΜͰ͍るのͰ͋るɻ͕ͩɺ海֎͔らのཹ学ੜにとͬて日
本の大学ੈքのଟ͋る大学のબࢶの一ͭにա͗な͍ɻੈքதのラΠόϧߍにଧͪউͭ魅力͕なけ
Ε日本に༏秀なཹ学ੜΛݺびࠐΉ͜とɺ·してࣗ分の大学にཹ学してもら͏͜とし͍Ͱ͋Ζ͏ɻ
日本の大学改革͕ɺ大学の本ےの教育研究の健全な発లと͍͏理ͩけͰ進ߦして͍な͍͜とɺ

े分に承して͓͔なけΕならな͍ɻ治・ࡁܦ・文化のࠃ力の総体と͍͏͋;なものΛؚΜͩ
もののҡ࣋・発లΛ୲Θ͞Εɺظ͞ΕるのͰ͋るɻզʑ大学ਓɺ͜ ͏しͨ֎ѹΛҾ͖डけな͕らもɺ
大学ݻ有の教育研究Λ健全に発లͤ͞る͜とΛɺ事者としてΛͨ࣋なけΕならな͍ɻ
大学の改革͕進·な͔ͬͨのɺ教授会Λத৺としͨ大学の運営γεテϜに全͕͔͋ͬͨのよ͏

に͞Εɺ学Λத৺としͨࣥߦ部に΄とΜͲ͢てのݶݖΛҠৡ͢るよ͏にɺ͋ͬと͍͏ؒに転換
して͍ͬて͍るɻ学Λຽؒا業のࣾのよ͏なҙܾࢤఆの全ݶݖΛͤͨ࣋よ͏として͍る͔のよ͏ͩ
͕ɺ大学ར५Λ͢ٻるا業Ͱな͍͜とに͓͍てɺ学Λ会ࣾのࣾに例͑るのࠜ本的にؒҧͬ
て͍ると͑ݴるɻτοϓの͋Γํ組織の͋Γ༷によͬてҧ͏͜とΛ大学の構成һも࠶確認しなけΕ

全
体
会
Ⅰ

基調講演

8



ならな͍ɻずͬと大学ࣗ༝ΛଚͿຽ主的な組織Ͱ͋Ζ͏と力して͖ͨずͰ͋るɻ大学ಠࡋ者に
よる全体主ٛのొΛͲΜな͜と͕͋Ζ͏とڋ൱しなけΕならな͍ɻ
Λ学ݶݖしม化にରԠͰ͖な͔ͬͨ教授会にも省͖͢͜とଟʑ͋る͕ɺ͢てのޢΛ༴ݖಘط

にനࢴҕ͢る͜とɺ教授会͕ࢭఀߟࢥとແ体੍にତ͢ڪΕ͕͋るɻ教育の୯Ґ͋͘·Ͱ教
授会に͋Γɺͦの構成ϝンόーの教һに͋るɻ
大学改革ɺ౷ΛແࢹしてҋӢにಥͬΓɺͦの͞Λ͏ڝ事͕的Ͱな͍ずͰ͋るɻ͍ͬͨ

͍զʑͲ͜に͍͖ͨߦの͔ɺͦΕ確͔なาΈなの͔Λৗにݕ証しな͕ら進·なけΕならな͍ɻό
ϕϧのౝΛ構築͢るのにوॏなΤωϧΪーΛඅ͢͜とͰ͖な͍ɻ
と͜ΖͰɺࢲ山形大学のFDʢϑΝΧϧティ・σィϕロοϓϝンτʣに����ʢฏ成��ʣ年͔らؔΘる

よ͏になΓɺ͜の�5年のؒに༷ʑな͔ͨͪͰ教育改ળ改革にؔ༩して͖ͨɻ�5年前とࡏݱͰ৭ʑ
な͜と͕มΘ͕ͬͨɺもͪΖΜมΘらな͔ͬͨ͜とのํ͕大͖͍ɻগしͰも大学͕ྑ͘なるよ͏に࣮
にؔΘͬて͖ͨͭもΓͰ͋る͕ɺྺ史的؍͔らݟてɺզʑ͕औΓ組ΜͰ͖ͨ教育改革改ળのํ๏
݁Ռ͕ਖ਼し͔ͬͨの͔ɺҙຯ͕͋る͜とͩͬͨの͔ɺ͍·͑る͜とͰ͖な͍ɻͰ͖る͜とɺզʑ
としてもら͏͜とͰ͋るɻߟকདྷの大学ਓに大学改革の参ࡏݱしɺとしてهて͖ͨ͜とΛͬߦ͕
զʑຖ年年にग़して͍る報告ॻ研究年報に͓͍てɺ໌ࠀにͦの年に׆ͨͬߦಈΛهにཹΊ
るよ͏にΊて͖ͨɻզʑのهの一次ࢿྉとしてɺͦΕらΛ参ߟにして͍͖͍ͨͩͨɻࠓ回のޱ಄
発表と͜の報告ɺهの֓؍としてのׂΛ୲ͬて͍るɻ֓͢؍る͜とによͬてɺ改ળ改革ৗに
్্に͋る͜とΛ͍ࢥら͞ΕるのͰ͋るɻ

̍ ౦ŋւಓͷେֶΛऔΓ࣌͘רঢ়گ
東北・北海道ɺগ子高ྸ化ਓݮޱগのઌ進地Ͱ͋Γɺաૄ化͕͍ͨると͜ΖͰ進ߦして͍るɻ東

北・北海道に͋る大学ɺࡀ��ਓޱのݮগのΛもΖに͔ͿΓɺ全ࠃのଞの地域とൺֱしても学ੜ確保
に͓͍てとてもݫし͍ঢ়گにஔ͔Εて͍るɻࣾ会ਓΛडけೖΕよ͏にもɺ広͍地域の公共のަ通も
උ͞Εて͍な͍と͜ΖͰɺ͔なΓし͍ɻ
にݩ地ํੜΛ高ら͔にএ͑ɺ地ํ大学地ํࣗ治体地域Ͱੜ·Ε育ͬͨए者Λͦの··地ࠃ

͢ғ͍ࠐΈのࡦΛଧͪग़ͦ͏として͍る͔のよ͏ͩɻͦΕ͕ೖࢼの地域Ͱ͋ͬͨΓɺ地域ݶఆの学
੍ۚͰ͋ͬͨΓɺ地域のब৬༏۰੍Ͱ͋ͬͨΓ͢るɻ͕ͩɺ͜͏し੍͕ͨഉଞ的Ͱ͋ͬͨΓ͖ߦ
ա͗ͨものͰ͋ΕɺޙʑՒࠜΛ͢のͰな͍͔とةዧ͢るɻ֎にग़ͨ͘な͍向͖ͰΤωϧΪーྔ
のগな͍ਓ͕ؒ地域にͬ͡としɺۃな߹Ҿ͖͜もΓͰͬてɺ地域のੑ׆化ੜ·Εな͍͔ら
ͩɻ進औのੑؾにΈɺΤωϧΪーྔのଟ͍ए者͕ɺଟ͘のબࢶのத͔ら地ݩにͨͬΓɺࢢ部͔
ら地ํにྲྀೖして͘る͜とΛଅ進͢るよ͏にɺ地ํも᛭ୖຏして魅力アοϓにΊなけΕならな͍ɻ
大学ɺ地域の魅力࡞Γにੵۃ的にݙߩして͍͔なけΕならな͍と͏ࢥɻ地ํの大学と立地͢る地域
ͦのӫރਰに͓͍てɺ一৺ಉ体Ͱ͋ると͑ݴる͔らͩɻ

̎ ҭͷ'%ͷาΈڭཆڭେֶͷܗࢁ
山形大学６学部͔らなΓɺ山形ࢢの小ന川キャンύεにਓ文ɺ地域教育文化ɺ理の３学部͕͋Γɺ

６LNΕͨ൧田キャンύεに医学部ɺ6�LNΕͨถࢢに工学部ɺ��LNΕͨԬࢢに農学部͕͋
るɻ͜のよ͏にɺ地域分ܕࢄキャンύεɺ͍ΘΏるͨ͜大学Ͱ͋るɻ
学ੜͨͪ学部ΛΘず１年ੜのؒɺ੍چ山形高͕͋ߍΓ教ཆ部の͋ͬͨ小ന川キャンύεͰ全学

共通教育の教ཆʢ基൫ʣ教育Λड講͢る͜とになͬて͍るɻ２年ੜҎ߱ͦΕͧΕの学部にҠಈして͍
͘ɻ山形大学Ͱ੍چ山形高ߍとچ教ཆ部のଘ͕ࡏɺӄに陽に教ཆ教育の発లとॆ࣮に大͖͘࡞༻して
͖ͨɻ
山形大学Ͱ֤学部ͰͦΕͧΕの専門ੑに߹ΘͤͨಠࣗのFDΛల開して͍る͕ɺ͜͜Ͱ報告͢るの

教ཆ教育のFDにݶఆして͍るɻ全ࠃ的にらΕて͍る山形大学のFDɺ·͞に͜の教ཆ教育のFDな
のͰ͋るɻ͜のྺ史的ུ֓Λ表１にࣔしͨɻ表１にࣔしͨのFDのऔ組の開࢝年Ͱ͋Γɺ΄とΜͲ
のऔ組ཌ年͔らຖ年܁ΓฦしߦΘΕて͍ͬͨɻ͜のよ͏にFDの׆ಈ年ʑઇͩる·ࣜに大͖͘なͬ
て͍ͬͨのͰ͋るɻ͜ΕΛগਓのҕһ会ํࣜͰՄ能にしͨのɺ開࢝しͨ年に事業Λし͔ͬΓとσβ
ΠンしɺͦΕΛマニϡアϧ化͢る͜とによͬてɺ事務৬һ͕ͦのଟ͘Λ୲Ͱ͖るよ͏にしͨ͜と͕大
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͖͍ɻ山形大学のFDのಛɺ事務৬һ͕し͔ͬΓとόοクアοϓして͖て͘Εͨ͜とに͋るɻ͖ͪ
ΜとσβΠンしͨऔ組ޙにマΠφーνΣンδͰ͢ΜͰ͖ͨのͰ͋るɻもͪΖΜマンύϫーのෆに
よΓɺ手Λける͜と͕Ͱ͖な͔ͬͨΓɺ発లͤ͞る͜と͕Ͱ͖な͔ͬͨ͜ともɺͬて͖ͨ͜とҎ্
にͨ͘͞Μ͋るɻ

̏ େֶͷ'%ͷཧ೦ܗࢁ
ච者����ʢฏ成��ʣ年にFDΛ୲͢る͜とになΓɺ「学ੜによる授業ධՁ」と「公開授業」ΛͲの

よ͏にして࣮͢ࢪΕ͍͍の͔ɺͦのϊϋΛ全学ҕһ会の教ཆ教育研究ҕһ会のؒと一ॹに本Λ
ಡΜͩΓઌ進大学Λ調査して۩ݱ化して͍ͬͨɻ࣌の北海道大学のѨ部和ް教授ژ大学の田தຖ
࣮教授の話Λ܁Γฦしͬて͍るとɺFDと͍͏もの͕ͦΕͧΕのऔ組Λ͏·࣮͘ࢪして͍͘͜とͰ
な͍͜とΛɺ̈́ ΜΓと͑ߟるよ͏になͬͨɻݸʑのऔ組ΛऔΓ͘רもͬと大͖なந֓೦͕͋ΓɺFD
連໖と続͘大学の͍ྺ史のதͰ͔なΓΤϙοクϝΠキングなग़དྷ事ͩとଊ͑るよ͏になͬͨɻͦΕ
͕大学と͍͏組織Ͱの教育のݟ直しͰ͋Γɺ۩体的な改ળͰ͋Γ͔ͭ改革なのͰ͋るɻ
組織と͍͏ݴ༿ɺࣗ༝ΛଚͿ大学Ͱݸਓの理͕͞ىΕɺͦΕにର͢る߅大͖͍ɻࢲも

理͞Εるの大͍ݏͰ͋るɻし͔し教育Λྑ͘して͍͘͜とにҟΛএ͑る者͍な͍ずͰ͋るɻ͜
の組織と教育改ળと͍͏࣮ࡍにର立しな͍֓೦͕ɺFDΛීٴ・ఆண͢る্Ͱ࠷初にして࠷大のนとし
て立͔ͪͩる͜と͕૾Ͱ͖ͨɻ
大学の教育改革Λ進Ίる্Ͱൈ͖にͰ͖な͍のɺ学Λ࢝Ίとしͨτοϓの理ղと力Ͱ͋るɻし͔

し͜Εඞཁ݅Ͱ͋る͕ɺ͜ΕͩけͰे分Ͱな͍ɻ教育Λ୲͏ݸʑの教һの理ղと主体的な参
加͕なけΕ࣋続Մ能Ͱ健全な教育改ળΛߦͰ͖な͍͔らͰ͋るɻͭ·ΓɺϘτϜアοϓと͍͏ຽ主
的な教育改ળγεテϜの構築͕大学ͰٻΊらΕて͍るのͰ͋るɻ一աੑの大学改革の成ޭτοϓμ
ンͩけͰՄ能͔もしΕな͍͕ɺͦΕΛ࣋続し発లして͍ͨ͘Ίに構成һの理ղとࣗ発ੑ͕Ͳ͏して
もඞཁなのͰ͋るɻ͜のよ͏に大学にͦ͜ຽ主的な運営͕ٻΊらΕる͜とになるɻ͢なΘͪFDΛྺ史
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ྐྵʢฏʣ ओཁͳ'%ͷ։࢝ จՊল࠾ۀࣄ

1999年（11年） ・教養教育FDワークショップ

2000年（12年） ・学生による授業改善アンケート
・公開授業と検討会

2001年（13年） ・FD合宿セミナー
・学生主体型授業の研究

2003年（15年） ・SD研修会

2004年（16年） ・地域ネットワークFD“樹氷”
・学生FD会議

2006年（18年） ・エリアキャンパスもがみ 現代GP

2007年（19年） ・個別支援型FD
・ベストティーチャー賞創設

2008年（20年） ・FDネットワーク“つばさ”
・学生主体型授業開発共有化FDプロジェクト 教育GP

2009年（21年） ・授業改善ビデオ『あっとおどろく大学授業NG集』

2010年（22年） ・英語版授業改善ビデオ
・授業改善ビデオ『学生主体型授業へのアプローチ』

2012年（24年） ・東日本広域圏の大学間連携による教育の質保証
・向上システムの構築（“つばさ”プロジェクト） 大学間連携共同教育推進事業

表１ 山形大学の教養(基盤)教育のFDの歩み



的にѲ͢るとɺ͜Ε一ͭのϜーブϝンτなのͰ͋るɻ
大学改革ΛΤϙοクϝΠキングなものͰ͋ΓɺFDΛྺ史的なϜーブϝンτとしてଊ͕͑ͨɺ͜ࢲ ͏

しͨ大事Λなͨ͢ΊにFDに理೦͕ඞཁͰ͋るとͨ͑ߟɻͦ͜Ͱ山形大学のFDの理೦Λ「相互研ᮎ」
としɺ構成һ͕᛭ୖຏして教育改ળΛ推進して͍͘͜とΛ提এしͨɻ教һの಄に͋る支理のΠ
ϝーδΛ১͢るͨΊͰも͋ͬͨɻ
FDの理೦Ͱ͋る「相互研ᮎ」Λ۩ݱ化͢るͨΊにɺ授業Λಠして͍ͨ教һの教育報Λ組織に公

開してもら͏ඞཁ͕͋ͬͨɻ͞らにͦのσータΛ構成һͰ共有͢る͜とΛࢼΈͨɻ͜の教育報の公
開と͍͏に͓͍てɺͦΕ·Ͱ授業Λड講ੜҎ֎ඇ公開に͢る͜とΛطಘݖとして͍ͨ΄とΜͲの教
һにとͬてށ͍Λͬ࣋てܴ͑らΕɺ一部の教һにܹし͍߅にも͋ͬͨɻ͔Εらにとͬて授業୭
にも৵͞Εな͍ਆなものͩͬͨのͩɻதに「ݸਓ報」と͍͏ݴ༿Ͱ͢߅る教һも͍ͨɻ報公
開͕ඞずしも৵ུͰ͋るΘけͰな͍しɺͦのਓの授業Λ一ํ的に൷しͨΓ൱ఆ͢るものͰな͍͜
とࣗ໌の͜とͰ͋るɻ公開・共有の前にզʑにࣗ໌の͜ととして֤教һ͕ͬߦて͍る授業の༰
ํ๏のଚॏ͕͋ͬͨɻଚॏ͕͋るのɺಉ྅ੑ͔らの発࿐Ͱ͋るɻ
大学Ͱຽ主主͕ٛ育ͨなけΕࣾ会Ͱ発లして͍͘Θけ͕な͍ɻͦΕ·Ͱのطಘݖ׳शΛଧഁしɺ

গしの༐ؾΛͬ࣋て͕ࣗͬ࣋ݾて͍る教育報Λ組織に開して͍͘͜となしにɺ教育改ળ・改革͕進
ΜͰ͍͘͜とな͍ずͩɻ
զʑ͕FDΛ開࢝͢ると͖にؾΛͭけͨ͜とɺFDのアリόΠ࡞Γしな͍͜とͰ͋るɻFD͔ࠃら

のࢦಋにෛ͏と͜Ζ͕大͖͍のͰɺ教育改ળに݁び͍ͭて͍る͔Ͳ͏͔と͍͏ͨΓ前のֻ͍けΛ͢
る前にɺ「学ੜによる授業ධՁ」「γンϙδϜ」Λͨͩͬͨͩけと͍͏ঢ়͕گ全ࠃの大学に͋ͬ
ͨしɺࠓも͋るɻզʑFD͕教育改ળに݁びͭ͘よ͏にσβΠンしɺ講演会にௌऺ͕ू·るよ͏に
力しͨɻFDのݸʑのऔ組のσβΠンにもमਖ਼Λ加͑な͕らɺ教育改ળ授業改ળに͢ࢿる࣮ફ力の͋
るFDΛࢦして͍ͬͨɻ
զʑ͕学Μͩچఇࠃ大学のFDΛ୲͢るセンターɺଟ͘の༏秀な専教һΛ有しɺࡒ的にも恵·

Εて͍ͨɻ小نの山形大学͕ͦ͏しͨ大学とಉ͜͡と͕Ͱ͖るΘけͰな͍のͰɺࡒ的・ਓ的に
のৎに߹ͬͨFDΛ構築しߦしよ͏とͨ͑ߟɻ
͍ずΕにしてもɺ山形大学の相互研ᮎ・公開・共有の理೦ɺޙʑFDの大学ؒ連携Λ進Ίる্Ͱの理

的支பともなͬて͍ͬͨɻ

̐ ҭϫʔΫγϣοϓڭཆڭ
山形大学の教ཆ教育のFDɺ����ʢฏ成��ʣ年に「教ཆ教育ϫークγϣοϓ」ͰນΛ開けͨɻ͕ࢲFD

のҕһになる前年の͜とͰ͋ͬͨɻ教ཆ教育ϫークγϣοϓ్த基൫教育ϫークγϣοϓと名শΛม
にεターτ࣌��らมΘͬて͍な͍ɻ８݄のே͔࣌し͕ͨɺ基本的なσβΠン����ʢฏ成��ʣ年ߋ
しɺனٳΈΛڬΜͰ༦ํ࣌�·Ͱ͏ߦɻޕ前த一ྲྀの有ࣝ者࣮ફՈによる��分の基調講演͕
͋るɻޙޕɺ３ͭ程の分科会Λ開͖ɺෳの話題提供者の報告Λ基に参加者Λަ͑ͨٞΛ͏ߦɻ
初大学の教室にクーラー͕ઃஔ͞Εて͍な͔ͬͨのͰɺྫྷのඋして͍る学֎のࢪઃΛआΓて

キャンύεͰࢄɺ分ࠒΊͨ࢝ɻͨͬߦ
͋るにもؔΘらずɺ全学͔ら���名Ҏ্
の教һ͕参加しɺ׆発な͕ٞల開͞Ε
ͨɻ全学の教һ͕参加͢る͜と͕Ͱ͖
るํ向ੑの催しɺ͜のϫークγϣο
ϓ͕初ΊてͰ͋ͬͨɻFDと͍͏ݴ༿の৽
͞も͋ͬてɺଟ͘のものΛҾ͖ͭけͨɻ
本ϫークγϣοϓ開催初͔らɺ学

֎者の参加ΛडけೖΕͨɻ初県
にし͔広報して͍な͔͕ͬͨɺͦのޙ全
ࠃにप͢るよ͏になͬて͔らɺ全ࠃ
ʑӜʑ͔ら参加者͕͋ͬͨɻࡏݱͰ
学よΓも学֎͔らの参加者のํ͕
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日 時 平成25年９月３日(火）10時～16時半

基調講演

「なぜ教養教育か？」
新潟大学理事
国際基督教大学元学長

絹川 正吉 氏

分 科 会
①「サイエンスボランティアから教育現場へ」
②「大学教育における学習コミュニティの形成」
③「学生による学生支援」

参 加 者 全国29大学等、85名(山形大学41名含む）
満 足 度 4.16点(５点満点)(ポストアンケート結果より）

表２ 山形大学「第15回FDワークショップ」



ଟ͍向に͋るɻ
ฏ成�5年に࣮ࢪしͨϫークγϣοϓの༰Λ表２に·とΊͨɻ

̑ ֶੜʹΑΔतۀධՁ
ฏ成��年に「学ੜによる授業ධՁ」Λ࣮͢ࢪる͜ととなͬͨɻ͜の୲ҕһͰ͋るਓ文学部のݩ

木幸一教授とࢲの２ਓͰ͋ͬͨɻݩ木͕ࢯ全ࠃの主ͩͬͨアンέーτΛऩूして分ੳしɺアンέーτの
質項ΛܾΊͨɻアンέーτの分ྔΛͦΕ΄Ͳଟͤ͘ずɺ̖４一ຕの表ཪにऩΊる͜とにܾΊͨɻ表
໘Λマークγーτํࣜにしɺཪ໘Λࣗ༝هड़としͨɻͦΕとɺアンέーτの名শΛ授業ධՁと͢るのͰ
な͘ɺ授業改ળと͢る͜とにしͨɻධՁと͍͏ݴ༿͖͕ͭײޠա͗るしɺզʑとしても授業のラン
クけ教һの業ධՁΛ͢る͜とໟ಄͑ߟて͍な͔͔ͬͨらͩɻ͜ΕࠓもมΘらな͍ɻアンέー
τ教ཆ教育のඇৗۈの教һ͕୲͢る授業ΛؚΊɺ͢ての授業Ͱ࣮͢ࢪる͜ととなͬͨɻ
զʑ͕「学ੜによる授業ධՁ」のํ๏Λ研究͢る͏ͪにɺアンέーτΛ࣮͢ࢪるͩけͰԿも授業改

ળにར͢る͜と͕な͍͜と͕分͔ͬて͖ͨɻݱにɺアンέーτΛΓͬͺなしͰɺ݁ՌΛ公表͢るͲ͜
Ζ͔·とΊても͍な͍大学͕͋る͜とΛͬͨɻ授業改ળに立てるͨΊにɺ࣮͢ࢪる͜とҎ্に݁
Ռのू計と公表͕ඞ須Ͱ͋ると͑ߟるよ͏になͬͨɻू計ํ๏と公表ํ๏Λ͑ߟるのͨͬͩࢲɻ
Λࣔしۉのɺ表３の通ΓͰ͋るɻԣのྻͦΕͧΕの授業Λࣔしɺॎのྻઃのฏͨ͑ߟ͕ࢲ

て͍るɻ͜の༻ࢴの７ຕ分Ͱ֤学ظの教ཆ教育の全授業͕表͞Εる͜とになるɻࣗ༝هड़͜の表のத
Ͱ表͞ݱΕて͍な͍ɻ授業改ળに立ͭࣗ༝هड़授業者にアンέーτのݪ本Λ͢てฦ٫͢る͜と
Ͱ͢·ͤͨɻ
学ੜによる授業改ળアンέーτの調査Ͱ授業の࣮ଶ͕͢てΘ͔るΘけͰな͍ɻ֘の授業の͜と

Λ一൪分͔ͬて͍るの授業者Ͱ͋るɻΏΊΏΊFDの୲者大学学部のࣥߦ部教һの授業の͜
とΛ͢てѲしよ͏とࢥΘな͍͜とͩɻもしͦΕ͕ߦΘΕͨなら理ࣾ会Ͱ͋るɻͦしてͦ͜·
Ͱ͔ߦな͘とも࿑ଟ͘してӹগなしになΖ͏ɻͦΕͰも組織的にアンέーτΛ࣮͢ࢪる͜とのརɺ
学ੜ͔ら授業ΛݟるとͦΕड講して͍るि��ίマの͏ͪの一ίマにա͗な͍と͍͏͜とに立٭し
て͍るɻࣗ分の授業͜͏しͨ授業のதͰݸʑの学ੜによͬて൱Ԡな͘相ର化͞Εて͍るのͰ͋るɻ͜
の相ର化のঢ়ଶΛݸʑの教һͰ調る͜とͰ͖な͍ɻ組織的にߦΘな͍と͑ݟて͜な͍のͰ͋るɻ͜
͜に「授業改ળアンέーτ」Λ組織的に࣮͢ࢪるҙຯ͕͋るɻ
前ظऴΘΓにアンέーτΛ࣮ࢪしɺߟ͕ࢲҊし事務৬һにͬ࡞てもらͬͨ͜のू計表Λɺ教ཆ教育ϫー

クγϣοϓの分科会Ͱ提ҊしͨɻもͪΖΜなର͕ฦͬて͖͕ͨɺなΜと͔ҕһ会Ͱ承認͞Εɺޙ
る前に全教һに·࢝のظ
ฦ٫しɺ学ੜࣔܝ൘にも
２िؒࣔܝしͨɻ͜のํ
๏͕ͦのޙも౿ऻ͞Εて
͍るɻ
初ظのࠒ༷ʑなٞ

Λৢしͨアンέーτもɺ
Ͱ山形大学にし͔ͬࠓ
Γとఆணして͍るɻ͜の
アンέーτ���5ʢฏ
成��ʣ年͔ら山形大学ͩ
けͰな͘山形県の大学ؒ
連携組織「地域ωοτ
ϫークFDʠथණʡ」の加
Εるよ͏に͞༺׆Ͱߍໍ
なΓɺ����ʢฏ成��ʣ年
͔ら東日本の「FDωο
τϫークʠͭ͞ʡ」とɺ
ར༻͢る大学͕֦大して
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表３ 山形大学教養教育「授業改善アンケート集計結果」



͍ͬͨɻ
͜͏してɺ山形大学のFDの理೦の「相互研ᮎ」ɺ「公開」ɺ「共有」ɺ「学ੜの授業改ળアンέーτ」の

தͰ۩体的な࢟Λݱしͨɻ
年͕ͬܦてɺू計݁Ռ表に授業名授業者名Λ公開͢る͜と͕ͨΓ前になͬて͍ͬͨɻ

̒ ެ։तۀͱݕ౼ձ
����ʢฏ成��ʣ年に公開授業にऔΓ組Ή༧ఆになͬて͍ͨのͰɺݩ木ҕһと事務৬һの３ਓͰژ

大学の田தຖ࣮教授のと͜Ζに͍ɺ大山ହ宏ॿ教授の授業Λ参؍しɺͦのޙのݕ౼会にも参加しͨɻ
͜のݧܦΛ通してɺ授業Λ公開͢るͩけͰ授業Λ改ળ͢る͜とͰ͖な͍ɺと͍͏ͨΓ前の͜とΛ
確認͢る͜と͕Ͱ͖ͨɻ授業の公開ɺ公開͢るਓ͕ಉ྅にݟらΕる͜とによͬてɺۗΛਖ਼͢と͍͏͜
とҎ্のҙຯな͍ͩΖ͏ɻ公開授業Λҙຯの͋る授業改ળのπーϧと͢るͨΊにɺ公開授業のޙに
参؍者と一ॹにݕ౼会Λ࣮͢ࢪる͜と͕ඞ須なのͰ͋るɻ����ʢฏ成��ʣ年࣌大学の授業Λ公開
͢るͩけͰ৽ฉه事になる࣌Ͱ͋ͬͨɻ
զʑ公開授業とݕ౼会のํ๏ΛσβΠンして͍ͬͨɻݕ౼会Ͱ授業者Λ͞らし者にして͍けな

͍ɺと͍͏͜とΛ確認しͨɻ͜の͜とΛ確認しな͍とɺԟʑにして大学Ͱݕ౼会Ͱ授業のѱ͍͔
ΓΛ͋͛ͭら͏͜とになるɻࢲͦ͏しͨݕ౼会に参加しͨ͜と͕͋るɻ大学の教һ研究Λ通してӶ
͍൷者として育ͬて͍るɻ൷͔ΓͰɺの授業者もͪΖΜの͜とɺݕ౼会に参加しͨਓもࣗ
分の授業Λ公開しよ͏とࢥΘな͍ͩΖ͏ɻ授業の公開授業改ળに立ͭ直接的なํ๏Ͱ͋るɻ͜Ε
͕組織のதͰडけೖΕらΕなけΕɺ組織のࣗ的な授業改ળγεテϜ立্͕ͪらな͍ɻͻͨ͢ら回
Γ͘Ͳ͍औ組にਫ਼Λग़͢͜とになるɻ
զʑ公開授業とݕ౼会Λಉ྅ੑに基ͮ

͘ϐアϨϏϡーとҐஔͮけͨɻ参؍者も授
業者とಉ༷に௧ΈもۤしΈも分͔ͪ߹͍ͭ
ͭ授業改ળΛ進Ίて͍͘ಉ྅なのͰ͋るɻ
ਤ１にࣔしͨよ͏にɺ公開授業とݕ౼会ɺ
୯に一ํ通ߦの授業者の授業改ળΛ的と
しͨものͰな͘ɺ参؍者も授業者の授業
Λ通してࣗ分の授業Λ振Γฦるとならな
けΕならな͍のͰ͋るɻ
公開授業とݕ౼会Ͱも͏一ॏཁな͜とɺ授業改ળΛ的として͍るのͰɺ学ੜ͕主Ͱ͋ると͍

͏͜との確認Ͱ͋るɻ࣌として授業参؍者前ํの੮Ͱ授業Λ৺にड講しɺݕ౼会Ͱ授業͕とても໘
ന͔ͬͨとײΛもら͢͜と͕͋るɻͦΕͦΕͰඍস·し͍の͕ͩɺͦの参؍者のഎޙͰଟ͘の学ੜ
͕ͨͪ৸て͍る事も͋るのͩɻ公開授業教һの教ཆΛ૿͢Ͱな͍ɻ授業改ળΛ͢ߦるͰ͋
るɻ授業者͕Ͳのよ͏な振る͍Λして͍る࣌に学ੜ͕Ͳのよ͏なڍಈΛして͍るの͔Λུ֓的にͰも
ѲしなけΕならな͍ɻ授業தの学ੜのߦಈΛྫྷ੩に͢؍る͜と公開授業のҎ֎にな͍のͩ
͔らɺ͔なΓوॏなのͰ͋るɻ
͞てɺ͜のよ͏な͜とΛࡍ࣮͑ߟに公開授業Λ͜͏ߦとにな͕ͬͨɺҕһの୭も手Λ͛ڍる者͍な

͔ͬͨɻ͜Ε͋ら͔͡Ί༧Ͱ͖ͨ͜とͰ͋ͬͨのͰɺ͕ࣗࢲ分の授業Λ公開͢る͜とになͬͨɻ͋
らΏるͰֻけਓΛऔらなけΕ͍けな͍のͩɻ͕ͩɺ本൪の前·ͰにɺリϋーαϧΛしなけ
Εならな͍ɺと͍͏͜とͰݩ木ҕһとࢲਓ文学部の立দܿ教授に͓͍ئして授業Λ参ͤ͞؍てもら
よ͏͕ͩɺ͜͏しͨ᱐し߹͍զʑ３ਓのؒのؒͰͨͬࢥɻ立দҕһ᱐͞Εͨとͨͬߦ会Λ౼ݕ͍
し͍͜とͰな͔ͬͨɻ相互研ᮎ࣌に༡び৺満ࡌͰ͋るɻ
「高等教育にؔ৺の͋るਓ୭Ͱも参؍Ͱ͖·͢」と͍͏ϑϨーζΛೖΕͨϙεターΛ全学部と山形
県の大学にしͨのͰɺࢲの公開授業に山形大学の６学部͢てと県の大学Λ߹Θͤて総��
名΄Ͳの参加者͕͋ͬͨɻFDඞずしも教һͨͪにडけೖΕらΕて͍るΘけͰな͔͕ͬͨɺし
͞も͋ͬて͔ɺࢍ成もରもೖΓཚΕて参加して͍ͨɻ͑ࢥࠓɺࠞಱとしͨؾ׆の͋る࣌
ͩͬͨɻ
͋ら͔͡Ί໌るָ͘し͍งғؾͰとͬݴて͓͍ͨݕ౼会ɺࢲの授業の題のݫし͍ٴのと化
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図１ 公開授業と検討会におけるピアレビューの構図



しɺϙετアンέーτにɺ「学ੜによる授業改ળアンέーτよΓも授業改ળに立ͭ͜と͕分͔ͬͨɻ
会͕͋ͬͨらੋඇとも参加し͍ͨɻ͕ͩɺࣗ分の授業Λ公開͢る͜とな͍Ͱしΐ౼ݕび公開授業と࠶
͏」とॻ͔Εて͍ͨɻもͬともなײͰ͋るɻ͕ͩɺϙετアンέーτのఆྔ的なσータ͔らɺ公開授
業とݕ౼会参加しͨਓͨͪに授業改ળに立ͭπーϧͰ͋る͜と認ΊらΕͨɻ
զʑͦΕ͔ら年ɺ公開授業とݕ౼会Λී͢ٴるͨΊに大ʑ的な公開授業とݕ౼会Λຖ年一回࣮ࢪ

しͨɻͦΕとಉ࣌にし͍者ͨͪਓͰنࡉྵ͏ߦの「ϛニ公開授業ˍݕ౼会」Λ推して͍ͬͨɻ
৽教һ等Ͱし͍ಉ྅͕͍な͍教һにɺٻΊにԠ͡てզʑ͕参؍しにͨͬߦɻ
しら͘ݩ木ҕһと一ॹにɺ学ੜͨͪのධ͕ྑ͘授業ධՁも高͍教һに授業Λ参ͤ͞؍てもら͏

ͩけͰな͘ɺ学ੜの授業ධՁのஶし͍͘教һにも授業Λ参ͤ͞؍てもらͬͨɻ前者ɺ͕͢͞に学ੜ
に支࣋͞Εて͍るͩけの༰とํ๏Λ݉Ͷඋ͑ɺ授業準උに·ͶのͰ͖な͍΄Ͳの大なؒ࣌Λඅし
て͍る͜と͕授業Λ通して༰қに૾Ͱ͖ͨɻޙ者ɺզʑとし͍ઌഐ教һͰ͕͋ͬͨɺ授業தɺઌ
ੜ͕学ੜΛ΄とΜͲݟて͍な͍͜と͕分͔ͬͨɻ学ੜͨͪ教室Λࣗ༝にग़ೖΓして͍ͨのにɺઌੜ
ͦΕに͍ͮؾて͍な͍のͩɻし͔しɺ͜͏しͨ授業εタΠϧࣗ分͕ͨͪ学ੜ࣌のࠒͦ͏し͍も
のͰな͔ͬͨɺとݩ木ҕһとೲಘし߹ͬͨのΛ֮͑て͍るɻ
͜のよ͏にීٴの力Λして͖͕ͨɺ山形大学全体に「公開授業とݕ౼会」͕ ఆணしͨと͍ݴ͍ɻ

͕ͩɺ́ とΜͲの教һに͓͍てɺFDΛ࢝Ίるे年前よΓも授業Λଞの教һにͤݟるのに͕ײ߅ബら
͍Ͱ͍る͜とؒҧ͍な͍よ͏Ͱ͋るɻ
山形大学の教ཆ教育Ͱɺຖ年ϕετティーνャーとϕετティーνャー৽ਓΛબఆして͍るɻ

બΕͨ教һɺ授業の公開とͦのޙの࠙ஊ会͕ٛ務けらΕて͍るɻ
回の講演のͨΊにੲのεラΠυΛ୳して͍るとɺ����ʢฏ成�6ʣ年に授業ΛΠンターωοτΛ通しࠓ

てετリーϛング৴して͍ͨ͜と͕͍ࢥग़͞Εͨɻ͜Ε授業の公開の一Ͱ͋るとಉ࣌にɺ̴ラー
ニングの研究のͨΊͰも͋ͬͨɻ৴݅ɺ学に͓͍てಉ࣌に࠷大5�ɺ学֎͕ಉ࣌に࠷大��Ͱɺ
全ࠃの大学のΈならず海֎のࢹௌも１͋ͬͨɻ೦な͕らɺ͜のऔ組続͔な͔ͬͨɻ͜の研究ɺ
εέーϧҧ͏͕ɺࡏݱのੈքの高等教育քͰ大͖な話題となͬて͍る.00$ʢ大نΦーϓンΦンラ
Πン講࠲ʣにͭな͕るものͰ͋るɺとͨͬݴらΓ͍ݴա͗Ͱ͋るɻ

̓ '%߹॓ηϛφʔ
����ʢฏ成��ʣ年に「FD߹॓セϛφー」Λ開催͢る͜とになͬͨɻ͜Ε͢Ͱに前年に࣮͢ࢪる

༧ఆになͬて͍ͨの͕ͩɺ前年の２ͭのऔ組に加͑て͜Ε·Ͱ͏ߦのՙ͕ॏա͗るɺと͍͏͜とͰ
ཌ年に回͞ΕͨܦҢ͕͋るɻ「FD߹॓セϛφー」ތΓ高͖大学教һΛ相手にಉ྅Ͱ͋るզʑ͕講ࢣと
なͬて演शΛ͏ߦと͍͏よ͏なਤࣜͰɺզʑのਫ਼ਆ的ෛ୲͕大͖͗͢るとࢥΘΕͨɻඞず教һの߅
͕大͖͍͜と͕༧Ͱ͖͔ͨらͩɻͦしてํのۓுؔग़Ͱ͖な͍ด͞ΕۭͨؒͰؒ࣌続͘
のͰ͋るɻ主催者Ͱ͋るզʑよΓも参加者のਓ͕ଟ͍͜と͔らݟてもɺύϫーόランεզʑにѹ
的にෆརなのͰ͋るɻ主催者͕参加者ͨͪにるし্͛らΕる͜と͕͋ͬてもෆٞࢥͰな͍ɻݱにɺ
全ࠃの大学Ͱͦ͏しͨ͜と͕͜ىΓɺ２のFD߹॓セϛφー͕開催͞Εな͍大学͑͋ͬͨ͞ɻ
ͦ͏しͨݒ೦͕͕͋ͬͨɺとに͔͘νャϨンδしてΈる͜とになͬてʢなΜてϙδティブと͍͏͔ɺ

ָఱ的と͍͏͔ɺ能ఱؾと͍͏͔Ͱ͋るʣɺઌߦ大学の北海道大学のマニϡアϧΛ参রしてɺͦ ΕΛ山形
大学ྲྀにアϨンδして࣮͢ࢪる͜とになͬͨɻԿധͰ͔͏ߦと͍͏͜と͕ٞ͞Ε͕ͨɺ一ധ二日Ͱे
分ͩと͍͏͜とͰ主催者一ಉଈ一கしͨɻॴ山形大学のଂԦ山ྈͰ͋るɻඪ高����Nに͋Γɺࣗ
分ͨͪͩけのିͰ͕͋ͬͨɺεキーϠーζϕουのよ͏な৸室とࣗ分ͨͪͰ৯事のહΛしなけΕ
ならな͍ɺと͍͏ܾしてշదと͍ݴ͍͕ڥզʑΛܴ͑ͨɻ
参加֤学部͔ら５名ずͭの参加ΛืΓɺ͜Ε͕֤学部にٛ務けらΕͨよ͏Ͱɺ総��名͕参加し

ͨɻ͜の࣌ɺ࣌の学も一ൠ参加ʢ͜Εもࢲに᱐͞Εͨと͍͏͜とになͬて͍るʣしɺଞの教һと一
ॹにϫークΛ͜なしͨɻ
６ͭのϓログラϜ͔らなΓɺ一ͭのϓログラϜ大学の授業とಉ͡に��分Ͱ構成しͨɻ��分のΘ

けɺ初Ίの��分にզʑ講͔ࢣら؆୯なઆ໌Λ͍ߦɺͦ Ε͔ら൝に分͔Εて��分のグϧーϓϫークΛߦ
͍ɺͦ のޙ全体会Ͱ֤൝の発表と౼ΛͨͬߦɻϓログラϜのؒに��分のܜٳΛ͞Μͩɻテーマ
山形大学の課題とϏδϣンΛ͑ߟる͜ととόーνャϧな授業のγラόεΛ成͢る͜とͰ͋ͬͨɻ͜の
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ϓログラϜ͕二日ؒͰ６ͭも͋るのとてもϋーυな͜とͰ͋ͬͨɻ͜のׂؒ࣌のͨΊにɺೖཋ͢る࣌
ؒもे分にऔΕな͔ͬͨしɺ࠙会も的ήーϜのϫークΛऔΓೖΕて͍ͨのͰɺ৺も体もٳ·るՋ͕
な͔ͬͨɻ
初の༧通Γɺ参加者͔らଟ͘のෆ満͕表ग़͞Εɺզʑઆ໌しͨΓしͨΓɺ࣌にແࢹして࣌

͕ؒա͗てͨͬߦɻͦΕͰも༧ఆしͨϓログラϜ͢てऴ͑る͜と͕Ͱ͖ͨɻޙ࠷ΈΜなጧድし
͖ͬて͍ͨɻҊのఆɺϙετアンέーτのࣗ༝هड़ཝにݫし͍ҙ͕ݟଟʑॻ͔Ε͕ͨɺͦΕͰも͜の
セϛφー͕授業改ળに立ͭと͍͏͜とΛͨͬࢥ参加者͕ଟ͔ͬͨのɺఆྔ的なσータによͬてࣔ͞
Εͨɻ͜Ε͕͍ٹͰ͋Γɺཌ年の開催͜の؍٬的σータの支࣋によͬてՄ能となͬͨɻ
ཌ年ɺ͙͢に࠙会のࡍの的ήーϜΛな͘しɺϓログラϜΛ一ͭݮらして５ͭにしͨɻͦΕͰも

·ͩਏͦ͏ͩͬͨのͰɺཌ年͔ら·ͨ一ͭݮらして４ͭにしɺࡏݱにͬࢸて͍るɻ����ʢฏ成��ʣ年
࣌γラόεと͍͏ݴ༿Λ教һの΄とΜͲらな͔ͬͨしɺ౸達ඪ成ධՁに͍ͭてઆ໌Ͱ͖
るもの͍な͔ͬͨɻࡏݱͰɺ͓͓よͦの͜とΛͬて͍るのͰɺ࣌よΓϫーク͕εϜーζに進
Ήよ͏になͬて͍るɻ
学Ͱ݁構ѱධ͕立͕ͬͨɺͦΕͰも全学部͔ら参加者Λग़して͘Εて͍ͨɻ͜Ε͕「大学ධՁ・

学Ґ授༩ػ構」の֎部ධՁ͔ؔػら高͘ධՁ͞Εͨɻಉ࣌にɺ「ຖ年��名Ͱ全教һ͕ड講͢るのに��
年Ҏ্͔͔るͩΖ͏」と͍͏ίϝンτも͋ͬͨɻ͜ΕΛࠀ͢るͨΊࢦఠΛडけͨ次の年に一ധ二日の
セϛφーΛ３セοτ͍ߦɺ次の年͔ら２セοτ͏ߦよ͏になͬてࡏݱにͬࢸて͍るɻͦしてۙ年に
なͬてɺ２ͭ͋る͏ͪの１ͭのセοτΛ੩Ԭ大学ʢݱ・ཾ୩大学ʣのࠤ藤ཾ子教授ɺ東ژ工ܳ大学の大
島教授ɺ北学園大学の田࣮ܿ教授Λ講ࢣにܴ͑てɺ࣮ફ的な授業改ળΛ的としͨϓログラϜに
Γସ͑ͨɻ
����ʢฏ成�5ʣ年にɺ৽ׁ大学のਓ͔ら参加のر͕͋Γɺ３名のرΛडけけͨɻ次の年に

全ࠃの大学に公開しɺຖ年全ࠃʑӜʑ͔ら参加͞Εて͍るɻ͜Ε·Ͱ学֎Λ߹Θͤて����名ۙ
͘の参加者͕͋ͬͨɻ

̔ ΞΫςΟϒɾϥʔχϯά
զʑ山形大学のFDのඪΛ

ଘの授業の改ળとして͖ͨɻしط
͔しɺ北海道大学のѨ部和ް教授
͔らɺ͜の࣌に৽し͍授業๏
の開発にもऔΓ組·なけΕなら
な͍とࢦఠ͞Εɺಉ࣌にͦの࣮ફ
例Λ教授͞ΕͨのͰɺͦΕにνャ
Ϩンδ͢る͜ととなͬͨɻҕһ会
Ͱ୭も手Λ͛ڍる者͍な͔ͬ
ͨのͰɺ͕ࢲ立দҕһΛࠐ͖רΜ
ͰࢼしてΈる͜とにしͨɻͦΕ͕
����ʢฏ成��ʣ年に開࢝しͨ教
ཆ教育の授業ʰࣗ分ΛるʱͰ͋
るʢਤ２ʣɻ
学ੜ͕ͨͪΉものΛ͔な͑て

͋͛よ͏と͑ߟて構しͨの͕本
授業Ͱ͋るɻ学ੜͨͪに授業Λҕ
Ͷɺ「学ੜによる学ੜのͨΊの授
業」͕εターτしͨのͰ͋るɻ
・ײಈ力・ࣾ会ੑ・ߦը力・能ಈ的ا・るとɺ授業のඪΛ「題ղܾ能力ݟの講演εラΠυΛ࣌
リーμーγοϓ・ίϛϡニέーγϣン能力」とॻ͖ɺアクティブ・ラーニングのݴ༿もͬて͍ͨɻ
学ੜͨͪࣗ分ͨͪのΓ͍ͨ͜とΛグϧーϓͰ࡞に্͛て͍͘ɻ͔ΕらのΓ͍ͨ͜とɺ演

ܶөըの࡞成ɺՎɺ͓স͍なͲͰ͋ͬͨɻ͔Εら授業ؒ࣌֎Ͱ࡞࡞ΓΛしɺ授業Ͱ൝ຖに్த
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図２ 教養教育の授業『自分を創る』の新聞記事



ຽに向けて有ྉͰ発表͢ると͍͏とࢢऴ的にɺ学֎のϗーϧͰ࠷աΛ発表͢る͜とになͬて͍ͨɻܦ
ΜͰもな͍Ϩϕϧに·Ͱͬ࣋て͍͘͜とになͬͨɻ͔Εら͜のඪの高͞のͨΊにɺೖ学初の年
Λ͜の授業に全力͢ٿる͜とになͬͨɻࢲ͜の授業Λ５年ؒ続けɺܧޙ者͕二にͬて続けて͘
Εͨɻ
͜の授業Λཤमして͍ͨ学ੜ͕ɺࣗ分ͨͪͰ授業Λͭ͘るϢニークな授業Λཤमして͍るとΧφμに

͍る高࣌ߍのಉڃੜにϝーϧͰࣗຫ͢るとɺΧφμͦΜな授業͔Γͩと͍͏ฦ事͕ฦͬて͖ͨɺ
とগし͕͔ͬΓし༷ͨ子Ͱࢲに教͑て͘ΕͨɻΧφμの大学͕本にͦ͏なの͔Ͳ͏͔Λࢲらな͍
͕ɺͦΕͰも࣌の日本のよ͏に講ٛ一ลͰな͍͜とͩけ確͔なよ͏ͩͬͨɻ
ߦの授業のઃ計͕۱ʑ·Ͱࢲ会Λ開催しͨɻ学ੜにࣗ༝にͤ͞て͍るよ͏Ͱɺ౼ݕの授業Λ公開しࢲ

͖ಧ͍て͍る͜とҙ的にଊ͑らΕͨɻ発表会に学࠺৬һ͕ͨͪͨ͘͞ΜνέοτΛങͬ
てɺݟにདྷて͘Εͨɻ
学ੜ主体の授業ɺアクティブ・ラーニングのଞに学ੜ参加ܕ学ੜ参ըܕɺํܕなͲ༷ʑなݺび

ํ͕͋ΓɺͦΕͧΕఆ͕ٛগしずͭҧͬて͍る͕ɺզʑ学ੜ主体ܕ授業とݺΜͰͦのීٴΛਤͬて͖
ͨɻ͜の࣮ݧ的授業なͲΛϕーεとしてɺ����ʢฏ成��ʣ年の文部科学省の教育G1にզʑのऔ組「学ੜ
主体ܕ授業開発共有化FDϓロδΣクτ」͕ අΛར༻してɺઌ進的な授業Λ開発͢るܦ͞Εͨɻ͜の࠾
ͨΊにɺઌ進的なI5学शثػΛઃஔしͨ教室「ઌ学शラϘ」Λઃஔしɺ୭Ͱも͕ར༻Մ能な൚༻ੑの
͋る学ੜ主体ܕ授業Λ開発して͍ͬͨɻ

̕ तۀվળͷࡐڭ։ൃ
͜のࠒɺ全ࠃͰFD研म会に参加しな͍教һに「深

海ڕ」とݺͿϑϨーζ͕ΘΕるよ͏になΓɺ͜の深
海͕ͦ͜ڕ組織のதの教育改ળの進లの્ཁૉと
なͬて͍るɺとྲྀ͞Εるよ͏になͬて͍ͨɻ͕ͩɺ
Ͳ͜の大学Ͱも全һ͕FDの研म会に参加͢るΘけͰ
な͍͜とෆٞࢥͰもなΜͰもな͔ͬͨɻ山形大学
Ͱもಉ͡Ͱ͋るɻし͔しɺなΜと͔してͦ͏しͨਓͨ
ͪにもզʑの手͕ಧ͔なけΕならな͍と͑ߟɺ一ਓ
Ͱ学る本Λҕһ会として࡞成͢る͜とにしͨɻͦΕ
͕ʰ͋ͬと͓ͲΖ͘授業改ળ－山形大学࣮ફฤ－ʱͰ
͋ͬͨʢਤ３ʣɻ
͜の本ɺ３部構成となͬて͓Γɺ第１部「授業Λ

ྑ͘しよ͏－̭ࢯの授業改ળฃಆه－」ච者͕໘ന
͓͔し͍ޠΛॻ͍ͨɻ第２部ෳの教һによͬて
「授業改ળϫンϙΠンτू」Λ��項ॻ͍ͨɻ第３部
興ຯ深͍授業Λして͍る８ਓの教һに「৽し͍授業
と授業改ળの࣮例」Λॻ͍てもらͬͨɻ͜の本のΠラ
ετࢲの授業Λཤमして͍る学ੜにアϧόΠτΛ
ͬてඳ͍てもらͬͨɻ͜の༇շなֆ͕ىരࡎとなͬ
͔ͨͲ͏͔らな͍͕ɺ学もとよΓɺ学֎に͓
͍ても大มなධになΓɺ͜の本ΛϞσϧにして͍͘
͔ͭの大学͕͜Εにྨ͢る本Λग़しͨɻ·ͨɺ全教һに͢るのͰඦ部ૹͬてཉし͍と͍͏ଞ大学͔
らの文も͋ͬͨɻ͜の本ロングセラーとなͬͨɻ
͜の本の第一部Λ基に٭͕ࢲ本Λॻ͍てɺ学ੜͨͪにొਓΛ演͡てもら͍ɺ͍ϏσΦಈըΛͬ࡞

てɺϗーϜϖーδにアοϓしͨɻ͜Ε͕次の本֨的なϏσΦ教ࡐに݁び͍ͭて͍ͬͨɻ
����ʢฏ成��ʣ年に成しͨ授業改ળのϏσΦ教ࡐʰ͋ͬと͓ͲΖ͘大学授業/GूʱɺͦΕ͕ಡ

ച৽ฉの༦ץに͞ࡌܝΕる日のன͔ؒらɺࢲのもとに福Ԭ・大ࡕ・東ژのテϨϏ局͔ら͍߹Θ͕ͤࡴ
౸しɺϠϑーのτοϓϖーδにも͞ࡌܝΕɺ全ࠃ的にੌ·͍͡ڹΛݺΜͩɻ一ํͰɺ͜のϏσΦ
/H,のローΧϧ์ૹ͔ら全์ࠃૹɺͦして/H,ϫーϧυΛ通してੈքதに発৴͞Εͨɻ
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図３ FD教材本『あっとおどろく授業改善
－山形大学実践編－』



͜のϏσΦɺ前هのࠤ藤ཾ子教授・大島教授・田࣮ܿ教授と山形大学の杉ݪਅߊ।教授ʢݱ・
৺ঁ子大学ʣͦ Εにࢲの５名͕学ੜͨͪのڠ力のԼͰ࡞成しͨ࡞ϏσΦͰ͋ͬͨɻ࣌ɺFDのϏσΦ
教ࡐ࣮ࡍにߦΘΕて͍るൣ的な授業のऩه͕͢Ͱに͕͋ͬͨɺͦΕΛଟ͘の教һ͕ずͬとݟ続
けるの͖ͭա͗るͩΖ͏と͍ࢥɺϏσΦΛݟる͜とによͬてͨݟものಉ士͕ܰؾに話し߹͏͜と͕Ͱ
͖るɺͦΜなָし͍教ࡐΛ࡞Γ͍ͨと͑ߟて࡞成しͨものͰ͋るɻ࣮ࡍɺ͜のϏσΦ教ࡐ༷ʑな大学
Ͱ授業改ળにར༻͞ΕɺධΛതして͍るɻ

�� ελοϑɾσΟϕϩοϓϝϯτ
����ʢฏ成�5ʣ年に࣌の学と話Λしてɺதݎ৬һΛରとしͨ研मʢ4DʣΛ࣮͢ࢪる͜とになͬ
ͨɻ教һ大学の組織的な改ળにFDとしてؔ༩して͍ͨのͰɺ৬һも組織的に4Dとして能力開発Λし
てもら͓͏とͨ͑ߟのͩɻ
4Dの基本的なઃ計「FD߹॓セϛφー」とಉ͡ͰɺグϧーϓͰϓロδΣクτΛߦして͍͘͜とにな
るɻ山形大学の4DΛ４年࣮ؒࢪしɺ͜Ε����ʢฏ成��ʣ年͔らの「FDωοτϫークʠͭ͞ʡ」の大
学ؒ連携4D研म会ʢ表４ʣと発లして͍͖ɺຖ年全͔ࠃらͨ͘͞Μの参加者͕͋るɻ

�� େ࿈ܞ
山形大学4DΛ通してɺ山形県の্࠷広域ݍ全体ΛࢪઃのΘな͍όーνャϧなキャンύεとݟ立

てて「Τリアキャンύεも͕Έ」Λ���5ʢฏ成��ʣ年にઃ立しɺ্࠷広域ࢢ８ݍொଜとのڧ力なύーτ
φーγοϓのԼͰɺ大学と地域の連携ʢ大地連携ʣによるਓࡐ育成と地域ੑ׆化にΉ͜とになͬͨɻ
ཌ年ɺ教ཆ教育のਖ਼نの授業としてʰϑィーϧυϫークɿ共ੜの森も͕ΈʱΛ開講しɺࡏݱにͬࢸて͍

るʢਤ４ʣɻ
ʰϑィーϧυϫークの ಛɦɺᶃݱ地॓
ധの体ܕݧ学शɺᶄগਓ教育ɺᶅݱ地の
講ࢣɺᶆد授業ɺᶇ地ݩの子Ͳもの参加
に͋るɻᶃͰɺ学ੜͨͪ日༵日Λར
༻してݱ地Ͱ॓ധして׆ಈ͢るɻᶄࢢொଜ
͔ら提供͞ΕͨϓログラϜ��名程の
গਓによͬて構成͞Εて͍るɻᶅとᶆに
͓͍てɺݱ地の༷ʑな分のঊに講ࢣと
なͬてもらͬて͍る͕ɺݱ地講ࢣに大学
͔らँۚΛग़して͍な͍ɻ·ͨɺ༷ʑな
ෛ୲Ͱ͋るɻ͜͏ݩಈにؔΘるඅ༻も地׆
しͨҙຯͰのد授業Ͱ͋るɻᶇগ子高
ྸ化・աૄ化によΓɺࡀ��前ޙのए者͕͋
·Γ͍な͍の͕地域のݫし͍࣮ݱͰ͋るɻ
ͦΕΏ͑ɺ子Ͳもͨͪए者と接͢るػ会
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西暦(平成)年 テーマ

2009（21） あっとおどろく大学事務NG集
優秀な大学事務職員になる５つの鉄則

2010（22） コントすてきな大学事務名場面集
OJTによる大学事務改善

2011（23） ケース・スタディによる大学事務改善
2012（24） 大学職員としての広い視野と課題発見能力の育成
2013（25） 大地連携（大学と地域の連携）の可能性と事務職員の役割
2014（26） 大学改革に挑む職員
2015（27） 大学職員のリーダーシップの醸成

表４ FDネットワーク“つばさ”主催の大学間連携SD研修会

図４ 山形大学「エリアキャンパスもがみ」の授業『フィー
ルドワーク：共生の森もがみ』の模様



͕͋·Γな͍ঢ়ଶ͕続͍て͍るɻए者と子Ͳも͕接͢るػ会Λੵۃ的にઃけるͨΊにɺ地ݩの子Ͳもの
参加Λଅして͍るɻ
ϓログラϜ表５にࣔしͨ通Γɺຖ年前ظ��程ɺظޙ��程͕͋るɻϓログラϜҎ前͔らଘࡏ

͢る地域のਓͨͪの׆ಈΛϕーεとしてઃ計͞Εて͍るɻ開講Ҏདྷ��年続͍て͍るϓログラϜも͋Ε
ɺ్தͰ్ઈ͑ͨものɺ్த͔ら加Θͬͨものɺ෮׆しͨものなͲ͕͋るɻ
授業のྲྀΕ次の通ΓͰ͋るɻᶃ大学Ͱݱ地講ࢣによるઆ໌会ɺᶄϓログラϜのر調査ʢ࡞文ʣɺᶅ
学ੜͨͪの振Γ分けɺᶆ大学のεタοϑによる事前ࢦಋɺᶇݱ地体１ݧധ２日ʷ２回ɺᶈL.4ʢ学श支
援γεテϜʣによる׆ಈهの提ग़ɺᶉ大学のεタοϑによる発表会の事前ࢦಋɺᶊ大学Ͱの߹ಉ発表
会ʢ地ݩ講ࢣの参加ʣɺᶋϨϙーτの提ग़ɻ
本授業Λ教育ϓログラϜとして࣋続的に質の向্Λして͍ͨ͘Ίにɺຖ年ɺච者͕講ࢣとなͬてݱ地

講ࢣΛରとしͨFD研म会Λ��分ؒͬߦて͍るɻ·ͨɺεタοϑによる学ੜαϙーターのࢦಋもͬߦ
て͍るɻ͞らにɺ大学εタοϑと地ݩの講ࢣとのؒͰϓログラϜのݟ・ݕ直しもͬߦて͍るɻ͞らに
ɺຖ年地ݩͰ「タンϛーティング」Λ͍ߦɺࢢຽのํʑにも成ՌΛ公表して͍るɻ
初ɺ一部の学ੜͨͪのड講ଶ͕ѱ͍等の͕地ݩ講͔ࢣらฉ͑͜て͖͕ͨɺࡏݱͦ͏しͨ

ฉ͑͜な͘なͬͨɻ͜の授業にର͢る学ੜͨͪの授業ධՁຖ年ඇৗに高͍ʢ表６ʣɻ͜Ε·Ͱ�☗���ਓ
Ҏ্の学ੜ͕ड講して͖ͨɻ
「Τリアキャンύεも͕Έ」Ͱɺ地ݩのಞࢤՈによͬてɺ地ݩग़の山形大学ੜΛରとしͨ学ۚ
੍ɺh 田秀学ۚʱとʰ٢田ྭۚʱ͕ઃ立͞Εて͍るɻ͜͏しͨಞࢤՈによる学੍͕ۚ全ࠃ
の۱ʑにग़དྷる͜とΛɺࢲにͬئて͍るɻ
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表５ 山形大学「エリアキャンパスもがみ」の授業『フィールドワーク：共生の森もがみ』のプログラム

1 新 庄 市 日本一の山車パレード・新庄まつりー本物の山車作りに挑戦」
2 〃 作陶に挑戦！－新庄東山焼の世界
3 〃 環境保全活動を通した自然との共生や循環型社会
4 金 山 町 目覚めよ！ 谷口銀山
5 〃 山間地の宝物を見つけよう
6 最 上 町 冒険家との語らいと特産品づくり体験'09
7 舟 形 町 自然と農村が共生する文化を活用した地域再生活動
8 真室川町 山村活性化調査隊～体験して、ふれあって、小又の未来図をつくろう～
9 〃 子ども達の自然体験等支援講座Ⅰ
10 大 蔵 村 温泉地大蔵村の自然・人・もの体験
11 鮭 川 村 郷土料理と里山自然体験
12 戸 沢 村 戸沢村の超元気印！ 幸齢者集団の生き様に学ぶ
13 〃 田んぼの学校とビオトープ編
14 〃 焼畑農法と自然エネルギー編

平成21年度前期プログラム

1 新 庄 市 「民話のふるさと新庄」～その原風景を探訪する～
2 〃 体験「ごまかしのない食品づくりに挑戦！」
3 金 山 町 山間地の文化を考えよう
4 最 上 町 交流 地域の活力に触れよう'09
5 真室川町 子ども達の自然体験等支援講座２
6 鮭 川 村 古代ロマンと伝統生活体験
7 戸 沢 村 郷土料理と里山づくり編
8 〃 文化伝承と里山生活編
9 〃 冬の里山とまたぎ文化編
10 〃 地域の生活文化と冬の自然体験

平成21年度後期プログラム



�� େֶؒ࿈ܞ
山形大学大学ؒ連携にもੵۃ的ͰɺFDにಛ化しͨ大学ؒ連携組織として͓ͦら͘日本Ͱ࠷初の

「地域ωοτϫークFDʠथණʡ」Λɺ����ʢฏ成�6ʣ年にɺ山形大学͕த৺となͬて山形県の６ͭの大
学・大͕連携してઃ立しͨɻ͜の׆ಈ文部科学省の����ʢฏ成�6ʣ年のݱG1に࠾͞Εͨɻ
ʠथණʡの׆ಈ࣮とϊϋΛ基൫としてɺ山形県֎に連携の֦大ΛਤΓɺ����ʢฏ成��ʣ年に北
海道・東北・ؔ東のࠃ公ࢲ立の大学・大・高専͕連携して「FDωοτϫークʠͭ͞ʡ」Λઃ立しɺ共
に教育改ળΛ進Ίて͍ͬͨɻઃ立初ɺ加ໍͨͬͩ��͕ߍもの͕ɺঃʑに૿加しɺࡏݱʢ���5・��・
１ʣ5ߍ�となͬて͍るɻ
ʠथණʡʠͭ͞ʡ年２
回߹ಉFD研म会Λ͏ߦ等
༷ʑなFDΛ共有して͖͕ͨɺ
ଞのωοτϫークとൺֱして
ͦの࠷大のಛ৭ɺ౷一
ϑΥーマοτによる「学ੜに
よる授業改ળアンέーτ」に
͋るɻզʑ͕開発し࣮ࢪして
͖ͨ山形大学の「授業改ળア
ンέーτ」の༻ࢴとू計ํ๏
Λͬて݁ՌΛ公表して͍るɻ
͜のʠͭ͞ʡの׆ಈ࣮

Λ基൫としてɺ文部科学省の
ฏ成��年「大学ؒ連携共ಉ
教育推進事業」にզʑのऔ組
ʰ東日本広域ݍの大学ؒ連携
による教育の質保証・向্γ
εテϜの構築ʱ͕࠾͞Εͨ
ʢਤ５ʣɻ本औ組の連携ߍ山
形大学のֻけにࢍಉして͘
Εͨʠͭ͞ʡ加ໍߍのதのߍ��Ͱɺεテークϗϧμー地ํࣗ治体Λத৺に͔ؔػ��ら構成͞Εて͍
るɻզʑ͜のऔ組Λ「ʠͭ͞ʡϓロδΣクτ」とݺΜͰ͍るɻ
本औ組の的教育の質保証・向্γεテϜの構築に͋Γɺඪ学ੜのࣗݾ学श力とࣾ会ਓ基ૅ力

の主体的֫ಘに͋るɻ本औ組大͖͘次の３ͭのϓログラϜ͔ら成Γ立ͬて͍るɻⅠʣ連携主体的学श
ϓログラϜɺⅡʣ連携FD�4DϓログラϜɺᶙʣ連携IRϓログラϜͰ͋るɻⅡैདྷのʠͭ͞ʡͰͬߦ
て͖ͨFDと4Dの事業ΛҾ͖͍ܧͰ͍るɻⅠに͍ͭてɺ連携ߍに学ੜ主体ܕ授業のීٴΛਤるͨΊにɺ
߹ಉ課題発表会等Λ࣮ࢪして͍るɻ
本ϓロδΣクτͰզʑ͕一൪ؾ߹͍ΛೖΕて͍るのɺⅠのதの「大地連携ϫークγϣοϓ」Ͱ͋るɻ

͜Ε山形大学 「͕Τリアキャンύεも͕Έ」Ͱ開講して͖ͨݱ地॓ധ体ܕݧ授業「ϑィーϧυϫークɿ
共ੜの森も͕Έ」ΛϞσϧにしてɺ大学ؒ連携Ͱ北海道टݍͰも࣮͢ࢪる͜とΛ計ըしͨものͰ͋
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表６ 授業『フィールドワーク：共生の森もがみ』の「学生による授業改善アンケート」の結果の一部

質 問 項 目 前期FW
（教養全体）

後期FW
（教養全体）

この授業を意欲的に受講しましたか。 4.80（4.10） 4.53（4.08）
教員に熱意は感じられましたか。 4.56（4.28） 4.69（4.36）
教員の一方的な授業ではなく、コミュニケーションはとれていましたか。 4.59（4.01） 4.67（4.12）
授業はよく準備されていましたか。 4.54（4.22） 4.42（4.30）
考え方、能力、知識、技術などの向上に得るところがありましたか。 4.66（4.08） 4.44（4.12）
この授業を総合的に判断すると良い授業だと思いますか。 4.80（4.22） 4.81（4.28）

図５ “つばさ”プロジェクトのポンチ絵



るɻ����ʢฏ成�5ʣ年にύΠロοτ授業として山形大学͕山形県のۚ山ொͰύΠロοτ的に開催しͨ
ものΛ参ߟにしてɺཌ年ɺᶃ北海道۴࿏ࢢѨפொʢ北翔大学ʣɺᶄ北海道ฏऔொʢ札幌大学ʣɺᶅ山形
県্࠷ொʢ山形大学ʣɺᶆਆಸ川県川崎ࢢʢ日本ঁ子大学ʣɺᶇਆಸ川県相ࢢݪʢ東ژՈ学院大学ʣ
の５͔ॴͰ開講しͨɻΧοίの大学͕୲しͨ大学Ͱɺ地ݩのਓͨͪと連携して教育ϓログラϜΛ立
て࣮ࢪして͍ͬͨɻ
���5ʢฏ成��ʣ年ɺᶃ北海道۴࿏ࢢѨפொʢ北翔大学ʣɺᶄ山形県্࠷ொʢ山形大学ʣɺᶅਆಸ川県

相ࢢݪʢ東ژՈ学院大学ʣの３͔ॴͰ開催͢るとともにɺถࠃニϡーϤークͰも࣮ࢪしɺ４大学��
名の学ੜ͕学ಐ保育ਬ͖ग़しの׆ಈΛしͨɻ学ੜͨͪࣗ分ΛͭݟΊɺੈքΛͨ͑ߟɻ
「大地連携ϫークγϣοϓ」ࡒ支援Λडけて͍る࣮ؒࢪͰ͖る͕ɺ支援͕な͘なͬͨޙͲのよ͏
にܧ続して͍͔͕͘課題となͬて͍るɻ���5ʢฏ成��ʣ年ɺ北海道ฏऔொಠࣗにの༧ࢉΛ立てɺ
「大地連携ϫークγϣοϓ」Λاըしɺͦ ͜に立໋ؗ大学ɺ山形大学ɺ北海道大学の学ੜ総��名͕参加
しͨɻ͜͏しͨ地域のҙ 「͕大地連携ϫークγϣοϓ」Λܧ続して͍͘ݤͰ͋ると͏ࢥɻもͪΖΜզʑ
ͦ͏しͨҙにରしてԠ͑て͍͘ඞཁ͕͋るɻ

͓ΘΓʹ
者͕͍なけܧޙ者୭͔ɺܧޙのࢲの大学のFD୲者͔らࠃにɺ全ظ࣌Ίて͔なΓૣ͍࢝FDΛࢲ

Ε山形大学のFDফ໓してし·͏ͩΖ͏ɺとݴΘΕ続けͨɻࢲ͕ࣙࢲΊͨޙも山形大学のFD͔
ͨͪΛม͑な͕らもɺͦΕなΓに続͍てͩ͘ߦΖ͏とָࢹ؍して͖ͨɻ
山形大学のFDの事業نΛݟるとɺଞ大学͔ら立な組織͕͋ͬてͦ͜にଟ͘の専εタοϑ

͕͍るのͩΖ͏とࢥΘΕて͖ͨɻ͕ͩɺ࣮ࡍ一࣌FDの専門組織として「高等教育研究اըセンター」
Λ立্͕ͪ͛ͨɺ専εタοϑ一名ͰɺͦΕも年Ͱ௵Εてし·ͬͨɻࢲと͑ݴɺずͬと地域教
育文化学部Λ本੶としɺFDのҕһ会のҕһセンターの教һΛ݉務して͖ͨͩけͰ͋るɻ
る͢ٻとϘランティアਫ਼ਆͩけͰɺFDΛ୲͢る͜とͰ͖な͍ɻ·してͦΕΛଞਓにཁײ໋

͜とͰ͖な͍ɻ山形大学と東北・北海道地区の高等教育の発లのͨΊにもɺし͔ͬΓとしͨFDのத֩
となる組織࡞Γ͕͍·ٻΊらΕて͍るɻ

ँ ࣙ
FDにऔΓ組ΜͰ͖ͨ͜の�5年のؒɺଟ͘の教һ৬һに͓ੈ話になͬて͖ͨɻ一ॹにऔΓ組Μ͕ࢲ

Ͱ͍͍ͨͩͨ学֎のํʑにɺͲΕͩけँײしてもँײし͖Εな͍ɻ
ಛにɺ教ཆ部͔࣌らずͬとָۤΛ共にしɺ͜の３݄にୀ৬͞Εͨ山形大学の立দܿ名༪教授と次

の３݄にୀ৬͞Εるݩ木幸一教授にɺ͜のΛआΓて৺よΓँײਃし্͛るɻ山形大学のFDの立
্ͪ͛にͪͨํوとಉ੮Ͱ͖ͨ͜とΛތΓに͍ࢥɺ本ߘΛ二ਓに๋͛るɻ

ݙจߟࢀ
小田隆治ʢ����ʣ山形大学とʠथණʡのFD׆ಈɺIDEݱの高等教育ɺ5��ɿ5��5�ɺIDE大学ڠ会
小田隆治ʢ����ʣFDωοτϫークʠͭ͞ʡのաࡏݱ・ڈ・ະདྷᶃʠथණʡʠͭ͞ʡͭな͕る山形
大学のFDɺ文部科学教育通৴ɺ���ɿ�����ɺδアーε教育৽ࣾ

小田隆治ʢ����ʣFDωοτϫークͰ授業改ળ・教育力向্ɺh 学ੜとม͑る大学教育 ɺɦ��5���6ɺਗ਼ਫ
本উ・দ本美ಸฤɺφΧニγϠग़൛ڮ・྄

小田隆治ʢ����ʣϢニόーαϧஈ֊に͓ける大学教һのཆ成・研मγεテϜɺ大学教育学会ࢽɺ��ʢ�ʣɿ
�����大学教育学会

小田隆治ʢ����ʣFDʗ4DのϏσΦ教ࡐの࡞成とͦの׆༻ɺ山形大学高等教育研究年報ɺ�ɿ����6ɺ山
形大学高等教育研究اըセンター

小田隆治ʢ����ʣ公開・共有化Λࢦしͨ学ੜと教һによる授業改ળアンέーτɺh 学ੜによる授業ධՁ
のࡏݱ ɺɦ�������ɺ東北大学高等教育開発推進センターฤɺ東北大学ग़൛会

小田隆治ʢ����ʣh 大学৬һの力ΛҾ͖ग़͢εタοϑ・σィϕロοϓϝンτʱφΧニγϠग़൛
小田隆治ʢ����ʣFDωοτϫークʠͭ͞ʡの第２回大学ؒ連携4D研म会に͍ͭてʢ１ʣ���名Λ͑
るϫークγϣοϓのνャϨンδɺ文部科学教育通৴ɺ�56ɿ�����ɺδアーε教育৽ࣾ
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小田隆治ʢ����ʣ「൚༻ੑの高͍学ੜ主体ܕ授業－h ੜ໋Λ͑ߟる のɦ授業࣮ફ」ɺh 学ੜ主体ܕ授業の
２ݥ ɺɦ������6ɺφΧニγϠग़൛ɺ小田隆治・杉ݪਅߊฤஶ

小田隆治ʢ����ʣ－東日本広域ݍの大学ؒ連携組織－「FDωοτϫークʠͭ͞ʡ」の׆ಈとಛɺ
IDE�ʖ�݄߸ɺ����5ɺIDE大学ڠ会

小田隆治ʢ����ʣ大学ؒ連携共ಉ教育推進事業のઓʢ�ʣ 東日本広域ݍの「FDωοτϫークʠͭ
͞ʡ」による事業のਃのహهɺࢲ学ܦ営ɿ�55ɺ�����ɺ公ӹࣾஂ๏ਓࢲ学ܦ営研究会

小田隆治ʢ����ʣ大学ؒ連携共ಉ教育推進事業のઓʢ２ʣʠͭ͞ʡϓロδΣクτの構ɺࢲ学ܦ
営ɿ�56ɺ�����ɺ公ӹࣾஂ๏ਓࢲ学ܦ営研究会

小田隆治ʢ����ʣ大学ؒ連携共ಉ教育推進事業のઓʢ３ʣʠͭ͞ʡϓロδΣクτのಈɺࢲ学ܦ
営ɿ�5�ɺ�����ɺ公ӹࣾஂ๏ਓࢲ学ܦ営研究会

小田隆治ʢ����ʣࢲ立大学͔ら学Μͩ͜とɿアΠσンティティとଟ༷ੑɺࢲ学ܦ営ɿ�5�ɺ�6���ɺ公ӹ
ࣾஂ๏ਓ 営研究会ܦ学ࢲ

小田隆治ʢ����ʣ授業改ળϋンυブοクʰ͋ͬと͓ͲΖ͘授業改ળ－山形大学࣮ફฤ－ʱの文຺ɺ工学
教育ʢ+�PG+4EEʣɺ6���ɿ������ɺ公ӹஂࡒ๏ਓ日本工学教育ڠ会

小田隆治ʢ����ʣ大学ؒ連携のதに͍ͨਓɺh 学ੜFDαϛοτฃಆه ɺɦ��5����ɺ木茂監म・২ଜम
ฤɺφΧニγϠग़൛

小田隆治ʢ����ʣ大学࣌ɺh 学ੜとָしΉ大学教育－大学の学びΛ本に͢るFDΛٻΊて ɺɦ����ɺਗ਼
ਫ྄・ڮ本উฤɺφΧニγϠग़൛

小田隆治ʢ����ʣ大学改革のΏ͑͘ʕγφリΦˍ工程表ɺ授業力ˍ学ڃ౷力ɿ�6ɺ�����ɺ໌治ਤॻ
小田隆治ʢ����ʣ大学ؒ連携4D׆ಈΛ通してΈる教৬һの৬能開発向けͨ課題－ॻධʢධ者・ᖒొ秀
༤ࢯʣのリϓラΠに͔͑て－ɺ大学৬һɿ�ɺ大学基準ڠ会

小田隆治ʢ����ʣ山形大学のFDの࣮ફと課題IDEɺ����5ɺIDE大学ڠ会
小田隆治・青ಁʢ����ʣ学ੜ主体ܕ授業のՄ能ੑɺ大学教育学会ࢽɿ����ɺ�����ɺ大学教育学会
小田隆治・杉ݪਅߊฤஶʢ����ʣh 学ੜ主体ܕ授業のݥ ɺɦφΧニγϠग़൛
小田隆治・杉ݪਅߊฤஶʢ����ʣh 学ੜ主体ܕ授業の２ݥ ɺɦφΧニγϠग़൛
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࣭ ٙ Ԡ 

Ｑ．大地連携について、関わった学生の評価、また、TAや学生サポーターに対する評価について教
えてほしい。
̖ɽϓログラϜのޙ࠷に地域のํରに発表会Λ͏ߦのͰɺͦのͰίϝンτΛ͍͍ͨͩͨ
Γアンέーτに͑て͍͍ͨͩて͍るɻ5A学ੜαϙーターにରしてɺ参加学ੜ͔ら
のアンέーτͩͬͨΓɺ׆ಈதの༷子͔らධՁして͍るɻ

Ｑ．IRの大学間連携についてもう少し教えてほしい
̖ɽ授業ධՁ報告ॻΛͬ࡞て͍るのͰɺͦΕΛݟて΄し͍ɻ·ͨɺ大学名෬ͤてͤࡌて
͓Γɺ大学ؒͰൺよ͏として͍な͍ɻ事者大学͕ࣗߍのঢ়گΛѲͰ͖る͜とΛ
第一として͍るのͰɺϓラεのॴΛએ等Ͱར༻して͍る大学も͋るɻ



全体テーマ
「魅力的な学士課程教育の構築に向けて｣(趣旨)

東北ŋ北海道地区大学等高等ŋ共通教育研究会ʢҎ前東北ŋ北海道地区大学等一ൠ教育研究会の名শʣ
ɺࠓ回Ͱ65回Λܴ͑るɻ本会��5�年ʢত和�6年ʣに山形大学Ͱه೦͖͢第１回͕開催͞Εͨɻ
ཌ年の第２回も山形大学Ͱ開催͞Εɺ３年にܰ海ڦΛΓ北海道大学Ͱ開催͞ΕͨɻҎޙɺຖ年ަ
互に東北と北海道のࠃ立大学Ͱ開催͞Εɺ��回に山形大学にͬて２ॱにೖͬͨɻ��回にࢲ
立大学ʢ東北学院大学ʣͰ初Ίて開催͞Εɺ͜Ε·Ͱ６７ߍ回ࢲ立大学Ͱɺ１回公立大学ʢ岩手県立大
学ʣͰ開催͞Εͨɻ65回のࠓ回͔ら６ॱにೖる͜とになるɻ
全ࠃにɺͦΕͧΕのブロοクʢ地区ʣຖに本会とྨࣅの研究会͕ଘ͢ࡏる͕ɺ参加大学・参加ਓ
・発表Λݟてもɺ本会΄Ͳ׆発に׆ಈして͍る会な͍よ͏Ͱ͋るɻ΄とΜͲの大学教һ͕ੜ·Ε
る前͔らଘࡏして͍ͨ本会にର͢るઌਓの営ҝにܟҙΛ表͢るɻ
͕ͩɺ本会͕͜Ε·Ͱॱ෩満ൕͰ͋ͬͨと౸ఈ͑ࢥな͍ɻ本会のੜظにɺ計ΓΕな͍΄Ͳの
ੜΈのۤしΈ͕͋ͬͨずͰ͋るしɺఆண͢る·Ͱにؔ者のฒʑなら͵ਚ力͕͋ͬͨ͜と͕༰қに
推͞Εるɻͦして͜の会のターニングϙΠンτ͕����年ʢฏ成３年ʣの「大学ઃஔ基準の大ߝ化」に
よͬてもͨら͞Εる͜とになͬͨɻ教ཆ教育課程の๏的റΓ͕な͘なΓɺ全ࠃの大学に͓͍てɺ教ཆ部
と教ཆ教育のղ体͕ٸに進ΜͰ͍ͬͨɻ本会の名শ͕一ൠ教育研究会͔ら高等・共通教育研究会にม
と͏として͍るɻܦ͕لੈ࢛化͔らߝҼとなͬͨɻ·もな͘大ݪる͢ߋ
大学ઃஔ基準の؇和によͬてɺ日本の大学と進学����年ʢฏ成２年ʣ͔らࡏݱ·Ͱのؒにഒ૿
しɺマεஈ֊͔らϢニόーαϧஈ֊とಥೖしͨɻͦのͨΊ大学ଟ༷Ͱ深ࠁな題に直໘しɺ学士課
程教育のΧリキϡラϜのൈ本的なݟ直し授業๏の改ળΛෆஅにߦΘ͟るΛಘな͍ঢ়گになͬͨɻ͜͏
しͨ学士課程教育の改革ظに͋ͬてɺਓؒ力ࣾ会ਓ基ૅ力ɺδΣωリοクεキϧɺ初年次教育キャ
リア教育ɺアクティブラーニングなͲの৽ͨな࣌のཁٻɺ専門教育Ҏ֎の分ɺଈͪैདྷの教ཆ教
育ɺࡏݱの全学共通教育にظ͞Εɺ൱Ԡなͦ͘のଟ͘Λ୲Θ͞Εる͜とになͬͨɻ͞らに大学ΛऔΓ
営্の題Λ๊͑ܦなࠁগに͍ɺଟ͘の大学͕学ੜఆһΛ確保Ͱ͖な͍深ݮのޱਓࡀ��ɺڥ͘ר
て͍るɻ全ࠃϨϕϧ͔らݟても東北・北海道地区大มݫし͍ঢ়گに͋るɻ
͜͏しͨݫし͍ڥԼに͋ͬてɺ大学͕ੜ͖るͨΊにͦΕͧΕの大学͕ڧΈΛͨ࣋なけΕなら
な͍と͞Εて͍るɻし͔しɺ͞ڧと͍͏ఆྔ的な力の理ͩけͰɺ౸ఈ͜のݫし͍ڥԼͰଠ
ଧͪͰ͖な͍大学も͋るɻզʑڧ者の理にऔΓࠐ·Εる͜とな͘ɺͦΕͧΕの大学の質的なҧ͍に
基͍ͮͨ魅力Λ࠶発͋ݟる͍৽ͨに構築しɺͦΕΛ学ੜࣾ会にࣔして͍͘͜と͕ٻΊらΕて͍るɻ
本研究会の全体テーマɺ加ໍߍの魅力͋る学士課程教育Λ参加者Ͱ共有しɺຏ্͖͛て͍͘͜とΛͬئ
てઃఆしͨものͰ͋るɻ
基調講演山形大学の小田隆治教授による「公開・共有・相互研鑚による大学教育改革ɿ改革もロー
マも一日にしてならず」Ͱ͋るɻ͕ࢯऔΓ組ΜͰ͖ͨ͜Ε·ͰのFD׆ಈ大学ؒ連携組織「FDωοτ
ϫークʠͭ͞ʡ」ɺ大地連携ʢ大学と地域の連携ʣなͲの۩体的な話Λฉ͘͜と͕Ͱ͖るͰ͋Ζ͏ɻ
分科会ɺ１ɽアクティブラーニングとFDɺ２ɽ教育の質保証とIRɺ３ɽ高大接続・初年次教育・キャ
リア教育の３ͭのテーマΛ準උしͨɻଟ͘の参加者による話題提供と׆発なٞΛظして͍るɻ
２日の全体会ⅡͰɺ文部科学省の୲者に「主体的な学びの確立と学工課程教育の質的転換」に

͍ͭての講演Λ͓͍ئしͨɻ͜の講演͕֤大学のよΓྑ͍改革のώンτになる͜とΛΜͰ͍るɻ
����年͔ࠒらのظ的なࡀ��ਓޱのݮগによる大学ೖ学ఆһ確保のࠔ͞ɺ͍ ΘΏる「����年題」

ɺ͜Ε͔らの大学の׆ࢮΛզʑにಥ͖けて͍るɻݸʑの大学のଘɺنの͍͔ΜΛΘずɺͦ
の大学͕ଘ立͢る地域のҡ࣋発లとも深݁͘び͍ͭて͓Γɺ東北・北海道地区の発లのͨΊにɺ大学
͜の「����年題」と͍͏ػة的ঢ়گΛΓӽ͑て͍͔なけΕならな͍ɻ
６ॱのೖޱͰ͋る本大会͕ɺ֤大学の教育のੑݸ的な魅力ΛҾ͖ग़しɺͦΕΛ૿進しɺࣾ会に発৴

͢る͜とにͭな͕ͬて͍͘͜とΛͬئて͍るɻ
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第１分科会テーマ：「アクティブラーニングとFD」
ʢझ ʣࢫ
͜の分科会ͰɺアクティブラーニングとͦΕにؔしͨFDのऔ組にযΛててɺ事例のަ換とɺ
ҙݟのަྲྀΛਤΓ·͢ɻ
アクティブラーニングʢALʣに͍ͭてのઆ໌ɺ͜ の研究会に参加͞ΕるํにとͬてもৗࣝͰɺ
࣮ફ͞Εて͍るઌੜํもଟ͍と͍ࢥ·͢ɻ৽ฉͰもALのه事͕教育分に͓͍てհ͞Εる͜と͕ଟ
͘ɺಛに小学ݱߍͰのऔΓ組Έ͕த৺になͬて͍·͢ɻタブϨοτΛ༻しͨऔΓ組Έ͕ଟ͍Ͱ
͕͢ɺグϧーϓϫークΛऔΓೖΕͨऔΓ組Έも͋Γɺͦの形ଶ༷ʑͰ͢ɻ大学に͓͍ても学ੜ主体ܕ
Λキーϫーυに͢ࡧݕるとଟ͘の大学ͰऔΓ組·Εて͍·͢ɻFDに͓͍てもɺ教һの教育ํ๏の改ળ
Λ的と͢るALもߦΘΕて͖·しͨɻ山形大学に͓͍ても教育G1として３年ؒɺͬߦて͖·しͨɻ成
ՌH1Λ͝覧͍ͩ͘͞ɻALͰ学ΜͰ͖ͨ学ੜ͕ೖ学して͘る͜とɺ学ੜのよΓよ͍学びの手๏とし
てޙࠓ高等教育ؔػͰ·͢·͢૿͑て͍͘͜と໌ら͔Ͱ͢ɻ͜の分科会Ͱɺ事例Λհ͢るととも
にɺͦの題Λ認ࣝしɺ共有して͍͖͍ͨと͍ࢥ·͢ɻ

ʢΩʔϫʔυʣ
アクティブラーニング・グϧーϓϫーク・転授業・I$5・学ੜ主体ܕ授業

第２分科会テーマ：「教育の質保証とIR」
ʢझ ʣࢫ
͜の分科会Ͱӳޠ理ܥ基ૅ科と͍ͬͨ科୯ҐͰの質保証教育ධՁ͔らɺ学部学科・全学の
教学IRに͍ͨる話題ΛऔΓѻ͍·͢ɻ
εテークϗϧμーの؍͔らɺ大学教育の質保証ٴびアτΧϜධՁ͕·͢·͢ॏཁになͬて͍·͢ɻ
͜Ε·Ͱ大学教育のॆ࣮に͓͍て教һݸਓの力とྔࡋに͞Εて͖·し͕ͨɺ教育の質保証Λ࣮ݱ
して͍͘に͋ͨͬて科Ͱの教育༰・教育ධՁの相ରੑΛҙࣝし教育改ળのͨΊのڠಇΛ࣮ࢪして
͍͘ɺと͍ͬͨ教һݸʑਓΛ͑ͨऔ組Έ͕ඞཁになΓ·͢ɻ
͞らにɺ質保証Λσィϓロマ・ϙリγーのଆ͔らͨ͑ߟと͖ɺ学ੜのೖ学前͔らೖࢼɺࡏ学த・ଔ業
ݧܦのಈ向Λ౷߹的にアτΧϜ分ੳしΧリキϡラϜ改ળにੜ͔して͍͘IRෆՄܽͰ͕͢ɺ࣮ફとޙ
のੵと͍ͬͨ໘Ͱ֤大学に͓͍てॹに͍͔ͭͨΓͰ͢ɻ
基ૅ科・大学ಋೖ科と͍ͬͨ科୯ҐͰの質保証のऔ組Έɺ学部学科͔ら全学୯ҐͰܥ学・理ޠ
の教学IRによる࣮ફ·Ͱ広ൣғの話題提供Λ͓͍͍ͨئし·͢ɻ

ʢΩʔϫʔυʣ
質保証・IR・FD・アτΧϜ・ೖࢼ

第３分科会テーマ：「高大接続・初年次教育・キャリア教育」
ʢझ ʣࢫ
͜の分科会Ͱɺ高大接続ɺ初年次教育ɺキャリア教育のऔΓ組ΈにযΛててɺ事例のަ換とɺ
ҙݟのަྲྀΛਤΓ·͢ɻ
ɺ高大接続の題ɺ改Ίてଟ͘の大学ਓのؔ৺ΛूΊて͍·͢ɻޙ年にग़͞Εͨத教৹ਃҎࡢ
ؔ৺の的なによΓɺ༧告͞Εて͍る৽テετΛ౿·͑ͨ大学ೖࢼの形に͋Γ·͕͢ɺ͍͋に͘ɺ࣌ݱ
Ͱ৽テετの۩体的形ଶ໌ら͔Ͱな͍͜とも͋Γɺೖࢼの۩体的な形ଶに͍ͭてɺ·ͩ౿Έࠐ
ΜͩऔΓ組Έ͕し͍ঢ়گͰも͋Γ·͢ɻͦ͜Ͱɺ本分科会ͰɺগしࢹΛ広͛てɺ高͔ߍら大学ɺ
·ͨ大学͔らࣾ会と͍͏ྲྀΕにԊ͍ɺ「初年次教育」ɺ「キャリア教育」と͍͏２ͭのキーϫーυΛͭけ
加͑てΈ·しͨɻೖ学ޙの初年次教育の形ଶɺଔ業ޙΛݟӽしͨキャリア教育のऔΓ組ΈɺͦΕࣗ体
としてॏཁなテーマͰ͋るとಉ࣌にɺ高大接続の題に͍ͭて͑ߟるࡍの組ΈΛ໌ྎ化͢る্Ͱもࢿ
͢ると͜Ζ͕͋るのͰな͍͔とظして͍·͢ɻ

ʢΩʔϫʔυʣ
高大接続・初年次教育・キャリア教育・ೖࢼ・ิश教育
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日英二重言語によるオンライン語学学習交流と
英語のみのオンライン語学学習

室蘭工業大学 )"(-&: &SJD

本文ͰɺΦーετラリアの大学とถࠃの高ߍͰの日本ޠ学श者とɺ日本の高等教育ؔػͰのӳޠ
学श者ؒに͓けるɺ日ӳ二ॏޠݴによるΦンラΠンޠ学学शަྲྀʢDVBM LBOHVBHF 7irUVBM EYcIBOHF
DL7Eʣと室蘭工業大学とଞのࠃ大学の学ੜとίロンϏアϕτφϜの学ੜのӳޠのΈによるΦンラ
Πンޠ学学शަ ʢྲྀ4iOHMF LBOHVBHF 7irUVBM EYcIBOHF 4L7EʣγεテϜΛհしɺ࣮ ફ報告Λ͏ߦɻ本
文Ͱ開発・࣮ࢪしͨ.PPEMFによる7EのΦンラΠンڥに͍ͭて۩体的に֓༻Λड़ɺΧリキϡラϜ
に組Έࠐ·Εͨަྲྀ課題ɺ学ੜのߘ例Λհしな͕らɺΦンラΠンަྲྀのޮՌ的なํ๏とརΛߟ
͢るɻ׆ಈهアンέーτ調査の݁Ռɺ͜のよ͏なDL7Eと4L7Eʢ྆ํ͏と7Eʣํ๏͕ɺ学शݴ
ɺଞ文化理ղΛ高Ίる͜とΛࣔࠦして͍るɻػのྔと質ɺ学शಈ༺ޠ
に͓けるφγϣφࠃͰɺ学श者͕達成͖͢ಛఆのඪΛ提ࣔして͍るɻถؔػʑの教育ݸࠃ
ϧ・εタンμーυɺٴびɺ��ੈل教育基準ɺΦーετラリア日本の基準とଟ͘のͰྨࣅして͍るɻ
͜ΕらのࠃՈ的基準とݸʑの教育ؔػのඪɺಛにグローόϧなࢹΛͭ࣋学श者Λ育成͢るඞཁੑに
基͖ͮɺγεテϜΛ開発しͨɻ#PXFr � ,BXBHVcIiʢ����ʣɺ7iOBHrF �.VÑP[ʢ����ʣの研究に͓
けるΦンラΠンޠ学学शに共ಉ的͔ͭ総߹的なཁૉΛ加͑る͜とΛࢼΈͨɻ
7Eの的学श者にඪޠݴΛ͏Λ༩͑る͜とɺͦしてɺ日本ɺถࠃɺΦーετラリアɺϕτφ
ϜɺίロンϏアの文化ൺֱσィεΧογϣンΛしな͕ら互͍の文化に͍ͭての理ղΛ深Ίɺޠ学力向
্Λଅして͍͘͜とͰ͋るɻし͔しɺ7Eにજ͢ࡏるՄ能ੑࣝɺޠݴ能力の発లにとͲ·らな͍ɻ文
化にؔ͢るަྲྀ課題ΛબͿ͜とによͬてɺҟ文化理ղのࣝΛ深Ίるとಉ࣌にɺඪޠݴͰのίϛϡニ
έーγϣン能力にର͢る学श者のࣗ৴の向্にͭな͕ͬͨɻߋにɺ͜のަྲྀɺωΠティブεϐーΧー
とϊンωΠティブεϐーΧーの༰の͋るίϛϡニέーγϣンのػ会Λ࠷大ݶに׆༻͢るػ会Λ༩͑る
ͩけͰな͘ɺͦΕͧΕ͕ଐ͢るίϛϡニティのࣾ会的な一һとしてのੜٕ׆能͢なΘͪラΠϑεキϧ
の向্にも大͖͘ݙߩして͍ると͑ߟらΕるɻݱγεテϜとͦのকདྷに͍ͭてもड़るɻ

*OUSPEVDUJPO
5IF VTF PG UFcIOPMPHZ iO MBOHVBHF cMBTTFT BrPVOE UIF XPrME IBT CFcPNF cPNNPOQMBcF� 8IFUIFr iU
iT UIF UFBcIFr VTiOH 1PXFrQPiOU TUVEFOUT VTiOH TPGUXBrF Pr NPCiMF EFWicFT Pr cMBTTFT QBrUiciQBUiOH
iO POMiOF FYcIBOHFT PG TPNF TPrU UIFrF iT OPX BO VOEFrTUBOEiOH UIBU UFcIOPMPHZ TIPVME QMBZ B QBrU
iO MBOHVBHF MFBrOiOH� 5IF IOUFrOFU NBLFT iU FWFO NPrF iNQFrBUiWF UIBU UFcIOPMPHZ CF B QBrU PG UIF
MBOHVBHF cMBTTrPPN� 7irUVBM EYcIBOHFʢ7Eʣ IBT CFcPNF B QPXFrGVM NFBOT PG BMMPXiOH TUVEFOUT UP
iOUFrBcU XiUI MFBrOFrT iO GPrFiHO cPVOUriFT BOE HiWiOH UIFN BMM UIF CFOFGiUT UIBU TVcI iOUFrOBUiPOBM
cPMMBCPrBUiPO FOUBiMT� FPr MBOHVBHF MFBrOFrT iO cPVOUriFT Pr rFHiPOT XIFrF UIFrF iT MiNiUFE
PQQPrUVOiUZ UP iOUFrBcU XiUI PUIFr cVMUVrFT BOE TQFBLFrT PG UIF UBrHFU MBOHVBHFʢ5LʣQIZTicBMMZ UIiT
iT B QBrUicVMBrMZ iNQPrUBOU GFBUVrF�

5IF EVrPQFBO $PNNiTTiPO cP�GiOBOcFE I/5E/5 QrPKFcU EFGiOFT 7E BT UFcIOPMPHZ�FOBCMFE
TVTUBiOFE QFPQMF UP QFPQMF FEVcBUiPO QrPHrBNT CFUXFFO HFPHrBQIicBMMZ EiTUBOU HrPVQT PG TUVEFOUT
XIFrF POMiOF iOUFrcVMUVrBM FYcIBOHF iOUFrBcUiPO BOE cPMMBCPrBUiPO XiUI QFFrT PccVrT VOEFr UIF
HViEBOcF PG FEVcBUPrT BOE�Pr FYQFrU GBciMiUBUPrT� 7E iT HrPXiOH iO iNQPrUBOcF UIrPVHIPVU UIF E6
BOE UIF OVNCFr PG FYcIBOHFT IBT iOcrFBTFE ErBNBUicBMMZ� 7E iT BMTP CFiOH EFWFMPQFE iO UIF 6�4�
XiUI UIF +� $IriTUPQIFr 4UFWFOT 7E GVOE TFU VQ CZ UIF 6�4� HPWFrONFOU UP QrPNPUF UIiT� 5IFrF BrF
NBOZ FYBNQMFT PG 7E iO UIF 6�4� XiUI UIF 4PMiZB QrPKFcU CFiOH QBrUicVMBrMZ XFMM rFHBrEFE GPr iUT
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QrPNPUiPO PG QFBcF� #PUI EVrPQF BOE UIF 6�4� BrF QrPNPUiOH 7E CFcBVTF iU PGGFrT TUVEFOUT UIF
cIBOcF UP iOUFrBcU BOE EFWFMPQ cPOUBcUT XiUI TUVEFOUT iO PUIFr cPVOUriFT XiUIPVU UIF FOPrNPVT cPTU
PG UrBWFM� 8F OPX UBML PG WirUVBM NPCiMiUZ CFcBVTF PG UIiT GBcU� IU BMTP HiWFT TUVEFOUT UIF PQQPrUVOiUZ
UP VTF UIF MBOHVBHF TLiMMT UIFZ BrF MFBrOiOH iO cMBTT UP QBrUiciQBUF iO rFBM XPrME cPNNVOicBUiWF
BcUiWiUiFT iO BEEiUiPO UP EFWFMPQiOH iOUFrcVMUVrBM cPNQFUFOcF� A OVNCFr PG iOTUiUVUiPOT iO ATiB IBWF
BMTP CFHVO EPiOH 7E CVU UIF TcBMF XiUI XIicI UIFZ IBWF CFFO EPOF IBT CFFO rFMBUiWFMZ TNBMMʢ$IVO
����� HFMN ���5ʣ� 5IFrF BrF NBOZ rFBTPOT GPr UIiT UIBU iOcMVEF QPPr BccFTT UP B TViUBCMF QMBUGPrN
iTTVFT XiUI iOUFrPQFrBCiMiUZ CFUXFFO iOTUiUVUiPOT MBcL PG MiOLT CFUXFFO GBcVMUZ XiUIiO BOE CFUXFFO
EiGGFrFOU iOTUiUVUiPOT cPTUT MBcL PG UFBcIFr UrBiOiOH BOE EiGGicVMUZ iO BTTFTTiOH TVcI iOUFrBcUiPOT� 5IF
CFOFGiUT PG 7E iO UIF ATiBO cPOUFYU BrF BMTP OPU BT XFMM EPcVNFOUFE BT iO EVrPQF BOE UIF 6�4� BOE
VOUiM +VMZ PG UIiT ZFBr UIFrF XBT TUiMM OPU B cPNNVOiUZ PG rFTFBrcIFrT iO UIF GiFME�

IO +BQBO UIFrF IBWF CFFO B OVNCFr PG FYBNQMFT PG 7E� #PXFr BOE ,BXBHVcIiʟTʢ����ʣ 7E XBT
OPUBCMF GPr iUT FGGPrUT BU iNQrPWiOH BccVrBcZ WiB QFFr cPrrFcUiPO� HBrBTIiNB FU� BM�ʢ����ʣ cBrriFE
PVU 7E CFUXFFO TUVEFOUT iO EiGGFrFOU VOiWFrTiUiFT XiUIiO +BQBO UP HPPE FGGFcU CFcBVTF PG UIF VTF PG B
MFBrOiOH NBOBHFNFOU TZTUFNʢL.4ʣ� 5IFrF IBWF CFFO PUIFrT CVU NPTU IBWF TUrVHHMFE UP CF
iOcMVTiWF PG GVMM EFQBrUNFOUT CFcBVTF PG B MBcL PG QBrUOFr TUVEFOUT BOE UFBcIFr UrBiOiOH� EOTVriOH BMM
TUVEFOUT iO B TcIPPM IBWF BccFTT UP 7E TIPVME CF UIF GiOBM HPBM PG TVcI QrPKFcUT iG UIFZ IBWF CFFO
QrPWFO UP CF VTFGVM� 7E IBT CFFO TIPXO UP iOcrFBTF UIF MFWFM BOE BNPVOU PG QBrUiciQBUiPO iO
cPNNVOicBUiWF FWFOUTʢ1BiT .BrEFO BOE HFrriOHUPO ����� 4PUiMMP ����ʣ� iOcrFBTF UIF BNPVOU PG
iOUFrBcUiPO PG QFPQMF XiUI MPXFr QPXFr QPTiUiPOTʢ,FrO BOE 8BrTcIBVFr ����ʣ� iNQrPWF QFFr
GFFECBcL ʢ#PXFr BOE ,BXBHVcIi ����� 8BrF BOE 0ʟDPXE ����ʣ BT XFMM BT iOcrFBTF
PQQPrUVOiUiFT UP QBrUiciQBUF iO BOE MFBrO GrPN BOE BCPVU PUIFr cVMUVrFT ʢ$IFO BOE YBOH �����
5IPrOF BOE #MBcL ����ʣ� IU iT GPr UIFTF rFBTPOT UIBU iU TIPVME CFcPNF B QBrU PG BOZ cPNNVOicBUiWF
MBOHVBHF cMBTT� 4UVEFOUT UIFO IBWF UIF PQQPrUVOiUZ UP iOUFrBcU iO NFBOiOHGVM cPNNVOicBUiPO XiUI
PUIFr TQFBLFrT PG EOHMiTI PO B rFHVMBr CBTiT � TPNFUIiOH UIBU iT OPU BWBiMBCMF UP UIF NBKPriUZ PG EFL
TUVEFOUT iO +BQBO CVU iT FYUrFNFMZ VTFGVM iG TVcI cPNNVOicBUiPO iT UP UBLF QMBcF�

7JSUVBM &YDIBOHF .FUIPE
7E cBO UBLF NBOZ GPrNT� ENBiM 4LZQF CMPHT BOE NBOZ PUIFr FYBNQMFT IBWF CFFO cBrriFE PVU BT
OPUFE BCPWF� HPXFWFr FBcI FYBNQMF XBT rFMiBOU PO POMZ POF NPEF XIFUIFr UIBU CF FNBiM
TZOcIrPOPVT cIBU Pr GPrVNT� 0OMZ $IFO BOE YBOH VTFE B NVMUi�NPEBM FYcIBOHF NPEFM UIPVHI
POMZ NBiM XBT PQFO GPr TUVEFOUT UP VTF PVUTiEF PG cMBTT UiNF� 5P CF cPTU FGGiciFOU rFMiBCMF BOE FBTZ
UP VTF B L.4 IBT CFFO GPVOE UP CF iEFBM ʢHBHMFZ ����ʣ� 5IF BVUIPr VTFT B .PPEMF L.4 PO B
TFrWFr UP IPTU TUVEFOUT GrPN $PMPNCiB .BMBZTiB 7iFUOBN BOE +BQBO iO 4L7E BOE TUVEFOUT GrPN
UIF 6�4� AVTUrBMiB BOE +BQBO iO DVBM LBOHVBHF DL7E� 4L7E iT XIFrF POMZ POF MBOHVBHF iT VTFE
EVriOH UIF FYcIBOHF � iO UIFTF cBTFT iU XBT EOHMiTI� DL7E iT XIFrF UXP MBOHVBHFT BrF VTFE � iO UIFTF
cBTFT UIFZ XFrF +BQBOFTF BOE EOHMiTI� IO CPUI UIF 4L7E BOE DL7E QrPKFcUT TUVEFOUT VTFE .PPEMF
GPrVNT cIBU BOE XiLiT UP cBrrZ PVU QrPKFcUT� 8iUIiO UIF GPrVNT TUVEFOUT BUUBcIFE BVEiP GiMFT WiEFP
GiMFT BOE PUIFr NVMUiNFEiB� IO UIF POHPiOH FYcIBOHFT TiOcF ���� TUVEFOUT OP MPOHFr IBWF UP BUUBcI
UIFTF UP GPrVNT BT UIFZ cBO EirFcUMZ BEE UIFN VTiOH UIF 1PPEMM BEE�PO� IO BEEiUiPO UP .PPEMF 4LZQF
XBT VTFE CZ TPNF PG UIF TUVEFOUT UP cBrrZ PVU TZOcIrPOPVT PrBM FYcIBOHFT� 0O B XFFLMZ CBTiT UPQicT
XFrF cPWFrFE iO cMBTT� AU UIF FOE PG FBcI cMBTT BOE GPr IPNFXPrL TUVEFOUT XFrF BTLFE UP VTF UIF
NBUFriBM UIFZ�E MFBrOFE iO cMBTT UP cPNNVOicBUF XiUI UIF TUVEFOUT iO PUIFr cPVOUriFT� A MBrHF
BNPVOU PG iOUFrBcUiPO PccVrrFE POMiOF BOE UIF NBOZ rFQMiFT TUVEFOUT rFcFiWFE BOE TFOU TVHHFTU B
HrFBU EFBM PG iOUFrBcUiPO XBT UBLiOH QMBcF iO UIF GPrVNT BOE UIiT iOUFrBcUiPO XBT PWFr B QFriPE PG
UiNF HrFBUFr UIBO UIF UFBcIFrT IBE BTTiHOFE�

27

ୈ
̍

Պ
ձ



AT UIFrF BrF NVMUiQMF NPEFT PG cPNNVOicBUiPO BWBiMBCMF BOE UIFTF cBO CF BccFTTFE GrPN CPUI
NPCiMF BOE GiYFE EFWicFT UIF PQQPrUVOiUiFT GPr cPNNVOicBUiPO iOcrFBTF ErBNBUicBMMZ� 5IiT iT
BOPUIFr rFBTPO UIBU L.4 BOE .PPEMF iO QBrUicVMBr BrF iEFBM GPr 7E QrPKFcUT� 5FBcIFrT BrF BMTP BCMF
UP FBTiMZ BccFTT FBcI TUVEFOUʟT QBrUiciQBUiPO BOE HiWF GFFECBcL UP iOEiWiEVBM TUVEFOUT� 5IF TZTUFN iT
BMTP QBTTXPrE QrPUFcUFE BOE XiUIPVU BEWFrUiTiOH UIVT iNQrPWiOH UIF iOUFHriUZ PG UIF cPVrTF�

4-7& PS %-7& 
7E iUTFMG iT BT TIPXO BCPWF CFOFGiciBM CVU XIicI UZQF ZPV cIPPTF XiMM EFQFOE PO B OVNCFr PG
GBcUPrT� 5IFrF BrF BEWBOUBHFT BOE EiTBEWBOUBHFT UP CPUI UZQFT PG 7E GrPN UIF UFBcIiOH BOE MFBrOiOH
QFrTQFcUiWF� 0OF CFOFGiU PG 4L7E iT CFcBVTF UIFrF BrF NBOZ NPrF TUVEFOUT TUVEZiOH EOHMiTI BT B
FPrFiHO LBOHVBHF ʢEFLʣ UIBO UIFrF BrF OBUiWF EOHMiTI TQFBLFrT TUVEZiOH +BQBOFTF BT B FPrFiHO
LBOHVBHFʢ+FLʣPr iOEFFE OBUiWF TQFBLFrT PG EOHMiTI UIF PQQPrUVOiUiFT UP cBrrZ PVU 4L7E BrF
OVNFrPVT� 5IFrFGPrF QBrUOFr TcIPPMT Pr cMBTTFT TIPVME iO UIFPrZ CF NVcI FBTiFr UP GiOE� 4iTUFr
TcIPPM BHrFFNFOUT cBO CFcPNF UIF TUBrUiOH QPiOU GPr UIF UXP TcIPPMTʟ TUVEFOUT UP iOUFrBcU Pr
cPOUBcUT NBEF WiB NFFUiOHT BU cPOGFrFOcFT cBO CF BcUFE VQPO� 5IFrF BrF B OVNCFr PG TiUFT UIBU BMTP
BMMPX UFBcIFrT UP QPTU UIFir iEFBT BOE BTL GPr QBrUOFrT UP KPiO UIFN� 5IF BVUIPr iT BMTP EFWFMPQiOH B
MBrHF 4L7E QrPKFcU UIBU BMrFBEZ IBT PWFr ��� TUVEFOUT GrPN +BQBO BOE $PMPNCiB QBrUiciQBUiOH iO iU�
4UVEFOUT GrPN FiHIU iOTUiUVUiPOT BrPVOE +BQBO BrF XPrLiOH XiUI TUVEFOUT GrPN UIF 4E/A iO
$PMPNCiB� 5IiT XiMM FYQBOE BOE XiMM CF GVrUIFr PVUMiOFE CFMPX�

5IF OFYU NBKPr CFOFGiU PG 4L7E iT UIF BCiMiUZ iU IBT UP crFBUF EFFQFr cVMUVrBM FYcIBOHFT� +BQBOFTF
TUVEFOUT VOEFrTUBOEiOH PG cVMUVrFT XIFrF UIF EOHMiTI MBOHVBHF iT VTFE BT UIF NBiO MBOHVBHF iT
HFOFrBMMZ EFFQFr UIBO UIBU PG UIF cVMUVrFT PG OPO�EOHMiTI TQFBLiOH cPVOUriFT� +BQBOFTF TUVEFOUT
IBWF MiUUMF UP OP LOPXMFEHF PG UIF cVMUVrF PG $PMPNCiB GPr FYBNQMF BOE iU iT UIiT UIBU MFBET UIFN UP
UrZ BOE OFHPUiBUF cVMUVrBM TUBOEiOH� TPNFUIiOH UIBU rFRVirFT UIFN UP VTF UIF MBOHVBHF UIFZ BrF
TUVEZiOH� LPOHʟTʢ���6ʣiOUFrBcUiPO UIFPrZ OPUFT UIF OFHPUiBUiPO PG NFBOiOH BT BO iNQPrUBOU GBcUPr
iO BcRViriOH B MBOHVBHF CVU iO UIF cBTF PG EOHMiTI BT B GPrFiHO MBOHVBHF iO 7E iU iT OPU POMZ
OFHPUiBUiPO PG NFBOiOH UIBU PccVrT CVU BMTP OFHPUiBUiPO PG cVMUVrBM TUBOEiOH� DFFQFr EiTcVTTiPOT
PccVr XIicI cBO BMTP rFTVMU iO NiTVOEFrTUBOEiOHT CVU iO UIF cMBTTrPPN FOWirPONFOU TVcI
NiTVOEFrTUBOEiOHT cBO CF VTFE UP UFBcI iOUFrcVMUVrBM cPNNVOicBUiWF cPNQFUFOcF BT PVUMiOFE iO
#ZrBN ʢ����ʣ� 8iUI 4L7E NVMUiQMF cPVOUriFTʟTUVEFOUT cBO BMTP CF iOcMVEFE iO UIF POF cPVrTF� 5P
EBUF UIF NPTU WBriFE cPVrTF UIF BVUIPr IBT cBrriFE PVU XBT iO ���� XIFrF TUVEFOUT GrPN $PMPNCiB
,PrFB 5BiXBO 7iFUOBN BOE +BQBO BMM iOUFrBcUFE iO B TiOHMF cPVrTF�

5FBcIFrT BOE TUVEFOUT QBrUiciQBUiOH iO BO 4L7E cBO rVO iOUP QrPCMFNT UPP� 5FBcIFrT PGUFO IBWF
EiGGFrFOU HPBMT BOE FYQFcUBUiPOT BOE XIFO UIFTF cMBTI NiTcPNNVOicBUiPO cBO PccVr� 5IiT iT
NBHOiGiFE XIFO UIFrF BrF NVMUiQMF cPVOUriFTʟTUVEFOUT iOWPMWFE� IU iT UIFrFGPrF iNQFrBUiWF UIBU QriPr
UP CFHiOOiOH UFBcIFrT IBWF B cMFBr VOEFrTUBOEiOH PG FBcI PUIFrʟT HPBMT� DiGGFriOH MFWFMT PG UFcIOicBM
LOPX�IPX XIicI MFBET UP B QPXFr iNCBMBOcF rFHBrEiOH PrHBOi[iOH UIF POMiOF QMBUGPrN WBriBUiPOT
iO TUVEFOUTʟMBOHVBHF BCiMiUZ BOE PUIFr iTTVFT cBO BriTF TP EiTcVTTiPOT CFUXFFO UFBcIFrT OFFE UP CF
cMFBr GrPN UIF PVUTFU IFOcF EFWFMPQNFOU PG UIF cPVrTF PCWiPVTMZ OFFET UP CFHiO FBrMZ� 5IF CFOFGiUT
IPXFWFr GBr PVUXFiHI UIFTF QrPCMFNT�

8iUI DL7E B QrPNiOFOU CFOFGiU iT UIF EZOBNic UIBU EFWFMPQT iO UIF cPVrTF� 5IF BVUIPr PGUFO TFFT B
TQiriU PG cPPQFrBUiPO BNPOHTU UIF TUVEFOUT � ZPV BrF IFMQiOH NF MFBrO ZPVr MBOHVBHF BOE I�N
IFMQiOH ZPV MFBrO NiOF� 5IiT iT B QPXFrGVM NPUiWBUPr GPr TUVEFOUT QBrUicVMBrMZ XIFO UIFZ TFF
TUVEFOUT iO UIF PUIFr cPVOUrZ iNQrPWiOH UIFir MBOHVBHF MFWFM� IO UIF QBTU cPNQFUiUiPO IBT BMTP
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EFWFMPQFE� ʠIG UIPTF TUVEFOUT BrF UIBU HPPE BU +BQBOFTF I OFFE UP CFcPNF CFUUFr BU EOHMiTIʡ XBT
RViUF B cPNNPO cPNNFOU PO QPTU�cPVrTF RVFTUiPOOBirFT� 5IF BCiMiUZ UP iOUFrBcU XiUI OBUiWF
TQFBLFrT � TPNFUIiOH UIFZ rBrFMZ EP iG UIFZ MiWF BOE TUVEZ iO B rFHiPOBM BrFB PG +BQBO � iT IiHIMZ
Qri[FE� GFOFrBMMZ UIFrF iT OPU BT CiH B cPNNVOicBUiPO QrPCMFN CFUXFFO UFBcIFrT UPP BT UIFZ POMZ
IBWF UP UIiOL BCPVU UIF HPBMT PG UIF MBOHVBHF UIFZ BrF UFBcIiOH TP UIFrF iT OPU PWFrMBQ� 5IVT UIF
+BQBOFTF UFBcIFr iT GrFF UP cIPPTF UIF TVCKFcU NBUUFr GPr UIF +BQBOFTF GPrVN cPOUFOU BOE UIF
EOHMiTI UFBcIFr UIF EOHMiTI cPOUFOU TP UIFrF iT OP OFFE UP BHrFF PO cPOUFOU BOE IFOcF UIFrF iT MFTT
PG B QPXFr iNCBMBOcF CFUXFFO UFBcIFrT� 6TVBMMZ +FL TUVEFOUT BOE UFBcIFrT BrF TUVEZiOH iO
EFWFMPQFE cPVOUriFT IFOcF UIFZ CPUI IBWF B HrFBUFr VOEFrTUBOEiOH PG UFcIOPMPHZ TP MFTT UiNF iT
rFRVirFE UP PriFOUBUF UFBcIFrT BOE TUVEFOUT rFHBrEiOH .PPEMF BOE UIFrF BrF MFTT UFcIOicBM QrPCMFNT
UP GBcF� 5IF NBKPr ErBXCBcL PG DL7E iT UIBU UIFrF BrF rFMBUiWFMZ GFX cMBTTFT PG +FL BrPVOE UIF
XPrME� IG POF XBOUT UP TcBMF 7E UP MBrHF OVNCFrT iU CFcPNFT iNQPTTiCMF UP EP�

#PUI GPrNT PG 7E rFTVMUFE iO iNQrPWFE cVMUVrBM VOEFrTUBOEiOH BOE NPUiWBUiPO UP MFBrO MBOHVBHFT
ʢHBHMFZ ����ʣ� /VNFrPVT FYBNQMFT PG OFHPUiBUiPO PG NFBOiOH cPNNVOicBUiPO rFQBir
cPMMBCPrBUiWF MFBrOiOH BOE iOcrFBTFT iO CPUI iOQVU BOE PVUQVU CZ TUVEFOUT cPVME BMTP CF TFFO GrPN
UIFTF cPVrTFT� 5IF 4L7E iO QBrUicVMBr XBT TIPXO UP CF NPrF VTFGVM iO rFHBrET OFHPUiBUiPO PG
NFBOiOH BOE NPrF +BQBOFTF TUVEFOUT QrFGFrrFE iU BT UIFZ GFMU BO BGGiOiUZ UP PUIFrT TUVEZiOH EOHMiTI
BT B GPrFiHO MBOHVBHF� 5IF FYUFOU PG WBriBUiPO iO cVMUVrF XBT BMTP NPrF LFFOMZ GFMU iO 4L7E CFUXFFO
TUVEFOUT iO UIF EFWFMPQiOH cPVOUriFT BOE UIF +BQBOFTF TUVEFOUT BOE UIFrF XBT TPNF FWiEFOcF UP
TVHHFTU UIBU +BQBOFTF TUVEFOUT XFrF IFMQiOH UIF TUVEFOUT iO UIFTF cPVOUriFT EFWFMPQ UIFir
LOPXMFEHF CBTF iO UFcIOPMPHZ UPP�

0VUDPNFT
+BQBOʟT NiOiTUrZ PG EEVcBUiPO $VMUVrF 4QPrUT 4ciFOcF BOE 5FcIOPMPHZ ʢ.E95ʣ riHIUMZ iT
QrPNPUiOH FEVcBUiPO UIBU XiMM EFWFMPQ TUVEFOUT UIBU BrF HMPCBM iO PVUMPPL BOE VOEFrTUBOEiOH� 5IF
NiOiTUriFT PG FEVcBUiPO iO NPTU cPVOUriFT BrPVOE UIF XPrME TFF UIBU TUVEFOUT BrF iOcrFBTiOHMZ
rFRVirFE UP QBrUiciQBUF iO iOUFrOBUiPOBM QrPKFcUT BOE LOPX UIBU UIF XFBMUI PG UIF OBUiPO XiMM CF UiFE
UP iUT BCiMiUZ UP cPNQFUF iO BO iOcrFBTiOHMZ cPNQFUiUiWF HMPCBM FcPOPNZ� 5P QBrUiciQBUF iO TVcI BO
FcPOPNZ TUVEFOUT rFRVirF BO VOEFrTUBOEiOH PG GPrFiHO cVMUVrFT BO BCiMiUZ UP iOUFrBcU XiUI UIFN BOE
MBOHVBHF TLiMMT UP EP TP� #PUI GPrNT PG 7E PGGFr TUVEFOUT FYcFMMFOU PQQPrUVOiUiFT UP BUUBiO B HMPCBM
PVUMPPL BOE VOEFrTUBOEiOH PG PUIFr cVMUVrFT iO BEEiUiPO UP HiWiOH UIFN UIF cIBOcF UP VTF UIF
MBOHVBHF UIFZ TUVEZ iO cMBTT iO rFBM XPrME TiUVBUiPOT� IU EPFT TP CZ NBLiOH UIFN BcUiWF MFBrOFrT BT
UIFZ QVrTVF UIF HPBM PG crFBUiOH B rFMBUiPOTIiQ XiUI QFPQMF iO PUIFr cPVOUriFT WiB UIF POMiOF
FYcIBOHFT� 5IFZ BrF FYQPTFE UP NPrF iOQVU GrPN PUIFr MFBrOFrT BOE rFRVirFE UP QrPEVcF NPrF
PVUQVU UP cPNNVOicBUF� IOQVU BOE PVUQVU BrF UIF UXP NBiO GBcUPrT iO EFWFMPQiOH cPNQFUFOcF iO
MBOHVBHF ʢ,rBTIFO ����� 4XBiO ���5ʣ� IOcrFBTFT iO CPUI PG UIFTF cPVME CF TFFO iO CPUI GPrNT PG
7E�

5IPVHI UIFrF TFFNT UP CF TPNF FWiEFOcF ʢHBHMFZ ����ʣ UIBU DL7E rFTVMUT iO NPrF iOQVU BOE
PVUQVU UIBO 4L7E UIF TBNF BrUicMF QPiOUT PVU UIBU 4L7E rFTVMUT iO NPrF iOUFrcVMUVrBM VOEFrTUBOEiOH
BOE EFWFMPQNFOU� HPXFWFr CPUI UZQFT PG 7E rFTVMUFE iO TUVEFOUT VTiOH BOE cPOTVNiOH NPrF PG
UIF MBOHVBHF UIFZ XFrF MFBrOiOH UIBO IBE UIFZ CFFO iO B UZQicBM MBOHVBHF cMBTTrPPN� 4UVEFOUT IBWF
BMTP cPOTiTUFOUMZ CFFO QPTiUiWF UPXBrE CPUI GPrNT PG 7E XiUI PWFr �5� PG TUVEFOUT TUBUiOH iO
RVFTUiPOOBirFT UIBU UIFZ WFrZ Pr RViUF FOKPZ iOUFrBcUiOH XiUI TUVEFOUT iO PUIFr cPVOUriFT WiB UIF 7E�
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1SFTFOU BOE GVUVSF 7&
DVF UP UIF QPTiUiWF GFFECBcL rFcFiWFE GrPN QFFrT UIF BVUIPr PQFOFE VQ UIF 4L7E UP PUIFr UFBcIFrT
iO +BQBO� FrPN MBUF 4FQUFNCFr ���5 TPNF ��� TUVEFOUT BOE �� UFBcIFrT GrPN � iOTUiUVUiPOT BrPVOE
+BQBO BrF XPrLiOH XiUI PWFr ��� TUVEFOUT BOE �� UFBcIFrT GrPN UIF 4E/A iO $PMPNCiB PO BO
FYQBOEFE 7E� 5PQicT XFrF BHrFFE VQPO TVcI UIBU OPX PWFr ��� TUVEFOUT BrF VTiOH EOHMiTI UP
FYcIBOHF iOGPrNBUiPO PO B WBriFUZ PG UPQicT iO B .PPEMF cPVrTF� 5IF 4E/A iT B HPWFrONFOU CBcLFE
WPcBUiPOBM TcIPPM iO $PMPNCiB TVQQMZiOH FEVcBUiPO UP PWFr B NiMMiPO $PMPNCiBOT� 5IF 7E UIBU
TUBrUFE iO 4FQUFNCFr iT B QiMPU� IG UIF PVUcPNF iT TVccFTTGVM UIF 4E/A IBT NFOUiPOFE iU XPVME MiLF UP
FYQBOE UIF 7E UP iOcMVEF TPNF �5��� TUVEFOUT UIFrF� 5IF BVUIPr IBT rFcFiWFE BTTVrBOcFT GrPN
NBOZ UFBcIFrT TVcI UIBU UIFrF iT UIBU OVNCFr PG TUVEFOUT iO +BQBO TP XF XiMM CF BCMF UP cPOUiOVF UIF
QrPKFcU PO TVcI B TcBMF� 4IPVME UIiT FWFOUVBUF XF XPVME BMTP XFMcPNF TUVEFOUT GrPN UIF
VOiWFrTiUiFT UIBU QBrUiciQBUFE iO UIF 5PIPLV BOE HPLLBiEP rFHiPOʟT VOiWFrTiUZ BOE IiHIFr FEVcBUiPO
rFTFBrcI cPOGFrFOcF� $POTVMUBUiPO XiUI UFBcIFrT iO UIF .iEEMF EBTU BOE POF PUIFr cPVOUrZ iO ATiB iT
BMTP UBLiOH QMBcF� 4IPVME UIF QrPKFcU cPOUiOVF PO cPVrTF UIFrF XiMM CF TPNF ����� TUVEFOUT
QBrUiciQBUiOH GrPN � EiGGFrFOU cPVOUriFT� � MFWFMT PG MBOHVBHF XiMM CF cPWFrFE CFHiOOFr iOUFrNFEiBUF
BOE BEWBOcFE XiUI TUVEFOUT GrPN FBcI PG UIF cPVOUriFT QBrUiciQBUiOH iO GPrVN EiTcVTTiPOT PO B
WBriFUZ PG UPQicT� AU QrFTFOU UIF cPVrTFT BrF POMZ PWFr � XFFL QFriPET CVU GrPN OFYU ZFBr TPNF XiMM
FYQBOE UP cPOUiOVF PWFr B POF ZFBr QFriPE� IEFBMMZ UIiT QMBUGPrN XiMM CFcPNF B UFNQMBUF GPr PUIFrT
UP CF BCMF UP QBrUiciQBUF iO 7E BT B OBUVrBM QBrU PG MFBrOiOH B TFcPOE MBOHVBHF�

$PODMVTJPO
7E iT TMPXMZ CFcPNiOH NPrF NBiOTUrFBN EVF UP UIF QPXFr iU IBT UP CriOH QFPQMF UPHFUIFr� .BOZ
QPTiUiWF PVUcPNFT IBWF CFFO BcIiFWFE GrPN QrPKFcUT UP EBUF BOE iU cBO CF TFFO BT BO FYcFMMFOU UPPM
GPr cMPTFr UiFT CFUXFFO QFPQMF GrPN BrPVOE UIF HMPCF� 5IF 4PMiZB QrPKFcU iT TQPOTPrFE CZ UIF 6OiUFE
/BUiPOT BOE BiNT BU iNQrPWiOH VOEFrTUBOEiOH BOE UIrPVHI UIiT QFBcF� 5IF QrPKFcU PVUMiOFE BCPWF
iT OPU PO UIF TBNF MFWFM CVU iU IBT UIF PQQPrUVOiUZ UP iNQrPWF TUVEFOUT VOEFrTUBOEiOH PG UIF XPrME
UIFZ MiWF iO BOE CFcPNF NPrF HMPCBM iO PVUMPPL� 0CWiPVTMZ iU iT BMTP B XPOEFrGVM UPPM UP QrPNPUF
MBOHVBHF MFBrOiOH BOE iOUFrcVMUVrBM cPNQFUFOcF� .PTU MBOHVBHF UFBcIFrT XBOU UIFir TUVEFOUT UP
IBWF UIF PQQPrUVOiUZ UP VTF UIF MBOHVBHF UIFZ BrF MFBrOiOH iO rFBM XPrME TiUVBUiPOT BOE 7E BMTP HiWFT
UIFN UIiT cIBOcF� 5IF CiHHFTU QrPCMFNT UP EBUF IBWF CFFO IPX UP GiOE QBrUOFrT IPX UP NBLF UIF 7E
FcPOPNicBMMZ WiBCMF TiNQMF UP VTF BOE FOTVrF QPTiUiWF PVUcPNFT GPr BMM UIPTF iOWPMWFE iO UIFN� 5IF
TZTUFN PVUMiOFE BCPWF VTiOH .PPEMF BT B QMBUGPrN PO XIicI TUVEFOUT GrPN BrPVOE UIF XPrME cPNF
UP FYcIBOHF iEFBT BOE MBOHVBHF iT POF NFBOT PG PWFrcPNiOH UIFTF QrPCMFNT� 5IF QMBUGPrN XBT
crFBUFE VTiOH B ,BLFO HrBOU BOE IBT CFFO QrPNiTFE cPOUiOVFE GiOBOcF GrPN 4E/A BOE TPNF PG UIF
+BQBOFTF iOTUiUVUiPOT QBrUiciQBUiOH� IU iT B WFrZ cPTU FGGFcUiWF NFUIPE� $POUiOVFE rFTFBrcI PO UIF
FGGFcUiWFOFTT PG TVcI B MBrHF TcBMF QrPHrBN OFFET UP CF cBrriFE PVU CVU GrPN UIF rFTVMUT UP EBUF UIFrF
iT NVcI UP TVHHFTU UIBU UIF QrPHrBN iT FGGFcUiWF�

3FGFSFODFT
#PXFr +� � ,BXBHVcIi 4�ʢ����ʣ� /FHPUiBUiPO PG NFBOiOH BOE cPrrFcUiWF GFFECBcL iO
+BQBOFTF�EOHMiTI F�5BOEFN� ┐┥┲┫┹┥┫┩ ┐┩┥┶┲┭┲┫ ⓪ ┘┩┧┬┲┳┰┳┫┽⓰ ⓵⓹⓬⓵⓭ ������ RFUriFWFE GrPN
IUUQ���MMU�NTV�FEV�iTTVFT�GFCrVBrZ�����CPXFrLBXBHVcIi�QEG

#ZrBN .� ʢ����ʣ� ┘┩┥┧┬┭┲┫ ┥┲┨ ┥┷┷┩┷┷┭┲┫ ┭┲┸┩┶┧┹┰┸┹┶┥┰ ┧┳┱┱┹┲┭┧┥┸┭┺┩ ┧┳┱┴┩┸┩┲┧┩� $MFWFEPO
.VMUiMiOHVBM .BUUFrT�
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$IFO +� +� �YBOH 4� $� ʢ����ʣ� FPTUFriOH GPrFiHO MBOHVBHF MFBrOiOH UIrPVHI UFcIOPMPHZ�
FOIBOcFE iOUFrcVMUVrBM QrPKFcUT� LBOHVBHF LFBrOiOH � 5FcIOPMPHZ ��ʢ�ʣ5���5� RFUriFWFE GrPN
IUUQ���MMU�NTV�FEV�iTTVFT�GFCrVBrZ�����cIFOZBOH�QEG

$IVO� D� ʢ���5ʣ� LBOHVBHF BOE cVMUVrF MFBrOiOH iO IiHIFr FEVcBUiPO WiB UFMFcPMMBCPrBUiPO
└┩┨┥┫┳┫┭┩┷⓾ ┅┲ ┍┲┸┩┶┲┥┸┭┳┲┥┰ ┎┳┹┶┲┥┰⓰ ┚┳┰⓲ ⓵⓴⓰ ┍┷┷⓲ ⓵⓰ ┴┴ ⓹⓱⓶⓵�

HBHMFZ E� ʢ����ʣ� .PPEMF BT B $POEViU GPr IOUFrOBUiPOBM 5FMFcPMMBCPrBUiPO ┑┳┳┨┰┩ ┑┳┳┸ ┎┥┴┥┲
⓶⓴⓵⓸ └┶┳┧┩┩┨┭┲┫┷⓰ ⓵⓷⓱⓵⓺�

HBHMFZ E� ʢ����ʣ� $PMMBCPrBUiWF BOE $PPQFrBUiWF 0OMiOF LBOHVBHF EYcIBOHFT ┎┳┹┶┲┥┰ ┳┪
┐┥┲┫┹┥┫┩ ┥┲┨ ┇┹┰┸┹┶┩ ┳┪ ┌┳┯┯┥┭┨┳⓰ ⓵⓶⓰ ⓸⓷⓱⓹⓴

島秀ਓɼਆ田໌Ԇɼ山ਅ理ɼ5IPNݪ RA840/ࠤɼ 藤৻一ɽʠ.OFUと 1PPELLΛར༻しͨ大学ؒަྲྀ
大会発表文ूࠃ会全ڠಈʡ日本Ϝーυϧ׆ QQ� 5��6� �����

HFMN F� ʢ���5ʣ� 5IF QrBcUicFT BOE cIBMMFOHFT PG UFMFcPMMBCPrBUiPO iO IiHIFr FEVcBUiPO iO EVrPQF
┐┥┲┫┹┥┫┩ ┐┩┥┶┲┭┲┫ ⓪ ┘┩┧┬┲┳┰┳┫┽⓰ ┚┳┰┹┱┩ ⓵⓽⓰ ┒┹┱┦┩┶ ⓶⓰ ┴┴⓲ ⓵⓽⓻⓱⓶⓵⓻�
IUUQ���MMU�NTV�FEV�iTTVFT�KVOF���5�IFMN�QEG

,FrO R� � 8BrTcIBVFr .� ʢ����ʣ� 5IFPrZ BOE QrBcUicF PG OFUXPrL�CBTFE MBOHVBHF UFBcIiOH� IO
.�8BrTcIBVFr � R� ,FrOʢEET�ʣ ┒┩┸┻┳┶┯⓱┦┥┷┩┨ ┰┥┲┫┹┥┫┩ ┸┩┥┧┬┭┲┫⓾ ┇┳┲┧┩┴┸┷ ┥┲┨ ┴┶┥┧┸┭┧┩ʢQQ� ��
��ʣ� /FX YPrL� $BNCriEHF 6OiWFrTiUZ 1rFTT�

,rBTIFO 4�D� ʢ����ʣ� ┗┩┧┳┲┨ ┐┥┲┫┹┥┫┩ ┅┧┵┹┭┷┭┸┭┳┲ ┥┲┨ ┗┩┧┳┲┨ ┐┥┲┫┹┥┫┩ ┐┩┥┶┲┭┲┫⓲ 0YGPrE�
1FrHBNPO� IUUQ���XXX�TELrBTIFO�cPN�cPOUFOU�CPPLT�TM@BcRViTiUiPO@BOE@MFBrOiOH�QEG

LPOH .� ʢ���6ʣ� 5IF rPMF PG UIF MiOHViTUic FOWirPONFOU iO TFcPOE MBOHVBHF BcRViTiUiPO� IO 8�
RiUcIiF BOE 5� #IBUiB ʢFETʣ ┌┥┲┨┦┳┳┯ ┳┪ ┐┥┲┫┹┥┫┩ ┅┧┵┹┭┷┭┸┭┳┲⓰ ┚┳┰┹┱┩ ┍┍⓾ ┗┩┧┳┲┨ ┐┥┲┫┹┥┫┩
┅┧┵┹┭┷┭┸┭┳┲ ʢQQ� ���⓱6�ʣ� /FX YPrL� AcBEFNic 1rFTT�

1BiT .BrEFO .� BOE HFrriOHUPO +� ʢ����ʣ� 4VQQPrUiOH iOUFrBcUiPO BOE cPMMBCPrBUiPO iO UIF
MBOHVBHF cMBTTrPPN UIrPVHI cPNQVUFr NFEiBUFE cPNNVOicBUiPO� ┛┳┶┰┨ ┇┳┲┪┩┶┩┲┧┩ ┳┲ ┉┨┹┧┥┸┭┳┲┥┰
┑┹┰┸┭┱┩┨┭┥⓰ ┌┽┴┩┶┱┩┨┭┥ ┥┲┨ ┘┩┰┩┧┳┱┱┹┲┭┧┥┸┭┳┲┷ ��6����6�� RFUriFWFE GrPN IUUQ� ��rP�VPX�FEV�
BV�cHi�WiFXcPOUFOU�cHi�BrUicMF��6���cPOUFYU�BrUTQBQFrT

4PUiMMP 4� ʢ����ʣ� DiTcPVrTF GVOcUiPOT BOE TZOUBcUic cPNQMFYiUZ iO TZOcIrPOPVT BOE BTZOcIrPOPVT
cPNNVOicBUiPO� ┐┥┲┫┹┥┫┩ ┐┩┥┶┲┭┲┫ ⓪ ┘┩┧┬┲┳┰┳┫┽⓰ ⓸ʢ�ʣ ������� RFUriFWFE GrPN IUUQ� ��MMU�NTV�
FEV�WPM�OVN��TPUiMMP�EFGBVMU�IUNM

4XBiO .� ʢ���5ʣ� ┇┳┱┱┹┲┭┧┥┸┭┺┩ ┧┳┱┴┩┸┩┲┧┩⓾ ┗┳┱┩ ┶┳┰┩┷ ┳┪ ┧┳┱┴┶┩┬┩┲┷┭┦┰┩ ┭┲┴┹┸ ┥┲┨
┧┳┱┴┶┩┬┩┲┷┭┦┰┩ ┳┹┸┴┹┸ ┭┲ ┭┸┷ ┨┩┺┩┰┳┴┱┩┲┸� IO GBTT 4� BOE .BEEFO $� ʢEET�ʣ ┍┲┴┹┸ ┭┲ ┗┩┧┳┲┨
┐┥┲┫┹┥┫┩ ┅┧┵┹┭┷┭┸┭┳┲ QQ� ��5��56� /FX YPrL� /FXCVrZ HPVTF�

5IPrOF 4� L� #MBcL R� 8� ʢ����ʣ� LBOHVBHF BOE MiUFrBcZ EFWFMPQNFOU iO cPNQVUFr�NFEiBUFE
cPOUFYUT BOE cPNNVOiUiFT� ┅┲┲┹┥┰ ┖┩┺┭┩┻ ┳┪ ┅┴┴┰┭┩┨ ┐┭┲┫┹┭┷┸┭┧┷ �� �����6��

8BrF 1� � 0ʟDPXE R� ʢ����ʣ� 1FFr GFFECBcL PO MBOHVBHF GPrN iO UFMFcPMMBCPrBUiPO� ┐┥┲┫┹┥┫┩
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┐┩┥┶┲┭┲┫ ⓪ ┘┩┧┬┲┳┰┳┫┽⓰ ⓵⓶ʢ�ʣ ���6�� RFUriFWFE GrPN
IUUQ���MMU�NTV�FEV�WPM��OVN��XBrFPEPXE�EFGBVMU�IUNM

7iOBHrF .� � .VÑP[ #� ʢ����ʣ� $PNQVUFr�NFEiBUFE cPrrFcUiWF GFFECBcL BOE MBOHVBHF BccVrBcZ
iO 5FMFcPMMBCPrBUiWF EYcIBOHFT� ┐┥┲┫┹┥┫┩ ┐┩┥┶┲┭┲┫ ⓪ ┘┩┧┬┲┳┰┳┫┽⓰ ⓵⓹⓬⓵⓭⓰ ⓻⓶⓱⓵⓴⓷⓲

ΞΫςΟϒϥʔχϯάͱ'%
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࣭ ٙ Ԡ 

Ｑ．海外に知り合いがいないと大変かと思うが、どうやって相手を探したのか。
̖ɽ��年前に࢝Ίͨ࣌ݸਓ的なΓ߹͍に͓͍ئしͨɻࠓɺ࢞ຓߍΛ׆༻してͬて
͍るɻ

Ｑ．お互いの学生のクレジットはどうしているか。
̖ɽͪ͜らの学ੜ��ˋ͙ら͍ɻ࢞ຓߍのίロンϏアɺアϝリΧɺΦーετラリアͰ��ˋ
͙ら͍ɻ.PPEMF্ͰϧーブリοクΛͬ࡞てɺͦのதにߘ回ɺ質ɺ༰なͲͰධՁし
て͍るɻ

Ｑ．授業について何かやりとりを紹介してもらえるか。
̖ɽ授業த4LZQFΛར༻してΈ͕ͨɺೆถ͕͋ࠩ࣌Γɺ͏·͍͔͘な͔ͬͨɻࠓ.PPEMF
্Ͱ୭と୭͕͢るの͔ɺઌにઃఆしてɺ॓題としてͬて͍るɻ·ͨɺ.PPEMFのதに
1PPELL͕͋るのͰɺԻしてར༻して͍るɻ



レディネス多様性に対応するアクティブ・ラー
ニングによる受講者の変容と指導上の課題

青森県立保健大学 ઙా ๛

̍ʣ͡Ίʹ ʙຊߘͷ目తʙ
ࣾ会的ニーζड講学ੜのϨσィωεɺ学部の理೦・ΧリキϡラϜϙリγーɺ͋る͍全学的なFDの

ํ等に基͖ͮɺච者の授業Ͱɺ主にطに֤छ文ݙ等Ͱ一ൠによ͘らΕて͍る4DLʢࣗݾ主ಋܕ学
शʣの手๏Λ参ߟにしɺͦの推進Λࢦしɺアクティブ・ラーニングの形ଶΛऔΓೖΕな͕ら講ٛ・演
शの改ળΛຖ年ɺ続けて͖て͍るɻͦ͜Ͱ本ߘͰɺͦの成Ռٴび課題Λ໌ら͔にͰ͖Εと͑ߟるɻ

̎ʣٛߨՊ目ʹ͓͚Δ'%
·ず講ٛ科に͓͍てɺਖ਼ن学ੜ	ޢ・理学ྍ๏・ࣾ会福ࢱ・ӫཆ
ɺ高大連携事業高͔ߍらのੜెɺ

ฤೖ学ੜɺ୯Ґ互換によるଞ大学͔らの学ੜと͍ͬͨよ͏にɺଟ༷なഎܠΛ有͢るड講者の࣮ଶΛ౿·
͑அ的ධՁ・形成的ධՁΛॆ্࣮ͤͨ͞Ͱɺ授業の質Λ一高Ίɺ総ׅ的ධՁにࢸるよ͏計ըして͖
ͨɻ·ͨࢦಋ計ը্ɺଞ者に理͞Εるडけの学शとҟなΓɺड講者全体͕طश事項ݧܦΛੜ͔
しɺ教һにґଘ͢る͜とな͘学शΛ進Ίる͜とΛॏࢹして͍るɻଈͪ学ੜ͕ࣗ的に課題୳究に向͔͍ɺ
相互ڠ力的に学श͕推進Ͱ͖るよ͏にɺ教ࡐΛ工して͍ると͜ΖͰ͋るɻ·ͨ講ٛதにඞず質ٙԠ
学ੜ主体のબ的学शɺϖア・グϧーϓによる౼ٞのؒ࣌Λదٓઃけるとともにɺର話のؒ࣌Λ一ఆ
程確保͢るよ͏にΊて͍るɻ学ੜಉ士ɺ教һ－学ੜؒのσィεΧογϣン͕ɺͦのޙの学शҙཉ
発ల的な学श・研究に連݁͞Εる͜とΛҙਤして͍るものͰ͋るɻͦのதͰɺ講ٛͰ༰もとよ
Γɺ調ɺҙަݟ換ࣗݾ表ݱΛ͢るなͲのํ๏ɺͦしてҙの໘のࡾ者の֫ಘと౷߹等の成ՌΛ؍
る͜と͕Ͱ͖るɻ͢

̏ʣԋशՊ目ʹ͓͚Δ'%ʢ˞ද̍ʙ̕ʣ
演शͰɺ本学の͢ࢦ連携・ڠ調のਫ਼ਆ・能力の向্にগしͰも݁びͭ͘よ͏にɺ改ળΛ続けて͖

ͨɻ4DLのࢹ͔らɺ「LEAR/」の͑ߟΛ࣮ߦͰ͖る能力ʢMiTUFOɿ౼ٞ・࡞業த相手のҙݟΛよ͘ฉ͖ɺ
主ு৺ΛѲ͢るとともにɺ主体的にؒҙࣝΛ高Ίて͍͘ɻFYQMBiOɿࣗݾ開ࣔしɺదなࣗݾ主
ு・੍ݶとࣗ分のಛੑ認ࣝのもとͰɺઆ໌等に参ը͢るɻBcLOPXMFEHFɿ͓互͍Λ認Ί߹͍理ղし߹͏
とともにɺࣗ分とҟなるҙݟ立ɺ文化Λଚॏ͢るɻ·ͨ相互ิ的に振͍ɺ͓互͍Λるؾに͞
ͤるɻrFcPNNFOEɿ藤ΛΓӽ͑׆ಈ্࣮ࢪのي道मਖ਼Λదٓߦな͏とともにɺ্࣮ࢪの༏ઌॱҐ
Λけ提Ҋしɺ׆ಈにݐઃ的に͢ݙߩるɻOFHPUiBUFɿ成һؒのޡࡨߦࢼަব・相ஊΛ通してɺࣗ分の
ׂ分୲Λ全͏しޮՌ的に題ղܾΛߦな͏とともにɺதؒٴびऴに׆ಈのݕ・省Λࣗ的にߦ
な͏ɻʣの開発・࣮ࢪ・ධՁΛͬߦて͖ͨɻ͜のもともとのLEAR/ํࣜແɺ医ࢣとױ者ؒのޮՌ的な
ରԠ推進のͨΊの理的なϞσϧの一ͭとしてɺ#FrMiOとFPXLFT͕提এしطに広͘一ൠにීٴしͨϞ
σϧͰ͋る͕ɺͦ ΕΛもとにච者Ԡ༻しɺ໘ରの共通 ʢੑ一ఆのラϙーϧΛもとにಉ͡ඪに向ͬ
て進Ή ଞʣとҟ質ੑʢಉ͡ϐアとしての立Ͱɺํ向的に力ྔ形成Λ支͑߹͏ ଞʣに৽ͨにண
しɺҟなる໘ରͰ͋るड講学ੜؒのܧ続的な日ʑのॾ׆ಈɺ援༻的転換ΛͨͬߦものͰ͋るɻ
·ͨɺ学ੜの学श౸達にؔ͢る教育的ޮՌΛఆ͢るͨΊにɺ文部科学省ň学士力ŉɺࡁܦ産業省ňࣾ

会ਓ基ૅ力ŉ等のઌߦॾ研究Λ参ߟにしɺ͞ らに本学の教育理೦Λ౿·͑ɺθϛͰᔻཆ͖͢ɺඞཁな能
力・ࢿ質の֓೦化Λͨͬߦɻͦのநग़とྨܕ全�6項Ͱ͋Γɺᶃํ๏ɿ６項ɺᶄࣾ会的εキϧɿ
５項ɺᶅҙɿ５項Ͱ͋るɻ授業前ޙͰ࠷も向্しͨ項の্Ґ͔ら３項ɺ次のと͓ΓͰ͋るɻ
ᶃݯࢿ理�☚��ࠩʢ�☚��ˠ�☚��ʣɺᶄ課題発6�ࠩ☚�ݟʢ�☚5�ˠ�☚��ʣɺᶅ理ੑ�☚5�ࠩʢ�☚6�ˠ�☚��ʣɻ授
業開࢝前Ͱɺ高等学ߍ教育等に͓͍て୳ٻ的学श調学शの͕ؒ࣌ଘࡏして͍ると͑ߟらΕる͕ɺ
ଟ͘の専門的な文ݙに;ΕͨΓɺ高な֓೦Λࣗ発的に体ܥ化し理Λ͢るػ会͕ز分ෆして͍る͜
と͕推͞Εるɻ·ͨೖ学前の教育のதͰ題ղܾの໘͕一ఆ程ؚ·Εる͕ɺΓܥ౷学श͕基
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話題提供２



本Ͱ͋るɺ学श・研究計ըΛ立Ҋ͢るػ会͕όランεとしてे分にଘࡏして͍る͔൱͔と͍͏題
らΕるɻ͑ߟ͕

̐ʣ͓ΘΓʹ ʙޙࠓͷలʙ
的ࣝ・൚༻的εキϧ・ੑΛؚΉ学士にܥにؔ͢る体ࢱの課題としてҾ͖続͖ɺ保健医ྍ福ޙࠓ

;͞Θし͍能力・ࢿ質の向্にগしͰもݙߩͰ͖るよ͏ɺ日ʑリϕラϧアーπ教育の授業改ળと研究Λ
一推進Ͱ͖Εと͑ߟるɻޙࠓɺ֤地域の高等教育ؔػ等に͓͍てもɺච者͕参ߟとしͨํ๏等Λ
Մ能なൣғͰɺ֤ؔػの࣮に߹Θͤ׆༻して͍ͨͩけΕ幸͍Ͱ͋るɻ高等教育のॆ࣮発లにগしͰ
もݙߩͰ͖るよ͏ɺ教育研究者の立Ͱීܒٴ発・工改ળɺٞ・ର話・共有・ؐݩ等Λ͞らにਤͬ
て͍͖͍ͨと͑ߟるɻ

ᶃ学श課題Λࣗら発ݟし題ղܾΛ進Ίる͜と
ᶄ教һ͔らの支援Λಘな͕らɺ理的Ͱよ͘࿅らΕͨ学श計ըΛ立ҊͰ͖る͜と
ᶅ専門文ݙなͲの学ज़ݯࢿΛ理Ͱ͖る͜と
ᶆಘらΕͨσータΛྔ的に分ੳͰ͖る͜と
ᶇ学श・研究Λ֓Ͷ計ը通Γに推進Ͱ͖る͜と
ᶈԿ͔৽し͍ものΛͰ͖る͜と

ᶃ͓互͍Λ認Ί߹͍共ײ・ड༰のもとɺਓؒؔ・৴པؔʢラϙーϧʣΛ形成͢る͜と
ᶄ͓互͍にڠ力しɺڠ調的にνーϜϫークͰ׆ಈͰ͖る
ᶅઌಋ的ׂΛ୲͍ɺଟ༷なҙݟΛҾ͖ग़しɺඞཁにԠ͡て調して͍͘͜と
ᶆϊンόーόϧによΓࣗ分のҙݟΛ͑ͨΓɺ相手͔ら͡ײऔる͜と
ᶇόーόϧによΓઆ໌ΛしͨΓɺ提ҊしͨΓɺ相手の話Λฉ͘͜と

ᶃ学शΛܧ続しよ͏と͢るಈػけʢҙཉ・ଶʣ
ᶄࣗ分のΛՌͨ͢と͍͏ͪ࣋ؾ
ᶅਖ਼ٛΛॏΜ͡るなͲのྙ理؍
ᶆࣗ分ʢͦの日のҙ・ײキャンύεラΠϑ্のෆ安・Έ等ʣΛ理͢る͜と
ᶇΕࣗ分Ͱ͖るΜͩと͍͏ͪ࣋ؾ

ΞΫςΟϒϥʔχϯάͱ'%

34

ද̍ ํ๏ͷ֓೦

ද̎ ࣾձతεΩϧͷ֓೦

ද̏ ҙͷ֓೦



ʲ全ฏۉʳ授業前�☚��ˠ授業ޙ�☚��ɿ１ϙΠンτҎ্ɺ向্して͍るɻ
ํ๏ʣᶃ課題発ݟ �☚5�ˠ�☚��

ᶄ 理 ੑ �☚6�ˠ�☚��
ᶅݯࢿ理 �☚��ˠ�☚��
ᶆ౷計分ੳ �☚��ˠ�☚��
ᶇߦ ಈ 力 �☚��ˠ�☚��
ᶈ  力 �☚��ˠ�☚6�

ᶃラϙーϧ �☚��ˠ�☚��
ᶄνーϜϫーク �☚5�ˠ�☚5�
ᶅઌಋੑ �☚��ˠ�☚5�
ᶆϊンόーόϧ �☚��ˠ�☚�6
ᶇόーόϧ �☚��ˠ�☚��

ᶃܧ続ੑ �☚��ˠ�☚��
ᶄ �☚�6ˠ�☚��
ᶅྙ理 �☚��ˠ�☚�6
ᶆࣗݾ理 �☚��ˠ�☚��
ᶇࣗޮݾ力ײ �☚��ˠ�☚��

授業前ʣಘ্Ґ͔ら３項
ᶃνーϜϫーク �☚5�
ᶄࣗݾ理 �☚��
ᶅ �☚�6
授業前ʣಘԼҐ͔ら３項
ᶃઌಋੑ �☚��
ᶄ力 �☚��
ᶅݯࢿ理 �☚��

授業ޙʣಘ্Ґ͔ら３項
ᶃνーϜϫーク �☚5�
ᶄラϙーϧ �☚��
ᶅࣗݾ理 �☚��
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ද̐ ํ๏ͷมԽ

ද̑ ࣾձతεΩϧͷมԽ

ද̒ ҙͷมԽ

ද̓ तۀલͷঢ়گ

ද̔ तޙۀͷঢ়گ



授業ޙʣಘԼҐ͔ら３項ʢಉ有 ４項ʣ
ᶃઌಋੑ �☚5�
ᶄ力 �☚6�
ᶅྙ理ɺϊンόーόϧ �☚�6ʢಉʣ

ΞΫςΟϒϥʔχϯάͱ'%
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１－１健߁科学に͓͍て子Ͳものੑײ৺の教育Λ学ͿҙٛΛ理ղͰ͖るɻ
とࡐ日本の教育改革の推ҠΛ理ղͰ͖るɻ１－３グϧーϓϫークのํ๏ΛΓɺۙなテーマΛ題ݱ１－２
してɺޮՌ的なグϧーϓϫークの͋ΓํΛ୳る͜と͕Ͱ͖るɻ

２－１͍͡ΊෆొߍなͲ子Ͳもの৺の健߁にؔΘるঢ়گΛ౿·͑ɺݱの日本の子Ͳもͨͪのੑײの育成
のঢ়گΛ理ղͰ͖るɻ２－２グϧーϓϫークΛ通してɺࣗ分のײΛίンτローϧͰ͖ずに題ߦಈΛ͜ىし
てし·͏ɺݱの子Ͳもͨͪのঢ়گに͍ͭて理ղͰ͖るɻ

３－１文ݙ୳ࡧ文ݕݙ౼ɺ題ҙࣝの͢Γ߹ΘͤなͲのϓロセεΛܦてɺࣗ分の研究課題Λ໌確化Ͱ͖るɻ
３－２ۙ年の日本のՈఉに͓ける子の;Ε͍͋のঢ়گΛ্ͬͨͰɺグϧーϓϫークΛ通してՈఉの教育力
にؔして理ղΛ深Ίる͜と͕Ͱ͖るɻ

４－１研究文の࡞成ٕ๏の基ૅ͕理ղͰ͖るʢͦの１ʣɻ
４－２題ղܾܕ学शʢグϧーϓϫークʣΛ通͡てɺ「ࣗ分のੑݸΛ発شͰ͖ɺָし͞Λ͡ײる͜と͕Ͱ͖る学
に͍ͭて理ղΛ深Ίる͜と͕Ͱ͖るɻ「ߍ

ಈのの提׆ݧΛ育成͢るɺՁ͋る体ੑײ地͔ら理ղͰ͖るʢͦの１ʣɻ５－２ݟ教育Λ理的ੑײ５－１
供ํ๏に͍ͭてɺグϧーϓϫークΛ通して理ղΛ深Ίる͜と͕Ͱ͖るɻ

６－１研究のུ֓の発表ʢ研究֓ཁ報告会ʣΛ通͡てɺ࣌ݱͰの文ࣥච্の課題Λ໌ら͔に͢るとともにɺ
文ల開のํ向ੑΛ࠶認ࣝͰ͖るɻ６－２研究文の࡞成ٕ๏の基ૅ͕理ղͰ͖るʢͦの２ʣɻ

ঢ়と課題にݱび৽教育課程のٴ地͔ら理ղͰ͖るʢͦの２ʣɻ７－２子Ͳもの学力ݟ教育Λ理的ੑײ７－１
͍ͭてɺグϧーϓϫークΛ通して理ղΛ深Ίる͜と͕Ͱ͖るɻ

地͔ら理ղͰ͖るɻݟ教育Λ࣮ફ的ੑײ８－１
８－２グϧーϓϫークΛ通してɺ子Ͳものੜ͖る力Λ育Ή教育࣮ફに͍ͭて理ղΛ深Ίる͜と͕Ͱ͖るɻ

９－１主体的にઃఆしͨ研究課題に基ͮ͘文に͍ͭての発表ʢதؒ報告会ʣとɺ全体Ͱの౼ٞΛ通͡てɺ
文の構成Λਫ਼࿅しɺ文の成Λ高Ίる͜と͕Ͱ͖るɻ９－２一ͭの課題に͍ͭてࣗ分のҙݟΛ·とΊ発表
しɺ·ͨଞ者のҙݟΛฉ͘͜とΛ通͡てɺ理的͔ͭ൷的なߟࢥの基ૅΛཆ͏͜と͕Ͱ͖るɻ９－３研究
文の࡞成ٕ๏の基ૅ͕理ղͰ͖るʢͦの３ʣɻ

��－１保健医ྍ福ࢱ分に͓けるॏཁ課題Ͱ͋る子Ͳもٮのݱঢ়と課題に͍ͭてߟͰ͖るɻ
��－２Ԡ༻事例Λ༻͍てɺඃٮࣇの援ॿのͨΊのωοτϫークの͋Γํに͍ͭて理ղͰ͖るɻ

��－１ίϛϡニέーγϣンϝΧニζϜޠݴ・ඇޠݴίϛϢニέーγϣンの基ૅΛ理ղͰ͖るɻ
��－２援ॿΛඞཁと͢るਓʑの৺理の基ૅΛ理ղͰ͖るɻ��－３ࣗ分のݪ体ݧΛ基にɺώϡーマンέアの専
門ՈにٻΊらΕるੑײʢ共ײ・ड༰能力ؚΉʣΛ理ղͰ͖るɻ

��－１ࣗ分ΛΓɺଞ者ΛるͨΊのޮՌ的な教育ίϛϡニέーγϣンの͋ΓํΛ理ղͰ͖るɻ
��－２グϧーϓϫークΛ通してɺࣗ 分のՄ能ੑੑݸΛಋग़・৳͢る͜とに͍ͭて理ղΛ深Ίる͜と͕Ͱ͖るɻ

��－１研究発表	準成報告会
ならびに質ٙԠɺఴࢦಋ༰Λ基にɺ文Λ࠷ऴ的に成ͤ͞るͨΊのॾ
課題Λ໌ら͔にͰ͖るɻ��－２ϓϨθンテーγϣンならびにํ向的な౼ٞΛ通してࣗݾ表ݱ能力Λ高Ίる
͜と͕Ͱ͖るɻ

ද̕ ଟ༷ͳϨσΟωεʹରԠ͢ΔԋशՊ目ͷίϚผ目ඪͷମܥԽ
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Ｑ．レディネスがバラバラな状態での均一な授業の工夫とは。
̖ɽ高ߍੜの߹３ͭ͋Γɺ事前ΨΠμンεΛపఈしɺਤॻؗのར༻のํΛ直接ࢦಋしɺ
Ϩϙーτのॻ͖ํのࢦಋΛして͍るɻ

Ｑ．高校生には成績はつくのか。
̖ɽ高ߍのΧリキϡラϜの「総߹」の୯Ґになͬて͍るɻ大学ੜとಉ͡課題ͰのϨϙーτ提
ग़ʢҙʣΛして͍る͕ɺ大学の成にөしな͍ɻޙࠓɺೖ学ޙに大学の୯Ґとして
認Ίる͔Ͳ͏͔ٞதͰ͋るɻ

Ｑ．アクティブ・ラーニングのクラスで100名を超えるような大人数の授業では、どのような工夫
をしているか。
̖ɽ·ずɺγラόεにࣗݾ表ݱグϧーϓϫークɺ発表͢る͜とのॏཁੑなͲΛ໌هしɺಈ
のγーτޙもɺグϧーϓσィεΧογϣンऴྃޙͨͬ·࢝けΛਤͬて͍るɻ授業͕ͮػ
提ग़ɺ࠷ऴϨϙーτ等ͰධՁΛॻ͍てฦ٫しɺ͞らに学ੜのಈͮػけΛ高Ίるよ͏に
して͍るɻ·ͨɺ͢ての基ૅθϛʢ１年ੜのಋೖ࣌の授業ʣΛͭ࣋教һにɺセϝε
ターޙͰもɺ学ੜ͕Ͳのθϛにॴଐしてもアクティブに׆ಈ͕Ͱ͖ɺࢿ質Λ高ΊらΕる
よ͏なマニϡアϧΛ࡞成しɺҕһ会Λ通してͬて͍るɻ



協同学習を取り入れた教養化学の授業展開

酪農学園大学 େాलҰ

εϥΠυ��
酪農学園大学の大和田Ͱ͢ɻ「ڠಉ学शΛऔΓೖ

Εͨ教ཆ化学の授業ల開」と͍͏͜とͰ話題提供Λ
ͤ͞て͍͖ͨͩ·͢ɻ

εϥΠυ��
͜の話題提供の的ɺڠಉ学शの手๏Λ大学の

教ཆ化学の授業にऔΓೖΕͨ͋ら·しΛ͝հ͢る
͜ととɺ学श成Ռɺ͢なΘͪɺݧࢼのಘਖ਼
に༩͑ͨޮՌΛհ͢る͜とͰ͢ɻࠓ年ʢ���5
年ʣ前ظの授業Ͱもܧ続してऔΓ組ΜͰ͍·͕͢ɺ
����年のऔ組Έの֓ཁとɺ本औ組ΈΛಋೖ͢る
前ɺ一ൠ的な講ٛ形ࣜͰ授業Λ進Ίて͍ͨ����年
Ҏ前の݁ݧࢼՌとのൺֱ͕ɺ本報告の༰Ͱ͢ɻ

εϥΠυ��
·ずɺڠಉ学शに͍ͭて؆ܿにઆ໌͍ͨし·͢ɻ

一ൠにɺ学शݸਓの営ΈͰ͋Γଞ者とのڝ૪Λ
͏ものͩとࢥΘΕ͕ͪͰ͢ɻし͔しɺڠಉ学शɺ
学びؒと共に成ՌΛ͛ڍて͍ࣾ͘会的な営ΈͰ
͋ると͍͏学श؍Λͭ࣋͜とΛଅし·͢ɻキャον
ϑϨーζ的に͍ݴ換͑るとɺ「ࣗ分の学び͕ؒの
に立ͭɻؒの学び͕ࣗ分のに立ͭ」と表͢ݱ
る͜と͕Ͱ͖·͢ɻ

第
一
分
科
会

ΞΫςΟϒϥʔχϯάͱ'%
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εϥΠυ��
έーΨンɺڠಉ学शの成立ཁૉとしてɺߠఆ的

な相互ґଘɺݸਓのɺฏ等ੑɺಉੑ࣌の࢛ͭΛ
ڠ満ͨ͞Εて͍なけΕ͕࢛ͭて͍·͢ɻ͜の͛ڍ
ಉ学शと͑ݴな͍ɺとして͍·͢ɻڠಉ学शɺ
୯७なグϧーϓϫークの͜とΛࢦして͍るΘけͰ
な͍のͰ͢ɻ

εϥΠυ��ʙ��
͜のよ͏な学श؍と成立ཁૉΛ満ͨ͢ڠಉ学शの

手๏ແに͋Γ·͕͢ɺ本औ組ΈͰδグιー学
श๏とL5D話し߹͍学श๏ΛऔΓೖΕ·しͨɻ
·ずɺδグιー学श๏に͍ͭてઆ໌͍ͨし·͢ɻ

Կ͔大͖な課題Λݸの課題に分ׂし·͢ɻͨと͑
ɺ１グϧーϓ５ਓの߹ɺ課題̖ʙ̚に分けてɺ
一ਓ一ਓ͕ผݸの課題Λ୲し·͢ɻͦしてɺ֤ࣗ
͕ࣗ分の୲課題の理ղにΊɺؒにઆ໌͢るͨ
Ίの準උΛし·͢ɻ次にɺグϧーϓΛԣஅしてɺಉ
͡課題Λ୲͢る者ಉ士͕ू·Γ·͢ɻ͜ΕΛΤキ
εύーτ・グϧーϓとݺͿ͜とにし·͢ɻ͜のΤキ
εύーτ・グϧーϓͰɺ֤͕ࣗࣗ分の理ղɺ͋る͍
準උしͨઆ໌Λ൸࿐し߹͍·͢ɻ͜のͰɺݸਓ
学शͰ理ղͰ͖な͔ͬͨΛଞのϝンόー͔ら教
͑てもらͬてもよ͍Ͱ͢しɺΘ͔Γ͍͢આ໌にग़
会ͬͨならɺͦΕΛͪ࣋ฦͬてもよ͍Ͱ͢ɻ͜の
Τキεύーτ・グϧーϓͰの話し߹͍のޙɺݩのグ
ϧーϓにΓɺ֤ ࣗの୲課題Λॱにઆ໌して͍͖ɺ
課題の全体૾Λ理ղし·͢ɻύζϧのϐーεΛͪ࣋
Εて͍ݺるよ͏なΠϝーδ͔らɺδグιー๏とد
·͢ɻ

εϥΠυ��ʙ��
次にɺL5D話し߹͍学श๏に͍ͭてઆ໌͍ͨし·

͢ɻ͜ΕɺアϝリΧのࣾ会৺理学者ώϧ͕ɺ��6�
年にɺ大学の授業ΛఆしてߟҊしͨ手๏Ͱ͢ɻ
ϨΠϘーら͕ɺ����年に広͘հし·しͨɻ一ݴ
Ͱ͍͏とɺա程ϓランに基͍ͮͨ༧शと話し߹͍Ͱ
学श課題Λ学Ϳと͍͏手๏Ͱ͢ɻ
εラΠυ��に༧शのա程ϓランΛɺεラΠυ��
に話し߹͍のա程ϓランΛ·とΊて͋Γ·͕͢ɺ
TUFQ２ʙ７྆者に共通して͍·͢ɻͭ·Γɺ༧श
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話し߹͍の準උのͨΊに͏ߦと͍͏͜と͕Θ͔Γ
·͢ɻ授業࣌の話し߹͍ɺ֤͕ࣗ͜の༧शϊーτ
Λ手ֻ͔Γに発͢ݴる͜とによͬて進Ίて͖ߦ·
͢ɻࢲɺよ͘学ੜにʠͪΌΜとωタΛࠐΜͰ͓
͘よ͏にʡと͍ݴ·͢ɻ
８ஈ֊のTUFQɺ前Ͱ学श課題の༰Λਖ਼確

にѲ͢る͜とにूதしɺޙͰࣝΛఆண͢
的にؔ連けΛਤると͍͏構成になͬて͓ۃੵ͘
Γɺ話し߹͍の΄͏Ͱɺ全体͕6�分になるよ͏に
֤TUFQのؒ࣌分もఆΊらΕて͍·͢ɻ

εϥΠυ��
ͦΕͰɺ報告கし·͢授業の֓ཁに͍ͭてઆ໌

͍ͨし·͢ɻ̧大学̖学ྨの１年ੜΛରに����
年前ظに開講͞Εͨ化学Ͱ͢ɻಉ学年���ਓதɺ
ཤम者�5ਓɺཤम��ˋͰɺ理ܥの学ྨとして
গʑऐし͍ཤमͰ͋Γ·͢ɻଞ学年ଞ学ྨ͔ら
のཤम者͕３名ɺキャοϓ੍のؔͰཤमొΛͤ
ずにʠも͙ΓͰʡ参加しͨ者͕１名͓Γ·しͨのͰɺ
߹計Ͱ��ਓͰ͢ɻ
ཤम者のଟ͘一ൠ的な基ૅ学力Λͬ࣋て͍·

͢ɻ化学の基本的なૉཆにܽけて͍るとしてもɺ専
門Λ学ͿͨΊにɺࠓの͏ͪに化学Λ学ΜͰ͓͔なけ
Εならな͍と͍͏ҙཉͬ࣋て͍·͢ɻ͜のよ͏
なཤम者学ੜのಛ質なͲɺ����年Ҏ߱ɺ͋
る͍ͦΕҎ前͔ら大͖なม化͋Γ·ͤΜɻ

εϥΠυ��
͜の表ɺ全�5回の授業Ͱѻͬͨ༰と׆ಈΛ·

とΊͨものͰ͢ɻL5DΛ６回ɺδグιーΛ３回ɺͦ
してɺඞཁにԠ͡て講ٛもͬߦて͍·͢ɻ·ͨɺ話
し߹͍のͰɺ/V CPBrEと͍͏εέονブοク
ಈの༷子Λ׆し·しͨɻ༺׆のϗϫΠτϘーυもܕ
のͰɺ͜Ε͔ら５͢·͍ࢥて͍ͨͩ͜͏とݟにࡍ࣮
分程ɺಈըΛ͝覧͍ͩ͘͞ɻ͜Ε７回のɺ化
学݁߹の題演शΛδグιーͰऔΓ組ΜͰ͍る༷子
ΛࡱӨしͨものͰ͢ɻʢಈըΛ５分࠶ੜʣ

ΞΫςΟϒϥʔχϯάͱ'%
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εϥΠυ��
次にɺ学श成Ռに༩͑ͨޮՌɺͭ ·Γ����年Ҏ

前の݁ݧࢼՌとのൺֱに͍ͭてհ͍ͨし·͢ɻε
ラΠυにɺ����年Ҏ߱のݧࢼのฏۉΛࣔし·
͢ɻ高ಘΛ্͛て͍るよ͏に͑ݟ·͕͢ɺݧࢼͰ
なる͘全ൣғ͔らग़題͢る͜とΛ৺ֻけて͓
Γɺ満Λ���にؙΊると͍͏͜とΛして͓Γ·
ͤΜɻ全ਖ਼ղͰ���Ҏ্の題͕ग़題͞Εて͍
·͢ɻͦしてɺ֤ઃの༰қに͓͍てɺ年
͝とに質的なࠩ͋Γ·ͤΜɻ·ͨɺ成ධՁ
̨ɼ̖ɼ̗ɼ̘Ͱけて͓Γ·͕͢ɺͦのൣғ
も֤年Ͱ共通Ͱ͢ɻ

εϥΠυ��
͜のグラϑɺ����ʙ����年の成分Λࣔ

しͨものͰ͢ɻアϧϑΝϕοτॱにɺ̖ʢ༏ʣɺ̗
ʢྑʣɺ̘ʢՄʣɺ̙ʢෆ߹֨ʣɺ̨ʢ秀ʣとฒΜͰ͍
る͜とに͝ҙ͍ͩ͘͞ɻ����年に��ˋҎ্
のෆ߹֨者͕͍·しͨɻ͜Ε͕ɺࢲΛして授業改ળ
アクティブラーニングಋೖに向͔ΘͤるಈػͰも
͋Γ·͢ɻ����年ɺ����年Ͱෆ߹֨者ݮ
Γ·し͕ͨɺධՁ4の者͘͝Θず͔Ͱ͢ɻし͔る
にɺ����年ͰධՁ̨の者͕�5ˋΛ͑·しͨɻ

εϥΠυ��
����年と����年のݧࢼͰɺ΄΅ಉ一༰の

ઃに͍ͭてɺਖ਼Λൺֱし·しͨɻ分子の運
ಈɺ┨┵のҙຯɺ᷎ 4૿大のઆ໌ɺ᷎ Gの計ࢉɺ����
年教һによる講ٛɺ����年L5Dな͍しδ
グιーͰ学Μͩॴ͔らのग़題Ͱ͕͢ɺ͜Εら
����年の΄͏͕有ҙに高͍ਖ਼Λࣔし·しͨɻ
分子の運ಈɺ化学の基本Ͱ͋るཻ子֓೦とີ接
にؔΘͬて͓ΓॏཁͰ͢ɻ·ͨɺࡢ日ɺ文部科学省
の学力テετの݁Ռ͕報道͞Εて͍·し͕ͨɺͦの
தͰ回Λࣗ分Ͱهड़͢る題のෆ振͕ࢦఠ͞Εて
͓Γ·しͨɻΤンτロϐーの૿大に͍ͭてઆ໌͢る
͜とΛٻΊͨઃもɺैདྷແ回͕立ͭと͜Ζ
ͩͬͨのͰɺ͜͜のਖ਼্͕͕ͬͨ͜とに
͢ると͍ࢥ·͢ɻ一ํɺ����年ɺ����年と
もに教һの講ٛͰѻͬͨपظ表ɺ分子のੑۃのਤࣔ
に͍ͭてɺਖ਼にม化ݟらΕ·ͤΜͰしͨɻ
͜のよ͏にɺڠಉ学शのٕ๏Λ༻͍て学शしͨ部

分Ͱ成Ռ্͕͕ͬて͍るよ͏に͑ݟ·͕͢ɺし͔し
な͕らɺ授業Ͱؒ࣌Λׂ͖ॏΛஔ͍て͍ͨ部分Ͱ
͋る化学݁߹ɺ分子の立体構に͍ͭてʢεラΠ
υ��の授業εέδϡーϧΛ参রʣɺݟる͖成Ռ
্͕Γ·ͤΜͰしͨɻ
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εϥΠυ��
し͕ͨͬてɺεラΠυ�5にͨ͛ڍの「ޮՌ͕

͋ͬͨऔ組Έ」Ͱな͘ɺ演者͕「ޮՌ͕͋ͬͨと
औ組Έ」Ͱ͋る͜とΛ͓அΓして͓͖·͢ɻ͍͍ͨࢥ
/V CPBrEΛ༻͍ͨδグιーによる題演शにɺ

ಈըͰ͝覧͍͍ͨͩͨよ͏にɺड講者͕ੜ͖ੜ͖と
औΓ組ΜͰ͍ͨのͰɺ学び߹͍のޮՌ͕͋ͬͨのͰ
な͍͔とͬࢥて͍·͢ɻ
授業のऴ൫にೖͬてɺ教室全体Ͱ͖ͮؾグϧー

ϓͰಘͨ݁ՌΛ共有͢るؒ࣌Λऔる͜とΛҙࣝし·
し͕ͨɺグϧーϓの話し߹͍ͰಘらΕな͔ͬͨ
て͍·͢ɻͬࢥΛಘるのに有ޮͰ͋ͬͨと͖ͮؾ
本学Ͱɺ����年·Ͱɺ৽ೖੜΦリΤンテー

γϣンؒظதにɺ全１年ੜ͕ʠࣗݾの୳ٻʡϓログ
ラϜΛडけて͍·しͨɻ͜Εɺ͕ؒࣗݾ理ղΛ
深Ίる͜とΛօͰॿけると͍͏ίンセϓτのもとに
ෳのグϧーϓϫーク͔ら構成͞Εる２日ؒのϓロ
グラϜͰ͋Γɺڠಉ的な学びのੜ産ੑの高͞ɺଟ༷
なՁࢹ・؍の大͞等ΛɺΛͬ࣋て࣮͢ײる
͜と͕ग़དྷ·͢ɻೖ学直ޙに͜のよ͏な体ݧΛしͨ
͜と͕ɺਖ਼課授業Ͱڠಉ学शにऔΓ組Ήࡍɺड講者
͕ͦのҙٛΛ理ղしεϜーζにडけೖΕるのに
立ͬͨのͰな͍͔と͑ߟて͍·͢ɻ

εϥΠυ��
にɺऔΓ組ΜͰΈてු͔び্͕ͬͨ課題Ͱ͢ɻޙ࠷
一ͭɺ学शٕ๏ɺಛにL5D話し߹͍学श๏Λな

͔な͔͖ͪΜと理ղして͘Εな͍と͍͏͜とͰ͢ɻ
授業࣌の話し߹͍のͨΊにɺ༧शϊーτの準උ͕
ෆՄܽͰ͕͢ɺͦの準උ͕పఈ͞Εて͍な͍͜と͕
͋るよ͏Ͱしͨɻ·ͨɺա程ϓラン通Γに話し߹͍
Λ進Ίて͍な͍グϧーϓも͋ͬͨよ͏Ͱ͢ɻ༧शの
ෆపఈにؔしてɺ༧शϊーτの提ग़にΠンセン
ティブΛ༩͑るとともにɺ教һ͕༰Λ確認͢る͜
とによͬてਖ਼し͍༧शに༠ಋ͢ると͍͏ରԠ͕͑ߟ
らΕ·͢ɻ話し߹͍のա程ϓランΛकらな͍͜とに
ؔしてɺL5D話し߹͍学श๏ͦのものΛ学Ϳؒ࣌
Λ૿͢と͍͏ରԠ͕͑ߟらΕ·͢ɻ
も͏一ͭɺ学ੜと教һのίϛϡニέーγϣンෆ

Ͱ͢ɻ講ٛΛͤずにグϧーϓϫークத৺の授業に
͢るとɺ学ੜಉ士のίϛϡニέーγϣン૿し·͢
͕ɺ教һ͕ࣗ分のҙࢥΛ͑るػ会͕ݮΓ·͢ɻ͜
Εにؔしてɺ授業通৴の発ߦと教室全体Ͱの共有
のؒ࣌Λ確保͢ると͍͏ରԠ͕͑ߟらΕ·͢ɻ授業
通৴ɺຖ授業ޙ࠷࣌に学ੜ͕هೖ͢る振ΓฦΓとɺ
ͦΕにର͢る教һのίϝンτΛฤूしͨものͰ͢ɻ
授業通৴と共有のؒ࣌にɺ教һ͕学श༰話し߹
͍の進Ίํに͍ͭてղઆΛ加͑る͜とによͬてɺ学

ΞΫςΟϒϥʔχϯάͱ'%
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ੜと教һؒのҙૄࢥ通Λ深ΊるޮՌ͕ظ͞Ε·͢ɻ
͜Εらの改ળࡦの͏ͪɺ͍͔ͭ͘に͍ͭてࠓ年ʢ���5年ʣの授業ͰࢼΈ·しͨɻͦΕらの༰

と成Ռに͍ͭてɺ·ͨのػ会に話題提供Λし͍ͨと͍ࢥ·͢ɻ
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Ｑ．この化学という授業科目は2011年度から始まったものか。
̖ɽͦΕҎ前͔ら開講͞Εて͍͕ͨɺͦの年に大学の大͖な改組͕͋Γɺࠓ回の発表����
年͔らとしͨɻͦΕҎ前に͓͍てもɺ大͖な向のม化な͍ɻ

Ｑ．テキストは何を使っているのか。
̖ɽࢦఆして͍な͍ɻࣗ࡞の学श課題Λ前のिにΓɺし͔ͬΓとಡΈࠐΜͰもら͏よ͏
にして͍るɻ

Ｑ．大人数での授業での発達障害の学生の反応はどうか。
̖ɽࣗ分に্手͘ࢦಋして͍͘εキϧな͍͕ɺ発達োの学ੜにͦ͜ڠಉ学शの成Ռ͕
্͕ると͍͏報告͕͋るɻࣗࢲɺʢ大ਓの授業Ͱな͘ʣθϛに発達ো͕ٙΘΕる
学ੜΛ๊͑て͍る͕ɺ理化学のテキετΛL5DͰ進Ίて͍るɻ通ৗのθϛの進Ίํͩ
とɺʠ͓٬༷ʡになͬてし·͏͕ɺ話し߹͍に͖ͪΜとؔΘΓݙߩして͍るɻ



理系科目におけるアクティブ・ラーニング
―実践例と意識調査―

帯広畜産大学 ੪౻ ४

̍ ͡Ίʹ
大学教育に͓͍てɺ学ੜによるਅに主体的な学びとしてのアクティブ・ラーニング͕ߦΘΕる͜と
વͰ͋ΓɺͦのͨΊのಛผなಇ͖͔けෆཁとも͍͑る͔もしΕな͍ɻし͔しɺ学ੜのଟ༷化とɺ
学ੜにٻΊらΕる学श༰のଟ༷化にともなͬてɺアクティブ・ラーニング͕授業தにޮՌ的に࣮ફ͞
ΕるͨΊにɺ͍ΘΏるैདྷܕの講ٛ形ଶͩけͰ授業Λ͏ߦのͰな͘ɺ͞·͟·な手๏のಋೖ・工
とɺదな授業༰の開発・改ળの力͕ٻΊらΕて͍るɻ
͜͏しͨアクティブ・ラーニングの手๏・ཁૉɺ本དྷ文ܥ理ܥΛΘずにద༻Մ能なずͰ͋るɻ
一ํͰɺࣗવ科学学等の理ܥ科ɺとΓΘけ理ܥ基ૅ科ͰɺݶらΕͨؒ࣌に学शしなけΕ
ならな͍体ܥ的なࣝ・ٕ能の分ྔ͕ଟ͘ɺ·ͨཤम者͕ଟ͘なる向も͋Γɺアクティブ・ラーニ
ングの手๏ཁૉΛத৺としてޮՌ的な授業Λ͜͏ߦとɺඞずしも༰қͰな͍よ͏にࢥΘΕるɻ·
ͨɺ͜͏しͨ科Ͱ一ݟアクティブ・ラーニング「ܕ」に͑ݟな͍ैདྷܕ講ٛにもɺ授業֎学शと
組Έ߹Θ͞Εて学ੜのアクティブ・ラーニングにޮՌ的にد༩͢るཁૉ͕গな͘な͍よ͏にもࢥΘΕるɻ
し͕ͨͬて理ܥ科に͓͍てɺアクティブ・ラーニングの手๏・ཁૉΛɺैདྷܕの講ٛのதに࠷ద
にಋೖしͨෳ߹的な授業ઃ計によͬてɺ学ੜのޮՌ的なアクティブ・ラーニングΛ͏Έͩして͍͘͜と
͕ඞཁになるͰ͋Ζ͏ɻ
ͦ͜Ͱɺ本ߘͰɺ報告者の୲͢る大学理ܥ基ૅ科ʢ理学ʣの授業Ͱෳ߹的に࣮ફして͍るア
クティブ・ラーニングのऔΓ組Έに͍ͭてɺ·ͩߦࢼஈ֊な͕らհしɺޮՌと課題に͍ͭてಛにア
ンέーτによる学ੜのҙࣝ調査の݁Ռ͔らٞ͢るɻ

̎ ཧܥՊ目ͱΞΫςΟϒɾϥʔχϯά
��� ΞΫςΟϒͳֶशͱ
͡Ίにアクティブ・ラーニング͕Ͳのよ͏な学शͰ͋る͖͔に͍ͭてɺ本ߘͰඞཁとなるൣғͰ

確認͢るɻ「アクティブʢAcUiWFʣ」と͍͏ޠにɺ͓͓よͦ次のよ͏なࣙॻ的ҙຯ͕͋るɻ
１ɽ׆ಈに深͔͔͘ΘΓɺ的達成のͨΊの࣮ࡍ的手ஈΛとるʀ能ಈ的ɺ1BTTiWFのର
２ɽ׆発にߦಈ・͢ߟࢥるʀ׆ಈ的ɺIOBcUiWFのର
アクティブ・ラーニングの「アクティブ」ɺ͜の一ͭの「能ಈ的」͋る͍「主体的」のҙຯͰ

͋るɻ
一ํɺアクティブ・ラーニング͕ߦΘΕる表的な例としてよ͛͘ڍらΕるものにɺグϧーϓϫーク

σィεΧογϣンɺϓϨθンテーγϣンなͲɺԿら͔のに͑ݟるݦஶな׆ಈʢアクティϏティʣΛ
授業֎にともな͏よ͏な学श͕͋るɻͦ͏しͨΠϝーδ͔らɺアクティブ・ラーニングΛ二ͭのҙ
ຯの「アクティブ」な学शととら͑るՄ能ੑも͑ߟらΕる͕ɺ「能ಈ的な学शʢAcUiWF LFBrOiOHʣ」とɺ
ಈΛともな͏学शʢLFBrOiOH׆」 XiUI AcUiWiUiFTʣ」ҟなͬて͍る͜とにཹҙし͍ͨɻ
ͭ·Γɺアクティブ・ラーニングとししରஔ͞Εるʦ１ʧैདྷܕ講ٛͰもɺ表໘্の׆ಈੑと

ผにアクティブ・ラーニングΛ࣮ફͰ͖る学ੜも͍るͰ͋Ζ͏しɺٯにアクティブ・ラーニングのཁૉ
ΛऔΓೖΕͨ授業Ͱ͋ͬてもɺ能ಈ的・主体的な学शのͨΊにଟ͘のαϙーτΛඞཁと͢る学ੜも͍る
Ͱ͋Ζ͏ɻもͪΖΜɺޙ者の授業の΄͏͕ɺϢニόーαϧஈ֊にೖΓଟ༷化しͨ学ੜ͕アクティブ・ラー
ニングΛ࣮ફ͢るͨΊによΓޮՌ的Ͱ͋る͜とɺ本研究会のଞの研究等Ͱも報告͞Εて͍ると͓ΓͰ
͋るɻ

第
一
分
科
会

ΞΫςΟϒϥʔχϯάͱ'%
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��� ཧܥՊ目ͷಛ
高等教育に͓けるアクティブ・ラーニングɺਓ文・ࣾ会科学ܥɺ͋る͍Ԡ༻科学ʢ工学・医ྍ科

学ʣܥの分ͰҎ前͔らよ͘औΓೖΕらΕて͖ͨよ͏Ͱ͋る͕ɺࣗવ科学ܥͰଞ分とൺてな͡
Έ͕ബ͍よ͏Ͱ͋るʦ２ʧɻͦ͜Ͱɺ理ܥ科に͓けるアクティブ・ラーニングに͍ͭてݕ౼͢るͨΊにɺ
͜͜Ͱ理ܥ科ɺಛにࣗવ科学ܥ科のಛに͍ͭてɺ基ૅ科ʢ͍ΘΏる共通科ʣと専門科と
にΘけてࢦఠしてΈ͍ͨɻ
ࣗવ科学ܥの基ૅ科にɺ一ൠに次のよ͏なಛ͕͋るɻ

・大ਓ ・広ൣなΧόーྖ域ʢ٧ΊࠐΈࣜʣ ・ॱংͮけらΕͨ体ܥʢੵΈ্͛ࣜʣ
ڑ的課題との࣮ݱ・ ・ଟ༷な前提ࣝ

ࣗવ科学ܥの基ૅ科͕開講͞Εるঢ়گͰɺଟ͘の学ੜにとͬてͦの༰͕共通してॏཁͰ͋る͜
と͕ଟ͘ɺͦのͨΊཤम者͕ඞવ的にଟ͘なΓ͕ͪͰ͋るɻ·ͨɺࠓ日の科学の発లΛ͑ߟるとɺͦ
ΕΛ支͑る基ૅࣝ広͔ͭ͘深͘ٻΊらΕるͨΊɺ͜͏しͨ科Ͱ͔͋ͭΘΕる༰広ൣͰ分ྔも
ଟ͍ɻ͞らにɺ理ܥのࣝ互͍にؔ連・深化しな͕ら発ల͢るͨΊɺॱংͮけらΕͨΓฒྻ化͞Εͨ
Γして体ܥ化͞Εɺ͜ΕΛ学ͿにੵΈ্͛ࣜの学श͕ٻΊらΕるɻ
一ํͰɺ基ૅ的༰Ͱ͋る͜と͔らɺ࣮ݱ的課題とのڑִͨͬて͍る͜と͕ଟ͘ɺ基ૅ科の学

श͕࣮ݱのͲのよ͏な໘ͰΘΕて͍るの͔Λɺಛに初学者ҙࣝしに͍͘ɻ͞らにɺ͜Εࠓ日の
डݧ科の題とも͔͔Θる͕ɺ初年次教育等の基ૅ科のཤमஈ֊Ͱ学ੜ͕もͭ前提ࣝɺ学ੜに
よͬてඇৗにଟ༷化して͍るɻ
Ҏ্のよ͏なಛΛ͑ߟるとɺࣗવ科学ܥ基ૅ科Ͱؒ࣌的・ڥ的੍͔らアクティブ・ラーニ

ングの࣮ફし͍͔ɺे分な工Λཁ͢るͨΊにෛ୲͕ޮՌにൺて大͖͘なる向͕͋ると͍͏͜
と͕Ͱ͖るɻͨと͑ɺσィεΧογϣンなͲͰ学ੜͦΕͧΕ͕一ఆの前提ࣝに基͍ͮて参加͢る
͜と͕ॏཁͰ͋Γɺ学ੜの前提ࣝに͕ࠩ͋る͜とΛྀ͢ߟΕɺࣝࠩΛຒΊるͨΊの༧උセογϣ
ンなͲもඞཁとなるɻ͜ΕΛ学ੜのؔ৺ΛҾ࣮͘ݱ的な課題ઃఆにରԠͰ͖るਫ準に·Ͱ高Ίる͜と
ΛɺݶらΕͨؒ࣌に࣮ફ͢るにɺ相の工͕ඞཁͰ͋Ζ͏ɻ
ͨͩし͜Εらの科Ͱɺ൘ॻΛத৺と͢るैདྷܕの講ٛͰ͋ͬてもɺ学ੜ͕൘ॻ༰Λよۛ͘ຯ・

構成して͍͘ա程͕ɺඞવ的にアクティブ・ラーニングになͬて࠶・ݱしɺͦの݁ՌΛϊーτに表౼ݕ
͍ると͍͏ํ͑ߟもͰ͖るɻϊーτの༰Λもとに授業֎Ͱ࠶び༰Λ͢ݱ࠶・౼ݕる͜とによΓɺࢥ
෮͞Εɺ深化͢るա程もアクティブ・ラーニングのॏཁなཁૉͰ͋るɻもͪΖΜɺ൘ॻ༰Λແ͕ߟ
൷・ແݕ౼にॻ͖ࣸしͨΓɺదな課題͕なけΕ授業֎学श͕ߦΘΕな͔ͬͨΓ͢るよ͏Ͱɺア
クティブ・ラーニングにならな͍ɻ
͜͏しͨ基ૅ科にରしてɺࣗવ科学ܥの専門科に次のよ͏なಛ͕͋るɻ

・演शɺ࣮शɺ࣮ݧ等Λத৺としͨ構成 的課題とଟ͘の接࣮ݱ・

͢なΘͪɺ専門科に͓͍てඞવ的にアクティブ・ラーニング͕ߦΘΕると͍͏͜と͕Ͱ͖るɻも
ͪΖΜɺ͜ の͜とに͍ͭてもٞの༨地͋る͕ɺ基ૅ科΄Ͳの工ෛ୲Λݕ౼ͤずにアクティブ・
ラーニングの授業Λ࣮ફ͢る͜と͕Ͱ͖ると͑ߟらΕるɻ

̏ ཧֶतۀͰͷ࣮ફྫ
ࣗવ科学ܥの基ૅ科に͓͍てɺアクティブ・ラーニング͕ޮՌ的にߦΘΕる͜とΛࢦしͨऔΓ組
Έとしてɺ報告者͕帯広畜産大学に͓͍て���5年前ظにͨͬߦ理学の授業に͓けるߦࢼ的࣮ફ例
Λհ͢るɻ

��� എܠ
帯広畜産大学ɺ共ಉ्医学課程と畜産科学課程に͓͍て्医・農畜産科学༥߹の教育・研究Λͬߦ
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て͓Γɺ学ੜのଟ͘ੜ໋科学・Ԡ༻科学ܥͰ͋ると͍͑
るɻし͕ͨͬて本学の学ੜにとͬて理学ɺࣗવ科学の
基ૅとしてॏཁͰ͋るもののɺ࣮ࡍ的な͔͔ΘΓඞず
しも深͍科と͍͑な͍ɻ
ɺ基ૅ科として開講͞Εる「理学֓」「基ૅࡍ࣮

理学」の���5年のཤम者に͍ͭてɺ高ߍ理のཤमೖ
Λ調ͨと͜Ζɺ݁Ռӈ表のよ͏にگ理のબঢ়ࢼ
なͬͨɻ本学の֤学年の学ੜೖ学ఆһͰ�6�名とൺֱ
的小ن͕ͩɺཤम者ͦのҎԼͰ͋Γɺ高ߍ理のཤम͔ら推ଌ͢るとɺ理学にな͡Έ͕͋
るとࢥΘΕるの͞らにͦの͔ら６ׂ程と͍͏͜と͕Ͱ͖るɻ
ͦの一ํͰɺཤम者の４分の１程ɺೖࢼ題Ͱඞずしもબのඞཁのな͍理Λडݧして͓Γɺ

理学に一ఆ程शख़して͍る͜とも推ଌͰ͖るɻ͜のよ͏にɺ理学Λཤम͢る学ੜの前提ࣝにɺ
͔なΓの͕ࠩ͋る͜と͕༧͞Εるɻ࣮ࡍɺ授業アンέーτͰ「高ߍ理の༰͔らஸೡに学शしͨ
͍」「理ະཤमͰۤ手ͩと͏ࢥ」なͲと͢る͕ଟ͘ΈらΕる一ํɺ「高ߍ理Ҏ্の発ల的な学श
͕し͍ͨ」「理ಘҙͩと͏ࢥ」と͢る回もΈらΕͨɻ

��� ࣮ફྫ
͜のよ͏にɺ授業開࢝ஈ֊Ͱ学ੜの理学の͔͔ΘΓؔ৺͕ඞずしもे分Ͱな͘ɺ·ͨͦの

前提ࣝにଟ༷な͕ࠩ͋る͜とΛྀߟしͭͭɺޮՌ的なアクティブ・ラーニング͕ߦΘΕる授業Λ
しͨɻࢦ
ͦ͜Ͱɺ·ず授業༰としてɺ日ৗ的なݱੜ໋科学分Ͱ͔͋ͭΘΕる題ࡐなͲɺ学ੜにとͬ

てな͡Έの͋るものΛे分にऔΓೖΕる͜とにྀしͨɻ·ͨํུとしてɺクラεαΠζ͕���名程
のൺֱ的大ਓͰ͋る͜ととؒ࣌的੍ΛྀߟしてɺΓ基本ैདྷܕの講ٛ形ࣜΛとΓͭͭもɺ
学ੜؒΠンタラクγϣンによる学शɺ۩体的にϖアϫークɺグϧーϓϫークによるクΠζ回ɺ演श
σィεΧογϣンΛຖ回औΓೖΕͨ授業構成としͨɻ前提ࣝのे分な学ੜ͕ɺͦ͏Ͱな͍学ੜにઆ
໌しͨΓɺٞΛリーυしͨΓ͢る͜とによΓɺ୯なるࣝ֫ಘҎ্のޮՌ͕ಘらΕɺ·ͨଟ༷な学ੜ
͕ಉ͡にू͏͜とのҙٛΛ༩͑る͜と͕Ͱ͖ると͢Εɺ大ਓ前提ࣝのଟ༷ੑΉしΖརと
なるɻな͓ɺ教室ڥの੍͔らグϧーϓのࢦఆߦΘな͔ͬͨɻ
۩体的な授業の構成ཁૉ次のと͓ΓͰ͋るɻ

ΠンτロμクγϣンͰεラΠυ演࣮ࣔݧによΓɺ学ੜにな͡Έ深͍題ࡐ一ఆの前提ࣝΛ提ࣔ
͢るɻैདྷܕの講ٛཁૉとしてɺϊーτの࡞成によるアクティブ・ラーニング͕ߦΘΕる͜とΛظ
してɺεラΠυͰな͘൘ॻΛ༻͍ͨղઆΛ͏ߦɻよΓ直接的なアクティブ・ラーニングのཁૉとしてɺ
؆୯なクΠζͰ「ϐア・Πンタラクγϣン」ΛɺよΓԞ͖ߦの͋る例題演शͰ「ϐア・Πンετラクγϣ
ン」͕ߦΘΕる͜とΛظして͍るɻ·ͨɺ授業֎学शのଅ進によΓɺਅに主体的なアクティブ・ラー
ニング͕ߦΘΕる͜とΛظして͍るɻな͓ɺݧࢼ前αϙーτとɺݧࢼ前に通ৗのΦϑィεアϫーよ
Γؒ࣌Λ֦大しɺ͔࣮ͭࢪॴΛ教һのΦϑィεͰな࣮͘ݧ室に͔͑てͨͬߦものͰ͋るɻ

ΞΫςΟϒϥʔχϯάͱ'%
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ハンドアウトの配布 目標・課題の提示、板書量の軽減

スライドや演示実験によるイントロダクション 前提知識の提示、動機づけ

板書による解説 従来型講義の要素、思考の再構成

ペアワーク・グループワークによるクイズ回答・例題演習 アクティブ・ラーニングの要素

レポート課題・宿題の提示 授業外アクティブ・ラーニングの要素

試験前サポート（拡大オフィスアワー）の実施 同上

Moodle（オンラインの授業管理システム）による資料提供 同上、ICTの活用、欠席者への対応

Պ 目 ཧֶ֓ ཧֶૅج

ରֶ １年次 ２年次

ཤमऀ 100名 110名

ཧཤमߍߴ 約66％ 約49％

ೖࢼཧબ 約26％ 約22％



��� ֶੜͷೝࣝͱ՝
Ҏ্の授業に͍ͭてɺதؒޙݧࢼとظޙݧࢼのͦΕͧΕにɺ授業༰ํ๏に͍ͭてのධՁとɺ֤

ΊͨアンέーτΛɺͲͪらもٻの授業改ળに向けてのίϝンτΛޙに͍ͭてのධՁɺ͓よびͦのݧࢼ
.PPEMF্Ͱͨͬߦɻ͜͜Ͱ主に２年次の学ੜΛରとし 「ͨ基ૅ理学」の授業に͍ͭてɺ前અͰड़
ͨ授業構成とɺ授業֎学शؒ࣌ɺ͓よびݧࢼ前αϙーτにର͢るධՁΛٻΊͨઃの݁Ռ͔らɺ本औ
Γ組Έにର͢る学ੜの認ࣝΛ通ͨ͡ධՁΛ͏ߦɻ１年次学ੜΛରとしͨ「理学֓」Ͱもಉ͡アン
έーτ調査Λ͕ͨͬߦɺ学ੜ͕大学理ܥ科のアクティブ・ラーニングにରしてもͭ認ࣝΛ໌ら͔に͢
るͨΊɺ͢Ͱに大学教育の༷子ΛѲして͍る２年次学ੜΛରとしͨ調査݁ՌにのΈযΛ͋ててߟ
͍͑ͨɻ
ઃとબࢶ次のと͓ΓͰ͋るɻ

ਤ１授業構成に͍ͭての回݁ՌʢதؒޙݧࢼʣͰ͋るɻ「൘ॻによる基本事項のղઆ」「ϋンυア
τの༻」「演࣮ࣔݧ」Λよ͍としͨ回͕͍ずΕも６ׂҎ্と高͘ɺ一ํͰ「ϖアϫークɺグϧーϓ
ϫークによるクΠζɺ演श」にର͢るධՁ͕３ׂ程と͍͜と͕Θ͔るɻࢴの߹によΓظݧࢼ
Λよ͍としͨ回ͦΕͧΕ「ݧ演࣮ࣔ」の݁Ռʢ̣ʹ6�ʣਤࣔしな͍͕ɺ「൘ॻ」「ϋンυアτ」ޙ
56ˋɺ��ˋɺ��ˋͰɺ「ϫーク」��ˋͰ͋ΓɺଞのબࢶもؚΊてதؒޙݧࢼと͓͓ΉͶಉ༷の向
らΕͨɻݟ͕
͢なΘͪɺ学ੜैདྷܕ講ٛにయܕ的にΈらΕる「൘ॻによるղઆ」ࢿྉのΛධՁ͢る໘ɺ

アクティブ・ラーニングのཁૉͰ͋るϖアϫークɺグϧーϓϫークͦΕ΄ͲධՁして͍な͍ɻࣗ༝ه
ड़のίϝンτとしても「もͬと൘ॻྔ͕ଟ͍΄͏͕಄に༰͕ೖΓ͍͢」「グϧーϓϫークۤ手」「グ
ϧーϓϫークҙຯ͕͡ײらΕな͍」なͲ͕͋ͬͨɻ൘ॻ༰の能ಈ的・主体的なϊーτ࡞成͕ߦΘΕ
るのͰ͋Εアクティブ・ラーニングの一形ଶとしてडけऔる͜ともͰ͖る͕ɺ全体としてडಈ的な
ड講࢟Λࣔ݁͢Ռと͍͏͜と͕Ͱ͖るͩΖ͏ɻ
ͨͩしɺ「ϫーク」のධՁ͕͍͜とɺ学ੜଆのΈにݪҼ͕͋るのͰな͘ɺ学ੜ͕ͦのҙٛޮ

ՌΛे分に࣮ײͰ͖るよ͏な༰になͬて͍な͔ͬͨ͜ともӨڹして͍ると͑ߟらΕるɻ本授業Ͱϖ
アグϧーϓΛࢦఆͤずࣗ༝࠲੮にରしてϫークΛ࣮ࢪしͨ͜と͔らɺϫークのଅ進力ऑ͘ɺඞず
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तߏۀ
ʹ͍ͭͯ

この授業の方法・形式について、良
いと思うものを教えてください。
（複数選択可）

スライドを使用したイントロダクション／板書によ
る基本事項の解説／ハンドアウトの使用／ペアワー
ク、グループワークによるクイズ、演習／演示実験／
宿題の提示／各回のレポートの出題／Moodleの利
用／その他

तۀ֎
ֶशؒ࣌
ʹ͍ͭͯ

この授業のための授業外学習の時
間は、1週間あたりどの程度ですか。
宿題やレポート課題に取り組む時
間も含めてください。ただし、試
験勉強は除き、普段の定期的な学
習について答えてください。

15分未満／15分以上、30分未満／30分以上、１時
間未満／１時間以上、２時間未満／２時間以上、３時
間未満／３時間以上、４時間未満／４時間以上

લݧࢼ
αϙʔτ
ʹ͍ͭͯ

試験前サポートを利用しましたか。 利用した／利用しなかった

［利用しなかった学生に対し］
よければ、利用しなかった理由を
教えてください。（複数選択可）

必要なかったから／時間の都合が合わなかったから
／担当者が教員だと利用しにくいから／知らなかっ
たから／その他

次回もサポートがあれば利用した
いですか。 利用したい／利用しないと思う



しも全һ͕ʢアクティブにʣ参加して͍るΘけͰな͔ͬͨɻ·ͨ課題༰としてɺ例題ܕのϫーク
能しな͍͜ともগな͘な͔ͬͨɻ一ํɺ学ੜ͕ΠϝーδΛͭػ͘·ਓ演शになΓ͕ͪͰɺඞずしも͏ݸ
け͍ۙ͢な֓೦・ݱにର͢るクΠζ例ࣔ課題によ͘औΓ組ΜͰ͍る༷子もݟらΕ͕ͨɺؒ࣌
等の੍も͋ͬてԞ͖ߦの͋るٞとなる͜と·ΕͰ͋ͬͨɻޮՌ的Ͱ学ੜのೲಘ͢るϫーク͕ߦΘ
Εるにɺे分にݕ౼͞Εͨదな課題͕ඞཁͰ͋Ζ͏ɻ·ͨɺͦ͏しͨ課題によͬて学ੜ͕ޮՌ的な
ϫークΛ͢ݧܦる͜とによΓɺアクティブ・ラーニングにର͢る学ੜの認ࣝもม化して͍͘Ͱ͋Ζ͏ɻ
次にɺਤ２授業֎学शؒ࣌に͍ͭての回݁ՌʢதؒޙݧࢼʣͰ͋るɻ֊ڃΛ֊ڃのதԝとし

てฏۉ学शؒ࣌ΛٻΊると5���分となるɻظޙݧࢼの݁Ռʢ̣ʹ65ʣͰも΄΅ಉ༷の分とな͕ͬͨɺ
ฏۉ学शؒ࣌65��分Ͱ͋ͬͨɻな͓ɺผに調ͨ本学全体のฏۉ学शؒ࣌のۙ࠷の�5分程Ͱ
͋ͬͨɻ
͢なΘͪɺ授業֎学शに͍ͭて一ఆ程औΓ組·Εて͍るもののɺਤ１の݁ՌͰͦΕ΄Ͳ高͘ධ

Ձ͞Εて͓らずɺ͜Εら͕主体的にߦΘΕて͍る͔Ͳ͏͔Γ໌ら͔Ͱな͍ɻ
Ͱ５名ʣもののɺ࣌ݧࢼにར༻΄とΜͲな͔ͬͨʢதؒࡍ前αϙーτに͍ͭてɺ࣮ݧࢼにɺޙ࠷

「次回もݧࢼ前αϙーτ͕͋Εར༻し͍ͨ」としͨの5�ˋͰɺ· 「ͨར༻しな͔ͬͨ理༝」ਤ３の
よ͏になͬて͍る͜と͔らɺ一ఆのधཁ͕͋る͜と͕Θ͔ͬͨɻ
授業֎Ͱ͋Εؒ࣌等の੍ͦΕ΄Ͳ題とならずɺ͖Ί͔ࡉに主体的学शΛαϙーτ͢る͜と͕

Ͱ͖るɻもͪΖΜෛ୲の題͋る͕ɺ授業課題の工とともにɺ授業֎αϙーτのޮՌ的な࣮ࢪも
ॏཁͰ͋ると͑ߟて͍るɻ

ΞΫςΟϒϥʔχϯάͱ'%
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図１ 授業構成に対する回答結果（中間試験後、Ｎ＝72）
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図２ 授業外学習時間に対する回答結果（中間試験後、Ｎ＝72）



̐ ·ͱΊ
大ਓの理ܥʢࣗવ科学ܥʣ基ૅ科の授業に͓けるアクティブ・ラーニングΛ͢ࢦऔΓ組Έとし
てɺ報告者による授業࣮ફ例Λհしͨɻ科のੑ͔֨らɺैདྷܕの講ٛ形ࣜの授業のதにɺ学ੜؒΠ
ンタラクγϣンΛଅ進͢るཁૉΛ組ΈೖΕる͜とに͍ͭてٞしɺͦの݁Ռと課題に͍ͭてݕ౼しͨɻ
ޮՌ的なアクティブ・ラーニング͕ߦΘΕるͨΊにɺదな授業・課題ઃ計Λ͏ߦともにɺアクティ
ブ・ラーニングにର͢る学ੜのҙࣝ改革͕ඞཁͰ͋ると͍͑るɻもͪΖΜɺҙࣝ改革教һのଆにもඞ
ཁͰ͋るɻ本ߘͰׂѪし͕ͨɺ本研究会報告࣌にɺ本学Ͱの授業に͓けるアクティブ・ラーニング
の࣮ફঢ়گ教һのアクティブ・ラーニングにର͢る認ࣝɺ·ͩे分Ͱな͍と͍͏調査݁Ռもհ
しͨɻ
本報告の授業࣮ફのよ͏にɺ΄΅ैདྷܕ講ٛͦのものとも͍͑る授業構成Ͱ͋ͬてもɺ学ੜ教һの
認ࣝ͑͞े分Ͱ͋ΕΘず͔な工Ͱे分なアクティブ・ラーニングのޮՌ͕ಘらΕるのͰな͍͔と
の課題Ͱ͋るɻޙࠓ証に͍ͭてݕて͍るɻͦの͑ߟ

ݙจߟࢀ
１ɽதԝ教育৹ٞ会ʢ����ʣ「৽ͨなະདྷΛ築ͨ͘Ίの大学教育の質的転換に向けてʙੜ֔学び続けɺ
主体的に͑ߟる力Λ育成͢る大学ʙʢਃʣ」

２ɽ্ߔ৻一ʢ����ʣ「アクティブ・ラーニングಋೖの࣮ફ的課題」名ݹ高等教育研究ɺ第７߸
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Ｑ．学生はペアワークがあまり好きじゃないといっているが、これからどうするのか。
̖ɽ課題の༰によͬてϖアϫーク͕よ͔ͬͨとධՁして͍る学ੜも͍るのͰɺ͍͔に学
ੜ͕औΓ組Έͨ͘なるよ͏なϖアϫーク課題Λ準උ͢る͔͕ॏཁͩと͑ߟて͍るɻ

Ｑ．アクティブ・ラーニングのクラスで100名を超えるような大人数の授業では、どのような工夫
をしているか。
̖ɽ授業தϫークதに͔͔Θらず͍ͭも室Λ८回しɺ学ੜ͕発ݴし͍͢งғؾΛͬ࡞
て͍るɻ発ݴΛଅしͨグϧーϓの͕ٞΓ্͕るのΛ͡ײるとɺଞのグϧーϓもܰؾ
に発͢ݴるよ͏になΓɺ授業全体͕Γ্͕る͜と͕ଟ͍ɻ

図３ 試験前サポートに対する回答結果（中間試験後，Ｎ＝72）



アクティブラーニング的要素を取り入れた導入
教育「スタートアップセミナー」

山形大学 ాؠ ঘ

̍ɽ͡Ίʹ
山形大学Ͱ����ʢฏ成��ʣ年͔らɺ初年次ಋೖ科の「εターτアοϓセϛφー」͕全学的にల
開͞Εて͍るɻεターτアοϓセϛφーɺॴଐ͢る学部・学科のಛ৭学म༰に͍ͭて学ੜの理ղ
Λ深Ίる͜とɺ学ੜੜ׆とଔ業ޙのࣗ分Λͤ͑͞ߟる͜とによΓ大学Ͱ学Ϳ͜とに的ҙࣝΛͨͤる
͜とɺ۩体的なテーマのऔΓ組ΈΛ通͡て課題୳ٻ能力Λ৳しɺ調査報ऩूɺ౼ٞɺޱ
಄発表ɺϨϙーτ࡞成の能力なͲ基本的な学मεキϧの向্Λਤる͜となͲ͕ඪと͞Εて͍るɻε
ターτアοϓセϛφーͰɺ学ੜの主体的な׆ಈグϧーϓϫークɺϓϨθンテーγϣンɺϨϙーτ࡞
成なͲɺ演श形ࣜの授業にアクティブラーニング的ཁૉΛऔΓೖΕて࣮͢ࢪる͜と͕推͞Εて͍るɻ
本ߘͰɺ山形大学理学部地ڥٿ学科の一年ੜ向けに開講して͍る「εターτアοϓセϛφーʢ理学
部・地ڥٿ学科ʣ」のհΛ͍ߦɺεターτアοϓセϛφーにऔΓೖΕらΕて͍るアクティブラーニン
グ的ཁૉに͍ͭてઆ໌͢るɻ

̎ɽελʔτΞοϓηϛφʔͱ
初年次ಋೖ科Ͱ͋るεターτアοϓセϛφーの༰ɺ୲͢る教һのྔࡋにґると͜Ζ͕大Ͱ͋
るɻච者͕୲して͍る地ڥٿ学科向けのεターτアοϓセϛφーの༰ɺ学मεキϧɺϑϨογϡ
マンキャンϓɺ学科のಋೖに大ผͰ͖るɻ表１に���5ʢฏ成��ʣ年εターτアοϓセϛφーの༰
͓よびѻΘΕて͍るアクティブラーニング的ཁૉΛࣔ͢ɻ学मεキϧͰɺ地ڥٿ学科学ੜの相互理
ղͰϓϨθンテーγϣンΛɺϊーτテΠク・Ϩϙーτのॻ͖ ・ํ文章のॻ͖ํͰͦΕͧΕのεキϧΛѻͬ
て͍るɻϑϨογϡマンキャンϓͰɺ地ڥٿ学科Ͱの学म研究Ͱඞ須Ͱ͋る֎׆ಈの࿅शΛ
て͍るɻ学科のಋೖͰɺ学科のԊ革・教һ構成・ΧリキϡラϜの֓ཁ・ଔ業ੜの進࿏なͲΛͬߦ
հ͢る΄͔ɺ学科教һ͕֤ࣗの研究༰のհΛͬߦて͍るɻ͜の΄͔ɺεターτアοϓセϛφーͰѻ
͏͜と͕ཁ͞Εて͍るϞラϧにؔ͢るϫークγϣοϓɺキャリアにؔ͢るઆ໌Λͬߦて͍るɻ
地ڥٿ学科Ͱ���6ʢฏ成��ʣ年͔ら����ʢฏ成��ʣ年·Ͱのؒɺ学科のಋೖΛҙਤしͨ
専門教育科「地ڥٿೖ門」Λ開講して͍ͨɻ全学的なεターτアοϓセϛφーのಋೖにͬてɺͦ
の༰ΛεターτアοϓセϛφーにҠͨͤ͞ߦɻͦのͨΊɺεターτアοϓセϛφーʢ理学部・地ٿ
しͨものになͬて͍るɻࢹ学科ʣ学科のಋೖΛॏڥ

̏ɽελʔτΞοϓηϛφʔʹ͓͚ΔΞΫςΟϒϥʔχϯάతཁૉ
ᾇ ֶڥٿՊֶੜͷ૬ޓཧղʢάϧʔϓϫʔΫɾϓϨθϯςʔγϣϯʣ
学ੜ͕ಉڃੜにΠンタϏϡーΛ͍ߦɺͦのಉڃੜΛհ͢るϓϨθンテーγϣンΛ͏ߦものͰ͋るɻ

ϓϨθンテーγϣンΛ準උ͢るஈ֊にグϧーϓϫークのཁૉΛؚΜͰ͍るɻ·ͨϓϨθンテーγϣンと
学ੜの相互ධՁと͍͏ཁૉもؚΜͰ͍るɻ
ϓϨθンテーγϣンの準උஈ֊Ͱɺ学ੜに３ʙ４名のグϧーϓΛͬ࡞てもら͏ɻ地ڥٿ学科の学

科ఆһ��名Ͱ͋るͨΊ��組のグϧーϓ͕Ͱ͖るɻ学ੜグϧーϓͰ相互にΠンタϏϡーΛ͏ߦɻ
学ੜ全һ͕ඞずϓϨθンテーγϣンΛ͏ߦよ͏にɺ·ͨհ͞Εな͍ಉڃੜ͕ग़な͍よ͏にɺϓϨθン
テーγϣンの主୲者ΛグϧーϓͰܾఆしてもら͏ɻ主୲者講ٛؒ࣌֎にಉڃੜにର͢るΠン
タϏϡーΛ܁ΓฦしɺϓϨθンテーγϣンの༰Λܾఆ͢るɻͦのޙύϫーϙΠンτΛͨͬ発表の準
උΛ͢るɻϓϨθンテーγϣン一ਓ３分ؒͰ͜͏ߦととしɺ༻Ͱ͖るεラΠυのຕ３ຕ·Ͱと

第
一
分
科
会
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話題提供５



౷一して͍るɻ
ϓϨθンテーγϣン日ɺ学ੜ֤ࣗのϓϨθンテーγϣンΛ͏ߦ΄͔にɺಉڃੜのϓϨθンテーγϣ

ンΛௌ講してධՁΛ͏ߦɻධՁ��満のධと発表者にର͢るίϝンτの２छྨͰ͋るɻϓϨθ
ンテーγϣンऴྃޙに学ੜ͕ͨͬߦධՁΛू計しɺ学ੜにϑィーυόοクして͍るɻ֫ಘしͨධの߹
計͕高͍名の名前Λ公表͢る΄͔ɺ発表者にରしてॻ͔ΕͨίϝンτΛ·とΊͨものΛ発表者にし
て͍るɻ
学科学ੜの相互理ղΛ的としͨ͜のグϧーϓϫーク・ϓϨθンテーγϣンɺεターτアοϓセϛ

φーの前にஔ͞Εて͍るɻͦのͨΊ授業改ળアンέーτͰɺ「ϓϨθンテーγϣンの基ૅΛ学Ϳ
͜と͕Ͱ͖ͨ」と͍͏Ԡの΄͔にɺ「学科のಉڃੜΛる͜と͕Ͱ͖てよ͔ͬͨ」「学科Ͱ༑ਓΛ
૿͖͔ͬ͢けになͬͨ」なͲと͍͏Ԡも͋ͬͨɻ

ᾈ ֶͼͷٕ๏ɾֶՊڭһʹΑΔڀݚ༰հʢ૬ޓධՁɾఴࢦಋʣ
学ੜ͕ॻ͍ͨ࡞文Λ学ੜ͕相互にఴ͢るɺもし͘教һ͕ఴ͢ると͍͏ものͰ͋るɻ学ੜの相互

ධՁɺϨϙーτ࡞成とͦのϑィーυόοクと͍͏ཁૉΛؚΜͰ͍るɻ
学ੜ͕ఴし߹͏࡞文ɺಛఆのテーマʢ例͑��分程の͞のυキϡϝンタリーʣに͍ͭての��

しͨの͔͕͙͢にΘ͔ら文Λఴ࡞文なの͔ɺ୭͕୭の࡞程の͍ものにして͍るɻ୭͕ॻ͍ͨߦ
な͍よ͏ɺࢯ名Λه߸化͢る工Λして͍るɻ提ग़͞Εͨ࡞文ɺಉڃੜ͕ఴしͨޙに教һもఴし
て͔ら学ੜにฦ٫͞Εるɻࣗ分͕ॻ͍ͨもの͕ಉڃੜにఴ͞Εると͍͏͜と͕దなۓுײΛੜΈɺ
ൺֱ的質のよ͍࡞文͕提ग़͞Εる向͕͋るɻ
教һʢච者ʣ͕ఴ͢るのɺ学科教һによる֤ࣗの研究༰のհΛฉ͖ɺ༰の·とΊとײΛ

ॻ͘と͍͏課題Ͱの࡞文Ͱ͋るɻ地ڥٿ学科に��名の教һ͕ࡏ੶して͍るɻ֤͕ࣗ��分ずͭ研究
հΛ͏ߦのͰɺ学ੜ４回の講ٛͰ͜の課題͕課ͤらΕて͍るɻ文のྔࢦఆして͍な͍͕ɺ教һ１
名分のհにରしてA�１ຕ程の文章Λॻ͘学ੜ͕ଟ͍ɻਫ༵日に͋ͬͨ講ٛ分の課題の提ग़日Λ
日༵日として͍るɻච者次回の講ٛ日に課題Λฦ٫Ͱ͖るよ͏にఴΛͬߦて͍るɻ
授業改ળアンέーτͰの͜の課題にର͢る学ੜのԠとしてɺ「文章Λॻ͘のに׳Εͨ」ɺ「ఴ͞Ε

る͜とͰ文章Λ改ળ͢るϙΠンτ͕Θ͔ͬͨ」なͲ͕͋ͬͨɻ一ํɺ「課題提ग़のకΓ͕͗͢る」ɺ
「大มな課題͕４ि続͘の͕ͭら͍」なͲと͍͏Ԡも͋ͬͨɻ学科教һ͔らͦΕͧΕの研究༰Λฉ
͘͜とࣗ体の学ੜ͔らのධՁඇৗに高͍ɻ学科のಋೖとして有ޮͰ͋ると͍͑るɻ

ᾉ ϑϨογϡϚϯΩϟϯϓʢάϧʔϓϫʔΫʣ
ϑϨογϡマンキャンϓɺ֎調査׆ಈのೖ門として֎Ͱ࣮शΛ͏ߦものͰ͋るɻ࣮शに地ٿ

と͍͏ผ「学σβΠン๏̞ڥٿ地」学科の２年ੜと学科教һ全һも参加͢るɻ２年ੜにとͬてڥ
科の一部Ͱ͋るɻϑϨογϡマンキャンϓͰ１・２年ੜͦΕͧΕ３ʙ４名ずͭɺ߹計６ʙ８名͕൝
Λͭ͘Γߦಈ͢るɻ͜͜にグϧーϓϫークのཁૉؚ͕·Εるɻ࣮शのࢦಋ֤൝の２年ੜ͕主体となͬ
て͏ߦɻ学科教һ֤൝に１名ずͭಉ͢ߦる͕ɺ主ͨるׂ安全確保Ͱ͋るɻ
ϑϨογϡマンキャンϓɺ事前ࢦಋ͓よび֎Ͱの࣮शの２回に分͔Εて͍るɻ事前ࢦಋϑϨο

γϡマンキャンϓ直前の講ٛ日にɺ֎࣮श５݄Լ०の༵日にߦΘΕるɻ͜Ε·ͰのϑϨογϡマ
ンキャンϓͰɺ࣮श地としてଂԦ山の۽ַ山ઋਓपล͕ઃఆ͞Εて͍るɻ
事前ࢦಋͰɺ·ず࣮श地Ͱ͋るଂԦ山のੑ質Ր山׆ಈにؔ͢る講ٛΛडけるɻͦのޙ൝に分͔Ε

て͔らɺ࣮श日に向けて準උ͢る͜と࣮श日の؍ϙΠンτɺ࣮शの༰に͍ͭてɺ１年ੜ͕２
年ੜ͔ら学Ϳɻ֎࣮श日ɺޕ前にϧーτマοϓの࡞成͓よび岩ੴ࿐಄のෳ地Ͱの؍Λߦ
͏ɻ֤؍地Ͱɺ２年ੜ͔ら１年ੜ؍༰に͍ͭてのࢦಋ͕ߦΘΕるɻޙޕ࣮श地ۙ͘に͋
る研मࢪઃͰɺޕ前に؍ͨͬߦの༰Λ理͢る࡞業Λ͏ߦɻ
授業改ળアンέーτͰのϑϨογϡマンキャンϓのධՁ高͍ɻಛに２年ੜと一ॹに࣮श͢る形͕ࣜ

͕ݴੜのॿڃ্」「に質Ͱ͖ると͍͏͕ྑ͍ܰؾΘ͔らな͍と͜Ζ͕͋ͬͨら」Εて͓Γɺ͞ײ
͜Ε͔らの学शにもに立ͭよ͏にͨ͡ײ」なͲのԠ͕͋ͬͨɻ·ͨɺ「དྷ年教͑るଆになるのͰ
し͔ͬΓ教͑らΕるよ͏にษڧΛして͍͖͍ͨ」と͍͏Ԡも͋ͬͨɻ１・２年ੜࠞ߹Ͱのグϧーϓϫー
クͰ͋ると͍͏͜と͕ྑ͍ޮՌΛੜΜͰ͍る͜とΛࣔして͍ると͑ߟらΕるɻ
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ᾊ ϞϥϧϫʔΫγϣοϓʢάϧʔϓϫʔΫʣ
山形大学基൫教育࣮ࢪ部ಋೖ科部門͔らのґཔにもと͖ͮɺϫークγϣοϓ「൜ࡑෆਖ਼に·͖͜

·Εな͍ͨΊに」Λ����ʢฏ成�5ʣ年͔らεターτアοϓセϛφーにऔΓೖΕて͍るɻ学ੜ３ʙ４ਓ
ずͭのグϧーϓͰのٞと͍͏ཁૉΛؚΜͰ͍るɻ
ϫークγϣοϓの「授業計ը」͓よび「ϫークγーτʢ学ੜ༻・教һ༻ʣ」ɺ基൫教育࣮ࢪ部によͬ

て準උ͞Εて͍るものΛ༻͢るɻච者準උ͞Εͨ授業計ըの一部Λมߋしɺؒ࣌分Λѹॖして࣮
ࣗ転ंΛࡿ省ུ͢る͕ɺଞਓのࡉして͍るɻච者͕講ٛ༰Λ準උして͍るΘけͰな͍のͰৄࢪ
ഈआ͢る͜とҿञΛ੍͢ڧる͜とɺΧンニングΛ͢る͜となͲɺෳの事例͕準උ͞Εて͍るɻ学ੜ
準උ͞Εͨ事例に͍ͭてɺ๏ྩ等の理༝Ҏ֎の「ͬて͍けな͍」ࠜڌ「ͬてし·͏」͜との
ɺٞしͨ݁ՌΛグϧーϓの表者͕発表しɺͦの༰ޙํ๏に͍ͭてグϧーϓͰٞ͢るɻͦのࠀ
Λ全һͰ共有͢るɻ
ච者ϞラϧϫークγϣοϓͰઃఆ͞Εて͍るグϧーϓͰのٞと͍͏形ଶに׳Εて͓らずɺϫーク

γϣοϓのؒにͲのよ͏に学ੜΛ༠ಋしͨらよ͍の͔ෆ安͕͋ͬͨɻし͔しな͕らɺΉしΖ学ੜの΄͏
͕グϧーϓͰのٞに׳Εて͍るよ͏Ͱɺ࣮ࡍにͨͬߦϫークγϣοϓの進ߦॱ調Ͱ͋ͬͨɻ͜の͜
とにɺۙ࠷の学ੜ͕大学ೖ学·Ͱに͏けて͖ͨ教育の成Ռ͕ө͞Εて͍るよ͏Ͱ͋Γɺ興ຯ深͍ɻ

̐ɽ·ͱΊͱޙࠓͷ՝
εターτアοϓセϛφーʢ理学部・地ڥٿ学科ʣɺ༰にグϧーϓϫークϓϨθンテーγϣン

なͲのアクティブラーニング的ཁૉ͕ଟ͘औΓೖΕらΕて͍るͨΊ͔ɺ授業改ળアンέーτͰ͓͓Ή
Ͷධ͕ྑ͍ɻアンέーτの݁ՌΛөͤͨ͞༰の改ળなͲもޭΛして͍るの͔ɺ総߹ධՁ����
ʢ����年ʣɺ���6ʢ����年ʣɺ����ʢ����年ʣɺ��65ʢ����年ʣɺ����ʢ����年ʣɺ��66ʢ���5
年ʣとঃʑによ͘なͬて͖て͍るɻಛに学科教һによる研究༰のհとϑϨογϡマンキャンϓΛ
高͘ධՁして͍る学ੜ͕ଟ͘ɺ学科のಋೖΛ͏ߦと͍͏εターτアοϓセϛφーのૂ͍達成͞Εて
͍るよ͏にࢥΘΕるɻͦのͨΊɺεターτアοϓセϛφー͕͜Ε·Ͱとಉ༷の形ଶͰޙࠓもܧ続͞Εる
͜とΛرして͍るɻし͔しな͕らɺݱঢ়にएׯの題も͋るɻ୲教һのෛ୲͕ൺֱ的大͖͍と͍
͏͜とͰ͋るɻ学科教һによる研究༰のհΛ題ࡐにしͨ࡞文の課題Ͱɺ��ਓ分の提ग़Λ࣮質２
日ؒͰఴ͢る͜とになͬて͓Γɺ༨裕͕な͍ɻϑϨογϡマンキャンϓͰ୲教һ͕ɺ２学年分の
学ੜ͓よび学科教һɺ͋ Θͤて��名ڧのਓͰ͏ߦ֎࣮शΛ手して͍るɻティーνングアγεタン
τΛஔ͢るなͲɺεターτアοϓセϛφーΛ୲͢る教һのෛ୲ܰޙࠓ͕ݮાஔ͞Εる͜とΛرし
て͍るɻ

ँ ࣙ
「εターτアοϓセϛφーʢ理学部・地ڥٿ学科ʣ」ɺ地ڥٿ学科全教һの全໘的なڠ力͕͋ͬ
て成立して͍るɻಛにଂԦ山ͰのϑϨογϡマンキャンϓɺ雅༤教授と学科の教務ްੜҕһにܧ続
して୲して͍͍ͨͩて͍るɻ͜͜Ͱهして͢ँײるɻ

ΞΫςΟϒϥʔχϯάͱ'%
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ද̍ ����ʢฏ��ʣελʔτΞοϓηϛφʔʢཧֶ෦ɾֶڥٿՊʣͷ༰
回 内 容 アクティブラーニング的要素
１ ガイダンス・大学で学ぶということ
２ 地球環境学科の紹介
３ 地球環境学科学生の相互理解 グループワーク・プレゼンテーション(準備）
４ 地球環境学科学生の相互理解 プレゼンテーション・相互評価
５ フレッシュマンキャンプ事前指導 グループワーク

６－７ フレッシュマンキャンプ（野外活動） グループワーク
８ 学びの技法(ノートテイク･レポートの書き方）
９ 学びの技法（文章の書き方） 相互評価・添削指導
10 モラルワークショップ・キャリア グループワーク

11－14 学科教員による研究内容紹介（４回） 添削指導
15 まとめ・授業改善アンケート

࣭ ٙ Ԡ 

Ｑ．ティーチングアシスタントがいない理由は。
̖ɽ専門教育科にܦඅ͕͍ͭて͍る͕基൫教育科の͜の科にܦඅ͕͍ͭて͍な
͍ɺと理ղして͍るɻティーνングアγεタンτΛͭけらΕると͋Γ͕͍ͨɻ

Ｑ．学部学科にこだわらず，学生をシャッフルするという話が出てきた背景は。
̖ɽ山形大学キャンύε͕県にࡏࢄして͍るɻ１年次６学部͕ಉ͡キャンύεに͍る
͕ɺ２年次Ҏ߱ଞのキャンύεにҠಈ͢る学ੜ͕͍るɻͦのͨΊ学部のΛ͑ͨ学ੜ
ಉ士のͭな͕Γ͕ऑ͍のͰな͍͔と͍͏ݒ೦͕͋るɻ͜ΕΛղফ͢るͨΊɺと理ղし
て͍るɻ



学生主体型授業における共通教育と
専門教育の系統性を考える

山形大学 ᜊ౻ ֶ

̍ɽ͡Ίʹ
山形大学地域教育文化学部Ͱɺฏ成��年に学部改組ʢ３学科͔ら１学科࠶ฤʣΛߦなͬͨࡍにɺ

学部全学ੜΛड講ରとし 「ͨத৺科」ʢ８୯ҐબʣΛઃஔしɺͦ のதに高年次向け授業として「ϑィー
ϧυϓロδΣクτ」ʢ２୯ҐબʣΛ৽ઃしͨɻઃஔの的ɺ学部のਓࡐཆ成のϛογϣンとしてఆٛ
͢る「専門的なʠʡΛ総߹的なʠ࣮ફʡとͭな͛ɺ地域ࣾ会のࣗ的発లにد༩し͏る࣮ફ力」Λ
ഓ͏͜とに͋るɻͦのಛとしてɺҟなる８ͭの専門分Ͱ学Ϳ３年次ੜ͕ɺڠಉ的ɺ能ಈ的ʠアクティ
ブʡにؔΘͬて地域と連携しͨ׆ಈΛల開͢る͜とΛॏࢹして͍るに͋るɻฏ成�6年８ͭのϓロ
δΣクτʢ表１ʣΛ通年のूத授業として開講しɺฏ成��年͔らબඞम科としてଔ業ཁ݅に加
͑る༧ఆとなͬて͍るɻ
本ߘͰɺ࣮ࢪ初年ʢ̝�6年ʣにͨͬߦϓロδΣクτΛ例にɺ࣮֓ࢪཁと成Ռɺならびにࠓ年

ʢ̝��年ʣの࣮ࢪঢ়گに͍ͭてհ͢るɻ

ˎ１ɽ初年ཤमɿ���ʢཤम者ɿ��ਓʗର学ੜɿ���ਓʣ
ˎ２ɽϓロδΣクτの࣮ࢪにͨͬてɺ「地域ࢤ向教育研究」ʢ山形大学$0$事業ʣの課題の一とし
てɺ「ਓݮޱগ・গ子高ྸ化にͬͨ地域のॾ課題にର͢る࣮ફ演श授業܈の構築と࣮ફ」Λ共通
テーマにɺ３ͭのΧテΰリーにྨผしてऔΓ組Ή͜とͰɺ学部༧ࢉに加͑ɺফɺ学ੜのަ通අɺ
॓ധඅに͍ͭてิॿ༧ࢉΛಘて࣮ࢪしͨɻʢ「地域教育支援ܕ」ɿϓロδΣクτ ・̘̚ ・̜ʦ青ʧʗ「·ͪ
ͮ͘Γ支援ܕ」ɿϓロδΣクτ ・̛̖ʦᒵʧʗ「地域文化振興支援ܕ」ɿϓロδΣクτ ・̗̙ ・̝ʦԫʧʣ

第
一
分
科
会

ΞΫςΟϒϥʔχϯάͱ'%
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話題提供６

ද̍ ֤ϓϩδΣΫτͷ֓ཁ
プロジェクト名 テーマ 概 要 活動時期 履修可能

対象コース
履修学生
（募集)数

担当教員
（○代表）

実施自治体・
関係機関名

Ａ まちづくりと
社会参加

行政機関やNPO・市民団体等と協働でまちづく
りや子育て支援など多様なプロジェクトを企
画・立案し実施する。

５月事前研修。夏期
休業前計画案発表。
夏期休業中にイベン
ト実施。

児童教育
生活環境

9
(35)名

○安藤
江間
佐藤(慎）

山形市市街地

Ｂ 地域文化交流 地域文化交流を小学生に実体験してもらい「交
流」と「理解」の基本を学ぶ。

夏休み終了後ー冬休
み前
（10月－12月）

食環境
異文化

12
(30)名

○三上
落合、
金子
楠本

河北町

Ｃ 科学体験教室
小中学生を対象とした実験教室の企画・運営を
通して、教育実習では得られないスキル獲得を
目指す。

年８回（５・６・７・
10・11・12・１・２）
他

全コース 9
(30)名

○石井
津留
鈴木(宏)
瀬尾

山形市（山形市立
第八小学校）、山
形県（山形県産業
科学館）

Ｄ 伝統文化と
ものづくり

山形市北部公民館から委嘱を受け、平成11年度
から14年間取り組んできた「おもしろ工作教室」
を継続して提供することにより、ものづくりの
｢意義｣と｢手法｣について学ぶ。

５月ー２月の第４土
曜日
（９－10回）他

児童教育
造形芸術

15
(30)名

○斎藤
降籏

山形市（山形市北
部公民館、江南公
民館）、真室川町

Ｅ 自然科学と
野外活動

小国町における子どもたちを対象にしたフィー
ルド体験学習「白い森体験教室事業」などの内
容構築と実施を行う。

５月～７月 事前研
修（各１日または２
日）
夏季休暇中（１泊２
日）
９月か10月（１日）

全コース 11
(20)名

○川邊
今村

山形県、山形市、
上山市、鶴岡市、
金山町、真室川町

Ｆ 食と健康
「食と健康」をキーワードにして、地域資源を活
かした地域社会のあり方や都市部との関わり合
いを、実践実習を通して理解する。

５月（１泊２日）、６
－７月（１泊２日）、
８－９月（２泊３日）、
12月

スポーツ文化
食環境

9
(20)名

○小酒井
竹田 西川町

Ｇ 国際理解

地域の大規模小学校と小規模小学校における
「外国語活動」の企画及び実践を通して、小学校
外国語活動の現状を理解するとともに、人口減
への対応、小学校外国語活動と中学校英語との
連携の在り方を学ぶ。

８月（夏休み後半）、
２－３月

児童教育
異文化

8
(10)名

○佐藤(博)
山口
河野(銀）
三枝

山形市（山形市立
南沼原小学校、山
形市立蔵王第三小
学校）

H
地域音楽
文化交流
＜山っ子コンサート＞

小中学生や市民を対象にしたレクチャー・コン
サートやワークショップを企画・実施し，子ど
もたちや地域住民とふれあいながら，地域の音
楽文化振興に関わる諸能力の向上を目指す。

第1期：10月中旬か
ら下旬
第2期：2月中旬から
下旬

児童教育
音楽芸術

9
(30)名

○佐川
河野(芳）

山形市立滝山小学
校



̎ɽϓϩδΣΫτͷ࣮ફྫʹ͍ͭͯʢ̙ɿ౷จԽͱͷͮ͘Γʣ
̎ʵ̍ɽ࣮ફͷ目తͱ目ඪ
地域Ͱ営·Εて͍る౷的なものͮ͘Γに͍ͭて࣮地調査Λ͍ߦɺͭ͘Γ手の͍ࢥࠓ日的Ձにͭ

͍て͢ߟるとともにɺ小学ੜΛରにしͨ「工࡞教室」の 教育ࣾߍը・運営・࣮ફΛ通͡てɺ学ا
会教育に͓͍てʠものͮ͘ΓʡΛ学श͢る͜とのҙٛΛଊ͑ɺϓログラϜʢ題ࡐʣの༰と提供ํ๏に
͍ͭてݕ証͢るɻ
ʦ౸ୡ目ඪʧ
ᶃ࡞Ո৬ਓのऔࡐΛ通してɺものͮ͘Γのঢ়گՁに͍ͭてઆ໌͢る͜と͕Ͱ͖るɻ
ᶄものͮ͘Γの体ݧΛ通してɺಘらΕる学びの成Ռҙٛに͍ͭてઆ໌͢る͜と͕Ͱ͖るɻ
ᶅ小学ੜΛରにしͨ「工࡞教室」のاը・運営Λ࣮ફ͢る͜と͕Ͱ͖るɻ
ᶆ題ࡐΛ発Ҋしదな教ࡐ化と準උɺࣇಐのࢦಋΛ࣮ફ͢る͜と͕Ͱ͖るɻ
ᶇ࣮ફ݁ՌΛ分ੳ・ݕ証しɺ報告ॻΛ࡞成͢る͜と͕Ͱ͖るɻ

̎ʵ̎ɽ࣮ફͷ֓ཁ
年初にཤम者全һͰɺ全��回のϫークγϣοϓの༰に͍ͭて年ؒ計ըʢ題ࡐઃఆʣΛݕ౼しɺ

͏ͪ７回Ҏ্の参加Λ༧Ίઃఆしͨɻ「͓もしΖ工࡞教室」に͍ͭてɺاը運営ʢ࡞ࢼɺߦ程ݕ౼ɺࡐ
ྉ手ɺ࣮هࢪの·とΊʣの全体マωδϝンτΛ全һ͕１回Ҏ্୲͢る͜ととしͨɻ

ᾇ ͓͠Ζࣨڭ࡞
「͓もしΖ工࡞教室」ɺ学ߍि２ٳ日੍のಋೖにࡍしてɺ山形ࢢ北部公ຽ͔ؗらのҕΛडけฏ成��
年͔ら�5年ؒ続けて͖ͨ׆ಈͰ͋るɻ͜Ε·Ͱ形ܳज़ίーεの学ੜ有ࢤͰ࣮ࢪして͖ͨものΛҾ
ϓログラϜΛ提供しͨɻʢˎ江ೆ公ຽؗ２࡞の工ؒ࣌ɺຖ݄１回ɺ第４༵日Λ基本としɺ２͗ܧ͖
回ݶఆのҕʣ
ᶃ「ྠΰϜΧー」ʢ６ʗ��ˎ江ೆʣɺᶄ「ट;Γਓ形」ʢ６ʗ��ʣɺᶅ「ۄਧ͖」ʢ７ʗ��ˎ江ೆʣɺᶆ「ۄ

ਧ͖」ʢ７ʗ��ʣɺᶇ「ϐンϘーϧ」ʢ����ʣɺᶈ「マリΦωοτ」ʢ����ʣɺᶉ「ඈびग़͢Φόέ」ʢ����5ʣɺ
ᶊ「ສ՚ڸ」ʢ�����ʣɺᶋ「Φリδφϧεタンϓ」ʢ�����ʣɺᶌ「͓Έ͘͡」ʢ１ʗ��ʣɺᶍ「͖͍࡞も
の」ʢ２ʗ��ʣ

ᾈ ʠ͔ΜͳʡͰͯͬʮϚΠ͠ʯΛͭ͘Ζ͏
ਅ室川ொと山形県͔らग़లཁ͕͋ͬͨΠϕンτܕϫークγϣοϓに͓͍てɺίーεの専門科のܦ

小学ੜのΈΛରと͢る事業にରしɺ͕「教室࡞もしΖ工͓」ϓログラϜΛ提供しͨɻ࡞Λੜ͔しͨ工ݧ
༷ʑな年ྸにものͮ͘Γのػ会Λ提供͢る͜ととɺଞのग़ల者とのަྲྀによΓɺͭ ͘Γ手の͍ࢥ「も
のΛͭ͘る͜と」のࠓ日的Ձに͍ͭて͑ߟΛ深Ίるػ会としͨɻ
ᶃ「ϞϊπクリϏτのࡇయiOਅ室川」ʢ７ʗ５・６ਅ室川ொதԝ公ຽؗʣɺᶄ「����青গ年のͨΊの科学
のࡇయiO山形」ʢ８ʗ９բセンτラϧʣ

̎ʵ̏ɽֶशͷޮՌ
֤回のࣗݾධՁγーτΛ基にɺ事業ऴྃޙにड講者ؒͰ学शの振ΓฦΓと·とΊΛ͍ߦɺ成Ռの؍

͕ҎԼのよ͏に報告͞Εて͍るɻ༰として「の提供者」としてのҕୗ͞Εͨ事業にର͢るडಈ的な
ؔΘΓ͔らɺ「׆ಈの支援者ʹʠϑΝγリテーターʡ」としての主体的ɺ能ಈ的なؔΘΓのม༰ΛಡΈ
औる͜と͕Ͱ͖るɻな͓ɺඪにର͢る達成のࣗݾධՁʢ５項総߹ʗ５ஈ֊ධՁʣɺฏۉ����Ͱ
͋ͬͨɻ

ᾇ ͓͠Ζࣨڭ࡞
・子Ͳもの「Ͱ͖る͜と・Ͱ͖な͍͜と」の༧ଌѲ͕Ͱ͖るよ͏になͬͨˠͰ͖な͍と͜ΖΛࠀ
してもら͑るよ͏࡞ΓํΛ事前にͨ͑ߟɻʗ༷ʑな道۩の༻の্達աڈのݧܦΛ׆༻しよ͏と͢
る子Ͳもの工ΛݟऔΕるよ͏になͬͨɻ

・子ͲもとのίϛϡニέーγϣンのとΓํ্͕達しͨˠ子Ͳも͕৺Λ開͖͍͢よ͏֤ਓの興ຯに߹Θ
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ͤͨ話題͕提供Ͱ͖るよ͏৺͕けͨɻʗ道۩のିしआΓ͓互͍の手͍Λଅͮ͘͢ڥΓΛ৺͕けͨɻ
Λݴਓの進にྀしͨॿݸࣗ主ੑΛଛなΘな͍よ͏学年ײবし͗͢な͍支援ˠ子Ͳもの達成ׯ・
৺͕けͨɻʗ「ࣗの手Ͱ」࡞Γ্͛る͜とにҙຯ͕͋る͜とΛ大にしͨʗࣗ分のアΠσィアΛ࣮
に形にͰ͖る子Ͳも͕૿͑ͨɻࡍ

ᾈ ʠ͔ΜͳʡͰͯͬʮϚΠ͠ʯΛͭ͘Ζ͏
・ものͮ͘Γɺ年ྸにؔなָ͘しΊる͜とΛͨ͡ײ͘ڧɻ
・ものͮ͘ΓΛੜ業と͢るਓ͕ͨͪੜ͖ੜ͖としɺϓラΠυΛͬ࣋てऔΓ組ΜͰ͍る͜と͕Θͬて͖ͨɻ

̏ɽϓϩδΣΫτॳͷՌͱ՝
２݄に学ੜ主体の運営Ͱ報告会Λ開催しɺޱ಄発表ʢ２݅ʣɺϙεターセογϣンʢ６݅ʣの形ࣜͰ֤
ϓロδΣクτの࣮ࢪ༰Λ発表しͨɻಛに「ෳίーεの学ੜ͕参加しͨ͜とによるテーマにର͢るଟ
໘的なߟ」͕ग़དྷͨ͜とに͍ͭてɺ͍͔ͭ͘のϓロδΣクτ͔ら学श成Ռとして報告͕͋ͬͨɻ͜の
͜とɺҟなる専門Λ学Ϳ学ੜのڠಉ的ɺ能ಈ的なؔΘΓの࣮ફ͕成͞ΕͨとධՁͰ͖るとಉ࣌にɺଞ
の授業Ͱ学びಘな͍学शޮՌとしてɺड講学ੜɺ次年ड講༧ఆ学ੜɺ教৬һɺڠ力ࣗ治体ؔ者の
ؒͰ共有Ͱ͖ͨと͑ߟるɻ
報告会Ͱの·とΊに加͑ɺ２年の࣮ࢪのதͰฏ成��年͔らのඞमʢଔ業ཁ݅ʣ化に向けての課題Λ
ҎԼにࣔしɺ本ߘの·とΊと͢るɻ
○学ੜと地域のニーζにԊͬͨϓロδΣクτの૿ઃ
̝��年１૿ઃɺ̝��年͞らに３૿ઃɺ߹計��ϓログラϜΛ༻ҙしɺ�5�ਓのର学ੜに
ରし��5ਓのडೖΕΛఆして準උΛ進Ίて͍るɻ

○ࣾ会ݙߩとしての提Ҋੑの質的向্
教育にॏ͕͋Γɺ地域ニーζのݙߩ・提ҊੑΛ向্ͤ͞る͜と༰қͰな͍͕ɺ本学の基

൫教育ʢ初年次͔らの共通教育ʣに͓けるʠ山形に学Ϳʡʢ地域学ʗϑィーϧυϫークΛؚΉʣとのܥ
౷的なΧリキϡラϜ構築と一の連携͕ඞཁͰ͋ると͑ߟるɻ「地域Λる」ͨΊのεテーδとɺ「構
・提ҊΛߦࢼ・ධՁ」͢るεテーδΛஈ֊的にઃఆしɺ４年次·Ͱに֫ಘ͖͢「地域ࣾ会のࣗ
的発లにد༩し͏る࣮ફ力」に͍ͭてɺよΓ۩体的なධՁ࣠とࢦඪΛݕ౼・ઃఆ͢るඞཁ͕͋るɻ
○能ಈੑの確保
ඞम化としͨࡍにɺड講者の学शҙཉΛ高ΊるͨΊにɺγラόε࡞成のஈ֊͔らड講者のҙ͕ݟ
ө͞Εる組ΈΛऔΓೖΕるなͲɺFDΛ׆༻しͨ年ຖのࢦಋ๏の工͕ඞཁͰ͋るɻ·ͨɺFDに
ؔしてɺ通ৗの授業改ળアンέーτに加͑ɺ「学श成Ռ・満調査」Ͱ࣮ࢪして͍るɺ専門ࣝ
ٕ能・課題発ݟ能力・課題ղܾ能力・൷的ߟࢥ力・ίϛϡニέーγϣン能力・ϓϨθンテーγϣン
能力・ੵڠ・ੑۃ調ੑ・リーμーγοϓ・ࣾ会ੑなͲの項に͍ͭてɺଞの授業との学श成Ռのಛ
Λൺֱ͢るͨΊの調査͕͋ͬてもよ͍と͑ߟるɻ
○༧ࢉの確保
ԕํのࣗ治体等のҠಈ・॓ധඅɺফඅ等ɺඞम化に͍ࡏݱの３ഒのཤम者となͬͨ߹
の༧ࢉの確保に͍ͭてɺܧ続的な֎部ۚࢿの調達とɺ学ੜのࣗݾෛ୲分に͍ͭてのݕ౼͕ඞཁͰ͋るɻ
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Ｑ．学生一人ひとりの時間の割振りについてはどうか。
̖ɽϓログラϜຖに·ͪ·ͪͰ͋るɻ͕ࣗ୲͢るϓログラϜのؒ࣌のׂ振Γに͍ͭて
ɺ通年Ͱਖ਼課Ҏ֎Ͱの準උ͕ؒ࣌相ඞཁとなΓ大ม͖͍ͭと͏ࢥɻし͔しɺ相手ʢຖ
ָ݄しΈにして͘Εる子Ͳもͨͪʣ͕͋る͜と͕学ੜのϞνϕーγϣンΛ্͛ɺظࠓの
ड講者もՆٳΈ·Ͱの成大͖͘ɺ成Ռ高͍と͑ݴるɻ

Ｑ．問題解決から問題発見と言っているが、これからの課題は。
̖ɽݸʑにۙな課題Λ提ࣔͤ͞ɺղܾの成ޭ体ݧΛੵΈॏͶて͍るɻͦの͔ݧܦら本質的
な課題Λ୳ͤ͞ٻɺ大学院ʢ１年ੜʣϨϕϧͩとࣗ治体等の۩体的なاըॻ࡞Γにऔ組
·ͤて͍る͕ɺΏ͘Ώ͘学部４年ੜͰͦ͜·Ͱͬ࣋て͍͘͜と 「͕学士」の学मϨϕϧ
͔とͬࢥて͍るɻ



東北大学における学生ボランティア支援と社会
貢献型の体験実習プログラム実施の現状と課題
～震災復興のただ中での学生ボランティア支援の教育的意義～

東北大学 ౻ࣨ ࣏ྰ

ԉͷҙٛࢧେֶʹ͓͚ΔֶੜϘϥϯςΟΞཱࠃ
東日本大ࡂにࡍしてɺ全ࠃͰଟ͘の学ੜ͕ͨͪඃࡂ地ͰϘランティア׆ಈΛͨͬߦɻ͜のよ͏な

大͖なࣗવࡂɺݪ子力発ిॴの事ނにࡍしてɺ͋る͍ଞのࣾ会的な課題ଞ者の࣮ଘ的ۤ等にର
໘して「ࣗ分にԿ͔Ͱ͖な͍͔」とۤしɺϘランティア׆ಈの参加等Λ通して課題ղܾにઓしよ
͏と͢る学ੜΛ支援しɺͦのҙཉΛ৳して成ͤ͞る͜とɺ大学としてඞཁなऔΓ組ΈͰ͋るɻࣾ
会ݙߩҙཉΛͭ࣋ਓࡐ育成Λ໋として͍るࠃ立大学にとͬてɺ本質的な務Ͱ͋ると͑ݴるɻ
し͔しɺࢲ立大学にൺɺࠃ立大学に͓ける学ੜϘランティア支援׆発Ͱな͍ɻ୲部ॺ専ै

者の有ແと͍ͬͨ組織໘に͓͍てࢲ立大学のํ͕༏Εて͍る͕ɺ支援༰に͍ͭてもɺࠃ立大学に͓け
る学ੜϘランティア支援ɺ࣮ࡍに学ੜの理・੍نにऴ࢝しɺ学ੜのࣾ会ݙߩҙཉにԠ͑るもの
になͬて͍な͍߹͕ଟ͍と͡ײて͍るɻࣗવࡂのϘランティア׆ಈの参加「ࣗॗ」Λݺび͔
けͨΓɺ「ݪ子力発ిॴと福島の事͜し͍͔らѻΘな͍Ͱ͓͜͏」としͨΓɺ͜し͍͔ら「ࣾ
会的な課題」のѻ͍しな͍よ͏に学ੜにಇ͖͔けるなͲの学ੜϘランティア୲部局による「ରԠ」
Λ࿙Εฉ͘͜ともଟ͍ɻࣗࢲɺ東日本大ࡂ発ੜ࣌にਆށ大学の学ੜϘランティア支援室にࡏ੶し
て͍͕ͨɺଟ͘の学ੜ͔らඃࡂ地Ͱの׆ಈに͍ͭて͍߹ΘͤΛडけͭͭɺ໘ඃࡂ地Ͱの׆ಈの
参加ࣗॗΛݺび͔けるし͔Ͱ͖な͔ͬͨの͍͍ۤࢥग़Ͱ͋るɻ
͞て一ํɺ課֎Ͱの「学ੜϘランティア支援」ɺࣾ会ݙߩҙཉΛͭ࣋ਓࡐ育成と͍͏務ΛՌͨ͢

ͨΊにॏཁͰ͋る͕ɺ課֎ͰのऔΓ組ΈにとͲ·らずɺ大学に͓ける教育׆ಈ・研究׆ಈとの連携に
よΓɺੵۃ的に学ੜのࣾ会ݙߩにର͢るҙཉΛɺ的ؔ৺とؔͤ͞て৳して͍͘͜と͕Ͱ͖るɻ
ͦのͨΊɺ学ੜϘランティア支援୲部局ͰϘランティア׆ಈ等Λ題ࡐにしてɺਖ਼課Ͱ「ࣾ会ܕݙߩ

の体ݧ学श」Λ開催͢るのɺ「支援」とশ͢るͩけの学ੜϘランティアの理・੍͔نら٫しɺੵ
大学と東北ށ͕ؔΘͬͨਆࣗࢲΉͨΊの有ޮなํ๏になΓಘるɻ͜͜Ͱɺࠐ育成に౿Έࡐ的なਓۃ
大学Ͱの事例に͍ͭてհして͍͖͍ͨɻ

ਆށେֶʹ͓͚ΔֶੜϘϥϯςΟΞࢧԉͷऔΓΈ
���5年ɺࢲਆށ大学にࡏ੶͢る学部学ੜͰɺ２年ੜの࣌にࡕਆ・୶࿏大͕ࡂ発ੜしͨɻ࣌ɺ大

学にϘランティアセンターΛઃஔ͢る構͕ɺ一部の教৬һとɺࣗ発的に׆ಈΛ࢝Ίͨ大学ੜグϧーϓ
のؒͰも͕͕ͪ͋ͬͨɺ݁局一ͭの学ੜஂ体として「ਆށ大学総߹Ϙランティアセンター」Λ発͞
ͤると͍͏形になͬͨɻ͜Εɺ表者͔らεタοϑ·Ͱ学ੜ͕׆ಈΛ͏ߦセンターͰɺ͋͘·Ͱ学ੜ
ஂ体Ͱ͋ͬてɺ大学部局の一部Ͱな͍ɻ
ͦのޙɺ���6年になͬて࣌のਆށ大学学ੜ部͕文部省のॿ成Λडけ「Ϙランティア講࠲」Λ࣮ࢪ

͢るよ͏になͬͨɻఆһ5�名程Ͱɺਆށ大学教һと֎部講ࢣによる࠲学͕１日ɺϘランティア׆ಈの
Ͱの２日ؒ程の࣮शɺͦݱ のޙの׆ಈの;Γ͔͑ΓとσィεΧογϣン͕１日と͍͏構成の講͕ͩ࠲ɺ
「課֎教育」と͍͏ҐஔͮけͰ୯Ґにならな͔ͬͨɻͨͩɺ大学公ࣜの講࠲と͍͏͜とͰɺॴఆのؒ࣌
ʢ୯Ґ認ఆに準͡るؒ࣌ʣड講しͨ学ੜにରしてɺ学名のमྃ証͕授༩͞Εるɻ͜のϘランティア
講࠲のاը・運営Λɺ学ੜҕһ会͔らબग़͞Εͨ୲教һ１名とɺ学ੜஂ体Ͱ͋る「ਆށ大学総߹Ϙラ
ンティアセンター」の学ੜͨͪͰɺຖ年ͬߦて͖ͨɻޙにɺاը・運営に参加͢るஂ体に「ਆށ大学
総߹Ϙランティアセンター」Ҏ֎の学ੜϘランティアஂ体も加Θͬͨɻ
͜のϘランティア講࠲ɺड講ੜにとͬてमྃ͢るͨΊにਖ਼課授業とಉ等͔ͦΕҎ্のίϛοτΛ

ඞཁと͢るものͰ͋るのͰɺ୯Ґ認ఆ͞Εるよ͏になͬてもྑ͔ͬͨと͕͏ࢥɺな͔ͥ「大学公ࣜの課
֎教育」と͍͏த్なҐஔͮけͰܧ続͞Εて͍ͬͨɻͨͩɺ͜のத్なҐஔͮけΏ͑にɺ講࠲
のاը・運営に͍ͭて学ੜ͕参ըしɺاըに参加͢る学ੜࣗによるੜ͖ੜ͖としͨ題ҙࣝΛ講࠲に

第
一
分
科
会
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өͤ͞る͜と͕Ͱ͖ͨɻ
ͦのޙɺࡂ等にऔΓ組Ή部局Ͱ͋るਆށ大学ࢢ安全研究センター͕ɺ文部科学省の学ੜ支援G1「地
域にࠜࠩしਓに学Ϳ共ੜ的ਓؒ力ʕʕࡂのهԱの承と組織的体੍の構築による学ੜ׆ಈ支援」
ʢ����年ʙ����年ɺ４年ؒʣに࠾͞Εɺ͜ΕによΓ「学ੜϘランティア支援室」͕発しͨɻ
ਆށ大学の学ੜϘランティア支援室ͰɺϘランティア׆ಈにؔ৺の͋るݸผの学ੜの相ஊରԠΛ
ɺ学ੜϘランティアஂ体の支援ʢ等ିग़ɺஂ͔΄͏ߦ 体ಉ士の連携ଅ進のͨΊの「ίラϘセογϣ
ン」の݄１Ͱの開催等ʣɺ課֎教育として前ग़の「Ϙランティア講࠲」に加͑「地域にࠜࠩしਓに学Ϳ
࣮ફक़」ʢϘランティア講࠲よΓもϑィーϧυϫーク主体Ͱɺ２ധ３日程のϓログラϜ３本͔ら構成͞
ΕɺϘランティア׆ಈࣾ会׆ݙߩಈに͍ͭて学Ϳʣと͍͏ϓログラϜΛ࣮ࢪしͨɻ
学ੜ支援G1の࠷ऴ年ɺ����年にɺ東日本大ࡂの発ੜ͕͋ͬͨɻ発ੜ初ɺ学ੜにରしてඃ
び͔けるし͔な͔͕ͬͨɺ����年４݄に１िؒݺಈ参加にରしてࣗॗΛ׆地ͰのϘランティアࡂ
程の日程Ͱ岩手県ԕࢢΛڌとしてಉ県のԊ؛部Ͱ׆ಈΛ͏ߦ「ਆށ大学ԕϘランティアόε」
Λاը͢る͜と͕Ͱ͖ɺͦのޙɺ����年தに７回のϘランティアόεݣΛ͍ߦɺの���名のਆ
てもら͏͜と͕Ͱ͖ͨɻͬߦಈΛ׆大学ੜΛ岩手県にૹΓϘランティアށ
����年にɺ学ੜ支援G1͕ऴྃしͨɻͦのޙもɺ学ੜϘランティア支援Λܧ続͢るͨΊɺਆށ大学
キャリアセンターに「Ϙランティア支援部門」͕ઃ立͞Εɺ「学ੜϘランティア支援室」ಉ部門にҠ
͞Εͨɻ学ੜϘランティア׆ಈΛ「大学ੜのキャリア形成のͨΊの支援の一」とҐஔけての͜とͰ
͋ͬͨɻ͜の年にਖ਼課の授業としてɺ「Ϙランティアとࣾ会׆ݙߩಈ」ʢ全学共通科ɺظޙʣΛ開
講͢るよ͏になͬͨɻ͜Εਆށ大学教һと学֎の/10ؔ者等に͓͍ئしͨඇৗۈ講ࢣによるΦϜ
ニόε講ٛとɺ２日ؒ程のϘランティア࣮शΛ組Έ߹Θͤͨ授業Ͱ͋るɻ初年のड講ੜ��名程Ͱ
͋ͬͨɻ
͜の授業の開講によͬてɺ前ड़しͨよ͏に「大学公ࣜの課֎教育」と͍͏୯Ґにならな͍த్な
ҐஔͮけͰ続͍て͖ͨϘランティア講࠲の୯Ґ化͕達成͞Εͨとも͑ݴるのͰ͋る͕ɺฒߦしてɺͦの
୯Ґにならな 「͍Ϙランティア講࠲」の࣮ࢪも続͍て͍るɻ୯Ґにならな͍ものͰ͋る͕ނにɺΧリキϡ
ラϜ等もࣗ༝に構成Ͱ͖ɺ·ͨاըࣗ体に学ੜϘランティアஂ体等͕ࣗ༝にίϛοτͰ͖ɺͦ͏しͨا
ըଆに回ͬͨ学ੜの成もࠐݟΊると͍͏「த్なҐஔͮけ」ނのར͕ଟʑ͋ͬͨͨΊͰ͋るɻ
͜Εらのརのɺಛに学ੜ͕授業༰ࣗ体の構成に参ըしɺͦ Εނに成͢ると͍͏部分に͍ͭてɺ
ਖ਼課の授業にもऔΓೖΕて͔׆して͘ߦඞཁ͕͋るͩΖ͏ɻࣗࢲ����年４݄よΓ東北大学にҠͬ
ͨͨΊɺͦのޙのల開に͍ͭてे分にϑΥローͰ͖て͍な͍ɻ

౦େֶʹ͓͚ΔֶੜϘϥϯςΟΞࢧԉͷऔΓΈʕʕ౦ຊେࡂΛड͚ͯ
Ίͨの͕����年４݄͔らとなるɻฉ͍ͨと࢝事Λ東北大学にҠΓɺ学ੜϘランティア支援の͕ࢲ
͜Ζによるとɺ東北大学Ͱ����年Ҏ前にɺ「課֎教育」としてϘランティア教育に͍ͭてଞ大学の
事例ʢ͓ͦら͘ɺਆށ大学のϘランティア講࠲等の事例もؚΊてʣ͕学ੜ支援課Ͱ研究͞Εて͍͕ͨɺ
ਓの学ੜのϘラݸらな͔ͬͨとの͜とͰ͋るɻଞにɺϘランティアαークϧの支援ɺࢸにࢪ࣮
ンティア׆ಈにؔ͢る相ஊରԠなͲも࣮͞ࢪΕて͍な͔ͬͨͦ͏Ͱ͋るɻͦのͨΊɺ東北大学の学ੜϘ
ランティア支援ɺ����年の東日本大ࡂΛػܖにして࢝·ると͍ͬてもྑ͍ͩΖ͏ɻ
東日本大ࡂの発ੜΛडけてɺ東北大学Ͱとして学ੜஂ体として「東北大学地域෮興ϓロδΣクτ

ʠHAR6ʡ」と͍͏グϧーϓ͕݁成͞Εͨɻ東北大学Ͱɺ͜のHAR6の׆ಈにରしてɺඃࡂ地のަ通
のとしてόεΛग़͢等の形Ͱ支援Λͨͬߦɻݱ地のίーσィωーτ等の業務HAR6の学ੜ͕ͨͪ
�て͍ͨɻ����年学֎Ͱͬߦ���名ɺ学Ͱ���名の東北大学ੜϘランティア͕׆ಈしͨɻ東日本
大ࡂのӨڹによΓ４݄த大学͕ٳΈとなͬͨͨΊɺͦのؒظதにଟ͘の東北大学ੜ͕׆ಈしͨɻ
ͨͩɺࡂ発ੜ直ޙのݱաࠅͰ͋ΓɺίーσィωーτΛͬߦて͍るHAR6の学ੜにも大͖なෛ୲

͕͋ͬͨとฉ͍て͍るɻͦのͨΊɺ����年６݄に東北大学として東日本大ࡂඃࡂ地に͓ける学ੜϘ
ランティア支援にΛͭ࣋体੍Λ構築͢るͨΊにɺ「東北大学東日本大ࡂ学ੜϘランティア支援室」
͕発しͨɻ支援室の運営ҕһ会͋ͨる組織のҕһΛ教育・課֎׆ಈ୲理事͕務Ίɺ支援室に
課֎׆ಈ୲の総ಛผิ͕ࠤबしͨɻな͓͜の支援室発に͍ͭてɺ東北大学๏学研究科よΓもɺ
学ੜϘランティア׆ಈ支援のͨΊにઃஔΛཁ͢るಈ͖͕͋Γɺۚࢿの໘Ͱも๏学研究科͕ಘͨدۚ
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なͲΛɺ学ੜϘランティア׆ಈ支援のͨΊに提供して͘Εͨɻ
ͦのޙɺ����年４݄にɺ東北大学に「高教ཆ教育・学ੜ支援ػ構」͕発しɺͦの業務センターの

ͻとͭとして「課֎・Ϙランティア׆ಈ支援センター」͕ 発ɻ「東北大学東日本大ࡂ学ੜϘランティ
ア支援室」と連携してɺ学ੜϘランティア׆ಈの支援Λ͜͏ߦととなͬͨɻ

՝֎ɾϘϥϯςΟΞ׆ಈࢧԉηϯλʔͷൃ
����年４݄に発しͨ課֎・Ϙランティア׆ಈ支援センター「本学学ੜのࣾ会ੑΛᔻཆしɺ主体的

な題ղܾ能力Λඋ͑ͨࢦಋ的ਓࡐΛ育成͢るͨΊにɺ学ੜのࣗ主的な課֎・Ϙランティア׆ಈΛ総߹
的に支援͢るとともにɺࣾ会ܕݙߩの体ݧ学शΛ࣮ࢪしɺ学ੜの৺の健૿߁進にد༩͢る」͜とΛ
的として͍るɻͦのͨΊにɺԼهの事業にऔΓ組ΜͰ͍るɻ

ʢ１ʣ 本学学ੜのࣗ主的な課֎׆ಈɺ文化εϙーπ・Ϙランティア׆ಈの総߹的な支援
ʢ２ʣ 東日本大ࡂඃࡂ地෮興͓よび地域ࣾ会・ࣾࡍࠃ会にݙߩしಘるਓࡐの育成Λ的としͨɺࣾ会

ࢪ࣮・ըا学शʢαーϏεラーニングʣのݧの体ܕݙߩ
ʢ３ʣ ಈに͓けるަྲྀ・連携のଅ進׆֎の大学との課֎・Ϙランティアࠃ

·ͨɺ事業にऔΓ組Ήに͋ͨͬてɺ学ੜのεタοϑグϧー
ϓ͕組織͞Εて͓Γɺ東北大学ੜに学֎・学のϘランティ
アஂ体の׆ಈΛհ͢る「εターτアοϓϑΣア」の運営ɺ
৽ೖੜ向けのϘランティアセϛφーの࣮ࢪΛɺ͜の学ੜε
タοϑに手ͬてもらͬて͍るʢແঈの׆ಈͰ͋るʣɻ
·ͨ事業のதͰɺ大͖なׂ߹ΛΊるの͕ɺ岩手・宮・

福島の３県Ͱの「Ϙランティアπアー」「εタσィπアー」等
の࣮ࢪͰ͋るɻ͜Εら東日本大ࡂ学ੜϘランティア支援
室Ͱ����年͔ら࣮͢ࢪるよ͏になͬͨɻ東北大学ੜに東
日本大ࡂඃࡂ地とͦ͜ͰのϘランティア׆ಈにؔ৺Λͬ࣋
てもら͏͜とΛ的としͨπアーΛ「εタσィπアー」ɺͦ Εにରしてɺ࣮ 地ͰのϘランティアࡂにඃࡍ
してもら͏πアーΛ「Ϙランティアπアー」として一Ԡ区ผして͍る͕ɺϘランティアπݧܦಈΛ׆
アーのࡍにもɺݱ地のඃࡂঢ়گ・෮興課題のࢹϨクνャー͕セοτになͬて͓Γɺີݫな区ผな
͍ɻ͜Εらのπアーの参加ɺ୯Ґにならな͍͕ɺ「課֎教育」として学ੜの学びにͭな͕るよ͏に
ը・運営にίϛοτ͢る͜とにاて͓Γɺͬߦը・運営学ੜεタοϑ͕اը͞Εて͍るɻπアーのا
よͬてɺ学ੜεタοϑࣗも成しɺඃࡂ地等のϑィーϧυとのؔも深·ͬて͍͘ϝリοτ͕͋るɻ

ਖ਼՝Ͱͷࣾձܕݙߩͷମֶݧशͷاըɾ࣮ࢪ
ਖ਼課の授業に͍ͭてɺ����年͔ら基ૅθϛʢ１年ੜରのθϛɻ前ظに開講ʣに͓͍て࣮ࡍに学

ੜͨͪにϘランティアπアーのاըΛͬߦてもら͏授業「ࡂ෮興とϘランティア׆ಈ」ʢ����年前
ड講ੜ��名ʣΛ開講しͨɻ͜Εड講ੜΛ５൝に分けɺ֤൝に前ड़のεタσィπアーな͍しϘラン・ظ
ティアπアーのاըΛ１൝͋ͨΓ１πアーɺ立Ҋ・࣮ࢪしてもら͏と͍͏ものͰ͋ͬͨɻ１年ੜ͕��
ίマの授業のؒにɺඃࡂ地の͜とΛ࣮地に学びɺͦ ΕͩけͰな͘ɺࠓ��ʙ��名程͍る一ൠのπアー
参加者にɺࣗ分͕学ΜͰ͖ͨ͜とΛ教͑る立になͬてπアーΛاը・࣮͢ࢪるのͰ͋るɻ直に͍ͬ
てɺड講ੜのෛ୲͕大͖͍授業Ͱ͋Γɺ����年ɺ手୳ΓͰ授業Λ進ΊͨͨΊɺ͢ての൝Ͱπアー
Λاը͢る·Ͱにࢸらな͔ͬͨɻ
����年に「地域෮興とϘランティア׆ಈ」と名前Λม͑て࣮ࢪしʢड講ੜ��名ʣɺ͜の࣌に４

ͭの൝に分͔Εɺ͢ての൝ͰϘランティアπアーな͍しεタσィπアーのاը・࣮ࢪΛ͜͏ߦと͕Ͱ
͖ͨɻͨͩɺड講ੜのෛ୲Γա大Ͱ͋ͬͨのͰɺ���5年にɺπアーのاըのΘΓにɺࣗ分
͕ؔ৺ΛもͬͨϘランティア׆ಈに͍ͭてのνラγ・ϙεターΛ࡞͢ると͍͏͜とΛ࠷ऴ的な成Ռ
と͢るよ͏にしͨɻ
·ͨɺ����年͔らࡁܦ学研究科と連携して「ࡂ෮興とϘランティア׆ಈ」ʢظޙ・ड講ੜ6�名ʣ
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と͍͏授業Λ開講して͍るɻ͜Εɺਆށ大学の「Ϙランティアとࣾ会׆ݙߩಈ」とಉ༷のɺ東北大学
教һと֎部の/10ؔ者等によるΦϜニόε講ٛͰɺड講ੜ講ٛΛฉ͘΄͔にɺ࣮ࡍのϘランティア
ಈに参加してɺ参加ϨϙーτΛ提ग़͢る授業Ͱ͋るɻ���5年Ҏ߱も開講の༧ఆͰ͋るɻ׆
課֎・Ϙランティア׆ಈ支援センターͰの׆ಈɺ東北大学グローόϧਓࡐ育成ϓログラϜʢ5GLʣ

とも連携して͓Γɺセンター͕主催な͍しհ͢るϘランティア׆ಈの参加に͍ͭてɺϨϙーτΛ
提ग़͢ると5GLの「εϖγャϧϙΠンτ」として認ఆ͞Εるよ͏になͬて͍るɻ

ࣾձܕݙߩतۀͷཧͱ࣮ݱ
一ൠにɺࣾ会ݙߩΛ的としͨ学ੜϘランティア׆ಈΛテーマとしͨ体ݧ学शに͍ͭてɺ学ੜ教

һのؔ৺高͍ɻ·ͨݐઃ的ڠಇ学श・題ղܾܕ学श・୳ܕٻ学शのཁૉΛෳ߹的にؚΈɺಉ࣌に学
「Ϗδϣンݟཬ」る͜と͔らɺ東北大学の͢ٻΛ学ੜにཁࢹɺτランε・αΠΤンε的ࢹ༥߹的・ࡍ
ʢ総によるϏδϣンʣにࣔ͞Ε となΓ͏るɻ「的課題にઓ͢るઌ的Ͱ的な高教ཆ教育ݱͨ」
ͦの一ํɺອવと࣮͞ࢪΕると「ඃࡂ地に͢ݙߩる༁Ͱもな͘ɺ教育的・学的にಘるものもな͍ɺ

学ੜと教һのࣗݾ満的なϘランティアͬ͜͝」にତしてし·͏のͰな͍͔とも͏ࢥɻ·ͨडけೖΕ
ଆのϘランティアஂ体/10ɺ地域ࣾ会にෛ୲となるよ͏なϓログラϜになͬてͨͰ͋るɻ
のهಋして͍ͨ͘ΊにɺԼࢦと「教育ੑ」Λ۩体的なϓログラϜのதͰ྆立ͤ͞るよ͏に「ੑݙߩ」
よ͏な༷ʑな課題͕͋ると͑ߟらΕるɻ

ඃࡂ地・地域ࣾ会との連携ʗ課֎のαークϧ׆ಈ・Ϙランティア׆ಈとの連携
専門教育との連携ʗཹ学ੜとのަྲྀ・ରԠʗ学֎ଞ大学とのަྲྀ・ରԠ
ड講ੜのنʗ学ੜࣗによるϓログラϜのίϛοτのγεテϜʗ「るؾのな͍」学ੜରࡦ
ϓログラϜ࡞成とࢦಋのํ๏確立ʗධՁ๏の確立

্ड़のͦΕͧΕの課題に͍ͭてɺͲのよ͏なऔΓ組Έ͕͋Γಘる͔に͍ͭて事例Λऩूしɺ「ࣾ会ݙߩ
Ͱの学ੜの成Λݱしɺࢪ授業の事例ू」のよ͏なものΛඋ͢るとともにɺͲのよ͏な理೦Ͱ࣮ܕ
Ͳのよ͏にධՁ͢る͔に͍ͭての理とํ๏の開発Λ進Ίる͜と͕ɺޙࠓɺϘランティア׆ಈΛテー
マとしͨࣾ会ܕݙߩ授業Λ発లͤ͞て্͍͘ͰඞཁͰ͋ると認ࣝして͍るɻ

ϘϥϯςΟΞ͢ΔֶੜϚΠϊϦςΟʁ
東日本大ࡂのඃࡂ地Λ͡Ίɺ༷ʑな分ͰϘランティア׆ಈΛر͢る学ੜのɺܾしてগな

͘な͍一ํͰɺ「༑達にϘランティア׆ಈΛして͍る͜とΛらΕͨ͘な͍」「Ϙランティア׆ಈに参加
して͍る͜とͰɺαークϧͰΠδϝΛडけͨ」と͍͏大学ੜのもௌ͍て͍るɻ日本の大学のキャン
ύεͰɺϘランティア׆ಈに参加͢る͜と·ͩ·ͩ「حಛな͜と」とݟな͞Εて͍る部分も͋Γɺ
Ϙランティア׆ಈΛ͏ߦ大学ੜͨͪに「ࣗ分ͨͪマΠϊリティ」と͍͏ҙ͕ࣝݟडけらΕるɻ
東北大学Ͱɺ岩手大学福島大学ɺਆށ大学等の学ੜϘランティアとަྲྀΛػ͏ߦ会Λʑͬ࣋て

͖͕ͨɺͲの大学Ͱも学ੜϘランティアマΠϊリティҙࣝΛͬ࣋て͍るͨΊɺ͓互͍͕ަྲྀ͢る͜と
によͬて「ଞ大学にもϘランティアͰؤுͬて͍る学ੜ͕͍るΜͩ」と認ࣝͰ͖ɺ༐ؾΛもら͏͜と͕
Ͱ͖るよ͏Ͱ͋るɻ
͜͏しͨ学ੜ͕ͨͪɺଞਓのΛ͔らずにɺಊʑとϘランティア׆ಈ͕Ͱ͖るよ͏にɺよΓ一ɺ

学ੜϘランティア支援Λ進Ίて͍͖͍ͨɻ
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Ｑ．日常が忙しく、ボランティアまで手が回らない。どうしたら先生のようにボランティアができ
るようになるのか。
̖ɽࣗ分事としてϘランティアに携ΘΕる恵·Εͨ立にな͕ͬͨɺࡕਆ大ࡂΛݧܦ
して͍なけΕϘランティアΛしよ͏とࢥΘな͔ͬͨɻԿ͔͖͔ͬけ͕͋Ε大ৎ
Ͱ͋るɻ

Ｑ．貴学の学生はボランティアに対してマイノリティの考えがあるというが、マイノリティを払
しょくすることが国立大学の使命ではないか。
̖ɽ学ੜに·ͩ·ͩϘランティアにରして「ಛघなもの」と͍͏֓೦͕͋るɻपΓの
文化ɺงғͤ͞͏͕ͦؾて͍るの͔もしΕな͍ɻ学ੜの͍も͋る͔もしΕな͍͕ɺͦ
͜大学ଆͰのαϙーτ͕ඞཁと͡ײて͍るɻ
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教学IRを視野に入れた「学位授与の方針」の
達成度調査の取り組み

岩手大学 ຊߐ ཧܙ

̍ɽ͡Ίʹ
ฏ成��年��݄に公表͞Εͨ「学士課程教育の構築に向けてʢਃʣ」のதにɺ「学士課程教育のํ

の໌確化」としてɺ「学Ґ授༩のํ」ɺ「教育課程ฤ成・࣮ࢪのํ」ɺ「ೖ学者डೖΕのํ」の「３ͭ
のϙリγー」Λ໌確に͢るඞཁੑ͕ड़らΕて͍るɻ日本の大学Ͱ「ೖ学者डೖΕのํʢアυϛο
γϣン・ϙリγーʣ」͕ઌにࡦఆ͞Εて͍ると͜Ζ͕ଟ͍͕ɺ本དྷɺ学ੜのडೖΕ͔らଔ業·Ͱの教育
課程に͓ける「大学のํ」としてɺ一؏して構築͢る͜と͕·し͍と͞Εて͍るɻ
岩手大学Ͱɺฏ成��ʙ��年に͔けてɺ全学部ɺ研究科ͰฒΈΛଗ͑てɺ学士ɺम士ɺത士課程

に͓ける「３ͭのϙリγー」ʢ主に「学Ґ授༩のํ」「教育課程ฤ成・࣮ࢪのํ」ʣのࡦఆにऔΓ組Έɺ
ฏ成��年に一ఆの形Λಘる͜と͕Ͱ͖ɺͦ のϓロセεɺฏ成�5年の本会Ͱ報告Λして͍るɻͦ
のޙもɺԿ͔ブラογϡ・アοϓΛਤΓな͕ら運༻Λして͍る͕ɺ೦な͕らɺ࣮ にɺଔ業ੜࡍ 「͕学
Ґ授༩のํ」Λ達成して͍るの͔に͍ͭてのݕ証ͬߦて͍な͍ɻ
ͦ͜Ͱɺ第２ظதظඪ・தظ計ը࠷ऴ年のฏ成��年にݕ౼Λ͜͏ߦとΛ的としてɺฏ成�6年

のଔ業・मྃੜΛରに「学Ґ授༩のํ」にؔ͢る達成アンέーτ調査Λ࣮ࢪしͨɻ本ߘͰɺ
ͦの調査に͍ͭて報告Λ͏ߦɻ

̎ɽΞϯέʔτͷ֓ཁ
アンέーτɺฏ成��年の１ʙ２݄に͔けて࣮ࢪしͨɻฏ成�6年のଔ業・मྃੜΛରとして「学

Ґ授༩のํ」にؔ͢る達成アンέーτ調査༻ࢴΛ࡞成しɺ教育推進ػ構教育推進連携部門ҕһΛ通
して֤学部に࣮ࢪΛґཔしͨɻ「学Ґ授༩のํ」教育ϓログラϜ͝とにࡦఆして͍るのͰɺͦ ΕͧΕ
に専༻の調査༻ࢴΛ࡞成しɺͦΕͧΕの୲者ʢଔ業研究ࢦಋ教һ等ʣにしてɺ࣮ࢪɺ回ऩΛ
ɻͨͬߦ
アンέーτɺ֤教育ϓログラϜͰࡦఆして͍る「学Ґ授༩のํ」と全学Ͱ࡞成しͨ「学士力ʢ学

Ґ授༩のํʣ」のͦΕͧΕに͍ͭてɺ「ᶃೖ学の࣌Ͱ΄とΜͲͰ͖な͔ͬͨの͕ɺͰ͖るよ͏になͬ
ͨɻ」「ᶄೖ学の࣌Ͱ΄とΜͲͰ͖な͔ͬͨしɺࡏݱͰもͰ͖な͍··Ͱ͋るɻ」「ᶅೖ学の࣌Ͱଟ
গͰ͖て͍͕ͨɺ͋ ·ΓมΘらな͔ͬͨɻ」「ᶆೖ学の࣌ͰଟগͰ͖て͍͕ͨɺ͞ らにͰ͖るよ͏になͬ
ͨɻ」Λ͖͍て͍るɻ͜Εɺᶃの回͕ଟ͍͜とΛظして͓Γɺᶄᶅ͕ଟ͍߹にΧリキϡラϜ
のݟ直しɺᶅᶆ͕ଟ͍߹に「学Ґ授༩のํ」のઃఆϨϕϧΛݟ直͢͜とΛ推して͍るɻ·ͨɺ
続͍て３ͭの質「͋なͨɺ্هの「学Ґ授༩のํ�学士力」Λͬて͍·し͔ͨʁ」ɺ「͋なͨɺ
大学Ͱの学मΛ通してɺ্ه「学Ґ授༩のํ�学士力」Λे分ににͭける͜と͕Ͱ͖ͨと͍ࢥ·͢
͔ʁ」ɺ「͋な͕ͨडけͨΧリキϡラϜɺ্ه「学Ґ授༩のํ�学士力」Λにͭけるのにे分なもの
ͩͬͨと͍ࢥ·͔͢ʁ」͕͞Εて͍るɻઃのઃఆに͓͍てɺ部門会ٞͰٞしɺ初回の調査と͍
͏͜とͰɺৄࡉな͍ઃఆしな͔ͬͨɻ

̏ɽ࣮݁ࢪՌ
ΛҎԼにࣔ͢ɻگঢ়ࢪ࣮
ଔ業༧ఆ者と࣮ࡍのଔ業者とのؒに͕ࠩ͋る͜とɺա年ੜのѻ͍のҧ͍なͲ͔らɺ回ऩのࢉ

ग़し͍͕ɺ֓Ͷɺଔ業ੜΛཏして調査͕Ͱ͖ͨと͑ߟらΕるɻ
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話題提供１



な͓ɺ֤ίーεの۩体的な݁Ռに͍ͭて公表Ͱ͖な͍͕ɺ一例としてɺਤ１ʙ３Λհ͢るɻ表１
にࣔしͨ教育ϓログラϜຖに͜Εらの݁ՌΛࢉग़しɺ提供して͍るɻ
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表１ 平成26年度卒業生学位授与の方針調査回答状況

学 部 コース等 回収枚数 卒業予定者数

人文社会科学部

人間情報科学コース 12 17

行動科学コース 21 24

文化システムコース 19 20

アジア文化コース 20 22

欧米言語文化コース 37 43

法学コース 53 57

経済コース 13 16

環境科学コース 33 34

教 育 学 部

学校教育コース 116 146

特別支援教育コース 17 13

日本語・地域文化コース 22 23

スポーツ教育コース 29 29

美術・デザインコース 26 24

書道コース 4 4

音楽コース 14 12

工 学 部

応用化学・生命工学科 63 71

マテリアル工学科 62 63

電気電子工学コース 71 77

情報システム工学コース 54 59

機械システム工学科 80 81

社会環境工学科 54 58

農 学 部

生命資源科学コース 29 30

生物産業科学コース 25 28

応用生物化学課程 30 41

森林科学コース 19 23

農村環境デザイン学コース 17 21

共生環境学コース 14 16

動物科学課程 25 31

共同獣医学科 26 32



̐ɽ୯Ґͷऔಘঢ়گௐࠪ
前ड़の調査ɺ学ੜによるࣗݾධՁɺͭ·Γ学ੜの主؍的なؒ接ධՁの݁ՌなのͰɺ͞らに؍٬的な

σータとしてɺฏ成�5年のଔ業ੜの୯Ґऔಘঢ়گΛ調査しͨɻ
「学Ґ授༩のํ」のࡦఆに͋ͨͬてɺ初よΓ「ݕ証Մ能ੑ」Λҙࣝしɺ「ΧリキϡラϜ・νΣο
ク・リετ」Λಉ࣌に࡞成しͨɻ͜Εɺ教育ϓログラϜΛ構成͢る֤科͕ɺ「学Ґ授༩のํ」のͲ
の項にد༩して͍るの͔Λࣔしͨ表Ͱɺد༩のঢ়ଶにԠ͡て˕ɺ○ɺ˚Λ͋てて͍るɻ１ͭの科͕
１ͭの「学Ґ授༩のํ」の項にରԠして͍る͜とগな͘ɺ΄とΜͲの߹ɺ１ͭの科ɺෳ
の「学Ґ授༩のํ」の項にରԠして͍るɻ
͜の「ΧリキϡラϜ・νΣοク・リετ」Λ༻͍てɺฏ成�5年にଔ業しͨ学ੜのऔಘしͨ科と「学

Ґ授༩の項」Λ手࡞業Ͱ確認しɺू計Λͨͬߦɻ
ू計݁Ռの一例Λਤ４にࣔ͢ɻ˕ɺ○ɺ̊ の͕１ͭもな͍項の͋る教育ϓログラϜな͔͕ͬͨɺ

ҭͷ࣭อূͱ*3ڭ

66

図１ 「学位授与の方針」調査結果の例

図２ 「学位授与の方針」達成状況自己評価結果の例

図３ 「学位授与の方針」カリキュラム評価結果の例



ଟ͘の教育ϓログラϜͰਤ４のよ͏に「ら͖ͭ」͕ݟらΕͨɻ͜の「ら͖ͭ」ΛͲのよ͏にஅ͢
るの͔し͍͕ɺਤ１の調査݁Ռと͋Θͤてɺ·ずݱঢ়ΛѲ͢るͨΊのσータとなる͜とΛظ
して͍るɻ

̑ɽ·ͱΊͱޙࠓͷ՝
本ߘͰɺҎ前にࡦఆしͨ「学Ґ授༩のํ」に͍ͭてɺଔ業ੜの達成ঢ়گ等の調査Λ݁ͨͬߦՌΛ

報告しͨɻ͜Εらの݁Ռɺ͋͘·Ͱも「ݱঢ়」Λࣔして͍るͩけなのͰɺ֤教育ϓログラϜͰ͜の݁
ՌにҙຯͮけΛ͏ߦɺͭ·Γ「学Ґ授༩のํ」ͦのものٴび達成にಋ͘ΧリキϡラϜのධՁΛ͜͏ߦ
と͕ඞཁͰ͋るɻࡏݱɺ֤教育ϓログラϜにݕ証Λґཔして͓ΓɺΧリキϡラϜの改ળ等にͭな͕る͜
とΛظして͍るɻ
組織的な教育改ળのͨΊにɺఆظ的に͜のよ͏な調査͕ඞཁになる͕ɺし͔しɺ「学Ґ授༩のํ」

教育ϓログラϜຖにࡦఆして͍るのͰɺ教育ϓログラϜຖに調査༻ࢴΛ࡞成しͨΓɺଔ業研究のࢦಋ
教һにアンέーτ࣮ࢪΛґཔしͨΓ͢るなͲɺ調査の࣮ࢪに大ม手͕͔͔ؒるɻͦのͨΊɺఆظ的な
調査Λܧ続してͨ͏ߦΊにɺԿら͔のγεテϜ化Λݕ౼͢るඞཁ͕͋るͩΖ͏ɻ
岩手大学Ͱɺฏ成��年͔らのՔಇΛࢦしてɺ学ੜ向けのϙーτϑΥリΦ・γεテϜの構築Λ進

Ίて͍るɻ͜のγεテϜɺࣗの୯Ґऔಘঢ়گΛ確認Ͱ͖る「ཤमঢ়گ確認γεテϜ」とɺࣗの授
業学Ґ授༩のํにର͢る達成ΛࣗݾධՁ͢るͨΊの「達成ࣗݾධՁγεテϜ」͕組Έ߹Θ͞Ε
る༧ఆͰɺ͜の「達成ࣗݾධՁγεテϜ」のதにɺ学Ґ授༩のํの達成ঢ়گ等ΛࣗݾධՁ͢る組
ΈΛऔΓೖΕる༧ఆͰ͋るɻ
͜のγεテϜͰɺ学Ґ授༩のํにݶらずɺ学मؒ࣌等ΛؚΊͨ学मঢ়گに͍ͭても回Ͱ͖るよ

͏になͬて͓Γɺޙࠓɺ学੶൪߸とରԠͮける͜とによΓɺ成ΛؚΊ༷ͨʑなσータとؔ連ͮけΛ
して͍るɻ౼ݕる͜とΛ͢༺׆るσータとして͢ࢿɺ教育改ળに͍ߦ
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図４ 平成25年度卒業生「学位授与の方針」対応単位取得科目数（例）
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࣭ ٙ Ԡ 

Ｑ．学位授与方針調査の結果、DPの見直しの議論になったと伺ったが、達成度が不十分な場合、見
直す対象はDPそのものなのかCPなのか、それとも具体的なカリキュラムなのか。
̖ɽ·ずɺ͜の݁ՌΛ;·͑てΧリキϡラϜΛݟ直͢͜とΛґཔして͍るɻདྷ年に改組
Λ͢るのͰɺ৽し͍D1ɺ$1Λ࡞るࡍに͜の調査Λ͔׆して΄し͍と͓͍ئして͍るɻ

Ｑ．総合データベース構築中と伺ったが，閲覧権限はどこまでなのか。
̖ɽࠓ୲ʢػ構ʣの教৬һし͔アクセεͰ͖な͍ɻ報୲の෭学と相ஊしてܾΊる
༧ఆͰ͋るɻ

Ｑ．単位取得状況調査について，現時点では取得した単位数に差があるとのことだが、結果をノー
マライズする予定はあるか。
̖ɽ·ずɺݱঢ়ΛΓ͔ͨͬͨのͰɺ「調てΈͨ」と͍͏と͜ΖͰ͋るɻしら͘ਖ਼ن
化ͤずにɺ୯७にੵΈ͋͛ͨͰٞΛ͏ߦ༧ఆͰ͋るɻ

図５ 学生向けポートフォリオ・システム概念図



教学評価体制の構築へ向けての現状と課題

北海道大学 ຊٶ ३

̍ɽ͡Ίʹ
北海道大学Ͱɺฏ成��年に文部科学省大学ؒ連携共ಉ教育推進事業として࠾༻͞Εͨ「教学ධՁ
体੍ʢIRωοτϫークʣによる学士課程教育の質保証」ʢIUUQ����HQ☚IiHI☚IPLVEBi☚Bc☚KQ�ʣによΓɺIR
ʢIOTUiUVUiPOBM RFTFBrcIɿؔػ調査・研究ʣΛಋೖしɺಛに教学にؔ͢るධՁ体੍の構築Λ進Ίて͍るɻ
本事業北海道大学ʢ表ߍʣɺ͓のਫঁ子大学ɺླྀٿ大学ɺ大ࡕ立大学ɺۄ川大学ɺಉࣾࢤ大学ɺ
ؔ学院大学ɺߕೆ大学のࠃ公ࢲ立大学８͕ߍ連携して͓Γɺࠓ年４年Λܴ͑ͨɻ教育のޮՌଌఆ
にඞཁなσータとしてɺ成授業ධՁなͲの直接ଌఆσータと学ੜの学शߦಈɺੜߦ׆ಈɺࣗ 認ࣝɺݾ
大学教育の満なͲ成Ռにࢸる·Ͱのա程ΛධՁ͢るؒ接ଌఆσータ͕ॏཁになるɻಛに組織的にߦ
͏ؒ接ଌఆに͍ͭてɺ日本Ͱඋ͞Εて͍な͍എ͕͋ܠるɻͦ͜Ͱ本事業Ͱɺ学ੜΛରとしͨ
学ੜ調査とӳޠ力調査ɺطଔ者Λରとしͨଔ業ੜ調査Λ基൫として͓Γɺ直接ଌఆとؒ接ଌఆΛ組Έ
߹Θͤͨ教学ධՁ体੍Λ組織的に構築͢る͜とΛඪとして͍るɻ
本Ͱɺ主に北海道大学に͓ける教学ධՁ体੍の構築にؔ͢るݱঢ়と課題Λड़ɺ体੍の構築にີ

接にؔΘͬて͍る大学ؒ連携共ಉ教育推進事業大学IRίンιーγアϜのऔΓ組Έに͍ͭてもհ
͢るɻ

̎ɽւಓେֶͷֶڭධՁମ੍
ฏ成��年９݄の文部科学省大学ؒ連携共ಉ教育推進事業࠾に߹Θͤてɺ北海道大学高等教育推進ػ
構にIRωοτϫーク推進室͕ઃஔ͞Εͨɻ推進室ɺ表ߍとして大学ؒ連携共ಉ教育推進事業推進の
த৺的ׂΛ୲͏とともにɺ学の教学にؔ͢るσータのऩूɺ分ੳɺ報告Λ୲ͬて͍るɻ総߹大学Ͱ
͋る北海道大学の連བྷ体੍ɺ一部の部局ؒͰߦࢼࡏݱதͰ͋る͕ɺਤ１のよ͏な体੍Λ組Ή͜とによͬ
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図１ 教学評価体制における役割の循環



て教学ධՁの1D$AαΠクϧ͕回Γ࢝Ίて͍るɻਤ１に͓͍てɺઢIRػ能͕ಇ͘Ҏ前の体੍Λ表
して͍るɻ༷ʑな調査͜Ε·ͰもߦなΘΕて͓Γɺ報告ॻなͲも発͞ߦΕて͍るɻし͔しɺ「調査ɺσー
タऩू」͔ら「ධՁɺ運営」に৳びるҹΛઢͰࣔして͍るよ͏にɺ調査報告ॻとして·とΊͨ࣌
Ͱऴྃしɺσータଘ͢ࡏるもののඞཁと͢るʢ͋る͍વΘる͖ʣ部ॺに有ޮにΘらな͍
ঢ়گに͋ͬͨɻIRωοτϫーク推進室ઃஔҎ߱ɺਤ１のӈଆグϨー部分にͨるIRػ能͕ಇ͖ɺ֤
部局ؒͰの教学σータɺ֤छ調査݁Ռの共有ɺσータ分ੳɺ݁Ռप等Λ୲͏͜とによͬてɺਤࣔしͨ
４ͭのׂ͕॥Λ࢝Ίて͍るɻ۩体的にɺIR୲よΓ調査σータのϑィーυόοクΛ報告ॻの提ग़
ͩけͰな͘ɺ୲者と໘ஊͰ͍ߦɺͦΕとಉ࣌に連བྷථʢ部局Ͱ調査σータ͕Ͳのよ͏に立ͬͨ
͔ɺ部局͕ͬ࣋て͍るଞのσータとIRωοτϫーク推進室͕ͭ࣋σータとのクロεू計による৽ͨな分
ੳཁなͲのࡌهΛґཔʣΛ回しɺ৽ͨなσータ提供調査ґཔΛडけɺಘらΕͨ݁ՌΛ࠶び໘ஊͰ報
告͢る॥Ͱ͋るɻ
教学ධՁ体੍に͓ける学と学֎の連携ؔΛࣜ的に表しͨの͕ਤ２Ͱ͋るɻ大学IRίンιーγ

アϜɺ学士課程の質保証γεテϜΛ推進͢るͨΊにɺ北海道大学ɺ大ࡕ立大学ɺಉࣾࢤ大学ɺߕೆ
大学の４͕ߍઃ立ߍとなΓ����年９݄にઃ立͞ΕͨίンιーγアϜͰ͋るɻ���5年６݄ࠃࡏݱの
ɺͦの݁ՌΛG1AなͲの直接ଌఆσー͍ߦ共通の学ੜ調査Λ͕ߍ加ໍして͓Γɺ֤͕ߍ��立大学ࢲ公ࠃ
タと߹ΘͤてσータϕーεγεテϜに֨ೲしɺグラϑ化して相互ൺֱ͢る͜と͕Մ能になͬて͍るɻਤ
２にࣔしͨωοτϫーク北海道大学Ͱࡏݱ構築தの例Ͱ͋るもののɺଟ͘の部局͕ؔػ連携͢る
͜とによͬてɺࣗ学の教学ΛධՁしɺ教育の改ળ改革に立てて͍る一ํɺ日本の大学全体の教学ධ
Ձにも͢ࢿる׆ಈͰ͋る͜と͕Θ͔るɻͨͩしɺ͜の連携のதͰɺ֤大学ؒ学Ͱ͋ͬても֤部局ؒ
Ͱ運営ํ֤छσータのऔΓѻ͍公開ํに͕ࠩ͋る͜とવͰ͋るɻڠ力的͔ඇڠ力的͔な
Ͳと͍͏題Ͱな͘ɺ֤連携ؔػと৻ॏにٞΛॏͶͭͭɺํϧーϧΛఆΊな͕らIR׆ಈΛ進Ί
て͔ߦなけΕならな͍͜とΛڧ調し͍ͨɻ

̏ɽ֤ௐࠪͷ֓ཁ
８大学Ͱ連携して͍る大学ؒ連携共ಉ教育推進事業Ͱɺ学ੜ調査ɺଔ業ੜ調査ɺӳޠ力調査の３ͭ
の調査Λ基൫として推進して͍るɻ͜͜Ͱ学ੜ調査の݁ՌΛத৺にͦΕͧΕの調査֓ཁΛड़るɻ

̏ʵ̍ɽֶੜௐࠪ
学ੜ調査ɺ８大学͕共通ઃΛ༻͍ɺ１年ੜと্ڃੜʢ大学によΓର学年ҟなるʣΛରに࣮
にର͢るධՁҙࣝڥ教育׆ɺ大学ੜگ学शঢ়ޠɺӳگして͍るɻઃɺ大学に͓ける学शঢ়ࢪ
にؔして���項Ҏ্のଟذにΘͨͬて͍るɻ࠷৽の����年の調査に͓ける回ɺ１年ੜɺ্ڃ
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図２ 教学評価体制における連携関係



ੜともに１ສ݅Λ͑ɺ計２ສ名Ҏ্の学ੜ͕参加͢る大ن調査になͬて͍るɻ連携ߍɺͦのઃஔ
形ଶɺ地域ɺن等͕ଟ༷Ͱ͋る͜と͔らɺ日本の大学ੜ૾としてภΓのな͍ฏۉ的なσータΛूΊる
͜と͕Մ能となΓɺϕンνマークとなΓಘるσータのऩू͕進ΜͰ͍ると͑ߟて͍るɻ����年の調査
によͬてಘらΕͨσータに͍ͭてɺ８大学全体Λ·とΊて分ੳしͨಘらΕͨ݁Ռ֓ཁҎԼの通ΓͰ͋
るʢৄࡉに͍ͭてɺ大学ؒ連携共ಉ教育推進事業の6RLɿIUUQ����HQ�IiHI�IPLVEBi�Bc�KQ�よΓ「IRωο
τϫーク報告ॻ����」Λ参রʣɻ

̍ʣֶੜͷؒ࣌ͷํ͍
年ൺマΠφεࡢ程ɻؒ࣌ɺ１िؒͨΓ２ؒ࣌「Λআ͘ʣࢽࡶ・ಡॻΛ͢るʢマンΨ」ੜのڃ্・
��☚�分ɻ
・ࣗशؒ࣌ɺ１年ੜɺ্ڃੜともにࡢ年にൺて૿ؒ࣌���加ʢ１年ੜؒ࣌���ɺ্ڃੜ�☚ؒ࣌�ʣɻ

̎ʣάϩʔόϧԽͷରԠྗ
ੜに͓͍てɺ「ҟ文化のਓʑにؔ͢るࣝ」ʢ８Ґɿࣝɺ能力にؔ͢る��項の質தɺ「大͖͘ڃ্・
૿͑ͨ」ʴ「૿͑ͨ」の߹計回ׂ߹のԼҐ͔らのॱҐʣɺ「ҟ文化のਓʑとڠ力͢る能力」ʢ１Ґʣɺ
ʢ３Ґʣɺ「グローόϧな題の理ղ」ʢ５ҐʣとのઃͰɺԼҐにภͬて͍るɻ「の運༻能力ޠࠃ֎」
・１年ੜと্ڃੜのൺֱによΓɺ能力の৳び͕࠷も大͖͍項ɺ「ଔ業ޙにब৬͢るͨΊの準උの程」
Ͱ͋Γɺ日本の大学ੜのグローόϧ化のରԠ力͍݁Ռとなͬて͍るɻ

̏ʣঁੑͷ༏Ґੑ
・調査項全ൠに͍ͭてɺঁੑのߠఆ的回のׂ߹͕高͍ɻ
・「授業࣮ݧにग़る」ɺ「大学֎ͰアϧόΠτ事Λ͢る」ɺ「授業ؒ࣌Ҏ֎にɺ授業課題準උ学शɺ
෮शΛ͢る」ؒ࣌ঁੑのํ͕͍ɻ

・大学ੜ׆のదԠײに͍ͭてɺಛに্ڃੜに͓͍てঁੑ͕దԠして͍る༷子Λ͜͏と͕Ͱ͖るɻ
・学ੜੜ׆のॆ࣮ײɺ満ײもঁੑ͕高͍ɻ学श׆ಈのΈならずɺ大学ੜ׆全ൠΛ通͡てঁੑのੵੑۃ
Λ支࣋͢る݁Ռとなͬͨɻ

Ҏ্の݁Ռɺۙ年の日本のฏۉ的な大学ੜ૾Λ表して͍るものと͑ߟらΕるɻ
͞らにɺ北海道大学のಛに͍ͭてɺ一例Λհ͢るɻਤ３ɺೖ学ޙに学ੜ͕֫ಘ͢るࣝ能力

Λ��項にΘͨΓͨずͶて͍るɻ回ɺ「大͖͘૿͑ͨʢ５ʣ」ɺ「૿͑ͨʢ４ʣ」ɺ「ม化なしʢ３ʣ」ɺ
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図３ 入学後に学生が獲得する知識や能力（2014年１年生調査）



の５ஈ֊となͬて͓Γɺ１年ੜ͕����年ळに回しͨ݁ՌͰ͋「ʢ１ʣͨͬݮ大͖͘」ɺ「ʢ２ʣͨͬݮ」
るɻ北海道大学と８大学の͢ての回Λׅހのࣈにஔ͖換͑てฏۉしͨものΛグラϑのॎ࣠と
しͨɻ
グラϑ͕ࣔ͢通Γࣗ学のڧΈとऑΈ͕Ͱ؍٬的に໌ら͔になͬて͍るɻ北海道大学の͕ɺ８大

学全体にൺֱして͍項として立ͭのɺ「専門分学科のࣝ」Ͱ͋る͕ɺ１年次教ཆ教育の
ΈΛͬߦて͍る͜と͔らݟるとɺೲಘのͰ͖るͰ͋Γɺ事࣮３年ੜの調査Ͱ͜の大͖͘৳び
て͍るɻ北海道大学の͕立ͬて高͍項な͍もののɺ男ঁผɺೖࢼ形ଶผɺ学部ผなͲのৄࡉな
分ੳΛ͍ߦɺ݁ՌのղऍΛ͢る͜とͰよΓ۩体的なڧΈとऑΈ͕໌ら͔になΓɺ改ળに向͔͏ண؟͕
໌確になる͜と͏ݴ·Ͱもな͍ɻ

̏ʵ̎ɽଔۀੜௐࠪ
ଔ業ੜ調査ɺ大学Ͱの学मঢ়گ༷ʑな͕ݧܦɺࣾ会ͰͲのよ͏に͔͞׆Εて͍るの͔Λ໌ら͔に

しͭͭ͋るɻ例͑ɺ専門科にऔΓ組Ή৺とࡏݱに͍ͭて͍る能力ʢ「ҟなͬͨҙݟΛͭ࣋ਓʑ
Λ理͢る力」ɺ「題の本質ݪҼΛۃݟΊる力」ɺ「ࣗら学び続ける力」なͲʣとの͕ؔ分ੳ͞Εて
͍るɻ北海道大学に͓͍てɺಛに学部ؒの͕ࠩ大͖͘ɺಛ的な݁Ռとなͬて͓Γɺ学部୲者の࠙
ஊࢿྉとして༻͍て͍るɻ

̏ʵ̏ɽӳྗޠௐࠪ
ӳޠ力調査Ͱɺ学ੜ調査のӳޠ学शঢ়گに加͑ɺ一部の連携大学Ͱඪ準テετと学ੜのཤमύター

ンΛৄࡉな分ੳΛͬߦて͍るɻ「ಡΉɺฉ͘ɺΓとΓɺ話͢ɺॻ͘」の۩体的なࢦඪとのରԠؔ໌͕
ら͔に͞Εɺॱ次ੑɺ体ੑܥΛͨͬ࣋ӳޠΧリキϡラϜʢグローόϧ・ϞδϡーϧʣのࡦఆΛࢦして
͓Γɺ大学のӳޠ教育ΧリキϡラϜの改ળと質保証に׆༻͢る͜と͕Մ能となΓͭͭ͋るɻ全体的な
ӳޠ能力Λ調査݁Ռ͔ら၆ᛌ͢るとɺͦのԼの向൱ఆͰ͖な͍もののɺ調査݁ՌΛもとに改ળΛ
化し͍ͨ能力Λ্ঢͤ͞るͨΊڧるɻෆ͢る͋る͍͢ࡏらΕͨ連携大学もଘݟ力の্ঢ͕ޠӳ͍ߦ
のཤमύターンΛ提ࣔ͢る͜ともࢦして͓ΓɺධՁ質保証にؔしてଞの科に͍ͭてもಉ༷の基準
Λࡦఆ͢る事例となΓಘると͑ߟて͍るɻ

̐ɽ·ͱΊ
·とΊとしてɺIR׆ಈΛ推進͢る͏͑Ͱ北海道大学に͓͍てු͔び͕͋ͬて͍る課題に͍ͭてड़
るɻ

̍ʣֶੜͷௐࠪ݁ՌͷϑΟʔυόοΫ
調査݁Ռに͍ͭてɺϗーϜϖーδ্に公開して͍るもののɺ分͔Γ͘͢ɺ学ੜのにཹ·るよ͏
な形Ͱのϑィーυόοク͕Ͱ͖て͍な͍ঢ়گͰ͋るɻ一部の授業Ͱಉ༷の調査Λ݁ͨͬߦՌɺ調査݁Ռ
とࣗのঢ়گΛൺֱしɺࣗ分のෆ部分Λ改ળしよ͏と͢る༷子͕ݟらΕͨɻޙࠓの課題Ͱ͋る͕ɺ
ϑィーυόοク学ੜのͨΊにもॏཁͰ͋ると͑ߟて͍るɻ

̎ʣσʔλͷूɺ෦ؒہͷ࿈ܞ
部局ؒの連携に͍ͭてɺ֤部局の教һ事務୲者と直接໘ஊ͢る͜とによΓɺޡࡨߦࢼͰ進Ίて
͖ͨɻ໘ஊ࣌に調査݁ՌΛ提ࣔしɺٞΛ進Ίる͜とによͬてɺ加σータʢ部局としてͲ͏ѻ͏の
͔۩体的なアΠσアのな͍σータʣの提供͕͋ΓɺͦΕとطଘの学ੜ調査なͲのσータΛ接続しͨ分ੳ
に発ల͢る͜ともଟ͘ɺσータのूと連携͕進Έͭͭ͋るɻ۩体的にɺ全体と֘学部とのൺֱΛ
提ࣔ͢るなͲしɺࣗ学部のಛΛѲͰ͖るよ͏ࢿྉの提供Λͬߦて͍るɻ

̏ʣڭҭվֵͷಓے
֤छ調査݁Ռɺ教育改革に͓ける؍٬的なࢿྉとして༻͍らΕɺ৽ͨな教育ϓログラϜग़にͭな
͕ͬて͍るɻ専門教育に͓͍てɺ֤学部のཁに߹Θͤてɺσータの分ੳと提供Λ͍ߦɺのͪにͦΕ

ҭͷ࣭อূͱ*3ڭ

72



ら͕֤部局Ͱ۩体的にͲのよ͏に立てらΕて͍るの͔Λฉ͖औΓΛ࢝Ίて͍るɻ前ड़の通Γɺ教学
ධՁの1D$AαΠクϧ一部分Ͱ回Γ࢝Ίͨと͜ΖͰ͋Γɺ大学全体に·Ͱ͖ߦͬて͍な͍ஈ֊Ͱ
͋る͕ɺ連携ߍΛ͡Ίとして֤大学とੵۃ的に報ަ換しͭͭɺ連携事業表ߍとして有༻な事例
の発৴Λͬߦて͍͖͍ͨɻ
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Ｑ．IRネットワーク推進室の全学的な位置づけを教えてほしい。責任の所在は。
̖ɽ教学ධՁに͔͔Θる専の教һ͕２名͍るɻ෭学となͬて͍るɻ

Ｑ．８大学の調査の結果だが、他大学と調査方法は統一しているのか。また、北海道大学はインター
ネット調査であったが、サンプルバイアスのような心配はないのか。
̖ɽ֤大学によͬて調査ํ๏ҧ͏ɻ回しͨ学ੜと回しな͔ͬͨ学ੜのG1AΛൺてΈ
͕ͨ大ࠩな͔ͬͨのͰɺ調査ํ๏による݁Ռに৺な͍と͑ߟて͍るɻ



持続的質保証を目指す山形大学型EMIR
～山形大学EM部の挑戦 ～

山形大学 ླ ୡ࠸

山形大学Τンローϧϝンτ・マωδϝンτ部͕E.ɺIRΛͲのよ͏にとら͑ɺͲのよ͏に͑ߟて͍る
͔ɺͦしてɺ࣋続的質保証Λͨ͢ࢦΊにͲのよ͏に׆༻して͍る͔Λ報告͢るɻ
·ずE.に͍ͭてɺ����年にถࠃͰ有名な研究大学Ͱ理理学のテニϡアτラοクにͬて͍ͨ

δϣン・マグϫΠϠത士にɺߍͰ͋るϘετンΧϨοδ͔ら「アυϛογϣンのσィϨクターとして
て͖て΄し͍」とཁ͕͋Γɺത士ɺテニϡアτラοクΛࣺてɺアυϛニετϨーターとしてͬؼ
ɻͦしてɺ学ੜ͕ू·らな͍ɺ͋る͍ू·ͬͨ学ੜ͕͙͢に転学ɺୀ学͢ると͍͏ෛのεͨͬؼにߍ
ύΠラϧのղܾにऔΓ組Μͩと͜Ζ͔ら࢝·るɻ「一ਓの学ੜ͕大学にೖ学しͨらɺ本ਓ͕学අとظ
にݟ߹ͬͨ学ੜੜ׆ΛૹΕる͔Ͳ͏͔と͍͏ࢹͰ学ੜΛ支援͢る͜とɺͭ·Γॎܕに組織͞Εて͍る
事務組織Λԣஅ的に理͢る」と͍͏͜と͕ɺE.のࠜ本Ͱ͋ると͑ݴるɻ
学ੜΛなΜと͔ूΊてもɺୀ学してし·͏とɺ学ੜืूにͨͬίετ͕ແବになるɻ大学に興ຯΛ

もɺेޙにೖ学͢るɻೖ学ޙして߹֨しͨئࢤしɺئࢤ͕ํͨͬ࣋ 分満しͨ学ੜੜ׆Λૹͬてもら͏ɻ
ͨͩしɺͦ の満͕学අとظにݟ߹ͬͨものͰ͋るඞཁ͕͋るɻ転学͕͋る程ࣗ༝なアϝリΧͰɺ
ͬͨ学අと提供教育αーϏε͕ݟ߹Θな͍と転学して͍͘ɻ
ೖͬͨ学ੜ͕満して大学にΓ続けɺྑ͍ݧܦΛしてɺଔ業࣌にࣗݱ࣮ݾΛՌͨ͢ɻଔ業ޙɺ

ଔ業ੜとしてɺ大学とྑ͍ΘΓ߹͍Λͮͭͪ࣋けɺ年次のدɺ͝子ଉのೖ学ɺͦしてɺ͘なͬͨ
と͖のҨ産のد等に·Ͱͭな͛るɻ一ਓのਓ͕ؒɺ͋る大学に興ຯΛͨͬ࣋ॠ͔ؒら͘なる·Ͱɺ
大学͕ͦのਓのਓੜとし͔ͬΓと͓͖߹͍͢ると͍͏αΠクϧΛӬ続͢る͜とͰɺࣗ分ͨͪのཉし͍
学ੜΛཉし͍ͩけडけೖらΕる͜と͕E.Ͱ͋るɻ
ํ๏としてɺ؆ܿに͑ݴɺマーέティング手๏Λ༻͍てɺマωδϝンταΠクϧΛ回して͍͘͜

とͰ͋るɻE.ɺ「大学調査なͲによͬて支͑らΕɺઓུ的なϓランニングによͬて組織͞Εɺ学ੜの
大学બɺ大学ೖ学ɺࡏ学தの教育αーϏεɺٳ学・ୀ学の્ࢭɺʢଔ業ޙもؚΊͨʣ学ੜのকདྷなͲに
ؔΘる支援ॾ׆ಈΛ総߹的にマωδϝンτ͢る͜と」Ͱ͋るɻ͜͜に͓͍てɺ大学調査͕IRに相͢るɻ

第
二
分
科
会
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Ұਓͷֶੜ͕̖େֶʹೖֶͨ͠Βɺ充分
彼が学費と、期待に見合ったֶੜੜ׆Λૹ
ΕΔ͔Ͳ͏͔ͱ͍͏ࢹͰɺֶ ੜΛࢧԉ͢Δ͜ͱɺ
ͭ·Γॎܕʹ৫͞Ε͍ͯΔࣄ৫Λԣஅ
తʹཧ͢Δͱ͍͏͜ͱ͕&.ͷࠜຊͰ͋Δɻ

Dr.Daniel Sarancino “Enrollment Management”より作図されたもの



A.AによるマーέティングのఆٛͰɺ「マーέティングとɺ٬ސɺґཔਓɺύーτφーɺࣾ 会全体
にとͬてՁの͋る提供Λ・達・達・ަ換͢るͨΊの׆ಈͰ͋Γɺ一連の੍ɺͦしてϓロ
セεͰ͋る」と͋るɻ·ͨɺίτラーによΕɺ「マーέティングとɺݸਓूஂ͕ɺ͓よびՁ
のとަ換Λ通͡てɺͦのニーζཉٻΛ満ͨࣾ͢会的・理的ϓロセεͰ͋る」と͋るɻ͜ΕらΛ
もとにɺ大学マーέティングΛ͑ߟると「E.ɺ学ੜՁɺ学ੜՁ࠷大化のͨΊの組織一体と
なͬͨμΠφϛοクな׆ಈ」Ͱ͋ると͑ݴるɻ「学ੜのՁのٴびͦの࠷大化」ΛΊ͟͢׆ಈͰ͋るɻ
マーέティングの発Ͱ͏ݴとɺ学ੜࢹに立ͪɺ学ੜ͕͍͔に成Ͱ͖る͔と͍͏と͜ΖにࢹΛ
ஔ͘ɻ
学ੜの「ͨΊ」Ͱな͘学ੜの「立になͬて」͑ߟる͜と͕ඞཁͰ͋るɻݸਓ的な͑ߟԱଌΛϕー

εにٞ͢るのͰな͘ɺσータFA$5Λத৺にٞ͢る組織文化Λৢ成͢るඞཁ͕͋るɻ͕ͩɺ例
͑ɺݐ学のਫ਼ਆ等の教育ؔػとしての͍ࢥೖΕॏཁͰ͋るɻࢢ͕͜͏͍͏教育Λしてཉし͍͔らɺ
とͬݴてもɺࣗ分ͨͪ͜のͨΊにଘ͢ࡏるɺと͍͏ݐ学のਫ਼ਆΛม͑るඞཁવな͕らな͍ɻͨͩ
しɺͦのと͓Γ教育͕ग़དྷて͍る͔と͍͏͜とΛɺσータFA$5ΛもͬてνΣοクして͍͘͜と͕ඞ
ཁͰ͋るɻσータ͕ԾઆΛ立てͨΓɺ次の改ળࡦΛࣗવと日本ޠͰग़しͨΓɺと͍͏͜とແ͍ɻσー
タ͔ら本質ΛಡΈղ͘のৗにਓؒͰ͋るɻ1D$Aの̘Λ࣮͢ݱるͨΊにσータΛ͏ɻアυϛογϣ
ンにؔしてもɺԿにしてもσータ͕ඞཁと͍͏͜とͰ͋るɻ
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山形大学Τンローϧϝンτ・マωδϝンτ部の業務ɺೖ学前͔らଔ業ޙ·ͰΛ͋る程Χόーして
͍るɻࡏݱɺᶃに分Ҏ্力Λͬて͍るঢ়͕ͩگɺதŋظ的にɺׂ߹ΛᶃɿᶄɿᶅΛ３ɿ４ɿ３
͙ら͍にして͍けΕと͑ߟて͍るɻ

して͍るσータΛɺ学ੜIDͰͭな͍Ͱ౷߹して分ੳしよࡏして͍るγεテϜ͍ͭてɺ学に༺
͏と͍͏୯७なものͰ͋るɻ接৮σータɺೖࢼσータɺೖ学࣌のアンέーτɺI$Χーυによるग़ܽσー
タɺ成等औಘして͍るɻͦのଞɺ相ஊཤྺ·ͩσータऩू͢る͜とΛ調தͰ͋るしɺࡏ学தの
学ੜ満回ऩにۤઓして͍るɻ݁Ռとしてɺ全てのσータूΊ͖ͬてな͍ঢ়͕ͩگɺਫ਼と͍
͏͔らͨݟ߹ɺྑ質なσータ学に͋·Γ保有͞Εて͍な͍͜とも分͔ͬͨɻ
例͑ɺब৬にؔ͢るσータͰɺا業名にؔしても前͔גޙ͔גのҧ͍ɺاͨࣅ業名によるا業
のಛఆのࠔも͋ΓɺԿ県͔らདྷてԿ県にͨͬؼɺͲ͜の県にͨͬߦ等と͍ͬͨ分ੳもਖ਼し͘Ͱ͖な͍
͜と͕分͔ͬͨɻͨͩɺฏ成�5年͙ら͍͔らม化しɺ͋る学部Ͱ進࿏の݁ՌͩけͰな͘ϓロセεも
͍͍ͨと͍͏͜とͰɺ進࿏にؔ͢るアンέーτΛଔ業ੜ全һに͏ߦ等のม化もग़て͖ͨɻ学部͕しͬ
͔ΓるͧとなΕɺࠃ立Ͱ͋ͬてもσータू·ͬて͘るのͰɺঃʑにͰ͋る͕ਫ਼の高͍分ੳ͕
Մ能になͬて͖て͍るɻ
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IRのํ͑ߟͰॏཁな͜とɺ「ҙܾࢥఆの支援」Ͱ͋るɻʠ͍ࢥೖΕʡとಉ࣌にʠFA$5ʡもॏࢹしɺ͜
ΕΛ࣮͢ݱるɻσータアφリετɺ౷計の専門Ոɺ高等教育の専門Ոɺ教育৺理学の専門Ոと͍͏よ͏
に専門Ոଟ͍る͕ɺ山形大学Ͱ「ࣗ分の学ੜ大学ΛΓൈ͘専門Ո」ΛIRの専門Ոとして͑ߟ
て͍るɻ学ੜの成にର͢るʠ͍ʡとʠFA$5ʡとʠݧܦʡΛॏ͢ࢹる組織文化のৢ成Λࢦして͍るɻ

IRの成Ռɺҙܾࢥఆにد༩͢る͔Ͳ͏͔͕ॏཁͰ͋るɻσータ分ੳの݁ՌɺະདྷΛݟ通͢改ળࡦ
·Ͱ提Ҋしな͍ͨΊɺؔ༩͢るؔ者͕ٞͰ͖るͨΊの「͑ݴる化」͕大Ͱ͋るɻσータΛもと
にղऍΛΈΜなͰٞしな͕らɺ「なる΄Ͳ」となͬͨと͜ΖͰ進Ίて͍͘し͔な͍ɻͦ͏͍ͬͨίϛϡ
ニέーγϣンのଅ進ҙܾࢥఆ·Ͱのٞのੑ׆化のͨΊにɺσータΛ׆༻して͍るɻݱ͕Γ͍ͨ
のɺ分ੳࣜ౷計手๏Ͱな͘ɺޮՌの͋る改ળࡦと山形大学͑ߟて͓ΓɺͦのͨΊのώンτɺࣗ
らのアΠσアの確証Λग़͢の͕山形大学のIRの事Ͱ͋るɻ
山形大学ͰɺԾઆͮ͘Γίϛϡニέーγϣンଅ進のͨΊにɺタブϨοτΛ׆༻しɺ分ੳ݁Ռ͕ଈ
৮֮に͞し͍γεテϜΛಋ・֮ࢹɺΘ͔Γ͘͢ɺ美し͍Ϗϡーɺਓؒの͘ྑ͕ੑ࡞にग़ͤてɺૢ࠲
ೖして͍るɻָ͍͘͢し͍΄͏͕ɺΈΜな͕৮るɻσータのઆ໌ͩけよΓもɺ࣮ࡍにࣗ分の手Ͱѻ
͑るとɺ「͓ーɺͦ͏͔ͦ͏͔」と͍͏ೲಘײもੜ·Εるɻ
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·ͱΊ

σータΛ「共通ޠݴ」としͨٞɺσータにϞνϕーγϣンΛ͞ىשΕるٞのͨΊにɺ֤学部・部
ॺのݱ࣮務Ոのߦಈに͢ࢿる報・ػ会の提供Λ͏ߦɻະདྷのҙܾࢥఆにد༩͢るσータと「ݱ࣮
務Ոʹ改革改ળの専門Ո・࣮務の専門Ո」のࣗらの大学文຺Ͱのղऍ͕ॏཁͩと͑ߟて͍るɻಛにΘΕ
ΘΕඇ営ར組織にɺಠಛの߹ҙ形成文化͕͋るͨΊɺΈΜな͕「ͦ͏ͩɺͬてΈよ͏」とならなけ
Ε進·な͍ɻͦのͨΊにɺΈΜな͕ٞに参加͢るඞཁ͕͋るɻ「8F BrF TNBrUFr UIBO NF�ʢΈΜ
なのҙݟҊ֎ਖ਼し͍ʣ」ɺ「Θͨしͨͪɺࢲ一ਓよΓも͍ݡ」͜ ͏͍ͬͨू߹の׆༻Λ大学のதͰも
ͬて͍͖͍ͨと͑ߟて͍るɻ
大学の本質「学ੜՁとͦの࠷大化」に向͔͏ͨΊのɺϏδϣン・Ձの共有ɺ改ળのू߹Λ

ग़͢るIRɺ݁Ռ的に࣋続的質保証Λ͢ࢦ山形大学ܕE.IRΛɺ山形大学Ͱࢦして͍͖͍ͨɻ

ҭͷ࣭อূͱ*3ڭ
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参照基準策定の現状と課題
－物理学分野を例に－0)

山形大学 ҆ా३Ұ

̍ɽ͡Ίʹ
参র基準とɺ֤分の学士課程に͓͍て学ੜ͕にける͜とΛظ͞Εる能力等Λ·とΊͨもの
Ͱ͋Γ 1ðɺ֤大学͕֤学部͓よび学科の学शඪΛಉఆ͢るࡍの参ߟとなるものͰ͋る 2ðɻ·ͨ෭次的に
ɺ参র基準Λ高ߍੜ͕進࿏Λબ͢るࡍに参ߟに͢る͜とɺا業等͕׆༺࠾ಈͰ参ߟに͢る͜とも
ఆ͞Εて͍るɻ
࣮質的にػ能͢る参র基準Λࡦఆ͢るͨΊにɺࡦఆのա程ΛΦーϓンにしɺ୭も͕ݕ౼Ͱ͖るঢ়گ

に͢る͜とɺ参র基準のਖ਼し͍理ղに基͍ͮͨҙݟΛ広͘ूΊて༰にө͢る͜とɺͦしてɺࡦఆ͞
Εͨ༰͕प͞Εる͜となͲ͕ඞཁになるɻͦ͜Ͱ本ߘͰɺ参র基準のܦҢ項に͍ͭて֓આしɺ
理学分の参র基準のݱஈ֊Ͱのঢ়گに͍ͭてதؒ的に報告͢るɻ

̎ɽࢀরج४ͷ֓ཁ
��� Ңܦ
参র基準のٞͰ基ૅとなる͜と͕ଟ͍のɺฏ成��年にதԝ教育৹ٞ会͕提ग़しͨ「学士課程教育

の構築にΉけてʢਃʣ」Ͱ͋る 3ðɻಉਃͰɺ学士課程に͓͍て学ੜ͕にける͜と͕ظ͞Εる
能力として「学士力」Λ提ࣔしͨɻ学士力として͛ڍらΕͨ能力ɺίϛϡニέーγϣン能力理的
Λ༩͑るものͰ͋ͬͨɻͦのͨΊɺಛఆの学部学科͕分ผに学ࢦ力なͲɺ֤分に共通͢るߟࢥ
शඪなͲΛಉఆ͢るࡍに参ߟͰ͖るࢦผに供͞Εるඞཁ͕͋ͬͨɻͦ͜Ͱ日本学ज़会ٞͦのࢦ
の組Έに͍ͭて৹ٞしɺฏ成��年に「大学教育の分ผ質保証のࡏΓํに͍ͭてʢ回ʣ」ΛऔΓ·
とΊͨɻҎདྷɺ֤ 分の学ڠ会等も参ըして参র基準のࡦఆ͕ߦΘΕて͖ͨɻ日本理学会ฏ成�5年
に日本学ज़会ٞ理学ҕһ会と連携して参র基準のࡦఆΛ進Ίる͜とΛܾΊɺ理教育ҕһ会͕ݪҊࡦ
ఆΛ͜Ε·Ͱ務Ίて͖ͨと͜ΖͰ͋るɻ

��� ४ͷ༰جরࢀ
参র基準の主ཁな構成項次の３ͭͰ͋る 4ðɻ
ᶃ ֘学分にݻ有のಛੑ
ᶄ ֘学分Λ学Ϳ͢ての学ੜ͕にける͖基本的なૉཆ
ᶅ 学शํ๏ٴび学श成ՌのධՁํ๏にؔ͢る基本的なํ͑ߟ
理学の߹ɺ֤項に͍ͭてɺ次の͜とΛهड़͢るɻᶃͰɺ理学にݻ有のɺࣗવの認ࣝのํɺ

ࣗવのؔ༩のํΛهड़͢るɻᶄͰɺ理学Λ学Ϳ͜とによͬてɺԿΛઆ໌Ͱ͖るよ͏になるの͔ɺ
ԿΛ͜͏ߦと͕Ͱ͖るよ͏になるの͔Λهड़͢るɻ·ͨɺͦΕらの能力͕ɺ৬業ੜ׆ɺ͓よびɺࢢຽੜ
能力Λഓ͏ͨΊにඞཁͨ͛ڍに͓͍てɺͲのよ͏にに立ͭの͔Λ۩体的にઆ໌͢るɻᶅͰɺᶄͰ׆
な学शํ๏の工ɺ͓よびɺͦの学श成ՌのదなධՁํ๏Λهड़͢るɻ
参র基準のࡦఆに͓͍て「大学教育のଟ༷ੑΛଛなΘずɺ教育課程ฤ成にる֤大学のࣗ主ੑ・ࣗ

ੑ͕ଚॏ͞Εる組ΈΛҡ࣋͢る͜とŉ 1ðとཹҙ͞Εて͍るɻ۩体例としてɺ項ᶄのهड़にࡍし
て「事্࣮ಛఆの授業科の開ઃΛඞ須のものとしな͍よ͏ɺ一ఆのநੑΛهͨͤͨ࣋ड़と͢るŉ 1ðな
Ͳとड़らΕて͍るɻ参র基準の༰ந的͔ͭแׅ的なものͰ͋るͨΊɺ֤大学͕ͦΕͧΕの理೦
と࣮ݱにଈしてɺ学शඪΛࣗ主的・ࣗ的に۩体化しɺ教育課程Λฤ成͢るඞཁ͕͋るɻ
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��� ४ͷҙٛجরࢀ
参র基準の一ٛ的なҙٛɺ֤大学͕֤学部学科の学शඪΛಉఆ͢るࡍに参ߟとして立てる͜

とͰ͋るɻ·ͨ෭次的にɺ参র基準ɺ高ߍ·Ͱの理教育Ͱ立てる͜ともͰ͖るɻ1I4A���6の
調査݁ՌによΕɺզ͕ࠃに͓ける「理科学शにର͢る道۩的なಈͮػけ」のঢ়گ๕し͘な͍よ͏Ͱ
͋るʢ表１ʣɻ۩体的にɺ「ࢲࣗ分のに立ͭとΘ͔ͬて͍るのͰɺ理科Λษڧして͍る」「কདྷࣗ分
のब͖͍ͨ事Ͱに立͔ͭらɺ力して理科の科Λษ͢ڧる͜と大ͩ」なͲの項にରしてߠ
ఆ的な回Λしͨੜెのׂ߹に͍ͭてɺզ͕ࠃ0E$DॾࠃのฏۉΛ大͖͘Լ回ͬて͓Γɺ調査に参加
しͨ5�͔ࠃ・地域த5�ҐͰ͋る５ʣɻ理Λ学Ϳੜె͕ɺ「Ͳ͏して理Λ学Ϳඞཁ͕͋るの͔」「͜の·
·理Λ学び続けるとࣾ会ͰͲのよ͏に׆༂Ͱ͖るՄ能ੑ͕͋るの͔」なͲのٙΛ๊͘͜とɺし
し͜ىΓಘるものと͑ߟらΕるɻ͜Εらのੜెのٙに教һ͕͑ɺੜెΛಈͮػけるࡍにɺ参র基
準Λ立てらΕるՄ能ੑ͕͋るɻもし͘ɺͦもͦもੜెに理学Λ学Ϳҙٛに͍ͭての͕ٙੜ͡な
͍よ͏な授業Λ教һ͕ઃ計͢る্Ͱɺ参র基準Λ׆༻Ͱ͖るɻ
͞らにɺا業等のब৬͓よび׆༺࠾ಈに͓͍てもɺ参র基準に立ͭՄ能ੑ͕͋るɻͨと͑ɺਓ

事୲者͕理ਓࡐのಛΛݟるࡍの参ߟとしてɺ·ͨɺ学ੜ͕ࣗࣗ分のಛΛࣗݾ分ੳ͢るࡍの参
Ͱ͖るՄ能ੑ͕͋るɻ༺׆として参র基準Λߟ

��� ଞͷঢ়گΛؚΉશମతͳਐߦঢ়گ
参র基準初３年ؒͰ��程の主ཁ分Ͱࡦఆ͞Εる͜と͕ඪと͞Εͨɻฏ成��年３݄��日࣌

Ͱ��分ʢܦ営学ɺޠݴ・文学ɺ๏学ɺՈ学ɺػց工学ɺ理科学ɺੜ学ɺ木工学・ݐ築学ɺ
科学ɺٿྉ工学ɺ治ɺ地理学ɺ文化ਓྨ学ɺࣾ会学ɺ৺理学ɺ地ࡐ学ɺ地域研究ɺྺ史学ɺࡁܦ
公表ॱʣの参র基準͕公表͞Εて͍る΄͔ɺ９分ʢ化学ɺిిؾ子工学ɺ学なͲʣの分ผҕһ会
Ͱ参র基準の͕࢝౼ݕ·ͬて͍るɻ理学分Ͱɺ前ड़のよ͏にɺ理教育ҕһ会͕ݪҊのࡦఆΛ進
Ίて͍るɻݪҊͦのޙɺ日本学ज़会ٞに提ग़͞Εる༧ఆͰ͋るɻ

ҭͷ࣭อূͱ*3ڭ
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表１ 理科学習に対する道具的な動機づけ指標についての調査結果 5)

調査項目
肯定的な回答の割合（％）

日 本 OECD平均

私は自分の役に立つとわかっているので、理科を勉強している 42 67

将来自分の就きたい仕事で役に立つから、努力して理科の科目を勉強するこ
とは大切だ 47 63

理科の科目を勉強することは、将来の仕事の可能性を広げてくれるので、私
にとってやりがいがある 41 62

私は理科の科目からたくさんのことを学んで就職に役立てたい 39 56

将来勉強したい分野で必要となるので、理科の科目を学習することは重要だ 42 56



̏ɽཧֶͷࢀরج४ࡦఆͷঢ়گ

本અͰɺ参র基準の主ཁ項のதͰもɺγンϙδϜの趣旨にಛにؔ連しͨ項ᶄ「֘学分
Λ学Ϳ͢ての学ੜ͕にける͖基本的なૉཆ」に͍ͭてɺͦのૉҊとしてݕ౼͞Εて͍る༰の
ঢ়گΛհ͢るɻ項ᶄͰࣔ͞Εるࣝ能力͕ҙٛΛͭ࣋局໘にɺʢ１ʣ৬業ੜ׆に͓ける局໘ɺʢ２ʣ
に͓ける局໘ɺʢ３ʣਓੜͦのものに͓ける局໘͕ఆ͞Εて͍るɻҎԼͰɺ֤׆ຽੜࢢ 局໘に͓͍て
Ͳのよ͏なࣝ能力͕ɺͲのよ͏にに立ͭՄ能ੑ͕͋る͔Λ例ࣔ͢るɻ

ʢ̍ʣ ৬ۀੜ׆ʹ͓͚Δہ໘
理にؔΘる��大学�5学科のଔ業ੜΛରにしてɺ理学の学びΛ通͡てにけͨ能力の৬業্
のҙٛに͍ͭて調ͨ調査͕ɺ覧۩らによͬてߦΘΕて͍る 6ðɻ調査項の一ͭとしてઃけらΕͨ「学
部࣌に理Λ学Μͩ͜と͕͜Ε·Ͱのキャリアࡏݱの事ͰͲのよ͏なͰに立ͬて͍·͔͢」
と͍͏質にରしてɺࣗ༝هड़ΛؚΉ��項の回બ͕ࢶ༻ҙ͞Εて͍るɻͦのબࢶのதͰɺ理
学にݻ有の能力としてಛに͞Εる能力͕ɺ「৽し͍科学ٕज़のݪ理Λ理ղしར༻Ͱ͖る」「༷ʑな
課題に͍ͭて本質的なཁૉΛநग़しɺϞσϧ化Ͱ͖る」と͍͏２ͭの能力Ͱ͋るɻ͜Εらの能力ݱ
ɺಛに業の業छに͓͍て立ͬて͓Γɺ͞らにɺ研究開発ɺٕज़理・اըの৬छに͓͍て
立ͬて͍る͜と͕グラϑ͔らಡΈऔΕるʢਤ１ɺਤ２ʣɻ参র基準の༰Ҋɺ͜ のよ͏な࣮証的なࠜڌ
にも基͍ͮてɺݕ౼͞Εて͍るɻ
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図１ 各業種における物理を学んで役だっている点 6)

図２ 各職種における物理を学んで役だっている点 6)



ʢ̎ʣ ໘ہΔ͚͓ʹ׆ຽੜࢢ
ࣾ会Ͱੜ͖て্͍͘Ͱに立ͭ能力としてɺ「ࣗવݱにΘるݥةΛ༧ଌしɺదに回ආͰ͖る」能

力͕͛ڍらΕるɻͨと͑ɺ理Λ学Μͩ者ɺࣗಈंの運転に͓͍てաੵ͕ࡌな͔ͥݥةΛ理ղして
͍るɻͭ·Γɺաੵࡌによͬてɺंのॏ৺͕高͘なΓόランεΛऔる͜と͕ࠔになる͜とɺੑ׳質
ྔ͕大͖͘なΓ੍ಈڑ͕͘なる͜とΛ理ղして͍るɻ͜のよ͏にɺݱのഎޙの理๏則Λ理ղ͢
る͜とɺ日ৗੜ׆のதͰੜ͡͏るੑݥةΛ༧ଌしɺదに回ආͰ͖るよ͏なஅ力にもͭな͕るɻ

ʢ̏ʣ ਓੜͦͷͷʹ͓͚Δہ໘
理学の学びΛ通͡て֫ಘ͞Εるࣝ理ղɺਓのੜ͖ํͦのものにもد༩し͏るɻ理学͕ର

と͢る͍の一ͭにɺ「ӉͲのよ͏にして࢝·ͬͨの͔」なͲզʑのଘࡏにؔΘる͍͕͋るɻ理
学ɺӉのݯى等に͍ͭてɺ࣮ݧ؍ଌに基͍ͮͨ一ͭの͑Λ༩͑る͜と͔らɺզʑ理学の学
びΛ通͡てɺզʑのଘࡏにؔしてແͰ͋る͜とによるෆ安ΛܰݮͰ͖ɺਫ਼ਆ的にタϑにੜ͖るͨΊの
Λಘる͜と͕Ͱ͖るɻ

̐ɽࢀরج४ͷݪҊࡦఆʹΘΔ՝
参র基準のࡦఆにࡍしてɺ理学と۩体的な৬業ੜ׆の͕ܨΓΛऩू͢るඞཁ͕͋るɻͭ·Γɺ༷ʑ
な৬業に͓͍て࣮ࡍにɺ理学Λ学ΜͰಘらΕͨ能力͕Ͳのよ͏に立ͬて͍るの͔ɺ理ਓ͕ͦࡐの
能力Λ発͢شる໘ׂにͲのよ͏な͜と͕͋るの͔ɺなͲの報ΛूΊる͜と͕͔ܽͤな͍ɻ一
ํͰɺ理ਓࡐにଟ༷な৬業Ͱ׆༂Ͱ͖ると͍͏ಛ͕͋る͕ɺ͜Εͦの໘ɺ参র基準のࡦఆに
͓͍てɺ༷ʑな業छにؔ͢る報Λ広͘ऩू͢るඞཁ͕͋る͜とΛҙຯ͢るɻ͜のよ͏な調査覧۩ら
によͬてな͞Εて͍る͕６ʣɺࠓ回の参র基準のࡦఆにࡍしてɺͦのよ͏な調査ΛͲのよ͏にɺͲ͜·Ͱ
͖͔と͍͏課題に͍ͭてٞの༨地͕͋るɻ͏ߦ
も͏一ͭの課題ɺ参র基準Λ͍͔に׆༻Մ能なものに͢る͔と͍͏͜とͰ͋るɻ参র基準の༰ɺ

���અͰもड़ͨよ͏にɺந的にهड़͞ΕるͨΊɺଟ͘のؔ者にとͬて۩体的なΠϝーδ͕༙͖ͮら
͍ものになるՄ能ੑ͕͋るɻͦ͏なΕɺ参র基準͕׆༻͞ΕるՄ能ੑ͘なるのͰな͍͔ɻͦの
よ͏な事ଶΛఆしてɺԿら͔のରࡦΛ講͡て͓͘ඞཁ͕͋るɻͨと͑ɺ༰͕͋る程ఆ·ͬて͖
ͨஈ֊Ͱɺؔ者͓よびࣾ会に広͘༰Λ公開しɺίϝンτΛืू͢る͜と͕͑ߟらΕるɻͦΕらのί
ϝンτΛ参র基準の༰にөͰ͖る͜とも͋るͩΖ͏しɺもし͘ɺͦのίϝンτΛ参ߟにしてɺ参
র基準の༰ΛΘ͔Γ͘͢ղઆしͨものなͲΛผに࡞成͢る͜とも͑ߟらΕるɻ

̑ɽ͓ΘΓʹ
಄Ͱもड़ͨよ͏にɺ࣮質的にػ能͢る参র基準Λࡦఆ͢るͨΊにɺ理学にΘるଟ༷なؔ
者͔らɺ参র基準のਖ਼し͍理ղに基͍ͮͨҙݟΛूΊる͜となͲ͕ඞཁになるɻಡ者のํʑにɺޙࠓ
も参র基準にؔ৺Λͬ࣋て͍͖ͨͩɺօͰよΓྑ͍参র基準Λ࡞Γ͋͛らΕるよ͏ɺ改ળのͨΊの͝ҙ
し͍ͨɻ͍ئΛ͓ݟ

Αͼ͓ݙจߟࢀ
̌ʣ 本ߘɼԼه文ݙΛɼڐΛಘて転ࡌしͨものͰ͋るɽ安田淳一郎「理学分の参র基準ࡦఆの

ঢ়گʢなͥ理学Λ学Ϳの͔ʣ」大学の理教育ɼ２ר��߸ɼ65ô6�ʢ���5ʣɽ
１ʣ 日本学ज़会ٞʰ大学教育の分ผ質保証のࡏΓํに͍ͭてʢ回ʣɦʢ����ʣɽ
２ʣ 大学͕学Ґ授༩のํなͲΛ໌ࣔ͢る͜とɼ大学基準ڠ会なͲ֤認証ධՁؔػの基準ͰఆΊら

Εて͍るɽ
３ʣ தԝ教育৹ٞ会ʰ学士課程教育の構築に向けてʢਃʣɦʢ����ʣɽ
４ʣ ͜のଞの基本的な項としてɼ「֘学分のఆٛ」と「ࢢຽੑのᔻཆΛΊ͙る専門教育と教ཆ

教育のؔΘΓ」͕͋るɽ·֤ͨ分の事にԠ͡てɼಠࣗの項Λ加͢る͜ともͰ͖るɽ
５ʣ 研究ॴʰੜ͖るͨΊのࣝとٕ能３ɿ0E$Dੜెの学श౸達調査ʢ1I4Aʣ���6年ࡦ立教育ࠃ

ҭͷ࣭อূͱ*3ڭ
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Ｑ．これから参照基準がどのように活用されるのがよいのか。
̖ɽඞずしも全ての学分に͍ͭて学ज़会͕ٞࣔしͨϑϨーϜのதͰҙਤ通Γにॻ͍て͍
るとݶらな͍ɻ参র基準Ͱॻ͍てし·͏とධՁにΘΕるのͰな͍͔と͍ͬͨڪΕ
͕共通して͋Γɺ形֚化のةዧ͕ए͋ׯるよ͏にݟडけらΕるɻし͔しɺ参র基準Λ参
ΊらΕてٻの͋る教育ඪΛࣗ立的にग़して͍͘͜と͕ੑݸにしな͕らɺ֤大学Ͱߟ
͍るɻ
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2009-14年度卒業時調査よりみた大学教育の
現状と課題 －初年次教育の重要性－

東北学院大学 ย Ұஉ

̍ɽh ࣌՝ఔʱਃҎ߱ͷେֶվֵɿʮ࣭อূʯͷֶ࢜
����年のத教৹ਃʰ学士課程の構築に向けて ʢɦҎԼʰ学士課程ʱਃ」Ͱɺ大学教育の質保証ʹ

「学士力」と͍͏学शアτΧϜの保証と͍͏໌͕ํ͑ߟ確にଧͪग़͞Εͨɻ͢なΘͪɺ·ず֤大学３
ͭのϙリγーʢアυϛογϣン・ΧリキϡラϜ・σィϓロマϙリγーʣΛ໌ࣔ͢ると͕ٻΊらΕるとಉ
にɺ౸達ඪとしての「学士力」͕提ࣔ͞Ε͕ͨɺ͜Ε「大࣌

ㅟ
学
ㅟ
ଔ
ㅟ
業
ㅟ
࣌
ㅟ
の
ㅟ
学
ㅟ
श
ㅟ
成
ㅟ
Ռ
ㅟ
のٴݴ」͕初Ί

てな͞Εͨ͜とになるɺと͍͏ʢ山田 ����ɿ��ô��ɼݪ文ʣɻh 学士課程ʱਃͰɺ大学ଔ業࣌
·Ͱに֫ಘ͞Εる 「͖学士力」́ ౸達ඪ͕参ߟ基準として例ࣔ１͞Εるとともにɺ学士課程Λ通͡て
学ੜ参加ܕの授業ʢアクティブ・ラーニングʣによͬて「学士力」Λ育成しɺ大学教育の質保証Λ୲保
͢る͜と͕ٻΊらΕて͍るɻ
ۚ子ʢ����ɿ４ô��ʣによΕɺ͜͏しͨ質保証の基準としてɺҎԼの３͕ͭ͋ると͍͏ɻ͢なΘ

ͪɺᶃ「ઈର基準」ʢ「大ଔ者のࣝ・学力͕ɺ໌確にఆٛ͞Εͨ一ఆのਫ準Λ満ͨして͍る͜と」ʣɺᶄ
「Πンϓοτ基準」ʢ「大学に͓ける教育༰に͍ͭてɺͦ ΕΛ満ͨして͍る͜とΛ基準として質の保証と
Έるํ͑ߟ」ʣɺᶅ「アτΧϜ基準」ʢ「学ੜにͲのよ͏なࣝ・ٕ能Λ形成して͖͔ͨΛ基準と͢る質
保証」ʣͰ͋Γɺ͜の͏ͪᶅ「アτΧϜ基準」Ͱ質保証Λݕ証͖ͩ͢と͍͏ɻ·ͨɺ「アτΧϜ基
準」のࢦඪとしてɺۚ子１ʣ専門ྖ域ผの学श౸達テετɺ２ʣ専門ྖ域Λ͑ͨ一ൠ的能力Λଌ
ఆ͢るテετɺ３ʣ学ੜの学शߦಈɺ授業のԠɺ４ʣ学शにؔ͢る学ੜのҙࣝ調査ɺの４ͭΛ্͛
て͍るɻ本ߘͰɺ͜の͏ͪ４ʣ学ੜのҙࣝ調査による学शアτΧϜのධՁに͍ͭてݕ౼しͨ݁ՌΛ
հし͍ͨɻ

̎ɽֶशΞτΧϜͷੳΈɿΧϨοδΠϯύΫτཧ
小ํʢ����ʣによΕɺۙ年ɺ͜͏して大学教育のアτΧϜΛॏ͢ࢹる向͕ڧ·͕ͬͨɺ日本Ͱ

大学のアτΧϜとԿ͔にؔ͢る߹ҙもな͞Εて͍な͍ͨΊにɺΤϏσンεϕーεの研究もগな͍
としてɺ͜の分Ͱઌ͢ߦるアϝリΧのΧϨοδΠンύクτ研究に͢るɻΧϨοδΠンύクτ研究
とɺATUiOʢ����ʣらによͬて提এ͞Εɺల開͞Εて͖ͨϞσϧͰɺ大学と͍͏的͕ڥ学ੜにٴ΅
ࣾ͢会化のϞσϧͰ͋るɻ͜のϞσϧɺ̞ɽΠンϓοτʢطಘ報ʣとしての学Ґऔಘのҙɺ高ߍ
なͲ͕ɺ̤ɽアτϓοτʢ成Ռʣとしての学Ґऔಘɺキャܠの成ʢG1AʣɺδΣンμーՈఉഎ࣌
リアऔಘɺ大学院進学なͲにӨ͢ڹるとಉ࣌にɺ̚ɽ͢ڥなΘͪ大学Ͱのཤम科ɺクラεɺ教ࢣɺ
専門分ɺ成ʢG1Aʣɺ学ੜੜ׆等のӨڹもհしてɺアτϓοτΛنఆ͢ると͍͏IôEô0ϞσϧͰ
͋るɻ͜のϞσϧΛもとにɺࣾ会化ΤーδΣンγーとしての大学のޮՌにしɺ۩体的に大学৽ೖ
ੜにର͢るアセεϝンτと্ڃੜΛରとしͨアセεϝンτΛ࣮͢ࢪる͜とͰ大学教育のࣾ会化ޮՌΛ
ଌఆしɺ理化͢る͜と͕ΧϨοδΠンύクτ研究Ͱ͋るʢ小川ɼ����ɿ��ʣɻ͜の͏ͪ本研究Ͱ大
学と͍͏的ڥʢ̚ʣ͕ɺଔ業࣌の学शアτΧϜʢвʣにٴ΅͢Өڹɺ͢なΘͪ̚ˠ̤のύεΛѻ
͏ɻ
な͓ɺアτΧϜに͍ͭてɺATUiOʢ����ʣ໘的－ߦಈ的次ݩと認໘－ॹ໘の次ݩΛ区ผし

てɺ４ͭの学शアτΧϜɺ͢なΘͪᶃ໘的－認的ɺᶄ໘的－ॹ的ɺᶅߦಈ的－認的ɺᶆߦ
ಈ的－ॹ的アτΧϜΛ区ผしͨʢ山田ɼ����ɿ９ô��ʣɻ͜の͏ͪɺ大学教育の主ͨるඪと͑ߟら
Εる໘的・認的発達のアτΧϜにؔしてɺ౷的に教育の質と͑ߟらΕて͖ͨ大学のબൈੑ

第
三
分
科
会
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話題提供１

１ 例ࣔ͞Εͨのɺᶃ文化・ࣾ会・ࣗવなͲにؔ͢るࣝ・理ղɺᶄίϛϡニέーγϣンεキϧɺྔ的εキϧɺ題ղ
ܾ能力なͲの൚༻的ٕ能ɺᶅࣗݾ理力・νーϜϫーク・ྙ理؍・ࣾ会的なͲ͔らなるଶ・ࢤ向ੑɺᶆ総߹的な
学श体ݧと的ߟࢥ力の４項Ͱ͋るɻ



１ਓ͋ͨΓの教育අなͲの組織ಛੑよΓもɺ教һと学ੜの相互࡞༻の͋Γํ͕ӨڹΛもͬて͍る͜と͕
໌ら͔に͞Εͨɻ·ͨと͘に認的発達にؔしてɺΓ大学の組織ಛੑよΓもɺ学ੜࣗの学श
のΠンϘϧブϝンτΤンήーδϝンτのもͭҙຯ͕大͖͍͜ともࢦఠ͞Εͨɻͦ͜Ͱɺ本ߘͰも学श
アτΧϜに͍ͭてɺ໘的な認的アτΧϜΛѻ͏ɻ

̏ɽڀݚͷ目తͱํ๏ɿֶशΞτΧϜͷܦมԽͱͦͷنఆҼ
໘的・認的学शアτΧϜとしてɺ表１にࣔしͨ６項Λ主成分分ੳしͨと͜Ζɺ����ô��年
の߹ซσータͰもɺ·֤ͨ年σータͰも１ͭの成分͕நग़͞ΕͨのͰɺ͜ΕΛ認的学शアτΧ
Ϝのείアとしͨɻ

͜の主成分ಘの推Ҡʢܦ年
ม化ʣΛ学科分ผ２にΈͨの
͕ɺ図１Ͱ͋る３ɻ͜Εによる
とɺ����年͔ら��年に͔
けてɺ͍ずΕの年も学科ྖ域
によͬて認的アτΧϜに有
ҙ͕ࠩ͋Γɺ一؏して理工ܥ学
科Ͱ͍ɻ·ͨ文科ܥͰɺ
����年·Ͱɺਓ文科学ܥ
のアτΧϜ͕ࣾ会科学ܥΛ্回ͬて͍͕ͨɺͦΕҎ߱ਓ文科学ܥのアτΧϜ͕ԼしͨͨΊɺ྆
者のࠩҟফ໓しͨɻ·ͨɺ全体としてΈてもɺͲの学科ྖ域Ͱも認的学शアτΧϜӈ্͕ݞΓ
の্ঢ向ΛΈͤて͍るɻ
次に͜の認的アτΧϜΛنఆ͢るཁҼΛॏ回ؼ分ੳによͬてݕ౼しͨ݁Ռ͕表２Ͱ͋るɻ͜の表

２Ͱɺ����ô�5年のଔ業࣌調査σータΛϓーϧʢ߹ซʣしͨ͏͑Ͱɺ学科ྖ域のӨڹΛίンτロー
ϧ͢るͨΊに学科ྖ域のμϛーมʢ基準Χテΰリー理工ܥʣΛೖしͨ͏͑Ͱɺ学ੜによる教育ධ
Ձʢ͍Θ学ੜによͬて認͞Εͨ学शڥʣ͕ɺͲのよ͏にଔ業࣌の認的な学शアτΧϜにӨڹ
し͔ͨΈͨɻ͜Εによるとɺଔ業࣌の認的アτΧϜに࠷も大͖なӨڹΛٴ΅して͍ͨのɺ初年次
教育ʢ「一年次にɺ大学Ͱ学ͿͨΊの基ૅとなるࣝ・ٕ能Λにͭける授業Λडけɺに立ͬͨ」ʣͰ
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表１．認知的学習アウトカムの主成分分析結果

認知的学習アウトカム 2009-2014年度
生涯にわたって学び続けるための基礎となる能力や技能を身につけることができた 0.773
専攻した学問分野（学科）に関する基礎知識を身につけることができた 0.805
専攻した学問分野（学科）における基本的なものの見方・考え方を身につけることがで
きた 0.816

ものごとを広く多様な視点から理解し、自分を相対化・客観化してとらえることができ
るようになった 0.787

自分で課題をみつけ、自分のもっている知識や技能を活用してそれを解決できるように
なった 0.786

人生をよりよく生きようと考えるようになった 0.665
寄与率 59.8

２ ͜͜Ͱ͍͏学科分とɺᶃਓ文科学ྖ域ɿӳ文学科・総߹ਓ文学科・ྺ史学科・ޠݴ文化学科ɺᶄࣾ会科学ྖ域ɿܦ
ց能工学ػ・ɿ報科学科ܥ営学科・๏学科・ਓؒ科学科・地域構学科ɺᶅ理工ܦ・学科ࡁܦ学科・共ੜࣾ会ࡁ
科・ిؾ報工学科・ి子工学科・ݐڥઃ工学科Λҙຯして͍るɻ

３ ਤ１Ͱ年͝とに学科ྖ域͝との分ࢄ分ੳΛ͍ߦɺ有ҙ͕ࠩ͋る年ͦのԣに有ҙਫ準Λࡌهしͨɻ
ˎˎˎQʻ�����Λҙຯ͢るɻ

図１．領域別に見た認知的アウトカムの推移：2009-15年度



͋Γɺ͜ Εに次͍Ͱ学श支援ʢ「授業Ҏ
֎Ͱɺ教һ質・相ஊに͑るなͲ
学शの্の支援Λして͘Εͨ」ʣΧ
リキϡラϜの෯の広͞ʢ「Χリキϡラ
Ϝɺಛఆのྖ域ͩけͰな͘ɺ෯広͘
学るよ͏になͬて͍ͨʣɺ学शҙཉ
のىשʢ「授業Ͱɺ学ੜに学शҙཉの
力ڹな͞Εて͍ͨ」ʣ͕大͖なӨىש
Λもͬて͍ͨɻ
͜͜Ͱ͞Εるのɺଔ業࣌の調

査Ͱ͋るにもؔΘらずɺ初年次に͓け
る学शの基ૅ的εキϧのमಘ͕学शア
τΧϜに࠷も大͖なӨڹ力Λもͭ͜
とͰ͋Γɺ学ੜੜ׆のεターτ࣌の
学शࢦಋ͕ͦのޙも࣋続的なޮՌΛも
ͪɺଔ業࣌の学शアτΧϜに·ͰӨ
して͍ͨ͜とͰ͋るɻ͜Εに次͍Ͱڹ
Өڹ力Λもͬͨのɺ教һによる課֎
の学श支援と授業に͓ける学शҙཉの
Ͱ͋Γɺैདྷ͔らΧϨοδΠンύىש
クτ研究͕して͖ͨ学ੜࣗの学
शのΠンϘϧブϝンτのॏཁΛ確認
͢る͜と͕Ͱ͖ͨɻ
次にɺ図２ɺと͘にӨڹの͋ͬͨ

３ͭのنఆҼに͍ͭてɺنఆ力のม化
ΛΈͨものͰ͋るɻ͜Εによるとɺ初
年次教育のӨڹ力����年ଔ業ੜ
の͔ࠒらԼ͕Γ࢝Ίる͕ɺͦのޙɺ
����年·Ͱ্͕Γ続けて͍るɻͨ
ͩͦのؒもɺ����年Λআ͍てɺ学शア
τΧϜΛもͬともن͘ڧఆ͢るཁҼ
となͬて͍るɻଞํɺ学श支援����年·Ͱنఆ力͕͔͕ͬͨɺ����年Ҏ߱ɺ初年次教育に
ඖఢ͢るنఆ力Λࣔして͍るɻҎ্の͜と͔らΈてɺ認的学शアτΧϜۙ年ɺ向্͢る向に͋
ΓɺͦΕΛ支͑て͖ͨの初年次教育Ͱ͕͋ͬͨɺۙ࠷Ͱ͜Εに課֎Ͱの学श支援による学ੜの学श
ΠンϘϧブϝンτのಇ͖͔けのもͭൺॏも高·ͬて͖ͨɺと͑ݴるͩΖ͏ɻ

̐ɽΉ͢ͼɿେֶڭҭͷ࣭อূʹ͓͚Δॳ次ڭҭ
大学ੜの学शアτΧϜの質保証͕ॏཁな課題としてҐஔͮけらΕるよ͏になͬͨഎܠとしてɺࡾ

ʢ����ʣᶃ高ߍੜの授業֎学शݮ͕ؒ࣌গしͨと͍͏高ߍαΠυの題ɺᶄ大学ೖࢼのଟ༷化によΓ
બൈػ能͕ਰୀしͨと͍͏大学αΠυの題Λ͋͛て͍るɻ͍ずΕにͤよɺϢニーόーαϧஈ֊Λܴ͑ɺ
ྔ的に֦大しͨ大学教育ɺ����年のh 学士課程 ɦਃに͞Εるよ͏にɺଟ༷化しͨೖ学ੜΛܴ͑ɺ
教育の質保証Λͤ·らΕて͍るɻߥ井ʢ���5ʣによΕɺ高ߍの教育༰のݮに加͑てɺ大学ೖࢼの
ଟ༷化も͋Γɺ高ߍと大学のؔの͋Γํもɺैདྷの「ೖࢼબൈ」͔ら「教育接続」Ҡߦしͭͭ͋る
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表２．認知的アウトカムの規定因：2009-15年度

独立変数 β 有意水準
人文科学系ダミー 0.062 ***
社会科学系ダミー 0.064 ***
理工学系ダミー ref. ----
初年次教育 ①0.175 ***
授業の学年配当 0.100 ***
カリキュラムの幅広さ ③0.134 ***
シラバス情報 0.036 ***
授業目標の明確さ 0.105 ***
学習意欲の喚起 ④0.127 ***
成績評価基準 0.089 ***
履修指導 0.042 ***
学習支援 ②0.150 ***
自由度調整R2 0.464 ***

注）***：ｐ＜0.001 ①、②…は偏回帰係数の大きさの順を示す

図２．認知的アウトカムの規定因の変化
：年度別標準化偏回帰係数

４ ैདྷɺ初年次教育とิश教育ಋೖ教育なͲとのҟಉ͕ᐆດͰ͕͋ͬͨɺۙ 年Ͱࡍࠃ的なಈ向͔らΈてもɺ初年次教
育にಋೖ教育Λத৺に学士課程教育ϓログラϜキャリア教育の一部ΛؚΉものとして֓೦化͞Εて͍るʢᖛ名ɺ
���6ʣɻ͜Εにରしてɺิश教育「大学Ͱの学श・研究の前提としてඞཁͰ本དྷ高ߍ·Ͱにशಘ͖͢༰の教育」
ʢ山田ɺ���6ʣとしてɺ初年次教育と区ผ͞Εてఆٛ͞Εて͍るɻ



と͍͏ɻ͜の「教育接続」Λ࣮質化͢るものɺ「ิश教育ʢリϝσィアϧ教育ʣ」とともにɺ本ߘͰѻͬ
て͖ͨ初年次教育Ͱ͋る４ɻ࣮ࡍɺ「学力Լ」題Λഎܠに初年次教育Λಋೖ͢る大学૿͑ͭͭ͋る
͕ɺ·ͩͦのޮՌΛݕ証͢ると͍͏研究͕ੵ͞Εると͍͏ஈ֊にͬࢸて͓らずɺ֤大学もޡࡨߦࢼ
のঢ়ଶに͋るɻ初年次教育のޮՌのݕ౼ɺ教һの؍͔ら͜͏ߦともॏཁ͕ͩɺͦの一ํͰ学ੜのݟ
ํΛແ͢ࢹる͜とͰ͖な͍と͍͏ࢦఠも͋るʢ山田ྱ子 ���6ɼ山田߶史 ����ʣɻ
͜͏しͨ؍͔らɺࠓ回����年͔ら６年ؒにΘͨるଔ業࣌調査σータΛ༻͍てɺ学शアτΧϜΛ

ఆ͢るཁҼΛ୳ͬͨɻͦの݁Ռɺ໌ら͔になͬͨ͜とɺ認的アτΧϜͰɺ初年次教育͕もͬن
とも大͖なݙߩΛして͍ͨ͜とͰ͋ͬͨɻ͢なΘͪɺଔ業࣌の調査Ͱ͋るにもؔΘらずɺ初年次に͓
ける学शの基ૅ的εキϧのमಘ͕࠷ऴ的な学शアτΧϜに࠷も大͖なӨڹ力Λもͬて͓Γɺ学ੜੜ׆
のεターτ࣌Ͱの学शࢦಋ͕ͦのޙも࣋続的なޮՌΛもͪɺଔ業࣌の学शアτΧϜに·ͰӨڹして
͍ͨɻ͜の͜とɺ大学教育の質保証に͓͍て初年次教育͕ཁなҐஔΛࣔして͍る͜とΛҙຯ͢るɻ
本学の初年次教育のޮՌにؔ͢るݕ౼ʢ片瀬・ ����ʣ͔らɺೖ学Ҏ前とのൺֱ͔らΈてもɺと
͘に「ਤॻؗのར༻ํ๏文ݙΛ調る力」ɺ「Ϩϙーτ・文の文章࡞成ํ๏」͕ɺೖ学ޙの初年次教
育によͬて͋る程ɺशಘ͞Εͨと͑ߟる͜と͕Ͱ͖るɻ͞らに͜͏しͨ学शٕज़のशಘと学श໘に͓
けるదԠײとのؔΛݕ౼しͨ݁Ռɺ「基本的リテラγー」「報ࡧݕ・ऩू能力」͕に͍て͍る
͜と͕初年次教育にର͢るదԠײΛ高Ίて͍る͜と͕Θ͔ͬͨɻ͜のͰɺ初年次教育に͓͍てɺ
·ず基本的な学शٕ能報ऩू能力Λ高Ίる͜とに主؟Λ͓͘ඞཁ͕͋ると͑ߟらΕるɻ
ಋ力の֨ࠩͰ͋Γɺ初年次教ࢦの初年次教育の題として͕͋ͬて͍るの「୲教һのҙɺࡏݱ

育の的ɺ༰ɺਫ準に͍ͭて教һؒͰ߹ҙ形成調͕ਤらΕて͍な͍͜と」ʢ杉୩ ���6ʣͰ͋ると
͞Εɺޙࠓɺ初年次教育の֦大にͬて「ݸผのऔ組Έؒの調Λ全学的に͜͏ߦと͕·͢·͢ࠔに
なる」ʢ川ౢ ���6ʣと͍͏ࢦఠも͋るɻ͜Εにରしてɺ本学Ͱ����年よΓ「5GϕΠγοク」と͍
͏名শͰ主としてリテラγー教育ʢϝσィアリテラγーɺ౷計リテラγーなͲʣにॏΛஔ͍ͨ初年次
教育Λ全学的にల開して͍るɻ͜ΕίーσィωータΛத৺にɺ学部学科Λӽ͑ͨ教һ͕౸達ඪγ
ラόεなͲΛ共通化しɺ全学的にඪ準化͞Εͨ初年次教育Λ࣮͢ࢪると͍͏ものͰ͋るɻͦのଔ業ੜ͕
ग़る����年に·ͨɺࠓ回の初年次教育のޮՌのม༰に͍ͭて報告し͍ͨと͑ߟて͍るɻ

ʲߟࢀจݙʳ
બൈ͔ࢼと大学の接続ɿೖߍ本ত彦ฤஶʰ高ڮ・弘ࠀ井ߥ「બൈ͔ら教育接続ࢼೖ」弘ɼ���5ɼࠀ井ߥ
ら教育接続ʱۄ川大学ग़൛部ɿ９ô�6ɽ

ATUiO AMFYBOEFr 8� ���� ┅┷┷┩┷┱┩┲┸ ┪┳┶ ┉┼┧┩┰┰┩┲┧┩⓾ ┘┬┩ └┬┭┰┳┷┳┴┬┽ ┥┲┨ └┶┥┧┸┭┧┩ ┳┪ ┅┷┷┩┷┷┱┩┲┸
┥┲┨ ┉┺┥┰┹┥┸┭┳┲ ┭┲ ┌┭┫┬┩┶ ┉┨┹┧┥┸┭┳┲⓰ 0RY9 1rFTT�

片瀬一男・ࢢߞɼ����ɼ「初年次教育による高ߍと大学の接続ɿ東北学院大学教ཆ学部の߹」h 東
北学院大学教育研究ॴلཁʱ��ɿ５ô��ɽ

川ౢଠɼ���6ɼ「初年次教育のҙຯとҙٛ」ᖛ名ಞ・川ౢଠฤʰ初年次教育ɿྺ史・理・࣮ફ
とੈքのಈ向ʱؙળɿ１ô��ɽ

ۚ子ٱݩɼ����ɽ「質保証の৽ஈ֊」h IDEʱ5��ɿ４ô��ɽ
h「の課題ޙࠓ大学ੜの学श成Ռにؔ͢る研究ಈ向と」ɼ����ɼొࡾ 大学ूʱ��ɿ���ô���ɽ
小ํ直幸ɼ����ɼ「学ੜのΤンήーδϝンτと大学教育のアτΧϜ」h 高等教育研究ʱ��ɿ�5ô6�ɽ
小川ۈɼ����ɼ「Πンεティテϡーγϣφϧ・リαーνとアτΧϜධՁにؔ͢る研究ɿΧϨοδ・Πン
ύクτ研究に基ͮ͘

教学改ળの৽ల開」h 大学教育ʱ��ɿ１ô��ɽ
杉୩༞美子ɼ���6ɼ「日本に͓ける初年次教育のಈ向ɿ学部調査͔ら」ᖛ名ಞ・川ౢଠฤʰ初年次
教育ɿྺ史・理・࣮ફとੈքのಈ向ʱؙળɿ6�ô��ɽ

山田߶史ɼ����ɼ「学ੜのࢹΛ౿·͑ͨ初年次教育のల開ɿଟ༷化Λݟਾ͑ͨ教育改革の組織化に向けて」
ʰ島ࠜ大学ੜ֔学श教育研究センター研究لཁʱ５ɿ�5ô��ɽ
山田ྱ子ɼ���6ɼ「一年次・初年次教育Λ学ੜのࢹͰ͑ߟる」有本ߊ・北֞Ү༤ฤʰ大学力ɿਅの大学
改革のͨΊにʱϛωϧϰΝॻɿ5�ô6�ɽ

ʕʕʕʕɼ����ɼh 学士課程教育の質保証向けてɿ学ੜ調査と初年次教育͔らΈ͑て͖ͨもの 東ɦ৴ಊ
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Ｑ．卒業時の振り返りで初年次教育の評価が高かったという意味でよろしいか。
̖ɽͦ͏Ͱな͘ɺ認的アτΧϜにٴ΅͢Ө͍ڧ͕ڹと͍͏͜とͰ͋るɻඞずしも初年
次教育Λ高͘ධՁして͍るとݶらな͍ɻ

Ｑ．分析の中で６年分のデータを使用しているが，学部・学科・男女など項目を増やすと立体的な結
果がでるのではないか。
̖ɽ͍Ζ͍Ζؔ৺͕͋Γɺࢼして͍るɻࠓ回調査ؒظதに学部・学科改組等も͋Γɺ؆ུ
化ͤ͞て͍͍ͨͩͨɻ



初年次教育のおけるデートDV予防教育の提案

酪農学園大学 ਢլ ࢠ๎

の主な研究༰ɺD7ɺσーτD7༧にؔ͢る研究Ͱ͢ɻۙ年ɺ大学のキャンύεͰもσーτࢲ
D7ඃଟ͘ɺ࠷ѱの事ଶͰࢮにࢸる͜とも͋るとͬݴてもաݴͰ͋Γ·ͤΜɻۙ࠷の報道Ͱɺ
者と͍͏報道͕ଟ͘ฉ͔Εるよ͏になΓɺ͜Ε͕·͞にɺσーτD7のඃ「Εͨ͞ࡴ相手͔らࡍަݩ」
Ͱ͢ɻ
D7とɺDPNFTUic 7iPMFOcFのུͰ͢ɻ日本Ͱ����年４݄にD7ࢭ๏͕公͞Εɺ��݄に͞ߦࢪ
Ε·しͨɻD7と「ۮ者࿀ਓなͲີなؔに͋るɺຢ͋ͬͨ者͔ら振るΘΕる力」と͍͏ҙ
ຯͰ༻͞Εる͜と͕ଟ͍Ͱ͢ʢֳ男ঁ共ಉ参ը局ʣɻ
力Λ振͏ਓとɺ「し͍ؔになΕなる΄Ͳɺײ͕͘ڧなΓɺ力の質͕大͖͘なる͜と͕ଟ
͍」と͍͏ಛ͕͋Γ·͢ɻී通のਓɺし͍ؔになΕなる΄Ͳɺ༏し͍ײ͕͘ڧなるもの
Ͱ͢ɻ
ֳ͕࣮ࢪしͨฏ成��年３݄のɺࡀ��Ҏ্の5���ਓΛରとしͨ調査Ͱɺঁੑの����ˋʢ͓よ
ͦ４ਓに１ਓʣɺ男ੑの�6�6ˋʢ͓よͦ６ਓに１ਓʣ͕ɺۮ者͔ら１ͰもͻͲ͍力Λडけͨ͜と͕
͋ると回し·しͨɻ
Εて͔ら３回の改గΛ͓͜な͍ɺ����年にग़͞ΕͨD7͞ߦࢪ๏͕ࢭɺ日本Ͱ����年にD7ࡏݱ
ࢭ๏͕一൪ɺ৽し͍ものͰ͢ɻD7ඃΛडけて͍るਓ͕͍ͨらɺ保͕ྩ໋ޢग़͞Ε·͢ɻ保͞ޢΕる
のɺۮ者ɺݩۮ者ɺੜ׆Λ共に͢るަࡍ相手Ͱ͢ɻ����年に৽し͘ɺけ加͑らΕͨ事項ɺ「ੜ
してもらڈ者Λ２͔݄ɺ͔ࣗらୀと͍͏のも͋Γ·͢ɻ加ྩ໋ڈ相手」Ͱ͢ɻୀࡍΛ共に͢るަ׆
͍·͢ɻ͜のؒにɺඃ者ՙΛ·とΊてಀ͛る͜と͕ଟ͍Ͱ͢ɻ·ͨɺ接ۙྩ໋ࢭېと͍͏のも͋
Γ·͢ɻඃ者ɺ子Ͳもɺඃ者のに接ۙしな͍事Λ໋͡·͢ɻ͜ΕにҧΛしͨ߹ɺ１年ҎԼ
のʢܐ務ॴʣɺ·ͨ���ສԁのേۚになΓ·͢ɻ͜の๏によΓɺ͍ͩͿɺ加者にର͢るࢭ力
になͬて͍るとࢥΘΕ·͢ɻ
ֳ͕࣮ࢪしͨฏ成��年３݄のࡀ��ʙࡀ��·Ͱのަࡍ相手͕͍ͨ͜と͕͋るঁੑ���名ɺ男ੑ���

名Ͱɺঁ ੑの���� ʢ͓̀よͦ５ਓに１ਓʣɺ男ੑの���6 ʢ̀��ਓに１ਓʣ͕ 相手͔ら１Ͱも力ࡍަ
Λ振ΘΕͨ͜と͕͋ると回し·しͨɻ力Λडけͨ͜とによΓɺ��ˋ͕「৺のෆ調͕͖ͨى」ɺ
�5☚�ˋ͕「ɺΕな͍」ɺ��ˋ͕「アϧόΠτɺ事ɺ大学なͲΛΊͨɺม͑ͨ」と͍͏ඃ͕報告
͞Εて͍·͢ɻ͜Ε͕ɺ·͞にσーτD7Ͱ͢ɻ大学ੜにଟ͍࿀ਓಉ士のD7Ͱɺ೦な͕らɺσーτD7
Λ͢ࢭる๏͋Γ·ͤΜɻ
大学ੜのؒͰも題となͬて͍るɺετーΧーʢ͖ͭ·と͍ʣとɺ「ಛఆのਓの࿀Ѫײɺҙの

ߦ͕満ͨ͞Εな͔ͬͨ͜とにର͢る࠘Έॆ͢る的ͰɺਓͦのՈにରしてɺۤ௧力ײ
ҝΛ͜͏ߦと」とֳఆٛして͍·͢ɻετーΧーࢭ๏と͍͏のɺฏ成��年にԳ川のঁ子大ੜ
の題͔とࠃて͔らɺ๏͕Ͱ͖ると͍͏͜ともɺΘ͕͖ىにͰ͖ͨ๏Ͱ͢ɻ事͕݅ޙ事݅のࡴ
ΘΕ·͢ɻࢥ
ετーΧーඃΛडけて͍る࣌にܯに通報͢るとɺܯ加者にܯ告Λͩし·͢ɻし͔しɺ͜Ε

Λ࠘ٯΈして͖ͨى事͕݅ɺฏ成�5年に͖ͨىɺࡾୋのঁ子高ੜετーΧー事݅Ͱ͢ɻࡾୋのঁ子高ੜ
の事݅ΛडけてɺετーΧーࢭ๏ฏ成�5年に改ਖ਼͞Εɺ加者に６ϱ݄ҎԼの·ͨ5�ສԁҎ
ԼのേۚになΓ·しͨɻ͜ΕにもҧΛしͨ߹ɺD7とಉ͡ɺ１年ҎԼのɺ���ສԁҎԼのേۚ
と͍͏๏に改ਖ਼͞Ε·しͨɻ
͞てɺ「力とԿ͔ʁ」ɻ力の本質ɺ相手の支ʢίンτローϧʣͰ͢ɻ力ౖΓিಈੑ

Ͱ͜ىるものͰな͘ɺ力と͍͏ํ๏Λબびɺ相手ΛҖѹ͢るߦҝͰ͢ɻ·ͨɺ力Λ続けるਓɺ
力の൱ఆɺӨڹΛ小͘͞ධՁし·͢ɻ
力のछྨ４छྨに分けらΕて͍·͢ɻᶃ体的力にɺԥるɺऽるɺΛͬ࣋てҾ͖ずΓ·Θ
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話題提供２



͢ɺΛ͛ͭけるɺਕΛಥ͖ͭける等͕͋Γ·͢ɻᶄਫ਼ਆ的力にɺߦಈΛ੍͢ݶるʢϝーϧの
νΣοクなͲʣɺՈ༑ਓに会Θ͞な͍ɺ大Ͱౖ໐るɺ「͓前͕͓͔し͍」と͍͏ɺΘ͟とஏΛ͔͔
ͤるɺらͤな͍等͕͋Γ·͢ɻᶅࡁܦ的力にಇ͖に͍͔ͤな͍ɺੜ׆අΛ͞な͍ɺିし͓ͨۚ
Λฦ͞な͍等͕͋Γ·͢ɻᶆੑ力にɺੑߦҝΛڧཁ͢る等͕͋Γ·͢ɻ
D7力のαΠクϧによΓɺ支͞Εɺ力のな͔͔らൈけग़ͤな͘なͬて͍͖·͢ɻアϝリΧの৺

理学者LFOPrF E� 8BMLFr͕ߟҊしͨ力のαΠクϧΛࣔし·͢ʢਤ１ʣɻ

「ര発ظ」Ͱ大͖な力のޙɺ加者ɺ「εοキリ」してɺٸにɺ͞し͘なΓɺँͬͨΓɺϓϨθ
ンτΛങͬて͖ͨΓɺ「も͏ɺઈରに力振るΘな͍」なͲɺ͍ݴग़し·͢ɻ͔ͩらɺඃ者「本
༏し͍ਓなΜͩ」なͲとɺ৴͜͡ΜͰし·͍·͕͢ɺらΕるଆɺຏΓͬݮてし·͍·͢ɻͦのޙɺ
·ͨɺ加者ɺΠラΠラΛੵしてɺॏശの۱Λͭͭ͘よ͏にɺ相手Λۓுɺͤ͞て͍͖·͢ɻͦし
てɺര発ظͰɺ大͖な力Λ振る͍·͢ɻ͜のɺ力のαΠクϧɺ͡Ίɺ１͔݄に１͕ɺ２ि
ؒに１回ɺ１िؒに１回なͲɺͩΜͩΜとසൟに͓͜るよ͏になΓɺ力の༰も大͖͘なΓ·͢ɻ͜
Εらの͜と͔らɺඃ者マΠンυίンτローϧ͞Εて͍͖ɺಀ͛に͘͘なͬてし·し·͢ɻ
·͓ͨ互͍Λ大に͢るͬてͲ͏͍͏͔ؔもɺD7のඃ者加者にならな͍ͨΊにॏཁͰ ʢ͢ਤ

２ʣɻ
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怒りの

謝る、優しくなる

図１ 暴力のサイクル

不健康な関係 健康的な関係
　２人だけの世界になって、恋愛を生活の中
心にしてしまっている。外からの刺激を遮断し
ているので、暴力などの良くない事が起きた
時に、助けを求めることが難しい。

　２人の関係以外の色々なつながりを持って
いる事を表している。色々な人間関係に触れ
合う中で自分らしさを作っていくことができる。

図２ お互いを大切にする関係



のதにυοϓリと͔ͭͬて͍るঢ়ଶɻ͜の࿀Ѫのਤ２ਓのਓ͕ؒ２ਓのؔࠨɻ２ਓの࢛ؔ֯
の形͕ྑ͍と͍͏ϝοセーδ͕ϝσィアͰଟ͍Ͱ͢ɻӈのਤɺ２ਓのؔのதにɺೖͬて͍る部分
も͋Εͦ͏Ͱな͍部分も͋Γ·͢ɻ２ਓのؔҎ֎の৭ʑなͭな͕Γ͕͋る事Λ表して͍·͢ɻ৭ʑ
なਓؒؔに৮Ε͋͏தͰࣗ分らし͞Λͬ࡞て͍͘͜と͕Ͱ͖·͢ɻਓؒのपΓの青のઢͦのਓ
らし͞Λ表して͍·͢ɻӈのਤし͔ͬΓࣗ分らし͞Λͬ࣋て͍る͜とΛ࣮ઢͰ表して͍·͢ɻࠨのਤ
相手にؾに͍ͬてもら͏ࣗ分らし͞Λ手์してし·ͬて͍る事ΛઢͰ表して͍·͢ɻࣗ分らし͞Λ
形成͢るの͕し͘なΓ·͢ɻࠨのਤ２ਓͩけのੈքになͬて͍るのͰɺ力なͲྑ͘な͍事͕͖ى
てもͦのؔΛऴΘらͤる͜と͕し͘なΓ͕ͪͰ͢ɻ·ͨɺ͕ؔऴΘるとόランεΛ大่͖͘͢͜
とも͋Γ·͢ɻӈのਤ２ਓのؔのதͰྑ͘な͍͜と͕͖࣌ͨىɺपΓにTPTΛٻΊ͘͢ɺؔ Λऴ
ΘΓに͢るબもࠨのਤよΓとΓ͍͢Ͱ͢ɻ࿀ѪΛࣗ分のੜ׆のத৺にしてし·Θずɺࣗ分らし͞
Λし͔ͬΓͬ࣋てɺࣗ分͕ࣗ分Λ幸ͤにしよ͏と͍͏ҙࢤΛͭ࣋͜とɺ݁Ռとしてྑ͍ؔに͕ͬܨ
て͍͖·͢ɻ
D7ଞਓ事Ͱ͋Γ·ͤΜɻࣗ分͕ࣗݧܦʢඃ・加ʣ͢る͔もしΕ·ͤΜɻ͓༑達͕ݧܦʢඃ
と͕大Ͱ͢ɻͮ͘͜ؾʣ͢る͔もしΕ·ͤΜɻۙな題として加・
͜ΕらのD7༧教育Λ大学にೖ学しͨɺՆٳΈ前·Ͱの初年次に１Ͱも授業Λ͑ߦɺD7のࣝ
Λಘる͜と͕Ͱ͖ɺD7にࠐ͖ר·Εͦ͏になͬͨと͖にɺͮ͘͜ؾと͕Ͱ͖る͜と͕͑ߟらΕ·͢ɻ·
ͨɺ༑͕ͩͪD7にࠐ͖ר·Εͦ͏になͬͨと͖にɺアυόΠεΛして͋͛る͜ともͰ͖ると͍ࢥ·͢ɻ
ΠンターωοτͰ調ͨと͜Ζɺ福山大学ਓؒ科学部Ͱ１年ੜにσーτD7༧の授業Λडける͜
とΛඞम化して͍·͢ɻ
·ͨɺࢲത士文ͰD7༧ΛとΓ͋͛·しͨɻͦの݁Ռɺ༧と͍͏؍ͰΈて͍͘とɺத学ੜの
͏ͪに１ͰもD7༧教育Λ͜͏ߦと͕ɺ࠷もޮՌ͕͋る͜と͕໌ら͔となΓ·しͨɻ͜Εらのσー
ターに͍ͭてɺ·ͨɺD7༧教育ϓログラϜに͍ͭてɺ「த学ੜのυϝεティοク・όΠΦϨンε༧
ܒ発にؔ͢る研究ɺ෩ؒॻ ���5年７݄発ߦ」ʢਤ３ʣΛ参ߟにして͖͍ͨ͘ࢥ·͢ɻ
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図３ 中学生へのドメスティック・バイオレンス予防啓発に関する研究
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Ｑ．学生からDVの相談をうけることもあるが、どのような啓発活動が望ましいと考えているのか。
̖ɽඃΛडけて͍ると͖相ஊしͮら͍のͰɺ日͔ࠒら相ஊઌʢ保健理センター等ʣΛ
らͤて͓͍ͨΓɺ初年次教育ͰࣝΛऔΓೖΕても͍͍のͰな͍͔と͏ࢥɻͰ͖Ε
ૣΊʢத学ੜ͔らʣの教育͕ޮՌ的Ͱ͋るɻ

Ｑ．学生からの相談・被害の共有をどこまですることができるか。専門機関につなげるのも難しい
のだが。
̖ɽ大学ੜの߹ɺ教һ͕ࠐ͖ר·Εな͍よ͏に͢るͨΊにもɺ専門ؔػに相ஊ͢るの͕
一൪͍͍ɻし͔しɺ本ਓ͕な͔な͔相ஊに͍͔な͍έーεもଟ͍のͰɺ専門ؔػΛもͬ
と૿して͍͘ඞཁ͕͋ると͑ߟて͍るɻ



学士課程教育における授業支援ツールの開発と
活用

北海道科学大学 ਂҪ ༟ೋɺՏ߹ ༸໌ɺ౻ խ೭ɺ
খ ٱɺ म

̍ ͡Ίʹ
本学に͓ける学士課程教育Ͱɺ大学ੜの基൫能力のཆ成にରし༷ʑな手ஈͰ教育࣮ફΛࢼΈて͍るɻ
ͦのதͰ初年次報教育の科ɺम学্ඞཁと͞Εる1$I5εキϧのૣظशಘとࣾ会ͰのԠ༻Λ
的としɺ͞らにI5ࠃՈ発లにؔΘるॏཁੑ͕͋るɻ学शޮՌΛ高Ίる̴ラーニングɺωοτϫークΠ
ンϑラɺ1$と͍ͬͨ報基൫Λ授業に׆༻͢るࡍɺ準උと運༻にଟ͘の࿑力Λཁしɺૢ࡞ϛεなͲに
よるੑݥةも高·るɻ·ͨϓロδΣクタར༻にも͕ܽ͋Γɺ大学講ٛにෆ׳Εな৽ೖੜにとͬてड講
ҙཉのӨڹもܰࢹͰ͖な͍ɻͦ͜ͰɺͦΕら報基൫のޮՌ的׆༻のͨΊに֤छ支援πーϧΛ開発し
授業なͲͰ࣮ફして͍るɻ事例として「ి子テετ題の࡞成」ɺ「学士力のࣗݾධՁ」ɺ「I$5ڥͰのૢ
支援」ɺ「1$ը໘৴」にରしɺͦΕら支援πーϧのͶら͍と࣮ફ๏に͍ͭてհ͢るɻ࡞

̎ ͍ͯͭʹۀҭͷतڭ՝ఔॳ次ใֶ࢜
学士力に͍ͭてɺ文部科学省தԝ教育৹ٞ会によΓࣝ・理ղɺ൚༻的ٕ能ɺࣗݾ理力ɺ౷߹的
な学शݧܦと的ߟࢥ力Λ主࣠と͢る教育体͕ܥ例ࣔ͞Εて͍るʢฏ成��年「学士課程教育の構築に
͍ͭて」ʢਃʣʣɻ本学Ͱฏ成�6年よΓ学士課程教育支援部門Λઃஔしɺ大学ੜ͕͖ͭ࣋学士力
Λཆ成͢るͨΊの教育体੍Λ͑ͨɻ授業表１の科構成によΓ全学共通Ͱ開講して͍るɻ

͜の͏ͪ報教育の科初年次教育としてஔ͞Εて͓Γɺ報の׆༻ɺٕज़ɺྙ理ɺ理に͓け
るࣝɺٕ能ɺଶのशಘΛ主な的として͍るɻ·ͨɺ初年次教育͓よび学士力Λॏࢹして次のよ͏
な授業࣮ફ手ஈΛとͬて͍るɻ
ʢ１ʣ γεテϜ͓よびιϑτΣアૢ࡞報ऩू࡞業Λੵۃ的にऔΓೖΕるɻ
ʢ２ʣ 学श͓ڥよび教ࡐとしてI$5Λ׆༻͢るɻ
ʢ３ʣ 課題小テετによる形成的ධՁεタΠϧΛとるɻ
͜Εらɺ報ܥとのؔ連ੑも͞る͜とな͕ら学ੜݸʑにεキϧのशಘػ会Λ༩͑るͶら͍͕͋るɻ

ʢ１ʣによΓɺεキϧ܇࿅と͖ͤ͞な͍授業ల開͕Ͱ͖るɻʢ２ʣのI$5のॏཁੑͰɺΘ͕ࠃのࡦͰ
͋るੈք࠷ઌI5ࠃՈએݴΛ͡ΊとしɺI$5によるੑ׆ࡁܦ化ࣾ会課題ղܾのظ͕ͤدら
Εて͍る͜ともҙ͖ࣝ͢Ͱ͋るʢ参ߟɿ「I$5Λ׆༻しͨ東日本大͔ࡂらの෮興支援」ɺIUUQ���XXX�
TPVNV�HP�KQ�TIiOTBi�ʣɻʢ３ʣ学士力のテーマͰも͋る「主体的学श」にؔ連しɺ１回のఆݧࢼظによ
る総ׅ的ධՁにൺɺෳ回に分けͨݧࢼと܇࿅͓よびϑィーυόοクによΓ学श達成のѲ͕Ͱ͖
ࣗ学ࣗशのཁૉもඋ͑て͍るɻ
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表１ 北海道科学大学における学士課程教育科目（※初年次開講科目）

部門構成 基本教育科目 授業テーマ

情報教育グループ 情報処理法※、情報管理法※ 情報リテラシ、情報技術と情報管理

人間・社会理解教育
グループ

人間の理解Ⅰ※、Ⅱ※、Ⅲ、Ⅳ 健康と運動、民族と宗教、歴史と文化、心理と行動

社会の理解Ⅰ※、Ⅱ※、Ⅲ、Ⅳ 自然と環境、政治と経済、国際と平和、法律と人権

プロジェクト教育
グループ プロジェクトスキルⅠ※、Ⅱ※、Ⅲ チームワークとリーダーシップ、問題解決法入門、問題

解決法応用

第
三
分
科
会
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話題提供３



̏ ԉπʔϧͷඞཁੑͱͶΒ͍ࢧ
前ड़の授業࣮ફ手ஈʢ１ʣʙʢ３ʣ学शޮՌ͕ظͰ͖るものͰ͋る͕ɺͦの準උと運༻に༷ʑ
なίετཹҙ͖͕͢ਵ͢るɻ͜のよ͏な࡞業Λޮ化し安全ੑΛ確保͢るͨΊの支援πーϧと
してɺ表２のιϑτΣアγεテϜΛ開発しͨɻ

͜Εらの支援πーϧの共通ඪɺ授業の運༻ଆとड講ଆの྆ํにରしϝリοτΛ༩͑る͜とͰ͋るɻ
一ൠ的に教育ؔػͰಋೖ͢る報γεテϜのཁٻ事項としてɺγεテϜの৴པੑと保कੑɺॲ理のਖ਼
確ੑɺ報のੑີػなͲに͓͍てɺ一ఆਫ準Λ満ͨ͢͜と͕ඞ須ඪͰ͋るɻͦΕらの࣮ݱとίετ͓
よび構築ؒظの੍͔らɺརศੑ༰қੑと͍ͬͨϢーβϏリティ͕༏ઌ͞Εな͍߹͕͑ߟらΕるɻ
·ͨɺ組織͕大͖͍教育ؔػͰγεテϜಋೖとγεテϜར༻の立͕ૄԕͰ͋る͜とɺϢーβ͜
Ε͔らಋೖ͢るγεテϜにରしԿ͕ศར͞なの͔͕༧ଌͰ͖な͍͜とも͋るɻ͜のよ͏にしてɺཁٻఆ
ΘΕる報γεテϜにগなͰݱ༏ઌॱҐなͲのറΓ͔らɺ教育گにニーζ͕ු্しな͍ঢ়࣌ٛ
͔らずෆศ͕͞જ͢ࡏるɻͦのഎ͔ܠら支援πーϧΛݱଆͰ開発͢る͜とのҙٛΛ有しɺطଘγεテ
Ϝにରしてิॿ的にརศੑ安全ੑΛ高ΊるͶら͍͕ੜ͖て͘るɻ

̐ ྫࣄԉπʔϧ։ൃࢧ
��� .PPEMFখςετ࡞ιϑτͷ։ൃ
.PPEMF学श的Ͱ広͘ར༻͞Εて͍るΦーϓンιーεの̴ラーニングγεテϜͰ͋Γɺ͜Εに

8FCը໘্Ͱ࣮ࢪͰ͖る小テετػ能͕͋るɻ小テετの形ଶɺࠃՈݧࢼɺϕンμー֨ࢿなͲͰも࠾
༻͞Εて͍る$#5ʢ$PNQVUFr #BTFE 5FTUiOHʣとಉ༷Ͱ͋Γɺଈࣗ࣌ಈ࠾ɺฏ等なධՁɺ࠾ϛεの
ഉআ͕࣮ݱͰ͖るɻ·ͨ࠾݁ՌΛଈ࣌Ӿ覧Ͱ͖成ධՁ͓よび学श教ࡐの྆໘Ͱ׆༻Ͱ͖るɻ
題࡞成8FCը໘Ͱ͕͏ߦ࡞業ޮ͕ѱ͍ɻ開発しͨ.PPEMF小テετ࡞成ιϑτɺ

.icrPTPGU 8PrEのよ͏なૢੑ࡞Ͱ題の࡞成ฤूと࠶ར༻なͲ͕Ͱ͖るɻಛにਤΛ༻͍ͨ題Λ࡞Γ
͘͢して͓Γɺਤのಋೖ学शҙཉΛ高ΊるཁૉとしてAR$4Ϟσϧʢ,FMMFr +� .� ����ʣの「ҙ」
に相͢るɻ本ιϑτ一ൠ公開˞して͓Γɺ小学͔ߍら大学ɺا業ɺಠ立ߦ๏ਓɺݸਓなͲͰ׆༻
͞Εて͍るɻ༻్ɺ授業テετɺࠃՈݧࢼରࡦʢ報ܥɺ医ྍܥʣɺࣾ研मʢϞラϧ教育ɺセキϡリ
ティ教育ɺίンϓラΠアンε教育ɺΤンδニア教育ʣɺஅテετなͲͰ͋るɻ
˞.PPEMF小テετ題࡞成ϑリーιϑτʕ2VEEiUɼIUUQ���XXX��IVT�Bc�KQ�_GVLBi�
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表２ 授業のための支援ツール

支援ツール 概 要 ね ら い

Moodle小テスト作成ソフト
・開発言語：Ｃ＃
・動作環境：Windows

ｅラーニングMoodleにお
ける小テスト問題作成

・テスト問題の作成効率および再利用性の向上。
・学習意欲を高める「図入り問題」の容易な作成。
・形成的評価と自習教材作成への活用。

能力自己評価システム
・開発言語：Java
・動作環境：Webブラウザ

Webサーバ

授業のアンケート調査によ
る能力特性の自動集計

・授業で獲得した能力の自己把握と学士力意識付け。
・学習モチベーションの向上、就職活動へのヒント。
・授業改善のためのPDCAサイクルの“Check：評価”
としての活用。

ICT操作支援ブラウザツール
・開発言語：JavaScript
・動作環境：Webブラウザ

各種学内Webの教員操作
における自動化

・教室入室後の迅速なICT準備、学生への情報表示。
・教員による操作と設定の自動化。
・課題提出期限や成績の入力ミス排除。

画面配信システム
・開発言語：VC++
・動作環境：Windows

PC画面のリアルタイム配
信による視覚的情報共有と
授業支援

・プロジェクタ環境における座席位置や視力に影響さ
れない平等な授業環境。

・見づらさによる「ストレス」「やる気低下」を解消。
・大型スクリーンのない環境での活用。



��� ྗࣗݾධՁγεςϜͷ։ൃ
学士力ɺࣝ・理ղ・ٕ能・ଶ・ߟࢥ・Ԡ༻なͲの能力ಛੑͰ構成͞ΕるɻͦΕらの達成Λ

ଌる͜とɺ学ੜ͓よび授業の྆ํのධՁに͓͍てॏཁͰ͋るɻ本πーϧ授業科͝との学士力ಛੑ
にԠͨ͡ධՁ͕Ͱ͖る൚༻ੑΛͪ࣋ɺͶら͍としてࣗݾධՁによる学士力のҙࣝとҙཉΛ高Ίる͜と
ɺ1$εキϧにର͢る学ੜのܒのҙਤも͋るɻ͞らにɺ立্ͪ͛てؒもな͍授業科の調改
ળのͨΊのଌఆ༻్ΛؚΉɻ
ར༻εタΠϧとして直接のࣗݾධՁආけɺৄࡉϨϕϧの֤授業テーマにର͢るಘҙʢ５ஈ֊ʣͰ

アンέーτ回ͤ͞て͍るɻ学ੜにとͬて͜の回ํ๏ൺֱ的༰қͰ͋Γɺ回に͋ͨΓޡղΉ
͜と͕গな͍とࢥΘΕるɻγεテϜ回σータにରし授業テーマと能力ཁૉのରԠ報Λもとに能力
にม換しɺਤ２のよ͏にݸผධՁνャーτ形ࣜの8FCӾ覧によͬて学ੜϑィーυόοク͢るɻ

��� ԉϒϥβπʔϧͷ։ൃࢧ࡞$5ૢ*
本学Ͱ授業ؔの.PPEMFαΠτの΄͔ɺ学੶ɺཤमɺ1Fɺब৬ɺਤॻɺ業務ࢿྉɼ学֎ήーτΣ

ΠなͲのෳの学αΠτΛར༻して͍るɻI$5ૢ࡞支援ブラβπーϧɺͦΕらの一ݩ的ར༻͋る
͍ಛఆαΠτにಛ化しͨ支援ػ能Λ8FCブラβͰ͋るGPPHMF $IrPNFにػ能加ϓログラϜ
ʢ$IrPNF֦ுػ能ʣとして࣮͢るɻػ能としてɺ１のログΠンͰࡁΉ440ʢ4iOHMF 4iHO 0Oʣɺ授業
開࣌࢝に学ੜप͢るग़੮認証ίーυのࣗಈ表 ʢࣔਤ３ʣɺ課題提ग़ݶظなͲのࣗಈೖ力ิॿɺ成ࣗ
ಈೖ力なͲΛ有͢るɻ͜Εらのよ͏にࡶなೖ力ૢ࡞Λࣗಈ化しɺਝ͞Λ向্し安全ੑΛ保ͭ͜とͰ

97

ୈ
̏

Պ
ձ

図１ Moodle小テスト作成ソフトQuEdit

図２ 能力自己評価システム



授業なͲの運༻支援Λ͏ߦɻ

��� ը໘৴γεςϜͷ։ൃ
ը໘৴γεテϜɺϓロδΣクタͰࢹ認ࠔな1$ը໘なͲΛ教һ1$͔ら学ੜ1$ωοτϫーク্

Ͱ一斉৴͢るʢਤ４ʣɻಛとして1$ը໘ΛマεϙΠンタϙοϓアοϓϝニϡーなͲもؚΊͨ࠶
の高͍ແྼ化ը૾としてリアϧタΠϜ৴͢るɻ$16͓よびωοτϫークෛՙΛ͘ઃఆしͭͭɺੑݱ
ϑϨーϜϨーτ��GQTɺԆؒ࣌5�NTの高ϨεϙンεੑΛͭ࣋ɻマϧνキャετ通৴Λ׆༻し���名
Λ͡࡞৴Ͱもੑ能Լ͕らな͍ɻ授業Ͱの運༻に͓ける学ੜアンέーτͰɺEYcFMૢ࣌のಉن
Ί1$・ιϑτૢ࡞全ൠのը໘৴に༻して΄し͍と͍͏ཁ͕ଟ͔ͬͨɻ本γεテϜݻఆのઃඋ
Ͱな͍ͨΊɺ༻ॴ͓よび৴者とड৴者ΛॊೈにબͰ͖るɻ例͑ϓロδΣクタઃඋ͕な͍部
Ͱの講ٛϛーティングにも׆༻Ͱ͖るɻ·ͨ学ੜによる৴ݖのऔಘによΓ相互৴のԁなΓ
ସ͕͑Ͱ͖ɺグϧーϓ学श形ࣜの授業Ͱも׆༻͞Εて͍るɻ

̑ ·ͱΊ
授業の運༻理なͲΛ支援͢るιϑτΣアπーϧの開発事例Λհして͖ͨɻ͜Εらのπーϧの
的རศੑͩけͰな͘ɺ教育ؔػとしてॏ͢ࢹ͖安全ੑ確保طଘのγεテϜの׆༻Λ高Ίるޮ
ՌΛ͕ͭ࣋ɺ͞らに学ੜにର͢るฏ等ੑΛ高ΊるͶら͍͕͋るɻ例͑ϓロδΣクタによる報達
認ੑ͕ҟなΓࢹ੮Ґஔによる࠲のॴ͕͋るɻし͔し大͖な講ٛ室Ͱޢ保ڥॖؒ࣌にൺࢴ
ஔのܦ年ྼ化もૣ͍ɻಛに初年次報教育科にؚ·Εる1$ιϑτૢ࡞ը໘の提ࣔͰࡉ部͕確認
Ͱ͖な͍໘͕ඇৗにଟ͍ɻ͜͏͍ͬͨ題のղফεテークϗϧμーに༩͑るڥ改ળとして支援
πーϧ͕立ͭέーεͰ͋るɻ学श͕ڥ大͖͘มΘる大学初年次教育にҙΛ向けɺద͔ͭޮՌ的
な支援πーϧの開発Λݕ౼して͍͖͍ͨɻ
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図３ ICT操作支援ブラウザツール

図４ 画面配信システム（左：一斉配信形態、右：授業風景・学生のPC画面）
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Ｑ．パソコンがあることを前提としているが、スマートフォン向けなどの開発はしていないのか。
̖ɽ本学Ͱ学ੜにϊーτύιίンΛ準උͤ͞て͍るɻޙࠓの課題として小ܕの携帯
のରԠΛ͑ߟて͍るɻ

Ｑ．Moodleの小テスト作成ツールの入手方法は。
̖ɽ「.PPEMF小テετ࡞成ιϑτ」·ͨ「2VEEiU」Ͱࡧݕしてμンローυしてもら͑Ε

と͏ࢥɻ͍·のと͜Ζɺ8iOEPXT༻し͔な͍ɻ.Bcޙࠓのݕ౼課題Ͱ͋るɻ

Ｑ．授業の電子ファイルを学生側に保存させたくないが、画面配信システムを活用すれば可能か。
̖ɽετリーϛング৴Ͱݟて͍るͩけになるのͰɺεクリーンը૾Λಘるにεキϧ͕ඞ
ཁとなる͕ɺϑΝΠϧの保ଘΛආけるに有ޮ͔と͏ࢥɻ



学部横断型クラス編成地域学ゼミナールの導入
について

弘前大学 ౻࡚ ߒ

̍ɽҬֶθϛφʔϧͱ߂લେֶͷ৽͍͠ڭཆڭҭ
弘前大学Ͱฏ成��年͔らैདྷの��ੈل教育にม͑て৽し͍教ཆ教育Λ開࢝͢るɻͦの基本ίン

セϓτとして「主体的・能ಈ的学शの転換」「文理༥߹教育によるଟݩ的なࢹߟࢥ๏の֫ಘ」「ࠃ
Έ課題の理ղɺ課題ղܾҙཉ等ʣのڧͭ࣋向ੑʢ地域͕ࢤ能力の֫ಘ」「地域ޠとしてのӳޠ共通ࡍ
ᔻཆ」「ੑࡍࠃʢҟ文化理ղɺଟ文化共ੜ等ʣのᔻཆ」͕͛ܝらΕͨɻ
͜ΕΛ౿·͑ɺ全学ੜඞम科となるεタσィεキϧಋೖ科としてɺैདྷ͔ら࣮ࢪして͍る１年次

前ظの基ૅθϛφーϧに加͑てɺ１年次ظޙに地域学θϛφーϧΛ৽ઃ͢る͜ととなͬͨɻ
基ૅθϛφーϧɺैདྷとಉ༷にɺ学部・学科͝とにクラεฤ成Λ͍ߦɺೖ学しͨ学部・学科のؼ

ଐҙࣝΛ高Ίるとಉ࣌にɺ高͔ߍら大学の学びの転換Λਤる科Ͱ͋るɻ
͜Εにରしɺ৽ͨにಋೖ͞Εる地域学θϛφーϧͰɺ１ʣ学部ԣஅクラεฤ成ɺ２ʣ地域ʢ弘前ɺ

ܰɺ青森ʣにؔ͢る༰Λテーマとしͨ1#Lと͍͏２ͭのίンセϓτ͕͛ܝらΕͨɻͦしてɺ２ʙ４
年次のબඞम科Ͱ͋るɺ文理の学ੜ͕ಉ一クラεͰཤमしɺ地域ʢ弘前ɺܰɺ青森ʣにؔ͢る
༰に͍ͭてɺ専門ࣝΛ׆༻しͨ学ੜ参加ܕ学मΛ͏ߦ学部ӽܕڥ地域ࢤ向科܈に接続͢る科とҐ
ஔけらΕͨɻ
発表者ɺ͜の授業の۩体化Λ୲͢るϫーキンググϧーϓの表としてɺͦの࣮ࢪ準උ࡞業Λ୲ͬ

て͍るɻ本報告Ͱɺ地域学θϛφーϧの֓ཁとࠓ年࣮ࢪதのߦࢼのঢ়گɺ本࣮֨ࢪに向けͨ課題に
͍ͭてड़るɻ

̎ɽҬֶθϛφʔϧӡӦͷཱҊ
·ずɺ地域学θϛφーϧの達成ඪに͍ͭてɺ２ͭのίンセϓτΛ౿·͑ɺᶃ学部ԣஅνーϜの一һ

としてࣗ分のׂΛ認ࣝしߦಈͰ͖る͜とɺᶄ学部ԣஅνーϜの一һとしてଞ者のׂΛஅしదに
ಇ͖͔ける͜と͕Ͱ͖る͜とɺᶅ地域の題にؔ͢るࢿྉ	報ʣのࡧݕŋऩूŋ理͕Ͱ͖る͜とɺᶆ発
表会Ͱదなߦಈ͕Ͱ͖る͜とɺᶇ地域͕有して͍る課題Λ発ݟͰ͖る͜とɺᶈ地域͕有して͍る課題
にରしɺղܾࡦΛ提ҊͰ͖る͜とɺとઃఆしͨɻ基ૅθϛφーϧɺ͋る͍طଘの大学のଟ͘の科と
の࠷大のҧ͍ɺ学部ԣஅの学ੜͰ構成͞ΕͨνーϜͰ共ಉ࡞業Λ͜͏ߦとに͋ると͑ߟɺνーϜの一
һとしてのߦಈ力Λච಄に͛ܝɺ地域にؔ͢る1#Lとしての課題発ݟ力課題ղܾ力とΛؚΊͨඪと
しͨɻ
次に授業運営に͓ける教һのׂに͍ͭてɺ֤νーϜのϑΝγリテーτと進ঢ়گ理にཹΊる͜

ととしɺ1#L課題୲教һの専門にґଘしな͍共通課題Λઃఆ͢る͜ととしͨɻ͜のͨΊ授業୲教
һの手Ҿ͖Λ࡞成しͨɻ教һのׂΛɺͦの専門にґଘしな͍よ͏にしͨ理༝ɺ·ずɺ教һの専門
にґଘしͨ1#L教育に相͢る学部ӽܕڥ地域ࢤ向科２͕܈年次Ҏ߱に༻ҙ͞Εて͍る͔らͰ͋るɻ
·ͨɺ学੶൪߸によΓػց的に学部ԣஅͰクラεฤ成͢る全学部ඞमの科Ͱ͋る͜とΛྀߟしͨࡍにɺ
クラεによる学श༰のࠩҟ͕大͖͍とɺड講学ੜ͔らクラεのͨΓ֎Εと͍͏ෆ満͕ग़て͘る͜と
ΛةዧしͨͨΊͰ͋るɻ͞らにɺ弘前大学Ͱ教ཆ教育の運営Λ全学の全教һ୲Ͱͬߦて͍るʢ１教
һ͋ͨΓの࠷ݶの教ཆ教育୲͕ؒ࣌ఆΊらΕて͍るʣのͰɺ͜Ε·Ͱにଘࡏして͍な͍ઓ的な
授業༰の୲教һΛɺ全学部͔らूΊなけΕならな͍ɺと͍͏事もྀߟしͨɻ専門にґଘしな͍
1#L課題としてɺࢢॴ等の8FCϖーδ͔ら報͕ಘ͍͢͜とΛྀߟしɺ「弘前ࢢのಛੑΛ͔׆し
ͨ子育て支援」と「ޫ؍Λ͑ߟる�ަྲྀਓ૿ޱ加Λࢦして」と͍͏２ͭの課題Λ準උしͨɻ
授業計ըɺ１ʣΨΠμンεʗνーϜϏϧσィングɺ２ʣブϨーンετーϛングと,+๏演शʗ課題આ

໌ɺ３ʣʙ５ʣ題発ݟϓロセεの体ݧɺ６ʣʙ８ʣ発ݟしͨ題にؔ͢る発表準උʗ発表会ɺ９ʣ
授業前の振ΓฦΓʗήετεϐーΧーによるղઆɺ��ʣʙ��ʣ発ݟしͨ題の͏ͪ１ͭ程にର͢

第
三
分
科
会
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る課題ղܾϓロセεの体ݧɺ��ʣʙ�5ʣ課題ղܾํࡦの発表準උʗ発表会ʗ授業全体の振ΓฦΓɺと͍
͏ྲྀΕとしͨɻ͜の͏ͪɺົҊ͕͔͍ͭࢥず授業のಋೖΛͪΎ͏ͪΐして͍るの͕学֎調査Ͱ͋るɻ
地域にؔ͢る授業と͍͏؍͔らɺड講学ੜ͕ࣗ発的にੵۃ的に地域のதͰ調査Λ͢ߦる͜と大
ม·し͍ɻし͔しɺ１学年�☗���名͍ۙ学ੜ͕ɺಉ͡よ͏なظ࣌に݄ޒӍ的に地域ग़て͍͘͜と
ɺडೖΕଆの地域にとͬてෛ୲͕大͖͍とͨ͑ߟɻͦ͜Ͱ学֎調査のҊとしてɺ第９回にήετ
εϐーΧーによるղઆΛ͏ߦ計ըとなͬて͍るɻͦして֤回の授業Ͱɺ１ʣ֤νーϜһ͕分୲して授
業֎のؒ࣌にऩूしͨ報の共有ɺ２ʣऩूしͨ報の理・分ੳ・ҙަݟ換ɺ３ʣ次回の授業·Ͱに
֤νーϜһ͕授業ؒ࣌֎のؒ࣌に͏ߦ͖࡞業分୲のܾఆと͍͏３ஈ֊Ͱྲྀ͏ߦΕとしͨɻ
クラεฤ成に͍ͭてɺ講ٛ室の事͔らɺ１学年����ਓऑ全һ͕ಉ一ؒ࣌帯Ͱ一斉に開講͢る

͜とࠔͰ͋るとͨ͑ߟɻ弘前大学Ͱɺਓ文学部ɺ教育学部ɺ医学部医学科ɺ医学部保健学科ɺ理
工学部ɺ農学ੜ໋科学部の６学部相Ͱ͋るのͰɺ文理༥߹Λҙࣝしてɺ３学部͝との２܈に分けฤ成
͢る͜ととしͨɻ1#LΛ１͏ߦνーϜのਓɺνーϜの·と·Γと授業運営όランεΛྀߟして６ਓ
Λඪ準と͢る͜ととしͨɻͦして学部ԣஅクラεͰ͋る͜とと授業୲教һによるࠩのฏ準化Λҙࣝ
しɺνーϜティーνングΛಋೖしɺ֤ クラεに３学部͔ら１名ずͭの３名の教һ͕１クラε࠷大��ਓʢ６
ਓʷ࠷大�5νーϜʣΛ୲͢る͜ととしͨɻ
成ධՁに͍ͭてɺ達成ඪ͝とに؍ΛઃఆしͨϧーブリοクΛಋೖ͢る͜ととしͨɻ成ධՁ

Λ共通化͢る͜ととɺ学ੜࣗにࣗ分の力のΛҙࣝͤ͞るͨΊͰ͋るɻ·ͨɺεタσィεキϧಋೖ
科Ͱ͋る͜とΛҙࣝしɺ授業にग़੮し࡞業Λແに͜なして͍Εɺ４ʙ̌の５ஈ֊の͏্ͪҐ͔ら
２ஈ֊Ͱ͋るධ３ΛऔಘͰ͖るよ͏にҙࣝしͨɻ例͑ɺ「ᶃνーϜの一һとしてׂΛ認ࣝしߦ
ಈ」と͍͏達成ඪに͍ͭてɺධՁରとして「ᶃνーϜに͢ݙߩるߦಈ」Λઃఆしɺධ４ɿׂ
Λ認ࣝɺಘҙ分Λੜ͔しߦಈɺ３ɿׂΛ認ࣝしߦಈɺ２ɿׂの認ࣝߦಈ͕ଟগෆे分ɺ１ɿ
ׂの認ࣝߦಈ͕͔なΓෆे分ɺ̌ɿνーϜの一һとしてߦಈͰ͖な͍ɺとධՁ͢る͜ととしͨɻͦし
てᶃʙᶈの達成ඪ͔らಘらΕる６ͭのධのฏۉΛݩに���満Ͱ提ग़͢る成の換ࣜࢉΛఆ
Ίͨɻ
ͦしてɺฏ成��年͔らの本࣮֨ࢪに向けてɺฏ成��年にߦࢼΛ͜͏ߦととしɺҎ্の立ҊΛ౿·

͑ͨ地域学θϛφーϧの手Ҿ͖ૉҊΛฏ成��年２݄に成ͤͨ͞ɻ３݄の前ߦࢼظ୲教һ研मΛܦ
てɺ４݄͔ら２クラε教һ４名Ͱ前ߦࢼظΛ開࢝しͨɻͦの࣮ફΛ౿·͑８݄に手Ҿ͖のमਖ਼Λ͍ߦɺ
９݄にߦࢼظޙ୲教һ研मɺ��݄͔ら４クラε教һ��名Ͱߦࢼظޙɺฏ成��年２݄に手Ҿ͖࠶मਖ਼ɺ
９݄୲教һ研मɺ��݄本࣮֨ࢪと進Ίて͍͘͜ととしͨɻ

̏ɽฏ��લߦࢼظͷঢ়گ
地域学θϛφーϧのߦࢼɺଔ業ॴཁ୯Ґに計্Ͱ͖るよ͏にɺ��ੈل教育科のಛઃテーマ科と

して開講͞Εͨɻテーマ科ɺ前ظの߹ɺ全学部の２年ੜҎ্の学ੜ͕ड講Ͱ͖ɺظޙͰ͋Ε１
年ੜҎ্の全学ੜ͕ड講Մ能Ͱ͋るɻߦࢼ୲教һɺ֤学部前１ظ名ɺ２ظޙ名ずͭのબग़ґཔΛ
のத֩࣌ࢪඅ分͢る͜ととして確保にΊɺฏ成��年本࣮֨ߍɺ教育開発අとして��ສԁず͍ͭߦ
教һとなͬてもら͏͜とΛظして͍るɻ·ͨɺ5AΛ教һ１名に͖ͭ１名ずͭஔ͢る͜とΛݪ則と
しͨɻ
ड講学ੜ確保のͨΊɺࣔܝ୲教һによるۙな学ੜのݺびֻけΛͨͬߦもののɺ前ߦࢼظに͓

͍てᶃクラε��名ɺᶄクラε３名のड講者にࢭ·ͬͨɻ
ᶃクラεのड講学ੜ��名ɺ２年ੜ͕த৺Ͱɺॴଐ学部ਓ文学部３名ʢ͏ͪཹ学ੜ２名ʣɺ教育学部

１名ɺ理工学部１名ɺ農学ੜ໋科学部８名となͬて͍てɺ全һ男子Ͱ͋ͬͨɻͦして４名２νーϜɺ５
名１νーϜの３νーϜฤ成しͨɻ
୲教һɺਓ文学部と農学ੜ໋科学部の教һͰ͋るɻ࣮ࡍの授業運営ɺ手Ҿ͖Λ参ߟにしͭͭもɺ

ຖ回学ੜのԠΛݟな͕らɺޡࡨߦࢼしな͕らて͍Ͷ͍に進Ίてͨͬߦ͕ಛͰ͋るɻ5Aとしてグ
ϧーϓϫークにけͨਓ͕ࡐஔ͞Εͨ͜とも͋Γɺຖ回の授業ऴྃޙにɺ次回の授業ΛͲのよ͏に進
Ίるの͔教һと5A߹Θͤて４名Ͱҙަݟ換しな͕ら進Ίて݁ͨͬߦՌͰ͋るɻ
·ずɺνーϜϏϧσィングの工としてɺ࠷初͔らνーϜΛݻఆ͢るのͰな͘ɺ第６回の授業·

Ͱɺ1#L課題にऔ組·ずɺຖ回νーϜฤ成Λม͑な͕らɺグϧーϓ࡞業Λ܁Γฦしɺ学ੜ相互のަྲྀΛ
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深Ίてͨͬߦɻͦのա程Ͱɺࣗݾ主ு͕͍ڧ学ੜ͔Γ͕発ݴし͕ͪな向͕ݟらΕͨのͰɺ第４回
に全һ͕ॱ൪に発͢ݴる͜とΛ܁Γฦ͢ϫンϫーυと͍͏ϫークΛಋೖして͍るɻ
ಉ࣌にɺ第６回·Ͱのա程Ͱɺ「弘前Ͱσーτ͢るࡍの͖ߦઌ」「弘前Ͱらして͍てྑ͍・ؾにな

る」なͲ地域にؔ͢る学ੜの題ҙࣝΛて͍Ͷ͍に発۷しͨɻと͍͏のも手Ҿ͖に༻ҙしͨ育ࣇަ
ྲྀਓޱと͍͏1#Lの共通課題Λઆ໌してもɺ学ੜのԠ͕ಷ͔͔ͬͨらͰ͋るɻͦの݁Ռɺ学ੜのҙݟ
Λ౿· 「͑আઇ」「子育て	༮ஓ園ʣ」「ब৬」と͍͏テーマΛઃఆして第７回Ҏ߱に1#L課題としてऔΓ
組ΜͰ͍るɻ
ͦしてɺຖ回の授業のޙ࠷にɺ授業தの֤νーϜの࡞業ঢ়گϫークの成ՌΛ౿·͑てɺ教һと

5A͔ら͜·Ίにॿݴして͍ͨもಛͰ͋るɻ
学֎調査に͍ͭてもɺ第��回に調査ํ๏Λࢦಋɺ第��回に調査Λ࣮ͤ͞ࢪて͍るɻ
発表会のධՁに͍ͭてɺᶄクラεとಉ༷にᶅʙᶈの達成ඪにؔしてϧーブリοクΛ༻してɺड

講者と教һ・5A全һ͕νーϜ୯ҐにධՁΛ࣮ࢪして͍るɻ͜の͏ͪଞ者ฏۉΛᶅʙᶈの成ධՁσー
タとして༻͍て͍るɻ
ᶄクラεのड講学ੜͨͬͨ３名Ͱɺ教育学部３年ੜྑしঁ子グϧーϓのΈͩͬͨɻͦ͜Ͱ２名の

5Aにड講学ੜΛ୲ͤ͞てɺड講学ੜνーϜと5AνーϜの２νーϜͰ授業Λͬߦて͍るɻ
୲教һ教育学部と農学ੜ໋科学部ʢ藤崎ʣの教һͰ͋るɻՄ能なݶΓ手Ҿ͖通Γの授業運営Λߦ

͍ͭͭɺ本࣮֨ࢪͰ��名Ͱの運営となる͜とΛఆしɺ教һෛ୲Λなる͘小͘͢͞るよ͏に工͢
る͜とΛ৺ֻけ͕ͨಛͰ͋るɻ
ͦのͨΊ授業進ߦ手Ҿ͖通Γに͍ߦɺ1#L課題ɺ「子育て」「ަྲྀਓޱ」のத͔らબしてもらͬ

ͨɻ·ͨɺ֤回の授業தの࡞業༰に͍ͭてɺ授業ऴྃ࣌に֤νーϜ１ϖーδのϫークγーτにɺ１ʣ
֤νーϜһ͕ऩूして͖ͨ報ɺ２ʣ授業தのٞڠ༰ɺ３ʣ次回の授業·Ͱの࡞業分୲とɺͦの回の
授業の振ΓฦΓとしてɺྑ͔ͬͨɺ改ળɺ総߹ධՁに͍ͭて؆ܿにهೖͤ͞ຖ回提ग़ͤͨ͞ɻし͔
しɺ教һϫークγーτの༰Λ確認͢るのΈͰɺ֤νーϜともޡࡨߦࢼしな͕ら࡞業Λ進Ίて͍ͨの
Ͱɺϫークγーτの༰に͍ͭてのॿݴ・ίϝンτࠩしͨ͑߇ɻͨͩしɺதؒ報告会の次の授業Ͱɺ
ήετεϐーΧーΛݺͿΘΓにɺ֤教һ͕தؒ報告༰にର͢るίϝンτΛ��分程ずͭ話題提供
しɺ࠷ऴ報告の参ߟとしてもらͬͨɻ·ͨ学֎調査に͍ͭて教һߦΘな͍前提Ͱ全ྀ͘ߟして͍
な͔ͬͨの͕ͩɺड講学ੜνーϜɺ࠷ऴ発表会前にɺࣗ発的にؔݸॴΛ๚しࢿྉऩूして͍ͨ͜
と͕໌しͨɻ
தؒ発表会と࠷ऴ発表会Ͱɺ֤νーϜの報告にରしᶅʙᶈの達成ඪにؔしてϧーブリοクΛ༻

してɺड講者・教һ全һ͕νーϜ୯ҐにධՁしͨɻ͜の͏ͪଞ者ฏۉΛ成ධՁσータとして׆༻しͨɻ
·ͨɺதؒ発表会と࠷ऴ発表会ޙにɺᶃʙᶈの達成ඪにؔ͢る達成ࣗݾධՁγーτΛ༻しͨɻ͜
のγーτによΓɺ１ʣ֤達成ඪ͝とにࣗݾධՁΛ͍ߦɺ２ʣࣗݾධՁ݁ՌΛνーϜにઆ໌してଞの
νーϜһ͔らίϝンτΛもら͍ɺ３ʣίϝンτΛ౿·͑ͨࣗݾධՁのमਖ਼と͍͏࡞業Λͬߦてもらͬͨɻ
ͦしてɺ͜のࣗݾධՁ݁ՌΛνーϜの一һとしての達成ඪᶃとᶄにؔ͢る成ධՁのࡍの参ࢿߟྉと
しͨɻ

̐ɽฏ��͚ͨʹߦࢼظޙมߋ
前２ߦࢼظクラεの࣮ફΛܦてɺ·ずɺνーϜティーνングɺ授業運営のޮ化ɺՁ؍のଟ༷化ɺ

ධՁのฏ準化に有ޮͰ͋る͜と͕Θ͔ͬͨɻ
·ͨɺ前ߦࢼظの２クラεの࣮ફΛ౿·͑ɺᶃクラεのよ͏な͖Ίࡉ͔な運営��名͍ۙ大ਓͰ

ෆՄ能Ͱ͋るけΕͲもɺνーϜ構築にؒ࣌Λඅしͨɺ学ੜのࣗ発的なؔ৺Λ課題にਾ͑ͨɺ
大͍にධՁͰ͖るものとしてɺߦࢼظޙに向け授業計ըなͲΛม͢ߋる͜ととしͨɻ
·ずνーϜ構築のؒ࣌Λ૿ͨ͢Ίɺ初ɺ第１回のΨΠμンεの回にνーϜϏϧσィングもऴ͑

てɺ第２回͔ら1#LにऔΓ組Ή͜ととして͍ͨ͜とΛ改Ίɺ第５回͔ら1#LにऔΓ組Ή͜ととしɺ第
２ʙ４回·ͰɺνーϜฤ成Λม化ͤ͞な͕らɺアΠεブϨΠクグϧーϓϫーク࿅शΛ͍ߦɺଟ༷
なϝンόーとのνーϜ࡞業Λԁに進Ίるૉ地の構築にؒ࣌Λඅ͢͜ととしͨɻ
͜Εと߹Θͤてɺ1#L学शの質よΓも体ݧΛॏ͢ࢹる͜ととしͨɻ͜のͨΊ1#L課題ɺ教һ༻手Ҿ

͖に準උしͨ共通課題にݶఆしɺఆ͞Εる題ղܾํࡦにର͢る学ੜの達成ঢ়گΛධՁ͢るのͰな
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͘ɺΉしΖ学ੜのࣗ発的な課題ઃఆΛॏࢹしɺ題ղܾにऔΓ組Μͩ体ݧ力Λ主ͨるධՁରに͢る
͜ととしͨɻ͜Εとಉ࣌にɺड講学ੜ͕࠷ݶ౸達͖͢ਫ準Λϧーブリοクの５ஈ֊ධՁのத৺Ͱ͋
るධ２としɺ達成ඪᶃʙᶈのධの全項Ͱධ２Ҏ্Ͱ͋Ε「༏」Ҏ্の成Λ༩͑る͜とと
しͨɻ
ᶄクラεͰ༻しͨϫークγーτもɺޙࠓの授業に有ޮ׆༻Ͱ͖るものとධՁ͞ΕͨのͰɺ༷ࣜΛఆ

Ίͨɻத͓ؒよび࠷ऴ発表会のධՁγーτᶄクラεのものに準ͨ͡γーτとしͨɻ達成ࣗݾධՁ
γーτᶄクラεのものに準͡てɺ授業開࣌࢝とதؒɺ࠷ऴの３回༻͍る͜ととしͨɻ֤回の授業Ͱの
進ߦ理に͍ͭてɺA�１ϖーδに�5回分の授業هΛݸਓ͝とにهͤ͞る͜ととしͨɻ
ͦしてɺ学部ԣஅͰνーϜฤ成Λしͨ߹ɺ授業ؒ࣌֎のνーϜ࡞業に͍ͭてɺؒ࣌調͕ඇৗにࠔ

Ͱ͋る͜とも確認Ͱ͖ͨɻಛにɺ発表༰のҙަݟ換に授業தのؒ࣌Λඅしてし·͍ɺ発表会に向
けͨεラΠυ準උΛ授業ؒ࣌֎にる向͕ݟらΕͨ͜と͔らɺ発表༰のॆ࣮とฒߦしてɺ発表ࢿྉ
準උに͍ͭても授業தにண࣮に進ͤ͞るよ͏な授業運営のཹҙΛ手Ҿ͖にॻ͖ࠐΈɺ教һにҙࣝ͞
ͤる͜ととしͨɻ

̑ɽฏ��ຊ࣮͚֨ͯʹࢪ
前ߦࢼظͰɺҎԼの͕ະղܾの··ͬて͍るɻ
·ず��名͍ۙड講学ੜによる�5に͍ۙνーϜに͍ͭてɺ３名の教һと３名の5AのνーϜティーνン

グによΓɺνーϜ構築とνーϜ࡞業͕ԁに進Ήよ͏にϑΝγリテーτͰ͖る͔Ͳ͏͔ɺະの·
·Ͱ͋るɻ·ͨ1#L課題Λ共通課題Ͱな͘ɺ学ੜのࣗ発的な課題ઃఆΛ基本と͢るよ͏にํ転換し
͕ͨɺ͜の͜とによΓଟ༷なテーマ͕ཚ立͢るՄ能ੑ͕͋Γɺ教һ・5AによΓϑΝγリテーτのࠔ͞
͕૿͓ͦ͢Ε͕͋るɻ
次にɺ学֎調査に͍ͭても大͖な題Ͱ͋るɻᶃクラε教һ主ಋͰಋೖしᶄクラεͰ学ੜ͕ࣗ主

的に࣮ࢪして͍ͨɻ地域にؔ͢る1#Lとなるとɺ৺な学ੜ΄Ͳݱと接৮しͨ͘なるのɺવͰ͋
るɻ࣌ݱͰもݪ則ߦΘな͍ํ͕ͩɺ地域のෛՙΛֻけず࣮ࢪͰ͖るํ͕ࡦな͍͔Ͳ͏͔ɺҾ続͖
して͍͘ඞཁ͕͋るɻ౼ݕ
に向けてɺணࢪաも౿·͑ɺฏ成��年の本࣮֨ܦࢪ༧ఆͰ͋Γɺ͜の࣮ࢪ４クラεͰ࣮ߦࢼظޙ

࣮に準උΛ進Ίて͘ߦ༧ఆͰ͋るɻ
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Ｑ．PBLの質を求めるよりも調べ学習を実施させることの方に授業の主目的を置いた方がいいとい
う理由は。
̖ɽ学部ԣஅܕのクラεฤ成なのͰɺ前ظにߦࢼしͨ授業に͓͍てνーϜΛ組Μͩ学ੜ達͕
な͡Ή·Ͱ͔なΓ͔͔͕ͨͬؒ࣌ɻ͜のݧܦΛ౿·͑ɺ全学部ඞम科として��年に
ԁにಋೖ͢る͜とΛ༏ઌとして͑ߟるとɺ1#Lとして質ΛٻΊるよΓもɺνーϜͰ主体
的な学शΛ࣮ͤ͞ࢪる͜とに主的Λஔ͍ͨํ͕·し͍と͔ͨ͑ߟらͰ͋るɻ

Ｑ．地域のことはやるが現地調査をしないと言ったが、学生にどういう指導をしているのか。
̖ɽ8FCͰ調ͨΓɺήετεϐーΧーΛট͢る͜とΛఆして͍るɻݱ地調査Ͱ１学年
�☗���名の学ੜ͕ࢢॴ農ڠ等に݄ޒӍࣜにͨͬߦΓ͢るとɺ地域のෛ୲͕૿͑るͩΖ
͏と͑ߟɺ·ずなる͘地域のෛ୲Λ͔けな͍ํ向Ͱ授業͢る͜とΛͨ͑ߟɻͰ͖
る͜とならݱ地調査ΛߦΘ͍͕ͤͨɺな͔な͔͍͍Ҋ͕ු͔な͍ɻԿ͔͋ͬͨら教
͑て͍͖͍ͨͩͨɻ



医科大学における初年次教育としての「医学セミナー」
―｢一旦は立ち止まること」と「とにかくやってみること｣―

福島県立医科大学 ా ढ़ষ

福島県立医科大学ࡏݱ医学部ɺޢ学部ɺ大学院医学研究科ɺ大学院ޢ学研究科ɺෟଐප院ɺෟ
ଐ研究ॴΛ༴͢る学ੜ総�☗���ਓنの大学Ͱ͋るɻࠓ回հ͢るの医学部の１年次学ੜにඞमͰ
課して͍る「医学セϛφー」なる授業Ͱɺ͋͘·Ͱも医科大学に͓ける初年次教育ͩと͍͏ಛघ事͕
͋るɻͨͩɺಉ༷のऔΓ組ΈΛして͍るଞの学ߍにとͬてもԿ͔参ߟになる͜と͕͋Εと͍ࢥɺ͜͜
に報告ͤ͞て͘͜とにしͨɻ

͜の授業ฏ成��年ʢ����年ʣ͔ ら医学部１年次学ੜΛରにඞम科ʢ４݄ʙ��݄ʣとして開
講して͍るɻ「医学部にೖΓͨての学ੜにରしてɺ医学・医ྍも·ͨࣾ会的な営ΈͰ͋る͜とに͍ͮؾて
もら͍ɺ͋Θͤて医学教育Λडけるؾ構͑Λཆͬてもら͓͏」と͍͏の͕ͦの趣旨Ͱ͋るɻ学ੜ８ਓ
΄Ͳの൝に分͔Εてグϧーϓ୯ҐͰ࡞業Λ進Ίɺ研究テーマのઃఆ調査研究ɺ発表準උも全て学ੜ͕
ࣗ主的にߦなͬて͍るɻޙ࠷一ൠ公開の発表大会Ͱ成ՌΛ報告しɺͦの݁Ռʰ福島医学ࢽࡶʱにܝ
Ͱ͋るɻ࢟Εると͍͏の͕͜の授業の͓͓·͔な͞ࡌ
北海道大学医学部Ͱ͜Εにͨࣅ授業Λͬて͍ͨͦ͏Ͱɺ北海道大学ग़の教һ͕த৺になͬて本学
ͰのऔΓ組Έ͕࢝·ͬͨɻ初Ί「本ΠンターωοτͰ調ͨ݁ՌΛ·とΊてɺՆٳΈ前に発表大会
Λる」と͍͏もの͕ͩͬͨɺͦのޙঃʑにՆٳΈதのݱ地調査ΛॏΜ͡るよ͏になΓɺ発表大会もՆ
ʣ教һのܥʢ一ൠ教育ܥΘΕるよ͏になͬͨɻͦのա程Ͱ୲教һとして総߹科学ߦΈ໌けの��݄にٳ
ൺॏ͕૿しɺࡏݱ総߹科学ܥ教һ͕த৺になͬて͜の授業Λ運営して͍るɻ「σィϕーτ形ࣜ」Ͱ࣮ࢪ
しͨ年ʢ����年ʣも͋る͕ɺ学ੜと教һのํͰ「σィϕーτ」にର͢る認ࣝඞずしも深·らな͔ͬ
ͨɻ·ͨɺ学ੜの૿加ʢ��名͔ら���名ʣにͬてɺࡢ年͔ら発表大会Λ２日੍Ͱ࣮ࢪして͍るɻ

の授業の組Έ立て͓͓ΉͶ次のよ͏な形になͬて͍るɻࡍ࣮
第１回ɿಋೖʢ授業のઆ໌ɺ୲教һのհɺ小手調のグϧーϓ౼ʣ
第２回ʙ第４回ɿ講ٛと౼ï学֎͔らਓΛݺΜͰདྷてɺ͓話Λฉ͘ɻͦΕΛ;·͑てグϧーϓ౼ʣ
第５回ɺ第６回ɿ題開発・テーマઃఆʢグϧーϓ౼による研究テーマのઃఆとͦの݁Ռ報告ʣ
第７回ɺ第８回ɿ題ղੳʢઃఆしͨテーマの調査・研究ʣ
第９回ɺ第��回ɿதؒ発表ʢઃఆしͨテーマͰͻと·ずԿΛ調͔ͨɺԿ͕ΓɺԿ͕ٯに課題として
ු͔び্͕ͬてདྷ͔ͨ等ʣ
第��回ɿՆٳΈதの研究計ըの立ҊɺதؒϐアධՁ
ՆٳΈɿݱ地調査
第��回ɺ第��回ɿ発表準උ
第��回ɺ第�5回ʢͦΕͧΕ１日Λ͔けてʣɿ公開発表ɺ࠷ऴϐアධՁɻ͜のͰɺ学֎のίϝンテー
ターのઌੜʢ医ྍࢥ史医ྍࣾ会学Λ専門と͞Εて͍る医学者Ͱɺ本学Ͱଞに「医学֓」の授
業Λ͓͍ئして͍るʣにޚ講ධΛ͓͍ئして͍るɻ

の൝ʰ地域医ྍʱに͍ͭてͪͨࢲ」てΈよ͏ɻテーマઃఆのஈ֊Ͱɺ͋る൝͛ڍのల開例Λࡍ࣮
調る͜とにし·しͨ」と͍͏報告Λͨͬߦɻ͜Εにରしてɺ「大の医ྍʰ地域医ྍʱ͔ͩらɺ͜
ΕͰテーマ͕͋·Γにも広͗͢るのͰな͍͔ɻもͬとࣗ分ͨͪの調͍ͨ͜とΛ͖ͬΓͤͨ͞ํ
͕͍͍」と͍͏ҙ͕ݟग़͞Εͨɻ࣮ࡍɺதؒ発表のஈ֊Ͱ͜の൝「ࣗ分͕ͨͪԿΛΓ͍ͨの͔ら
な͘なͬてདྷ·しͨ」と͍͏趣ͩͬͨɻ͜Εにରしてɺ会͔ら「͋なͨͨͪʰ地域医ྍʱとʰธ
地医ྍʱΛࠞಉして͍な͍͔ɻh ธ地ʱͩけ͕ʰ地域ʱͰな͍ɻ東ژઍ田区にもͦΕݻ有の題と
課題͕͋るずͩ」と͍͏ҙͤد͕ݟらΕͨɻ

第
三
分
科
会
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݁局ɺ͜の൝ՆٳΈのؼ省࣌にͦΕͧΕの地ݩの医ྍ事Λ調てɺͦの݁ՌΛͨͬدͪ࣋研究発
表Λͨͬߦɻ൴らのͻと·ずの݁「地域によͬて͍Ζ͍Ζ͋る͜と͕Γ·しͨ」と͍͏ものͰ͋ͬ
͕ͨɺίϝンテーターのઌੜのͻとԡしなͲも͋ͬてɺ͔ͦ͜ら͞らに「h 地域医ྍʱͦΕͧΕの地域
のଟ༷な࣮Λ;·͑てల開͞Εな͘てならな͍と͍͏͜とΛ࣮ײし·しͨ」と͍͏͕݁ಋ͖ग़͞
Εる͜とになͬͨɻ
ͦの発表大会Ͱの発表「ύϫーϙΠンτ」Ͱߦなͬて͍るɻՆٳΈ前の「報ॲ理演श」Ͱ「ύϫー
ϙΠンτ」のํ͍Λ教͑て͋るのͰɺՆٳΈ໌けの「医学セϛφー」Ͱ࣮ࡍに「ύϫーϙΠンτ」
Λͬて発表Λͬてもら͏と͍͏形になるɻ「ύϫーϙΠンτ」のよ͏な道۩とに͔͘͜͏とͰ
て͍るɻ͑ߟΕる͜と͕大Ͱɺ例͑͜͏しͨ形Ͱଞの授業との連携Λ׳
成ఆ５分ؒϨϙーτによる֤回のग़੮確認ɺϐアධՁによるݸਓのධՁに加͑てɺ発表大会
日に学ੜ相互のධՁによる֤൝の発表ධՁΛͬߦて͍るɻͦしてɺ͜Εらࡾ者Λ総߹的にצҊ͢る͜
とͰ成Λࢉఆ͢る形Λऔͬて͍るʢݸਓの成ʹग़੮ධՁʴ֤൝の発表ධՁʷݸਓのධՁʣɻ

͜͜Ͱ授業のಛと͑ߟて͍る͜とΛ４ࢦఠし͍ͨɻ学ੜに次のよ͏にޠΓ͔ける͜とͰɺͦの
ಛΛ͑て͍るʢͭもΓͰ͋るʣɻ
ಛの１「ҩ学ੜのࣗΛԣ͔ΒோΊてΈてԼ͍͞」と͍͏に͋るɻ「医学部にೖͬͨ」とͬࢥて

ҙؾに͡ײて͍る学ੜにରしてɺ「医学・医ྍにؔΘる͕ɺ医学教育の֊ఐͦのものͰな͍授業」Λ
͋͑てͤ͞ݧܦて͍ると͍͏͜とͰ͋るɻ医学・医ྍにؔΘるテーマΛ調る͕ɺ「Ͳ͏ͬて͋るපؾ
Λ治͔͢ʁ」と͍͏͜とͰな͘ɺ「ͦのපؾΛΊ͙ͬてͲΜなࣾ会的題͕ੜ͡て͍る͔ʁ」と͍ͬͨ
͜とΛ͑ߟてもら͏͜とΛࢦして͍るʢͦのͨΊにもɺ「ݱ」Λݟてདྷてもら͏͜と͕大Ͱ͋ͬてɺ
͜Ε͕ಛの４に通͡るʣɻ
ಛの２としてɺ学ੜͨͪに「ͱに͔ࣗͨͪ͘Ͱ̍ͬて͝ΒΜ」とͬݴて͍るɻՄ能な͔

͗Γ学生に自主性を発揮してもらうと͍͏の͕͜の授業の立て前Ͱɺ教һ͋͑て「͋·Γ教͑な͍」
͜とにして͍るɻ「医学教育の֊ఐ」にຒΊਚ͘͞Εɺ́ とΜͲΛඞम科͕Ίて͍る本学の߹ɺͦ
のҙຯとΓΘけ大͖͍のͰな͍͔ɻઌ΄Ͳͨͬݴよ͏にɺ学ੜࣗ分ͨͪͰ題Λͭݟけɺࣗ分ͨ
ͪͰͦのղܾ๏Λ୳ͬてɺ発表大会にྟΜͰ͍るɻ成ධՁにも学ੜ相互のධՁʢϐアධՁʣΛऔΓೖ
Εてɺ学ੜの֮ࣗΛଅ͢手立てとして͍るɻ
ಛの３としてɺ「ͱに͔͘ʰݱʱΛݟてདྷてԼ͍͞」ʢग़དྷ߹͍のใにཔΒな͍ɺࣾձに৮Ε

Δʣと学ੜͨͪにͬݴて͍るɻ本ΠンターωοτͰೖΕͨ報ͩけにཔるのͰな͘ɺՆٳΈத
に１Ͳ͔͜の「ݱ」Λݟに͘ߦよ͏に͢ると͍͏͜とͰ͋るɻͦの「ݱ」Ԟ会のྍॴ͔
もしΕな͍しɺ本学のෟଐප院ۙॴに͋るফॺɺؼ省ઌのհޢ福ࢪࢱઃ͔もしΕな͍ɻh 福島医学ࡶ
のずͰ͋るɻݧ体「ݱ」にしてもɺ大の学ੜにとͬて初Ίてのࡌܝʱの発表成Ռのࢽ
「ฉ͘とݟるとͰ大ҧ͍」と͍͏͜とΓ͋るのͰ͋ͬてɺͦ ΕΛ体͢ݧる͜とͰग़དྷ߹͍の
ࣝ報Λ୯७にӏವΈにしな͍と͍͏ଶΛཆͬてもら͑Εと͑ߟて͍るɻ·ͨɺ「ݱ」Ͱಇ͍
て͍るਓܾして医ࢣ͔ΓͰな͍ɻݱにग़てΈΕɺ「医ྍ༷ʑなਓͨͪとのڠಇの্に成Γ
立ͬて͍る」と͍͏͜とにも学ੜ͍ͨͪͮؾて͘ΕるͩΖ͏ɻͦ͏͢Ε地域のਓͨͪと接৮͢るؾ
に「ΘΕて͍る͜とߦ医ྍと͍͏営Έも·ͨࣾ会のதͰ」もժੜ͑るͩΖ͏しɺ͜の͜とΛ通͡てͪ࣋
て͍るɻ͑ߟしてもら͍͍ͨとײ࣮
ಛの４として学ੜに「ຊ学のΦーϧελーΩϟετͰ͢」とউ手にͬݴて͍る͕ɺ͜Εଟ༷な

教һ͕ؔΘͬて͍Δと͍͏ҙຯͰ͋るɻࡏݱ総߹科学ܥʢ一ൠ教ཆܥʣ４名ɺ基ૅ医学３ܥ名ɺྟচ
医学１ܥ名の計８名の教һ͕͜の授業Λ୲して͍るɻ「医ࢣͰな͍総߹科学ܥ教һʢ学・ྙ理学ɺ
๏学・ࣾ会保োɺ有ػ化学・薬学ɺ学・౷計学ʣΛத৺にɺ医学・医ྍに直接携Θる教һ͕ͦΕに加
Θる」と͍͏形Λऔる͜とͰɺ͜͏しͨ授業の運営͕成Γ立ͪ͑て͍るのͰな͍͔と͏ࢥɻ医学ܥ教
һͩけͰ「医学教育の１֊ఐ」になͬてし·͍͕ͪͩしɺ総߹科学ܥ教һͩけͰΓ学ੜͨͪの
るؾΛҡ࣋͢るの͕し͍͔もしΕな͍ɻ

学ੜにࣗ主ੑΛ発شしてもらͬてɺ教һ͋·Γ教͑な͍ɻͦΕΛ通͡てɺ学ੜͨͪにࣗら課題にऔ
Γ組ΉଶΛཆͬてもら͏ɻͦの݁Ռ学ੜ͕ࣦͨͪഊ͢ると͍͏͜とも͋る͔もしΕな͍ɻし͔しɺඞ
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ずしもਖ਼ղ͕ܾ·ͬて͍な͍事ฑの߹ɺ「࣮ࡍにͬてΈͨら͏·͔͘ߦな͔ͬͨ」と͍͏ݧܦも͋ͬ
て͍͍のͰな͍͔ɻͨͩɺͦΕͰର֎的にΛ͔けて͍けな͍のͰɺՆٳΈதのݱ地調査に͍ͭ
て教һ͕立ͪΛ͢る͜とにして͍るɻ࣮ࡍにݱ地に͓もΉ͘の学ੜͨͪͩけͰ͋る͕ɺઌํの
Λ͓͔けしͨ͜と͕͋るʣɻޚに࣮ݱにڈとになͬて͍るʢա͜͏ߦ初のଧ教һ͕࠷
授業の運営Ͱɺ小͞な͜とͰଞに次のよ͏な͜とΛ৺͕けて͍るɻグϧーϓ࡞業の݁Ռ全体会

Ͱ報告してɺ全体にؐ͢ݩるɻଞグϧーϓの報告にରして学ੜ͔らԿ͔ײΛݴΘͤるʢ͜͏しͨ࣌ɺ
Γɺ͜Ε͕ۙ年の教育の成Ռͩとし͕͋ײよ͏になͬͨと͍͏࣮͏ݴΛײの学ੜ直にࣗ分のۙ࠷
ͨらتし͍͜とͰ͋るʣɻຖ回ޙ࠷にग़੮確認Λ݉Ͷͨ５分ؒϨϙーτʢײʣΛॻ͍てもら͏ɻ͜͏
しͨグϧーϓϫークத৺の授業の߹ɺຖ回Կら͔の「成Ռ」Λ͢と͍͏͜と͕大なよ͏Ͱɺ͞も
な͍と「ࠓ日ԿΛͬͨの͔らな͍」と͍ͬͨ͜とになͬてし·͍͕ͪなよ͏Ͱ͋るɻ

もͪΖΜɺ課題もな͍༁Ͱな͍ɻ͜͏しͨ授業ͦ͜医学部とޢ学部の学ੜ͕一ॹになͬてऔΓ組
Ή͜とͰଟ༷なࢹΛ確保し͍ͨの͕ͩɺͦΕ事্࣮ෆՄ能Ͱ͋るʢ྆学部ともͦΕͧΕのඞम科
Λ͜な͢͜とͰਫ਼一ഋͰɺଞ学部と授業ΛॏͶる༨裕͕な͍ɻ加͑てɺࠓ年͔ら医学部ͩけ授業͕6�
分化͞Εͨʣɻ
ͦの医学部も学ੜ͕૿͑て͍てɺグϧーϓ学शと全体会とΛ͖ߦདྷ͢る授業の運営͕大มになͬて

͍るɻ発表大会Λ２日੍に͢るɺグϧーϓΛ͞らに２手に分けるɺ୲教һの૿һΛ計るなͲのରԠΛ
して͍る͕ɺ大มな͜とにҧ͍な͍ɻ授業6͕ؒ࣌�分化͞Εͨࠓ年Γવな͕ら۶ځ͕ؒ࣌
になͬͨと͡ײるɻ
·ͨɺ医学部のՆٳΈ͕年ʑ͘なͬて͍るのͰʢࠓ年の߹ɺ࣮質的に５ʙ６िؒʣɺͦのؒに

࣮地調査Λͤ͞るの͕大มになͬてདྷて͍るɻ１日程の͜とと͑ݴɺ൝һ全һ͕ू·Εる日Λઃఆ
͢るのࢸͰ͋るɻͦもͦも「ՆٳΈにՆٳΈにし͔ग़དྷな͍͜とΛͦΕͦ͜学ੜのࣗ主的な͑ߟ
Ͱͬてもら͍͍ͨ」と͏ࢥのͰɺՆٳΈのա͝しํΛ͋·Γ教һଆͰറΓͨ͘な͍と͍͏͕ͪ࣋ؾ
͋るɻ
͞らにɺ͜の授業も͕て「医学教育の１֊ఐ」の͏ͪにऔΓࠐ·Εて͏͖ͦߦͰ͋るɻԕ͔ら

ずɺ͜の授業もͦのੑ֨Λ大͖͘ม͑る͜とになる͔もしΕな͍ɻ
医科大学にೖΓ立てのظ࣌に学ੜに「Ұ୴ཱͪࢭ·ͬてΒ͏」ɻ加͑てɺ༰的に医学・医ྍに
ؔΘるテーマΛ͑ߟてもら͏͜とͰɺ「ૣ͘医学にؔΘるษ͕ڧし͍ͨ」と͍͏学ੜͨͪのཉٻにも͋る
程Ԡ͑てʢ「ͱに͔ͬ͘てΈΔ」ʣɺ͋ Θͤてࣾ会にも৮Εてもら͏ɻͦの͜とΛ通͡てͦΕ͕ࣗ
ࣾ会的営ΈͰも͋る医ྍに主体的にऔΓ組Ήؾ構͑Λཆͬてもら͑ͨらɺと͍͏の͕͜の授業の趣旨Ͱ
͋るɻ͢るとɺ͜の授業に医科大学に͓ける「キャリア教育」としてのҙຯΛもͨͤる͜ともग़དྷるの
͔もしΕな͍ɻ

な͓ɺ発表ޙの質ٙԠͰ「も͏��年もͬて͍Εଔ業ੜもͨ͘͞Μग़て͍るずͰɺޮՌ
ͲΕ΄Ͳੜ·Εて͍るの͔」と͔ɺ「地域のؐݩͲのよ͏にߦなͬて͍るの͔」と͍ͬͨޚ質Λ
ଷしͨɻͲΕもํとしてඞずしもし͔ͬΓとしͨରԠ͕ग़དྷて͍な͍Λࢦޚఠ͍͍ͨͩͨ形Ͱɺ
「授業ΛΕऴΘΓ」と͍͏趣Ͱ͍る͜とΛ改Ίて省しͨ次第Ͱ͋るɻ発表大会Λ「一ൠདྷௌ者ܴ」
Ͱߦな͍ɺh 福島医学ࢽࡶ のɦൈΛ͓ੈ話になͬͨํʑに͓ΓしͨΓと͍ͬͨ͜として͍る͕ɺ地
域との連携͞らに͑ߟる͖༨地͕͋るͩΖ͏と͏ࢥɻ授業のޮՌに͍ͭてもଞに༷ʑなཁૉ͕བྷΜ
Ͱ͍て͜の授業のޮՌͩけΛಛఆ͢るの͕し͍と͍ͬͨ事も͋るにͤよɺΓも͏গし֮ࣗ的な
͕ඞཁ͔もしΕな͍ɻوॏなࠦࣔޚΛͨͬ͜ࣀとに͜のΛआΓてྱޚਃし্͍͛ͨɻ
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Ｑ．既に９期生が履修しているということだが、なにかエビデンス的なものはしているのか。
̖ɽಛにしてདྷな͔ͬͨɻ͢る͖ͩͬͨとͬࢥて͍るɻし͔しɺ͜͜２ɺ３年Ͱ学ੜ達͕
ࣗ分͕一ൠࣾ会に͓͍てͲ͏ΈらΕる͔と͑ߟる学ੜ͕૿͑て͖ͨのɺྑ͘もѱ͘も
として͋るɻײ࣮

Ｑ．グループワークにおけるそれぞれの達成感のためには、どのようなタスクを考えているのか。
̖ɽ直接の報告「福島医学ࢽࡶ」と͍͏ものにͤࡌてもらͬて͍るɻ·ͨɺ͓ ੈ話になͬͨ
ঢ়Λॻ͍ͨΓɺ学֎に向けての発表会もして͍るɻ学ੜにର͢るΠンセンྱޚઃにࢪ
ティブに͍ͭてɺ医学医ྍにؔ͢る͜とͰ͋ΕΓ͍ͨ͜とΛͬて͍͍と͍͏͜
とΛ͑てɺࣾ会にؐ͢ݩる͜とΛ͑ߟて͍るɻ

Ｑ．教員はあえて教えないというスタンスなのに、医学系教員からも総合科学系教員からも学生に
指導をするというのはどういうサジェスチョンなのか教えてほしい。
̖ɽアンέーτΛとͬͨΓɺ֤ 専門Ոの教һ͕ͦΕͧΕϑΥローにೖるよ͏にɺΦーϧεター
キャετͰͨͬて͍るɻ



大学教育とNIE

山形大学 ຊࢁ ཅ࢙

͡Ίʹ ʵڭ&*/͕ࢲҭʹ͔͔Θͬͨཧ༝ʵ
学ߍ教育に৽ฉΛ教ࡐとして׆༻͢る「/IE」ʢ/FXTQBQFr iO EEVcBUiPOɺ「教育に৽ฉΛ」ʣ事業ɺ

日本Ͱ֤道県に県教ҕと֤৽ฉࣾΛ主な構成һとして推進ٞڠ会͕ઃけらΕɺ小・த・高ߍͰ࣮
Εて͍るɻ͞ࢪ
͕ͩɺࢲҎ前よΓ/IE教育大学に࣮ͦ͜にඞཁͰ͋ると͑ߟて͍ͨɻͦの理༝大͖͘２ͭ

͋るɻ
·ずɺ大学ೖ学Ͱ一ਓらしΛ࢝Ίͨ学ੜͨͪのଟ͕͘৽ฉΛߪಡしな͍ঢ়ଶͰ͋る͜とΛ͔ͬͨ

らͰ͋るɻ͔͋ͨも「Ӆ者」ੜ׆にೖ͔ͬͨのよ͏Ͱ͋るɻ学ੜͨͪのଟ͘学年͕進ΜͰब৬׆ಈ͕
Ίるの͕ͩɺͦ࢝るとͦのͨΊに৽ฉΛಡΈ·࢝ ΕݴΘけম͖ਕͰ͋ͬてɺ「ࣾ会෮ؼ」ͦΜな
に؆୯にͰ͖るものͰな͍ɻ
も͏一ͭϨϙーτなͲ理的文章Λ࡞成͢るࡍに৽ฉه事のॻ͖ํ͕参ߟになる͜とに͍ͨͮ͜ؾ

とͰ͋るɻなͥならɺ日本の৽ฉ専門ࢴΛআ͖ෆಛఆଟのಡ者ɺͭ·Γ小学ੜ͔ら高ྸ者·Ͱ日本
୭Ͱも͕理ղͰ͖るͭ࣋Λ理ղ͢るಡ者Ͱ͋Εɺ͞·͟·なੈɺ͞·͟·なόοクグランυΛޠ
文体Ͱॻ͔Εて͍る͔らͰ͋るɻίϛϡニέーγϣンのͨΊの日本ޠの文章としてのྑ࠷の一యܕͰ͋
ると͑ݴるɻ
·ͨɺேのし͍ؒ࣌帯にニϡーεにؔ৺Λͬ࣋てもら͍ɺૉૣ͘理ղしてもら͏ͨΊɺݟग़しΛ۩

体的にしɺ͔݁らॻ͍͘ΘΏる「֯ࡾٯ形」εタΠϧ͕確立して͓ΓɺͦのεタΠϧϨϙーτ等に
Ԡ༻Ͱ͖るとͨ͑ߟのͰ͋るɻ
͜Εらの͜と͔らࢲ৽ฉࣾのڠ力Λಘͭͭɺ山形大学の基൫教育ʢଞ大学に͓ける一ൠ教育・共通

教育・教ཆ教育に͋ͨるものΛ山形大学Ͱ͜͏ݺΜͰ͍るʣͰ/IEの授業Λ開講して͍るɻͦの֓ཁ
と課題に͍ͭて報告Λ͏ߦɻ

̍ɽେֶੜͷ৽ฉʹؔ͢Δݱঢ় ʵΞϯέʔτ݁Ռ͔Βʵ
本年ʢฏ成��年ʣ前ظに開講しͨ/IE授業「৽ฉͰ山形Λる」Ͱ７݄に学ੜͨͪに؆୯なアンέーτ

調査Λͨͬߦɻͦの݁Ռの一部Λ次にࣔ͢ɻ

アンέーτ回者 ��名
༁ １年ੜ �6名 ２年ੜ ７名 ３年ੜ ２名 ４年ੜ １名

΄͔ཹ学ੜ ３名ʢதࠃ ２名ɺϑィンランυ １名ʣ

・アύーτॅࡏ者ʢ�5名ʣの͏ͪ৽ฉΛऔͬて͍る者 ̌名
・࣮ՈʢՈʣͰ৽ฉΛऔͬて͍な͍者 ２名
・৽ฉΛͲの程ಡΉ͔ʢཹ学ੜΛআ͘�6名ରʣ
ຖ日͔ܽ͞ずಡΉ ２名
ʑಡΉ࣌ �6名
΄とΜͲಡΉ͜とな͍ ��名

͜の݁Ռに৮Εる前にࢲの/IE授業開講ྺに͍ͭてॻ͍て͓͘ɻ
����年ظޙにே日৽ฉ山形総局と連携しɺ࣌のۈ務地Ͱ͋ͬͨ山形大学ถキャンύεͰ工学
部ੜΛରに教ཆ教育ʢࡏݱ基൫教育ʣのબ授業「৽ฉΛಡも͏ʂ」Λ開講しͨɻ
ͦのޙ小ന川キャンύεにஔ換となΓɺ基൫教育Λ主として୲͢る͜とになͬͨɻͦ͜Ͱɺ����

第
三
分
科
会
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年͔ظޙら山形৽ฉࣾのڠ力Λಘてɺ山形৽ฉΛ教ࡐに小ന川キャンύεͰ基൫教育「৽ฉͰ山形
Λるʢ地域学ʣ」Λ開講しͨɻҎ߱ࡏݱ·Ͱຖ学ظ開講して͍るɻ
と͜Ζ͕ɺͦのؒにࢲのఆして͍な͔ͬͨ৽ͨな事ଶ͕進ΜͰ͍る͜と͕໌しͨɻͦΕɺࢴの

৽ฉΛߪಡしな͍Ոఉの૿加Ͱ͋るɻ
山形大学の高大連携事業の一として͕ࢲఆظ的にग़前授業に๚して͍る高ߍのߍઌੜにࠓ年

にೖͬて͔らͨͬと͜ΖͰもɺͦの高ߍੜెの΄とΜͲ͕進学͢る学力の学ߍͰ͋るにも͔͔Θ
らずɺ৽ฉΛߪಡしな͍Ոఉ͕ݱΕて͍ると͍͏ɻ
ͦしてɺ大学ੜの࣮Ոɺͦのଟ͘ݩͰ͋る͕ɺͦ͜Ͱも৽ฉΛߪಡしな͍έーεもݱΕて͍るɻ

ͦの͜と্هのアンέーτͰも２名の学ੜの࣮ՈͰ৽ฉΛߪಡして͍な͍と͍͏回͕͋ͬͨ͜と͔
らもཪけらΕるɻ
ঢ়Ͱॏཁなଞにも２ͭ͋るɻ·ずɺ一ਓらしΛݱ回のアンέーτ͔らཪけらΕͨ大学ੜのࠓ

して͍る大学ੜࢴの৽ฉΛߪಡしな͍͜と͕͋ͨΓ·͑になͬて͍る͜とͰ͋るɻ
ͦしても͏一ͭɺ৽ฉΛಡΉ͜と͕श׳化͞Εて͍な͍と͍͏͜とͰ͋るɻ͜の授業Λཤमして͍

る学ੜɺ程のࠩͦ͋͜Ε৽ฉΛಡΉ͜とのॏཁੑΛ認ࣝして͍ると͑ߟらΕるɻにも͔͔Θらずɺ
の৽ฉΛຖ日͔͔͞ずಡΉと͍͏回�6名தΘず͔２名Ͱ͋ͬͨɻ͜のアンέーτもとよΓ͝ࢴ
͘一部のαンϓϧͰ͋る͕ɺよ͘ݴΘΕて͍る大学ੜの৽ฉΕの向͕ཪけらΕͨと͑ݴよ͏ɻ

̎ɽେֶʹ/*&ڭҭ͕ඞཁͳཧ༝ ʵňϞϥτϦΞϜʯ͔Βʮࣾձਓॳ৺ऀʯʵ
大学ੜの「৽ฉΕ」͜の··์ஔして͍てྑ͍とࢥΘΕな͍ɻࠓ年ɺબݖڍのࡀ��のҾ͖Լ

͕ܾ͛ఆ͞Εͨɻͭ·Γ大学ੜ΄΅全һબݖڍΛ͢ߦる͜と͕ٻΊらΕて͍るɻͦのࡍɺࣾ会ঢ়گ
にର͢る͕ࣝܽしͨঢ়ଶͰɺՌͨして͖ͪΜとしͨථߦಈ͕Ͱ͖るの͔ٙͰ͋るɻ
͔ͭて高等教育進学͕͞΄ͲͰもな͔ͬͨࠒɺ大学ੜࣾ会の「ϞラτリアϜ」「Ҡظߦ」に

͋るとݟな͞Εɺ学ੜ͕ӋΛ֎し͗͢て題Λ͜ىしても大にݟらΕる͜と͕ଟ͔ͬͨʢࢲの学ੜ
ͦ͏Ͱ͋ͬͨʣɻ࣌
し͔しɺもͦ͏͍͏࣌ա͗ɺ大学͕Ϣニόーαϧ化しͨࠓ日ɺࣾ会のଆ͔ら大学と大学ੜΛ

͞ٻಈ͕ཁߦ大学ੜ「ࣾ会ਓ初৺者」としての͋るࠓもؚΊɺߦのݖڍし͍ɻબݫるݟ
Εて͍るɻ
͢͞Εɺݴ༿の൱とも͔͘として「ࣾ会ਓ基ૅ力」Λඋ͑ͨਓࡐ育成͕大学にٻΊらΕるΘけ

ͰɺͦのͨΊに/IE教育一ఆの有ޮੑΛͭ࣋と͑ߟるɻ

̏ɽࢴഔମ͕ͳͯ͘ωοτ͕͋Εେৎ͔ʁ
アンέーτに͑ͨ学ੜͨͪɺࢴഔ体の৽ฉΛಡ·な͘てもテϨϏΠンターωοτΛ通͡て

ニϡーεΛೖ手して͍るͰ͋Ζ͏ɻωοτ্の֤৽ฉࣾのαΠτにアクセε͢Ε主なニϡーεೖ手
Մ能Ͱ͋るɻதにே日৽ฉσδタϧ日ిܦ子൛と͍ͬͨ有ྉのαΠτとܖして͍る学ੜも͍る͔
もΕな͍ʢࠓ回調査して͍な͍ʣɻ͔ͩらࣾ会のಈ͖とແԑにੜ͖て͍るΘけͰな͍ͩΖ͏ɻ
͕ͩɺωοτに͞ࡌܝΕて͍るニϡーε৽ฉ͕ࣾॏཁとஅしͨニϡーε͕Ͳ͏してもத৺になΓɺ

ಘらΕる͕ࣝภΓ͕ͪͰ͋るɻ全ࠃ的に͞΄Ͳؔ৺͕ͨ࣋Εな͍͕ಛఆの地域のਓにॏཁな
ニϡーεɺと͍͏もの͕͋るず͕ͩɺͦΕらな͔な͔ωοτのϔουラΠンに্͕ͬて͘る͜と͕
な͍ɻ·ͨɺը໘্の੍͔らࢴのよ͏にಉ一δャンϧʢࡁܦ໘と͔ࣾ会໘と͔͕·と·ͬて͞ࡌܝΕ
るの͕ී通ʣの大小औΓࠞͥͨ͞·͟·なニϡーεΛ၆ᛌ͢る͜ともͰ͖な͍ɻ
֤৽ฉࣾ͞·͟·な形Ͱωοτとの༥和Λ͔Ζ͏と工して͍る͕ɺ͋·ΓにωοτにೖΕࠐΉ

とࢴഔ体のߪಡ者のݱΛট͘Մ能ੑ͕͋るɻͦのͨΊɺͨと͑ேץにग़ͨニϡーεのωοτの
アοϓΛޙؒ࣌にらͤɺࢴの৽ฉのϝリοτΛଛなΘな͍よ͏に͢る工Λして͍る৽ฉも͋る͘
ら͍Ͱ͋るɻ
ωοτのαΠτΛ有ྉに͢る͔ແྉに͢る͔ɺσδタϧ൛のܖΛࢴഔ体のߪಡと๊͖߹Θͤに͢る

͔Ͳ͏͔等ɺ֤৽ฉのରԠ͞·͟·Ͱ͋るɻͨͩɺ共通して͑ݴる͜とٸにधཁ͕高·ͬて͍る
Πンターωοτにର͢る立ͪҐஔΛܾΊ͔Ͷɺࡧして͍るの͕͓͓ΉͶのݱঢ়Ͱ͋るとࢥΘΕるɻ
͜のよ͏なঢ়گͰ·ͩしら͘のؒɺࢴഔ体のํ͕ωοτよΓもϝリοτ͕͋るのͰな͍ͩΖ͏
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͔ɻ͔ͩらͦ͜ࢴഔ体の׆༻๏Λ前提としͨ/IE教育͕ඞཁͩと͑ߟるɻ

̐ɽେֶʹ͓͚Δ/*&ڭҭͷ目త
大学に͓ける/IE教育マείϛࢤの学ੜのͨΊの専門教育Ͱな͍ɻ֎ޠࠃ報ॲ理とಉ͡よ

͏にɺ全ての学ੜに共通してඞཁなࣝ・ٕ能Λ教授͢る一ൠ教育として提供͢るの͕దと͑ߟるɻ
ͦΕによͬてࣾ会ਓとしての基ૅ的なૉཆΛにͭけͤ͞るの͕的Ͱ͋るɻ
༧͞Εる成Ռとしてɺ大͖͘３ͭΛ͛ڍる͜と͕Ͱ͖るɻ
·ずɺࣾ 会に͍ͭての෯広͍͕ࣝにͭ͘ɻͦしてɺ報ࡧݕ・औࣺબの能力͕高·るɻͦしてɺ

３ͭΊにʢҙࣝして৽ฉΛ分ੳ的にಡΊͰ͋る͕ʣ理的文章࡞成能力͕ඈ༂的に向্͢るՄ能ੑ͕
高͍ɻ
３ͭΊにؔしてɺࢲ৽ฉه事Λ分ੳしͨ݁ՌΛ;·͑ɺଞ者にࣗ分の͍͑ͨ͜とΛաෆな͘

͑るͨΊの文と文章のॻ͖ํに͍ͭてɺ本学基൫教育の授業「εターτアοϓセϛφー」のテキετ
ʰなͤ成るʂ ʢɦ山形大学ग़൛会ʣと「アυόンετセϛφー」のテキετʰࣾ会ਓ基ૅ力ΛΈ͕͘ʱ
ʢಉʣにࡌهしͨɻ
前者幸͍山形大学の֎に高ߍ等の教育ؔػɺا業・ॴ等の研मͰも広͘༻͞Εɺ文章࡞成のํ

๏の一ͭとして有༻ੑ͕͋ると͍͏ධՁΛಘて͍るɻ
͜の３ͭの能力大学ੜにとͬてもͪΖΜब৬׆ಈにも有ޮͰ͋Ζ͏͕ɺ͍ۙকདྷのظ的なब৬

Ͱ͖るɺ本དྷのҙຯͰの「ࣾ会ਓ基ૅ力」となΓಘ༺׆ಈにとͲ·らずɺਓੜの͞·͟·な局໘Ͱも׆
るͰ͋Ζ͏ɻ

̑ɽतํۀ๏ͱ
/IE教育の有ޮੑ΄΅͝ೲಘ͍ͨͩけると͕͏ࢥɺ題ももͪΖΜ͋るɻΧリキϡラϜ্のҐஔ

ͮけΛͲ͏͢る͔ɺͦしてԿよΓも୭͕授業Λ୲͢るの͔ɺと͍͏͜と͕題になΖ͏ɻ
·ずɺΧリキϡラϜ্のҐஔͮけに͍ͭて͝参ߟ·Ͱに山形大学の例Λ͛ܝて͓͘ɻ
山形大学の基൫教育の「教ཆ科」ैདྷのਓ文・ࣾ会・ࣗવ科学のॾ学分Λ教͑るΧテΰリー

も͋る͕ɺ地域にࠜ͟͢大学としてのಛ৭Λग़ͨ͢Ίに「山形に学Ϳ」と͍͏ΧテΰリーΛઃけて͍るɻ
の/IE授業「৽ฉͰ山形Λる」͜のΧテΰリーにଐして͍るɻ山形大学ੜの７ׂҎ্ΛΊる県ࢲ
֎ग़者に山形に͍ͭてのࣝもͬ࣋てもら͏͜ともҙਤして͍るɻͦのͨΊに県ࢴʢ地ํࢴʣͰ͋る
山形৽ฉのڠ力ΛٻΊɺຖि৽ฉΛ教ࡐとして/IE༻Ձ֨Ͱ提供してもらͬて͍るɻ
͜Ε͋͘·Ͱ一例Ͱ͋ͬてɺ֤大学のΧリキϡラϜ体ܥにԠͨ͡Ґஔͮけ͕͋Γಘるɻ全ࢴࠃブ

ロοクࢴɺ͋る͍ࢴࡁܦなͲの専門ࢴΛ教ࡐに͢る͜ともՄ能Ͱ͋るɻ
次にɺࢲの授業の進ΊํΛ۩体的にհして͓͜͏ɻ
ຖि１回ɺޙޕに授業Λઃఆして͍るɻ日のޕ前ࠒ࣌��大学にड講ੜのの৽ฉΛಧけてもら͏ɻ

に͢ࡐඞཁ͔ͩらͰ͋るɻ日の৽ฉΛ教͕ؒ࣌として͍るの授業前に৽ฉにΛ通してもら͏ޙޕ
るのͰɺ୲者Ͱ͋るࢲૣே͔ら৽ฉにΛ通しɺ授業ͰऔΓ্͛るニϡーεɺにͭける͖ࣝ・
ٕ能ɺ学ੜに課͢࡞業Λޕ前தにܾΊるɻ
औΓ্͛るニϡーε大ニϡーε࠷৽のॏཁなニϡーεͩけͰな͘ɺ地域のΤϐιーυᨁ報な

Ͳɺۙ͝ॴの話題·Ͱなる͘෯広͘औΓ্͛るよ͏に৺͕けて͍るɻ広告に͍ͭてもٴݴして͍るɻ
「৽ฉͦの日のੈքのॖਤɺ小͞なӉ」と͍͏͜とΛ理ղしてもら͓͏と৺͕けて͍るɻ
Ͱ͖るͩけ෯広͍分にΘͨͬてニϡーεΛհし͍ͨの͕ͩɺ֤回·ΜΜな͘औΓ্͛て͍͘と

য͕΅けͨ授業になͬてし·͍͕ͪなのͰɺͦの日औΓ্͛るτϐοク一͔ͭ二ͭͰ͋るɻͦの分
深͘۷ΓԼ͛るඞཁ͕͋るのͰɺ৽ฉࢴ໘ͩけͰな͘ɺニϡーεΛよΓ深͘理ղ͢るͨΊのഎܠؔ
連報Λհしɺ·ͨͦΕらΛͲのよ͏に調る͔もհ͢るɻ
৽ฉࣾ会にର͢るࣝΛにͭけてもら͏一ํͰɺ文章のॻ͖ํのτϨーニングも͏ߦɻظの授

業Ͱ৽ฉの文章のॻ͖ํにならͬͨ回の小ϨϙーτΛ課͢ɻͦΕら授業தに教ࡐ提ࣔஔΛͬて
公開ఴΛͨͬߦΓʢࢯ名Ӆ͢ʣɺ一部ೖΕΛしてݸਓにฦ٫͢るɻ·ͨɺ࠷ऴϨϙーτ構ˠ
Լॻ͖ˠਗ਼ॻと３ஈ֊Ͱ࡞成ͤ͞るɻ構一ਓずͭ؆୯な໘ஊΛしてܾఆɺԼॻ͖ΛೖΕてฦし
て͔らਗ਼ॻに進Ήɻ͜のΓとΓ授業のऴΘΓのํの４ʙ５ि分Λ͔けな͕らͬߦて͍るɻ

ҭڭҭɾΩϟϦΞڭେଓɾॳ次ߴ
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ݸて͓͔なけΕͬߜに͋る程ਓΛ͏ߦΛ͜のよ͏に進Ίて͍るのͰ͋る͕ɺ文章のఴࢲ
ਓʢ一ਓͩけͰ授業Λ୲͢るʣͰରԠͰ͖な͍͜とになるɻ
大学の教һͦΕͧΕ͕専門ੑΛͬ࣋て͍るの͕ͩɺ৽ฉϛクロ͔らマクロ·Ͱの෯広͍報Λऔ
Γѻͬて͍るͨΊɺ一ਓの教һ͕ͦΕら全てΛৄしͬ͘て͍てࣗ৴Λͬ࣋てઆ໌Ͱ͖るɺと͍͏͜と
にな͔な͔ならな͍ɻΉΖΜࢲに౸ఈෆՄ能Ͱ͋るɻ
͜の͜とにର͢るରࡦとしてɺڠ力ؔに͋る৽ฉ͔ࣾらৄし͍ه者Λݣしてもら͏ɺ学の専
門のઌੜにདྷてもら͏ɺ͋る͍࠷初͔らνーϜΛ組ΜͰ授業Λల開͢る等͕͑ߟらΕる͕ɺࢲの授業
Ͱɺ手にෛ͑な͍分に͍ͭて学ੜ͕ࣗ主的にリαーνͰ͖るよ͏ɺ৴པͰ͖るਤॻΠンターωο
ταΠτΛհ͢る程ͰとͲΊて͍るɻ
͜の୲者題͕大学Ͱ̣̞̚授業Λల開͢るͨΊの࠷大のωοクͰ͋Ζ͏ɻࣾ会のニーζΛ͑ߟる
とͦ͜Ͱ᪳して͍るΘけに͍͔な͍のͰɺࢲແ手উྲྀな͕らऔΓ組ΜͰ͍るの͕ͩɺ本དྷ組織
としてղܾのͨΊऔΓ組ΜͰ͍͖͘課題と͏ࢥɻ大学にͦΕͧΕの͕͋ੑݸるのͰɺͦΕにରԠし
ͨํ๏͕͋Ζ͏ɻ

̒ɽ͓ΘΓʹ ʵࣾձͷଟ༷ੑΛ֬อ͢ΔͨΊʹʵ
ҎԼऄΛड़て͓͖͍ͨɻ
ۙ年ɺੈքͰࢴの৽ฉのߪಡ者ͲΜͲΜݮগして͖て͍るɻͦΕΠンターωοτのී͕ٴ主な
理༝Ͱ͋る͕ɺ日本ͰͦΕに加͑てগ子高ྸ化とੈ帯のࡉ分化と͍͏ཁҼ͕加Θͬて͍るɻ
日本৽ฉڠ会の౷計σータによΕɺ日本ࠃの৽ฉ����年に����ສ部発͞ߦΕͨのにରしてɺ
����年に�5�6ສ部とɺ�6�ສ部ۙ͘部Λམとして͍るɻ͜のݮগの߹͍年ʑ加して͓Γɺ事
ଶ深͞ࠁΛ૿して͍るɻ
৽ฉと͍͏ࢴഔ体のϝσィア��ੈلͰラδΦ・テϨϏと͍͏ిഔ体とのΈ分けɺ共ଘ共ӫ

ఢとՌͨして共ଘͰ͖るの͔ɺ·͞にਖ਼೦ڧにΠンターωοτと͍͏ل事にՌͨしͨの͕ͩɺ��ੈݟ
に立ͨ͞Εて͍ると͑ݴよ͏ɻ
ݴ力のཞ༻Λট͖ɺݖ力ΛνΣοク͢るδャーφリζϜの主Ͱ͋ͬͨ৽ฉ͕ਰୀして͍͘͜とݖ

のଟ༷ੑΛࣦΘͤる͜とΛҙຯ͢るɻଟ͘の৽ฉ͕ͦΕͧΕの立͔ら報道Λ͍ߦɺҙݟΛड़る͜
と͕ࣾ会の健全ੑΛ保ͨͤるものと͑ߟるɻ
のଟ༷ੑとɺ健全なδャーφリζϜݴとɺ͏ࢥ主なഔ体Ͱ͋る͜とΛ͕ࢴঢ়として日本の৽ฉݱ

のଘࡏのͨΊにɺ大学ੜにࢴഔ体の৽ฉΛಡΉश׳Λͬ࣋てもら͍ɺ৽ฉの発ߦΛ支͑る͜ともʢͦΕ
͕/IE教育の本དྷの的Ͱな͍͕ʣ·ͨ一ͭのॏཁなҙຯΛͬ࣋て͍るよ͏に͑ࢥるɻ
の͜͜年のυン・キϗーテ的な͔͞͞なऔΓ組ΈΛհし͕ͨɺ/IE教育͕広͘認͞ࢲ回ࠓ

Εɺ大学教育にඞ須のものとなͬて͍͘͜とΛͬئて·な͍ɻ
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Ｑ．新聞社も講義に参加したりするということだが、記事を書いた記者との直接の意見交換などは
あるのか。
̖ɽ࣌による͕ɺ͜のه事Λॻ͍ͨه者に授業にདྷて͍͍ͨͩͨɻަব次第ͩとࢥΘΕるɻ

Ｑ．新聞を教材とする理由と、新聞各紙の選び方を教えてほしい。
̖ɽ؆ܿにॻ͍て͋るのͰɺ文章ࢦಋに一൪৽ฉ͕分͔Γ͍͢ɻ全ࢴࠃ・専門ࢴ等の৽
ฉのಡΈൺも授業Ͱして͍る͕ɺࠓɺ大学にݴΘΕて͍る「地域ີண」と͍͏͜とͰɺ
地ํࢴΛબΜͩɻ



もちアッププログラム

札幌大学 খࢁ ໜɺՃլ୩ඒ

̍ɽ͡Ίʹ
����年６݄に発表͞Εͨ日本࠶興ઓུに͓͍て「学मؒ࣌の確保」ɺ「ཹ学等のଅ進」Λ的としてɺ

���6年３݄ଔ業・मྃ༧ఆ者͔らब৬・׆༺࠾ಈの開ظ࣌࢝ม͕ߋΓࠐ·ΕͨɻのํΛडけͨ
ಈ開׆ߟɺ８݄１日͔らબې広報ղ༺࠾ఆɻ３݄１日にࡦ章Λݑಈに͍ͭて৽し͍ྙ理׆ߟ連͕બஂܦ
Ζし͞Εͨɻ本དྷɺ学業༏ઌのํΛଧͪग़しͨ͜とにҟΛএ͑るඞཁޙεέδϡーϧ͕׆とɺब࢝
ແ͍と͜ΖͰ͋る͕ɺब৬׆ಈにੵۃ的な学ੜとも͔͘ɺফۃ的な学ੜにऔͬてɺब৬׆ಈظ࣌
೦͞Εるとݒに͘なΓɺଔ業·Ͱにब৬ઌΛܾΊらΕな͍学ੜの૿加Λট݁͘Ռにならな͍͔ߋ͕
͜ΖͰ͋るɻ
キャリア支援と͍͏とʠब৬のͨΊʡと͍͏ΠϝーδΛ͕ͪͪ࣋Ͱ͋る͕ɺ３年ੜ͔らのब৬講࠲・

ಛผセϛφーͩけͰɺݸʑのύーιφリティーΛੜ͔しͨޙԡしし͍と͍͑るɻ·ͨɺ大学࣌
ɺࣗ 分の͜Ε͔らΛ࡞るキャリアσβΠンの第一าͰ͋Γɺ「ࣗ分Կ͕し͍ͨの͔ɺͲ͏なΓ͍ͨの
͔」Λるにɺ͕ࣗもͭ興ຯ・能力・Ձ؍にߠݾࣗͮ͘ؾఆײとɺ「ΕͰ͖ͦ͏な͕͢ؾる」
と͍͏ࣗޮݾ力ײΛಘる͖͔ͬけになるݧܦとのग़会͍͕͔ܽͤな͍ɻ札幌大学Ͱɺ「もͪアοϓϓ
ログラϜ」Λಋೖしɺଔ業ޙɺࣾ会のな͔Ͱࣗ分のଘࡏҙٛΛ͍ͤͩݟるよ͏ɺࣗ立ʢʣと省Λଅ
͢ϓログラϜとしてల開して͍るɻ
ͦ͜Ͱɺ本報告Ͱ札幌大学͕����年͔ら本֨的に࣮ࢪして͍る「もͪアοϓϓログラϜ」のܦҢ

と大·͔な֓ཁɺならびにޙࠓの課題に͍ͭてࣔ͢ɻ

̎ɽࡳຈେֶͷΩϟϦΞڭҭͷܦҢ
文部科学省ɺ����ʢฏ成��ʣ年に「大学教育・学ੜ支援推進事業」学ੜ支援推進ϓログラϜʢ���

����ʙ����年ʣɻؒظࢪしͨʢ࣮࠾ʣΛߍびब৬支援推進ϓログラϜʢ65ٴʣߍ
札幌大学Ͱɺ「h なΓ͍ͨࣗ分ʱΛαϙーτ͢る札大ब׆εキϧアοϓϓログラϜ」Λ提ग़しɺ࠾

͞Εͨɻ本औ組Ͱɺ「キャリア教育」と「ब৬支援」の２ͭのଆ໘Λ有ػ的に連携ͤ͞る͜とによΓɺ
学ੜ͕رの進࿏にब͘͜とΛڠ力にαϙーτ͢るものͰ͋るɻ大学にもࣾ会ਓ基ૅ力のཆ成͕ٻΊら
Εɺキャリア科の開ઃɺίϛϡニέーγϣン力の育成にΊて͖ͨɻし͔しな͕らɺඞずしもرの
進࿏にबけな͍学ੜ͕͍るݱঢ়Λ改ળ͢るにɺਖ਼課教育と連携しɺݸʑの能力ΛҾ͖ग़͢ڧ力なαϙー
τ体੍Λ構築しなけΕならな͍ɻ本औ組Ͱɺ学ੜとݱࣾ会のニーζに߹Θͤɺ֤छब৬講࠲Λ開
講形ଶ͔らݟ直͢とともにɺ講࠲等ͰഓΘΕͨ৬業ҙࣝब׆εキϧΛϙーτϑΥリΦͰѲしɺΧ
ンセリングΛ͜͏ߦとによΓ「なΓ͍ͨࣗ分」にಋ͘͜とΛ࠷大の的として͍るɻ·ͨɺ学ϙータ
ϧ「アΠτε」にੵ͞Εͨσータとఆঢ়گΛ分ੳしɺ本औ組の有ޮੑΛݕ・ධՁ͢るものͰ
͋ͬͨɻ
「アΠτε」のアΠɺ総߹学ੜ支援γεテϜの༰Λҙຯして͓Γɺ教৬һ͕学ੜ一ਓͻとΓのम学
ੜ׆Λݟकͬて͍͘と͍͏ҙຯのFZFʢアΠʣɺ学ੜݸʑਓ͕ࣗ分の学ੜੜ׆Λॆ࣮ͤ͞ると͍͏ҙຯ
の̞ʢアΠʣͦしてɺػց的Ͱな͘৺の通͍߹ͬͨίϛϡニέーγϣンΛ学ੜ・教৬һؒͰして͍͜
͏と͍͏ҙຯのѪʢアΠʣと͍͏３ͭの「アΠ」Λ総শしͨものͰ͋るɻ·ͨ「τε」ɺόϨーϘー
ϧのアタοクのͨΊにɺ;ΜΘΓと্͛るτεのΠϝーδͰ͋るɻ学ੜ͕ͬ࣋て͍るະདྷのظر
Λ͔ͭΊるよ͏にपΓのਓ達ͰɺτεΛ্͛て͋͛よ͏と͍͏ͪ࣋ؾΛࠐΊてͭけらΕͨɻ学ੜτ
εΛ্͛らΕる立にもなるしɺ্͛る立になるɻ一ํ通ߦͰな͘互͍に᛭ୖຏ͢る͜とΛ͜の
ϙータϧαΠτにظして名けらΕͨɻ
らब৬にؔ͢る͔ࣝظ࣌Λ開講しɺૣ͍࠲しͨ成Ռɺᶃ３年ੜの６݄͔らब৬講ࢪऔ組Λ࣮ه্

εキϧアοϓڥΛ提供Ͱ͖ͨɻᶄ学ੜࣗのब׆ঢ়گΛه͢るπーϧとしてアΠτεに「ब׆

第
三
分
科
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ϊーτ」Λ開発しͨɻ͜ΕによΓ教һとब৬୲৬һ͕؍
る報͕૿͑ͨɻᶅ学年ʢ２年ੜʣも͔ͤ׆ಋにࢦ・
参加Ͱ͖るよ͏になͬͨɻᶆキャリアΧンセラーによる
専門的な立によるࢦಋڧ化ΛͨͬߦɻなͲ͕͛ڍらΕ
るɻ

̏ɽब৬ࢧԉϓϩάϥϜݕۀ࡞౼෦ձ
２õのऔ組͕３年ؒͰऴྃしɺͦのޙのରࡦとしてɺ

����年９݄ɺ理事͔らࡦ室にब৬支援にؔΘるݕ
౼に͍ͭてのࢾ͕な͞Εͨɻ主な༰ΛԼهにࣔ͢ɻ

ᶃキャリアҙࣝのஈ֊的ৢ成とम学ҙཉの࣌ܧ的
ىש
ᶄا業・高等学ߍにアϐーϧ͢る体ੑܥ

室����年��݄に「ब৬支援ϓロࡦΛडけɺه্
グラϜ࡞౼ݕ業部会」ઃஔしͨɻ࡞業部会の構成һɺ࠲
ʢࡦ室ʣɺҕһ３ਓʢ+$DA日本キャリア開発ڠ会認
ఆ$DAキャリアΧンセラー・ೖࢼ୲৬һ・ब৬୲৬
һʣɺアυόΠβー４ਓʢ教һʦݩ高ߍ教һʧ・キャリアα
ϙーτセンター৬һʣɺ事務局１ਓʢࡦ室৬һʣͰ͋ͬͨɻ
����年２݄にߦΘΕͨ報告会Ͱɺ

ᶃࡏ学ੜɿࣗݾ理ղ・学ੜੜ࣮ॆ׆ϓログラϜ
ࣗら͑ߟ主体的にߦಈ͢るͨΊのࣗߠݾఆޮݾࣗ・ײ力
る学ੜのूஂとなる͜と͢ݙߩΛ育成しɺࣾ会・地域にײ

ᶄ教৬һɿキャリアσβΠン支援εキϧཆ成ϓロ
グラϜ

学ੜ一ਓͻとΓのࣗݾ理ղΛଅしɺࣾ会的・৬業的ࣗ立
に向けඞཁな基ૅとなるࣗߠݾఆޮݾࣗ・ײ力ײΛ育Ή支
援ϓロूஂとなる͜と
ҙٛࡏに͓けるଘ׆らΕɺ１ʙ４年ੜ·Ͱɺ大学ੜ͛ܝ͕
のॆ࣮Λೖ学初͔らৢ成͢る組Έͮ͘Γとなͬͨɻͦ
͜Ͱɺ৽ͨなγεテϜとしてࡦఆ͞Εͨもの͕ɺ「もͪアο
ϓϓログラϜ」Ͱ͋るɻ

̐ɽʮͪΞοϓϓϩάϥϜʯͱ
「もͪアοϓϓログラϜ」の名শに͍ͭてɺ͓ もͪɺ
͢ると;͘らΜͰ大͖͘なΓɺ·ͨɺॊら͔͘なͬて৳び
るものͰ͋る͕ɺ学ੜのϞνϕーγϣンもΛ༩͑Εɺ
͓もͪのよ͏に;͘らΜͰ৳びて͍͘͜とΛͶら͍としɺ
͓もͪと͔けて「もͪアοϓ」としͨɻ
͜のϓログラϜɺ１年次͔ら全学ੜΛରとして࣮ࢪ

͞Εɺ৬һによる「もͪアοϓݸਓ໘ஊ」͕பとなるɻຖ
年３݄に৽１年ੜ全һΛूΊて開催͢るೖ学前セϛφー
「もͪアοϓ－εターτ・アοϓ・ϓログラϜ」ɺ１年ੜ
͔ら２年ੜに͔けての֤セϝεターに͓͍てɺキャリアҙ
ࣝのৢ成Λஈ֊的にଅ͢「もͪアοϓセϛφー」もॏཁな
ׂΛ୲ͬて͍るɻ
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Լਤにɺ札幌大学のキャリア形成教育ともͪアοϓϓログラϜのਤΛࣔ͢ɻ

̑ɽελʔτɾΞοϓɾϓϩάϥϜ
「εターτ・アοϓ・ϓログラϜ」ɺೖ学ࣜ前日に学Ͱ開催しɺ৽ೖੜの７ׂ͕参加して͍るɻ高
立てͨものにグϧーϓͰ回のϧーϧΛクΠζに׆しɺ学ੜੜݧと大学の授業のҧ͍Λٖ講ٛͰ体ߍ
しͨΓɺͦのグϧーϓ͝とに一ॹに学৯Λ体ݧしͨΓ͢るな͔Ͱɺ༑ਓ࡞Γもଅ͞Εて͍るɻ
ԿのͨΊに大学に進学して͖ͨの͔Λࣗࣗしɺ͜Ε͔ら࢝·る学ੜੜ׆Λݟਾ͑てɺ的ҙࣝΛ
高ΊるϫークにऔΓ組Έɺγーτにهೖして͍ؒ࣌͘も組ΈࠐΉɻ参加学ੜのアンέーτ͔ら͑るの
ɺࡏ学ੜの「ઌഐτーク」にର͢る高ධՁͰ͋るɻ大学ੜࣗ༝͕ؒ࣌ଟ͍ɻͦのํׂ͍ؒ࣌の
組Έ立てํに࢝·ΓɺアϧόΠτ部׆ಈと学業の྆立のϙΠンτɺࢲのϑΝογϣンΧόンの大
͖͞にࢸる·Ͱɺࡏ学ੜのੜのΛௌ͍てもらͬて͍るɻͦしてɺཌ日のೖ学ࣜΛܦて࢝·る学ੜੜ׆
のεέδϡーϧΛ۩体的にհして͍͘͜とͰɺ৽ೖੜにޙࠓのݟ通しΛಘて安৺してもら͑るよ͏ɺ
高͔ߍらの接続にもྀしͨɺೖ学ڥのඋにΊて͍るɻ

̒ɽͪΞοϓηϛφʔ
「もͪアοϓセϛφー」ɺ֤ セϝεターの開࢝前のΨΠμンε・ΦリΤンテーγϣンؒظに開催͢るɻ
９݄��日ʢۚʣ１講࣌の１年ੜのセϛφーͰɺ「もͪアοϓʙίϛϡニέーγϣン能力アοϓ・ϓロ
グラϜʙ」と題して開催しͨɻ༰ɺᶃ６ͭのসإテετɺᶄসإのώーローΠンタϏϡーɺᶅଞݾ
հɺᶆࠓ日͔らग़དྷるԿ͔ΛܾΊるɺͰ͋ͬͨɻ参加しͨ��ਓ͔らアンέーτの回͕ಘらΕͨɻ͜
のセϛφーに参加しͨײͰɺᶃとてもྑ͔ͬͨ�6ˋɺᶄྑ͔ͬͨ5�ˋɺᶅͲͪらͰもな͍��ˋɺᶆ
ྑ͘な͔ͬͨ̌ˋɺᶇѱ͔ͬͨ１ˋͰ͋ͬͨɻ·ͨɺಛにҹにͨͬ༰Ͱɺᶃ６ͭのসإテετ
5�ˋɺᶄসإのώーローΠンタϏϡー��ˋɺᶅଞݾհ��ˋʢෳ回Մʣとなͬͨɻ大事なϙΠンτ
ɺࣗ分͕সإΛ࡞る͜とͰɺࣗ分Λม͑ɺࣗ分Λ৳͢体͕ݧग़དྷͨのͰな͍͔とࢥΘΕるɻ
ಉ日２講࣌の２年ੜセϛφーͰɺ「もͪアοϓʙݧܦのதにɺࣗ 分らし͞Λݟるʙ」と題して開催し
ͨɻ༰ɺᶃ「ҹにるݧܦ」ϫークγーτɺᶄώーローΠンタϏϡーɺᶅଞݾհɺᶆࠓ日͔ら
ग़དྷるԿ͔ΛܾΊるɺͰ͋ͬͨɻ参加しͨ��ਓɺࡢ年ळ学ظにセϛφーʢ5�ਓ参加ʣΛ体ݧしͨ学
ੜͰ͋Γɺ１年ੜとൺֱ͢るとੵ͕ੑۃ高͘͡ײらΕͨɻ͜のセϛφーに参加しͨײͰɺᶃとても
ྑ͔ͬͨ��ˋɺᶄྑ͔ͬͨ5�ˋɺᶅͲͪらͰもな͍��ˋɺᶆྑ͘な͔ͬͨ��ˋɺᶇѱ͔ͬͨ̌ˋͰ͋ͬ
ͨɻ·ͨɺಛにҹにͨͬ༰Ͱɺᶃଞݾհ6��ŊᶄώーローΠンタϏϡー5� ʢ̀ෳ回Մʣと
なͬͨɻ大事なϙΠンτɺௌ力ɺ質力ɺ͍͋ͮͪɺ͏なず͖ɺ܁Γฦしɺとしͨ͜とによΓɺࣗ
分の͑ߟͰな͘ɺଞਓの͑ߟΛ理ղしɺ話し手の͍ࢥΛ͑る͜との大͞ΛษڧしͨのͰな͍͔
とࢥΘΕるɻ
˞྆セϛφーとも参加ਓ͕গな͍͕ɺ参加しͨ学ੜɺ͜のセϛφーΛड講͢るͨΊͩけに大学にདྷ
て͍る͜とΛهして͓͘ɻ
˞ᶃᶄ୲者͕সإのίーνング認ఆΠンετラクターʢ/10๏ਓϋローυリーϜ࣮ߦҕһ会ʣͰ͋
る͜と͔ら࣮ࢪՄ能となͬて͍るɻ

̓ɽͪΞοϓݸਓ໘ஊ
「もͪアοϓݸਓ໘ஊ」ࡏݱɺࠓ年２年ੜに進ڃしͨ学ੜΛରとしてɺय़セϝεターの໘ஊΛ࣮ࢪ
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しͨɻ໘ஊの的ɺ「ඪΛͨͬ࣋学ੜੜ׆のॆ࣮」Ͱ͋るɻޮՌطにݱΕて͓Γɺ１年ੜの໘ஊͰ
ɺ͜Ε͔らの学ੜੜ׆ΛͲ͏ա͝しͨら͍͍͔͕Θ͔ͬͨと͍͏ײ͕͋ͬͨɻ·ͨɺ２年ੜの໘ஊ
Ͱɺ１年࣌の໘ஊͰඪΛಘͨ͋とɺ͢ ͙にアϧόΠτΛ୳してඞཁなۚࢿΛஷΊɺرして͍ͨνャ
ϨンδΛ開࢝Ͱ͖ͨと͍͏学ੜもݱΕて͖て͍るɻ
໘ஊ୲の৬һɺ+$DA認ఆ$DAによる研मΛड講しɺ学ੜとの໘ஊにඞཁなεキϧʢௌ・承認・

ྭ·し等ʣΛ学शし্ͨͰɺ·ず学ੜとの৴པؔの構築Λ基本としてɺ͜のϓログラϜの࣮ࢪに参
ըして͍るɻ໘ஊ୲者ݸਓによるࠩΛなͨ͘͢Ίɺもͪアοϓݸਓ໘ஊථΛ࡞成し学ੜの質༰
Λ౷一して͓Γɺ໘ஊ݁ՌΛアΠτεにهͤ͞て͍るɻ·ͨɺ初の༧ఆͰɺ໘ஊ୲者͕一ਓͰ
5�ਓの学ੜΛ୲͢る༧ఆʢ5�ਓʷ��日ʹ１学年ఆһ���ਓʣͰ͕͋ͬͨɺ業務学ੜの໘ஊ日࣌の調
によΓɺࠓ年の８݄��ô��日の研मͰ৬һの７ׂに参加してもら͏なͲɺ໘ஊ୲৬һの૿加に
Ίͨɻ

̔ɽޙࠓͷ՝
औ組͝との課題Λࣔ͢ɻ
もͪアοϓ－εターτ・アοϓ・ϓログラϜ
・ҊΛೖ学手続͖ཁྖにಉ෧しɺ参加向্Λ͢ࢦʢࡏݱの参加��ˋΛ�5ˋにʣɻ
・参加学ੜの༑達ͮ͘Γʢ参加ܕήーϜなͲΛಋೖ༧ఆɻݻఆصの講ٛܕ教室ෆศͰ͋るʣɻ
・的ҙࣝɿৗにͤ͑͞ߟるश׳化ʢ授業ɺ演शɺθϛφーϧとのίラϘϨーγϣンのݕ౼ʣɻ
もͪアοϓセϛφー
・１・２年ੜରɿඞमͰな͍ͨΊग़੮者͕গな͍ʢ参加１年ੜ��ˋɺ２年ੜ３ˋʣɻ
・改ળҊɿ１年ੜの基ૅ演शʢ全学ੜड講ʣのؒ࣌Λ׆༻͢るɻ教һの理ղ͕ඞཁとなるɻ
・改ળҊɿෳのؒ࣌Λઃける͜とͰɺ学ੜの参加ػ会の૿大Λਤるɻ
もͪアοϓ໘ஊ
・୲৬һのෛ୲Λܰ͢ݮるʢ学ੜ一ਓͻとΓのアϙΠンτも工͕ඞཁͰ͋るʣɻ
・一部৬һによる࣮͔ࢪらɺ学ੜ୲৬һ全һʢ୲ਓ調ʣͰࢼΈるඞཁ͕͋るɻ
・໘ஊεキϧ向্͕ඞཁͰ͋るʢ4D研म༰の改ળɺ初回日４ؒ࣌Λ２回͔ら２ؒ࣌に
ॖʣɻ
・୲৬һによΓ学ੜରԠに͕ࠩ͋るɻ
・୲教һとの調の題も͋るɻ

̕ɽ͓ΘΓʹ
本学ɺ����年よΓ１学੍܈Λಋೖしɺࠓ年３年Ͱ͋るɻࠓ回報告し 「ͨもͪアοϓϓログラϜ」

ɺಋೖして２年Ͱ͋Γɺͦの成Ռ͕໌確に表Εて͍ると͍͕͍ͨݴɻ
͜の「もͪアοϓϓログラϜ」ɺ学ੜ一ਓͻとΓにରしてҎԼの͜とΛ͏ߦ教育ϓログラϜͰ͋るɻ

ᶃ １年ੜ͔ら学ੜのಛΛ教৬һ͕Ѳ͢るɻࠓ·Ͱのよ͏にɺͰ͖る学ੜとͰ͖な͍学ੜのΈ͕主
の大学Ͱな͘ɺ本学の学ੜ全һ͕ɺੜ͖ੜ͖ߦಈͰ͖るよ͏にαϙーτ͢る体੍ͮ͘ΓΛͬߦて
͍͘ɻͦΕによΓɺࣗら͑ߟ主体的にߦಈ͢るͨΊのࣗߠݾఆޮݾࣗ・ײ力͕ײ育成͞Εɺࣾ会・地
域に͢ݙߩるਓࡐΛ育てる͜と͕Ͱ͖るɻ

ᶄ ͦのͨΊにɺ教৬һ͕+$DA認ఆ$DAによる研मΛड講しɺ学ੜとの໘ஊにඞཁなεキϧʢௌ・
承認・ྭ·し等ʣΛにͭけɺ学ੜとの৴པؔの構築͕Ͱ͖るよ͏力してΏ͘ඞཁ͕͋るɻ

ᶅ ͦの݁Ռɺ学ੜࣗ分の魅力Λे分に͑る能力͕にͭ͘とともにɺࣗ のࣾ会的ՁΛ認ࣝしɺݾ
ࣾ会ݙߩͰ͖るਓࡐ成͢る͜と͕Ͱ͖るɻ
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Ｑ．キャリア教育として学生に４年間しっかりとフォローが続くが、退学率は減っているのか。
̖ɽ年ؒのٳୀ学���༨名Λݮらし͍ͨとͬࢥて全学Ͱ͜ΕΛ࣮ࢪして͍るɻ大学にདྷてもɺ
Ͳの教৬һとも話͞な͍Ͱؼる学ੜΛݮら͢͜と͕Ͱ͖Εɺඞずୀ学ݮらͤると
৴͡て͍るɻ



今の自分たちに何ができるか
―大学生の今と昔―

東北薬科大学 ਿࢁ խ

̍ɽ͡Ίʹ
薬学部のݱঢ়Λ؆୯に·とΊるとҎԼのよ͏になるɻ
１ʣ֨ࢿऔಘ的のͨΊɺ࠲学ϋーυͰ͋るʢ年ؒ５科Ҏ্のෆ߹֨科Ͱଈཹ年ʣɻ２ʣಉڃੜ
ಉ一ΧリキϡラϜΛ͜な͢ۉ一ूஂͰɺݸਓのࣗ༝͍ɻ「ಉ一ϝンόー」͕「ಉ͡ॴ・教室」
Ͱ「ؒ࣌」ੜ׆Λ共に͢るɻ͞らにɺクラε４年ؒݻఆͰ͋るɻ３ʣࣦഊ͞ڐΕな͍งғؾに͋
Γɺৗに࣮श・ݧࢼにΘΕるɻ͝ݧࢼとにॱҐΛग़ͨ͢ΊؒʠラΠόϧʡͰ͋Γɺ「উͬͨ」「ෛ
けͨ」の৺理͕ࠜఈに͋るɻ４ʣ࣮शઌͰɺࣾ会化͞Εͨߦಈ͕ٻΊらΕるɻͭ·Γɺ͍ۙؔͰ͋
る͕Ώ͑にɺਓؒؔにΈ͕ੜ͍͢͡ɻ

̎ɽ͔͍͋ͨͨਓؒؔΛߏங͢Δඞཁੑ
大学Ͱ学Ϳ͖͜とɺݱ科学の成ՌΛにͭける͜とͰ͋る͕ɺͦΕͩけͰな͍ɻࣗ分͕ͨͪ
専門とఆΊͨ͜とΛ学ͿとともにɺਓੜとԿ͔に͍ͭても͑ߟるඞཁ͋るɻ学とのग़会͍ɺ教һ
とのग़会͍ɺ༑ͩͪとのग़会͍なͲΛ通͡ɺਓؒ形成Λにͭける͜と͕વظ͞Εて͍るɻ
１ʣΈΜなಉ͡ඪʢࠃՈݧࢼ߹֨ʣΛもͬͨؒなの͔ͩらɺ͓互͍Λଚॏしɺڠ力し߹͏ɺॿけ
߹͏よ͏にͰ͖る͜と͕·し͍ɻ２ʣ「͋なͨํ͕͓相手͢るױ者͞Μͬࠔて͍るのͰ͢」と͍͏༏
し͍·な͟しͰֻけ͕Ͱ͖るよ͏にならな͍とɺױ者ରԠ等͕কདྷし͘なるɻ日͝Ζ͔らؒにର
しても࣮ફ͢る͜と͕大Ͱ͋るɻ３ʣࣗ 分一ਓͰ事͕Ͱ͖な ʢ͍ͨと͑ɺνーϜ医ྍʣɻؒΛ
ଚॏしɺڠ力し߹͏͜と͕大Ͱ͋るɻ４ʣͪͨࢲ支͑らΕてੜ͖て͍るの͔ͩらɺ「͋Γ͕と͏͟͝
͍·しͨ」͕ࣗવと͍͑るよ͏にし͍ͨɻ
ैདྷɺࢦಋ্の題͕発ੜしͨ࣌にɺ学ੜ相ஊ等ݸผ支援ͰରԠして͍͕ͨɺޙࠓ講ٛのதͰɺ
会Λ提供しɺ課題ղܾΛਤるඞཁ͕͋るɻػる͑ߟのੜ͖ํΛݾΓɺ͍ࣗࢥΊɺଞ者ΛͭݟΛݾࣗ

̏ɽ৽Պ目։ઃͷੴ
৽科「大学基ૅ」開ઃのੴとしてɺ৽ೖੜΦリΤンテーγϣンͰʠग़会͍のϫークʡΛ࣮ફし
て͍るɻ的次の２Ͱ͋るɻ１ʣ৽ೖੜ͕ɺクラεのؒ୲とのަྲྀΛਤるதͰɺ൴らのۓு
Λ΄͙しɺෆ安Λղফ͢るɻ２ʣ学ੜ参加ܕのϫークγϣοϓΛ࣮ࢪしɺ͜Ε͔らの大学ੜ׆の主ਓ公
としての֮ࣗΛଅしɺ大学ੜ׆全ൠのಈͮػけの一ॿと͢るɻ
講ٛにೖる前ஈ֊Ͱɺ͔͍͋ͨͨਓؒؔͮ͘Γのछ·͖Λ͢る͜と͕主的Ͱ͋るɻ͜のϫーク
γϣοϓɺ৽ೖੜͩけͰな͘ɺ教һ・ࡏ学ੜΛࠐ͖רΉ形Ͱ࣮͢ࢪるɻ

̐ɽʠେֶૅجʡͷٛߨ目ඪ
ʢ１ʣ 講ٛͩけͰな͘ɺ学ੜ͕ࣗಡΉɺॻ͘ɺ話し͋͏ɺ·とΊてΈるɺ発表͢ると͍༷ͬͨʑな׆

ಈΛ通͡てɺ大学ੜ͕主体的に学ͿͨΊの基ૅとなるࣝ・ٕज़のशಘΛ͢ࢦɻ
ʢ２ʣ 学श׆ಈの通͡ɺਓؒؔΛ育Ή͜とΛ͢ࢦɻ教һのฉ͖とΓ調査ɺ学ੜಉ士͕ڠ力して

文ݙ調査等Λ͜͏ߦとͰɺίϛϡニέーγϣン・εキϧɺリαーν・εキϧの基ૅ的ૉཆΛഓ͏ɻ
ʢ３ʣ 共に学びɺ共に͑ߟる׆ಈΛ通しɺ専門科のಈͮػけΛ高Ίるɻ
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̑ɽٛߨͷख๏
ʢ１ʣ ֤クラε５ʙ６名のグϧーϓΛ形成しɺグϧーϓ୯Ґの׆ಈと͢るɻグϧーϓݻఆͤずɺظ

Ͱ８回γャοϑϧ͢るɻଟ͘のؒと৮Ε߹͑るよ͏に͢る͜と͕Ͷら͍Ͱ͋るɻ
ʢ２ʣ 教͕ࢣ学ੜに質Λ͔͛けɺ回Λଅ͢ํܕ講ٛ๏にɺνーϜ基൫ܕ学श๏Λ༥߹しͨ形Λ

とͬて͍るɻ͜Εɺ一ਓͰ͑ߟるͩけͰな͘ɺؒと一ॹに͑ߟるɺؒの͑ߟΛௌ͘ɺΘ͔ら
な͍͜と͔ؒら学Ϳ࢟Λにͭけͤ͞る͜とΛͶら͍にして͍るɻ

ʢ３ʣ 一部ɺ構成的グϧーϓΤンΧンターの手๏もಋೖしɺࣗݾ理ղ・ଞ者理ղのଅ進にΊるɻਓ
ࣗ分一ਓͰੜ͖て͍るΘけͰな͍͜とΛ֮ࣗしɺࣗଞଚॏのਫ਼ਆΛ育Ή͜と͕Ͷら͍Ͱ͋るɻ

̒ɽ๙ΊΔɾ͑ࢧΔɾೝΊ߹͏࣮ٛߨફ
大学基ૅの講ٛΛ通͡てɺࣗ分らし͍͖͘る͜とと͍ࢥΓの৺のਫ਼ਆ͕らずらずの͏ͪに学
ੜの৺にしΈ͍ͭて͍ͬͨのͰと͍͏手͕ͨ͑͝ಘらΕͨɻࣗݾの٘ਜ਼ଛࣦΛސΈずɺଞਓのརӹ
福ࢱのͨΊにߦಈ͢る৺͕に͍ͭて͍るɻ学ੜのΛհしな͕らɺච者͕ؔΘ࣮ͬͨફΛհ
͢るɻ
ʢ̍ʣ ҧ͍Λ͔ͪ߹͏ֶश׆ಈ
「大学Ͱのษڧに立ͭ」と͍͏͜とΛؔ連͢るΤοセΠ等の課題ΛಡΈɺグϧーϓͰのҙަݟ換Λ
͢るɻ基本的にɺ「কདྷΓ͍ͨ͜とΛ͑ߟ続ける」「ษڧしな͕らকདྷΛ͑ߟる」͜とに͍ͭてのಈ
Λ·とΊるɻ͑ߟ・ݟけΛ高Ίる͜と͕Ͷら͍となるɻ課題ΛಡΈɺ༰Λཁしɺࣗ分なΓのҙͮػ
グϧーϓͰ報Λަ換しɺグϧーϓとしてのݟղΛ·とΊるɻ成Ռクラε全体にฦしɺࢹの֦大
Λਤるɻ教һɺグϧーϓͰの׆ಈΛଅしͭͭɺ講ٛΛ進͢ߦるɺඞཁにԠ͡てॿ͢ݴる͜とΛ৺͕
けͨɻ
１ʣಡղ力・ཁ
一例Λ͋͛るɻ第２回講ٛのテーマ「͖ΈなͥͦΜなにษڧし͕ͨるの͔ʁ」Ͱ͋ͬͨɻ講
ٛのྲྀΕɺᶃ͜͜にॻ͍て͋る༰Λࣗ分のݴ༿Ͱ·とΊてΈよ ʢ͏��分ʣɻᶄ͋なͨɺ͜ のஶ
者のҙݟにࢍ成ʁରʁͦの理༝ʢ��分ʣΛ໌ら͔にしよ͏ɻᶅグϧーϓのؒにɺࣗ分の͑ߟΛ
͑てΈよ͏ʢ��分ʣɻᶆؒのҙݟΛฉ͍てのײɺҙݟ等Λ؆ܿに·とΊてΈよ͏ʢ５分ʣɻᶇ
ஶ者のݟղにରしてɺグϧーϓとしてのҙݟΛ·とΊてΈよ ʢ͏�5分ʣɻᶈଞのグϧーϓのਓにɺࣗ
分ͨͪの·とΊͨ͑ߟΛ発表しよ͏ʢ�5分ʣɻᶉ講ٛの振ΓฦΓʢ５分ʣɻҎ্のྲྀΕͰグϧーϓ͝
とϫークγーτΛ׆༻し課題Λղܾして͍͘ɻ
͜のよ͏にɺຖؒ࣌ϫークγーτΛ׆༻͢るɻϫークγーτの׆༻Ͱɺ次のよ͏なల開Ͱɺؒ
と一ॹに学Ϳ͜と͕Ͱ͖るɻᶃ課題·ずɺࣗ 分Ͱ͑ߟるɻᶄ次にɺࣗ 分の͑ߟΛؒに͑るʢ
ௌʣɻᶅؒの͑ߟΛௌ͖ɺ振ΓฦΓΛ͢るʢؒとのҧ͍Λ分͔ͪ߹͏ʣɻᶆグϧーϓ͝とのײ
Λ全体ͰγΣアーʢࢹ͕֦大͢るʣ͢るɻ

２ʣ ؒΛྭ·͢・๙Ίる学श
ͨと͑ɺ講ٛに͓ける課題ʢͨと͑ɺؒҧ͍͍͢ࣈॻ͖औΓʣもɺ·ずࣗ分Ͱղ͍てɺ
ͦのޙɺؒಉ士Ͱ࠾͢るɻ࠾者ޙ࠷にඞずʠ͓ർΕ༷ʡϝοセーδΛఴ͑るɻグϧーϓの
ϝンόーのͩけྭ·しのϝοセーδΛもら͏͜と͕Մ能となるɻ
·ͨɺࣗ学श課題ɺ「大学に͓けるϨϙーτのॻ͖ํに͍ͭてɺ͏ࢥと͜ΖΛड़な͍͞」にͭ
͍てもɺグϧーϓのϝンόーͰڠ力してఴ͢るɻ۩体的にɺᶃグϧーϓのؒ࠷３ਓʢؒ࣌
によΓ調͢るʣ͔らίϝンτΛもら͏ɻᶄνΣοクϙΠンτɺࢦఆ教科ॻにࣔ͞Εͨ基準ʢద
なஈམઃఆɺې則ॲ理ɺ文体の౷一ɺࣈなͲの形ࣜ໘ͰのνΣοクʣΛ参ߟに͢るɻᶅ一ਓ６
分ͰίϝンτΛॻ͘ɻίϝンτΛॻ͍ͨら次のਓに回͢ɻίϝンτɺ൷ͩけͰな͘ɺඞず๙Ί
Λ·とΊるɻײ༿もॻ͘ɻᶆ３ਓのϝンόー͔らίϝンτΛもらͬͨらɺίϝンτΛもらͬてのݴ

ʢ̎ʣ ਓͱਓͱ͕;Ε͋͏ڞಉۀ࡞
課題ͰूΊͨ৽ฉه事εクラοϓΛグϧーϓͰ１ຕのࢴに·とΊɺಛ等Λ発表͢るɻ１ʣؒ

ҭڭҭɾΩϟϦΞڭେଓɾॳ次ߴ
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Ͱׂ分୲Λ͑ߟるʢ５ʙ６ਓグϧーϓのͨΊɺՋにならな͍ʣɻ２ʣಘҙ・ෆಘҙ͕͋ͬてもɺؒͰ
成͢る͜とͰɺ互͍のܽもΧόーͰ͖るɻ３ʣのΓ・͞Έ・マοキʕ等ɺ道۩のିしआ࡞力してڠ
ΓグϧーϓؒͰ調͢るɻෆ͋ると͖ɺグϧーϓؒͰିしआΓΛ͢るɻ「ઌにΘͤてもら͏Ͷ」
「͋Γ͕と͏」と͍͏ݴ༿͕ࣗવにͰて͘るɻ４ʣ手࡞Γ͔ͩらͦ͜ɺ͕ੑݸͰるɻͦΕͧΕのҧ͍Λຯ
Θ͏͜と͕Մ能になるɻ

ʢ̏ʣ ๙ΊΔɾ͑ࢧΔɾೝΊ߹͏࣮ٛߨફʹ͍ͭͯͷֶੜͷײ
１ʣ「ϨϙーτΛͤݟ߹͍ɺͦΕに͍ͭてίϝンτࢦఠΛしͨと͖ɺࢲɺ൝のϝンόー͔らͨ͘͞

Μ直͞Ε·し͕ͨɺ͓͔͛ͰɺޙࠓͲのよ͏にؾΛけなけΕ͍けな͍の͔と͍͏課題͕͔ͭݟΓ·
しͨ」２ʣ「ϫークγーτにඞずؒのҙݟΛॻ͘ཝ͕༻ҙ͞Εて͍るɻͭ·Γɺࣗ 分のϖーεͰ進Ί
る͜と͕Ͱ͖な͍ɻࣗ分͕ײɺҙݟΛॻ͖ऴ͑てもɺऴΘΓͰな͍ɻ·ͩॻけて͍な͍ਓΛ͏ࢥ৺
ੈؒの͜とにؔしࢲる͜と͕な͘ɺͦΕ·ͰݟඞཁͰ͋る͜とΛ学ͨ」３ʣ「৽ฉɺීஈɺ͕͍ݣ
てؔ৺͕な͔ͬͨɻし͔しɺ͜の課題Ͱɺࣗ分͕ؾになるه事もͪΖΜɺ͋·Γؔ৺͕な͔ͬͨ分
なͲにΛ通してΈるとɺੈؒの者のํݟɺࠓの題͕Ͳ͏͍͏͜となの͔Λる͜と͕Ͱ͖ͨɻ͞
らにɺ֤ਓ͕ूΊͨ৽ฉΛグϧーϓͰ発表͢るࡍɺϝンόー͕ͦΕͧΕҧͬͨ৽ฉΛΓൈ͍ͨΓɺಉ
͕全͘ҟなͬて͍ͨΓしてɺ·とΊるの͕大มͩͬͨɻグϧーϓϫークͰɺࣗײݟ事Ͱもҙه͡
分の͑ߟ・ҙݟΛ͍͑͋ɺ͜ΕΛ܁Γฦ͢͏ͪにɺࣗવとۓு͕΄͙Ε͕ͨ͢ؾる」

̓ɽڭһͷΠϯλϏϡʔʹ͍ͭͯ
大学基ૅの学श課題ɺ「大学Ͱ学Ϳ͜とのҙٛの୳ٻʕ大学ੜのࠓとੲʕ」Ͱ͋るɻ講ٛの࠷ऴ
ඪɺ「大学ੜとしてࣗ分ͨͪにԿ͕Ͱ͖る͔ɺ͜Ε͔らԿΛしなけΕ͍けな͍の͔」ʢͲのよ͏な医
ྍਓΛ͔͢ࢦʣΛɺ学ੜಉ士͕共に͑ߟɺ発表༻Ϩϙーτに·とΊる͜とͰ͋るɻ͜の講ٛの運༻ɺ
本学総߹科ܥ教һ͕୲͢る͕ɺ科のੑ質্ɺ全学Λ͋͛てऔΓ組Ή͜ととなͬて͓Γɺ薬学ܥ教
һにɺ学ੜの͜Ε͔らの薬学Ͱの学शのಈͮػけΛ高Ίる一ॿになΕと͍͏؍͔らɺ学ੜ͔ら
のΠンタϏϡーにԠ͡ると͍͏形Ͱڠ力Λґཔしͨɻ
ʢ̍ʣ ͍ͯͭʹһͷΠϯλϏϡʔڭ
１ʣΦϑィεアϫーに１回࣮͢ࢪるɻ２ʣテーマ「大学ੜのੲとࠓ」ɻ大学ੜのஔ͔Εͨঢ়گΛ相ର
的にҐஔͮけɺಛΛѲ͢るɻ３ʣ学ੜ１グϧーϓ５ਓ͔ら６ਓɻ４ʣ薬学ܥ教һ55名͕ڠ力しɺ
ରԠ͢るɻ５ʣ学ੜΦϑィεアϫーに１回アϙΛऔΓにདྷるɻͦ͜Ͱɺ߹のよ͍日࣌Λࢦఆ͢るɻ
６ʣؒ࣌��分程ɻ৽ೖੜと教һ͕ࡶஊしな͕らίϛϡニέーγϣンΛとるɻ７ʣグϧーϓͰڠ力し
て学शして͍͘͜とɺ学शのಈͮػけΛ高Ίる͜となͲΛඪにして͍るɻ教һとのίϛϡニέー
γϣンΛਤΓɺ͞らなるಈػけΛ高Ίるよ͏に͢るɻ
な͓ɺ学ੜ͔らの質項Լهのと͓ΓͰ͋るɻ
・大学ͰΓ͍ͨとͨͬ͜ࢥとԿͰ͔͢ʢ高࣌ߍ等にΓ͔ͨͬͨ͜とΛؚΊʣ
・大学Ͱษڧしな͕らɺকདྷの͜とに͍ͭてɺͲのよ͏に͑ߟ·し͔ͨ
・大学Ͱのษڧに立ͪ·し͔ͨʁʢ۩体的にͲのよ͏な͕ʣ
・大学のษڧҎ֎Ͱؤுͬて͖ͨ͜とԿͰ͔͢ʁͦΕ͕ࠓɺͲのよ͏なͰ立ͬて͍·͔͢ʁ
・࣌ɺ大学ੜになͬͨと͖ԿΛ学΅͏とし͔ͨɺͦΕなͥɺເதになͬてऔΓ組Μͩ͜とɺࡏ学
தۤし͔ͬͨ体ݧなͲɻ
・࣌のࣾ会ঢ়گɺྲྀߦɺ事݅ɺ事ނ等ɺΠンタϏϡーର者のஔ͔Εて͍ͨੜ׆ঢ়࣌・گഎܠに
͍ͭてもώϠリング͢るɻ

ʢ̎ʣ ૯߹Պ目ڭܥһʹΑΔࣄલࢦಋ
１ʣ·ずɺグϧーϓ͝とアϙΠンτϝンτʢ２名ʣΛܾΊるʢ一ਓͰな͍͔らڠ力してͰ͖るʣɻ２ʣ

マφーに͍ͭてɺ࠷ݶ次のよ͏な事前にࢦಋして͓͘ɻͨと͑ɺೖ室前にɺ３回ϊοク͢る
ʢϊοク２回τΠϨͰ͢ʣɻ「ࣦྱし·͢」「͓し͍と͜Ζɺਃし༁͋Γ·ͤΜ」「薬学部１年○組の○
○Ͱ͢ɻ大学基ૅの教һのΠンタϏϡーの݅Ͱɺઌੜの͝߹のよΖし͍ؒ࣌Λ教͑て͍͖ͨͩͨ
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͍と͍ࢥɺ参Γ·しͨ」ɺଋしͨظ日ϝϞΛとるなͲɻ͜Εらのࢦಋɺগな͔らずকདྷのब৬支援
に立ͭͰ͋Ζ͏ɻ

ʢ̏ʣ ֶੜͷײʢϨϙʔτΑΓҰ෦ൈਮʣ
「ೖ学して͙͢の͜ΖͰ͋ͬͨͨΊɺઌੜと話͢の初Ίての͜とͰɺͩ ͔らͦ͜ɺ１ͭ１ͭの͜と͕
とてもҹにͨͬɻಛにɺʠ大学のษڧडけͰな͘ɺੵ Ίて͍͘͜と͕ඞཁͩʡとٻ的にࣗらۃ
͓ͬしΌͬて͍ͨ͜と͕ҹにͬて͍るɻ前ظの講ٛΛऴ͑ͨࠓɺͦのඞཁੑ͕গしΘ͔ͬͨよ͏な
「ͨͬࢥるしɺ·ͨɺ͜Ε͔らの６年ؒɺ日ʑɺҙࣝし続ける͖͜とͩと͕͢ؾ

̔ɽ·ͱΊ
ʢ̍ʣ ֶੜಉ࢜ͷֶͼ͍͋ΛΉ
大学基ૅͰɺ͍͔にして学ੜಉ士の学び͍͋Λ組Ή͔にਆܦΛ͍ͩɻ学ੜಉ士͕学び͋͏ର

話Λத৺としͨ講ٛΛల開͢る͜と͕ɺ׆ಈੑΛ高Ίるɻ学ੜΛݽ立ͤ͞るのͰな͘ɺ学ੜಉ士Λͭ
な͗ɺ互͍に学び͋͑るΛ演ग़͢る͜と͕大Ͱ͋るɻ互͍͕ڠ力しなけΕղܾͰ͖な͍׆ಈΛ
組Ή͜とによΓɺ学び͍͋ɺ教͍͑͋ɺྭ·し͋͏͜とのૉらし͞Λ学ੜ࣮͢ײる͜と͕Ͱ͖るɻ
グϧーϓに分けて׆ಈͤ͞ΕͦΕͰよ͍と͍͏͜とͰな͍ɻともに学Ϳ͜とのҙຯと۩体的なํ

๏Λ͑て͍͘ඞཁ͕͋るɻ講ٛͰɺ·ずࣗ分Ͱ͑ߟɺؒに͑ߟΛ͑ɺؒのҙݟにࣖΛけɺ
改Ίてࣗ分の͑ߟΛ確認しͨΓɺ৽し͍͑ߟΛෟ加しͨΓ͢る׆ಈΛల開しͨɻ͜Εɺڠಉ学शの理
ʢόークϨΠらɺ����ʣΛ参ߟにして組Έ立てΛͨͬߦɻ
大学基ૅͰɺ学ੜ͕ࣗ分ࣗの学びと学शؒの学びΛ࠷大に͢るͨΊにɺ基本的な৴པؔ構

築ΛࢦしɺूஂのαΠζΛ５ʙ６ਓとしɺグϧーϓΛݻఆ化ͤずɺଟ͘のؒと৮Ε߹͍ɺ学ੜに認
とଶのಉ࣌学श͕Մ能となるよ͏ࡧしͨɻ
学ੜ͕ؒと学び͋͏͜とͰɺ一ํͰ教ࡐに͍ͭてのࣝ理ղΛ深Ίる͜と͕Մ能になるɻ·ͨɺ

ଞํͰɺ共に学び͋͏と͍͏ڠಉのਫ਼ਆ͕ᔻཆ͞Εɺ学शにର͢るಈͮػけ͕高·Γɺ学श大学にͭ
͍てのํݟも転しɺؒに͍ͭての理ղも深·ΓɺؒΛ大に͢ると͍͏ਓ֮ײݖも高·るɻ講ٛ
Ͱɺ振ΓฦΓγーτΛ׆༻しɺࣗ分͕ؤுͬͨͩけͰな͘ɺ͕ؒؤுͬͨもඞずຖ回ɺ振Γฦ
Γγーτにهೖ͢るよ͏にしͨɻͦ͜にɺ「͢ΜなΓとアϙΛҾ͖डけて͘Εͨ二ਓにँײ」ɺ「一ਓ
ͩけରҙͨͬͩݟのͰɺগしͰもࣗ分の͑ߟΛ͑らΕるよ͏に力しͨɻ͕ؒし͔ͬΓฉ͍て͘
Εて͏Εし͔ͬͨ」ɺ「グϧーϓのΈΜな͔らɺ༷ʑなࢦఠ΄Ίݴ༿Λもら͑て͏Εし͔ͬͨ」ɺ「進ߦ
Μ͕ɺグϧーϓ͞ߦுͬͨ」ɺ「進ؤΕるよ͏に࡞Λؾ換Ͱ͖るよ͏なۭަݟとしてɺεϜーζにҙ
のΈΜな͕ੵۃ的にҙަݟ換Ͱ͖るよ͏なงғؾΛͬ࡞て͘Εͨ」なͲɺڠಉのਫ਼ਆ͕ᔻཆ͞Εͨ͜と
͕Θ͔るهड़͕ଟ͘ΈらΕͨɻ

ʢ̎ʣ ਓͷଘࡏΛҙࣝͤ͞Δ
学ੜ改ΊてʠਓʡΛҙࣝ͢るよ͏になͬͨ͜とɺ「͡Ίとてもෆ安͕ͩͬͨɺग़੮൪߸のۙ͘

な͍ਓともɺ͜ の講ٛΛ通͡てྑ͘なΕͨ」「ҟなるՁ؍に৮Εɺࣗ 分のதによΓଟ͘のもののํݟ
Λഓ͏͜と͕Ͱ͖るɻ学श׆ಈΛ通͡てɺ༷ʑなਓとؔΘΕͨのوॏͩͬͨ」なͲのײ͔らもΘ
͔るɻ
「ࢴに·とΊる࡞業ɺؒ࣌とのઓ͍ͩͬͨɻ͡Ίɺؒ࣌にऴΘらな͍͜とも͋ͬͨɻし͔
しɺ回ΛॏͶるͨびɺʠ୭͕Ͳの部分Λ͑ߟるɺͦのؒにɺ୭͕ࢴにهೖ͢るʡなͲのׂ分୲͕
্手にͰ͖るよ͏になͬͨɻͦしてɺંΓࢴなͲͰ০Λ࡞る༨裕·ͰͰるよ͏になͬͨɻ͜のよ͏
にɺਓͰ１ͭのものΛ成ͤ͞るにɺؒにର͢るྀ͕ඞཁͰ͋る͜とΛ学ΜͩɻͦΕ͔らઌの
࣮शকདྷのνーϜ医ྍͰɺ͜の体ݧΛ͔׆し͍ͨ」と͍͏ײ͔らɺ͕͍ؒる͔らͦ͜Ͱ͖ͨɺ
改ΊてؒΛ大に͢る͜とのඞཁੑの͕͖ͮؾΘͬて͘るɻ

参ߟ文ݙɿόークϨΠɺE・F� クロεɺ,・F� ϝδャーɺ$・H� ಉ学शのٕ๏ɿ大学教育の手Ҿ͖ڠ 安
Ӭޛʢ監༁ʣ φΧニγϠग़൛
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Ｑ．成績評価はどのようにしているか。
̖ɽԿもなけΕ���͔らのݮ๏͕ͩɺ振ΓฦΓγーτʢهड़ʣΛݟてɺࣗ分ͩけのษڧ
Ͱなؒ͘のྑ͍ॴ͕͑ݟて͍る͔ɺ͕͖͋ͮؾる͔Ͳ͏͔Λݟてɺ加して͍るɻ

Ｑ．この授業をはじめてから，全学の評価はどんな感じか。
̖ɽ͜Ε１年ੜඞमの授業͕ͩɺ１年ੜ前ظに２回୲との໘接͕͋Γɺͦ のࡍɺ学ੜ͕
ɻ͏ࢥて͍͜͏とݟ年Ͱܦ的になͬͨと͍͏͕ฉ͔Εͨɻ͜Ε͔らもۃੵ



附属高校内に設置された「獣医進学コース」で
の野生動物医学の初歩に関する授業事例

酪農学園大学 ઙ ຬ

ஶऀͷֶഎܠͱ׆ൃܒಈ
本ߘのஶ者ɺۈ務ઌͰدੜʢපʣ学とੜಈ医学のؔ連の専門科܈Λ୲して͍るʢ浅川ɼ

���5ʣɻ研究テーマʢラΠϑϫークʣੜಈɺಈ園ਫؗలࣔಈɺΤキκνοク・ϖοτɺಛ༻
Ո畜なͲɺయܕ的な्医ྈͰѻΘな͍「ͪΐͬとมΘͬͨಈ」のدੜઢのಈ地理அ・Ӹ学
Ͱ͋るɻඟᰈɺॴଐθϛੜもɺͦ͏͍ͬͨมΘΓछಈにऒ͔Εɺಉ༷な研究課題Λͨ࣋͞Εて͍るɻ
൴らɺ通ৗの講ٛ・࣮शにͤݟな͍ɺ৺な࢟ͰऔΓ組ΜͰ͍るのとても݁構なの͕ͩɺಠળ
的なものにならな͍よ͏ৗにࢦಋΛして͍るɻ
ಛにɺੜಈ医学ɺඇৗにए͍学Ͱ͋るͨΊにɺ研究׆ಈΛ͏ߦのとಉ࣌にɺܒ発׆ಈ͕ඞ須

なのͰ͋るʢ浅川ɼ����ɼ���5ʣɻՈ畜ཿಈのدੜපΛ研究͢る的ࣗ໌Ͱɺઆ໌ෆཁなの
Ͱ͋るɻし͔しɺ「ͪΐͬとมΘͬͨಈ」相手Ͱɺ·ずɺ「なͥɺ͜のよ͏なಈΛରに͢るの͔」
Λ͖ͪΜとઆ໌Ͱ͖なけΕɺ研究εターτͰ͖な͍ɻなͥならɺ研究Λ͢ߦるͨΊにɺʢࢲ学
に͓͍てもʣ֎部༧ࢉʢ੫ۚʣΛΘな͍とならな͍ɻθϛに分͞Εる授業ྉの��分の１程のアテ
ΨΠブν的なものͰΓな͍ɻ学ੜにରしてɺ͜の͋ͨΓのઆ໌もし͍の͕ͩʜʜɻͦのͨΊにɺ
教һɺඞࢮになͬてڝ૪༧ࢉΛ֫ಘ͢るʢͦのͨΊに文Λॻ͘ʂの͕ͩɺ͜の͋ͨΓのઆ໌もɺ
学部ੜにし͍ʜʜʣɻͦしてɺ֫ಘしͨڝ૪༧ࢉ公的༧ࢉʢ੫ۚʣに༝དྷ͢るɻͦΕならɺ
݂੫Λग़してԼ͞るࢢຽにɺ·ずɺ理ղΛಘなけΕならな͍ɻし͕ͨͬてɺ͏ͪのθϛੜɺܒ発׆
ಈもٛ務なのͰとてもし͍͜とになるʢࢼしにɺ「्医のཛͨͪ」Ͱ͢ࡧݕると൴らの公開講͕࠲ώο
τ͢るのͰ確認͞Ε͍ͨʣɻ

͜Ε·Ͱͷݸਓతͳߴ͖ͮجʹݧܦେ࿈ଓΛோΊΔͱ
と͜ΖͰɺܒ発׆ಈのରࢢຽͩけなのͰ͋Ζ͏͔ɻ൱ɻࣗ分のۈ務͢る大学にෟଐ高͕͋ߍるɻ

ͦΕならɺ分科会テーマの一ͭとなͬͨ「高大連続」と͍͏組ΈのதͰɺஶ者ら͕࣮͢ࢪるܒ発׆
ಈのとして׆༻ग़དྷな͍の͔ɻࠓ回ɺͦのよ͏な形ͰࢼͨͬߦΈΛ൸ᖨしɺٞのػܖとし͍ͨɻ
札幌ࢢのϕου・タンɺ江ผࢢにॴ͢ࡏる酪農学園大学ෟଐの「とΘの森ࡾѪ高等学ߍ」ʢਤ１ʣɺ

ैདྷ͔らɺಉ大の्医学科ʢࡏݱɺ्医学ྨʀఆһ���名ʣに推નೖ学と͍͏形Ͱɺ༏ઌ的にಉߍのੜె
３名程Λೖ学ͤ͞て͖ͨɻաな高大連続にؔしてɺडݧ準උと͍͏໌確なඪΛܽͨ͘Ίɺษ学
ҙཉ͕͖͜ىらずɺ݁ Ռ的に大学初年࣌の学力Լ͕ஶし͍と͍͏൵؍的な͕͋ํݟるʢ山本ɼ����ʣɻ
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話題提供９

図１．酪農学園および周辺地域全景
名称は写真右を参照（「とわの森三愛高等学校」は右端に所在する。著者が運営する野生動物医学セ

ンターＷＡＭＣは左端の附属動物病院内にある）



大学によͬてɺ確͔にɺͦのよ͏な向も͋Ζ͏͕ɺগな͘ともɺ本学の्医ࢣཆ成と͍͏໘にண
͢Εɺಉ͔ߍらの学ੜʢ的ҙ͕ࣝ໌確Ͱ͋る͕ͨΊʣඇৗに৺Ͱ͋Γɺ्医学ྨਓࡐ供څの
にしͨθϛੜڌらΕるɻͨと͑ɺஶ者͕運営͢るੜಈ医学センターΛ͑ߟઘとなͬて͖ͨとݯ
のதにもɺಉߍग़の学ੜ͕ॴଐしɺ一ൠ学力͋ݧࢼる͍一ൠ推નೖ学Λして͖ͨ学ੜͨͪのൣと
なͬて͖ͨʢਤ２ʣɻ

ʮ्ҩਐֶίʔεʯʹ͍ͭͯ
６年前͔らɺͦのよ͏な学ੜΛ૿һͤ͞るͨΊɺಉߍに「्医進学ίーε」͕৽ઃ͞Εͨʢਤ３ʀな
͓ɺಉߍͰ΄͔にɺ農業ܥ運ಈܥなͲ５ͭのίーεもซઃ͞Εて͍るʣɻ���5年��݄ࡏݱɺ「्医進
学ίーε」のࡏ੶者としてɺ１年��名ɺ２年９名ʢපྍؾཆのͨΊ転学Ͱ１名ݮʣɺ３年�6名Ͱɺ一学
年�5名֎Ͱ͋ͬͨɻ͏ͪ��ˋ程͕本学ग़者の子ఋͰ͋ͬͨɻ·ͨɺ͜Ε·Ͱ３ظのଔ業ੜΛड
けೖΕͨ݁ՌͰݱ߹֨１ʙ３名程Ͱɺཌ年１ʙ２名͕ೖ学͢るɻͦΕҎ߱༏ઌݖΛࣦ͏と͍͏
通ৗの推નೖ学とಉ༷なํࣜΛ࠾༻して͍るɻͭ·Γɺ्医学ྨに全ೖ͢るのͰな͘ɺ͋る一ఆの学
力のϘーμーラΠン͕課ͤらΕて͍るɻ्医ࠃࢣՈݧࢼΛクリア͢るͨΊのાஔͰ͋るɻ
͍ずΕにͤよɺ͜ のίーε本学に͓ける高大連続の͋る͍۩ݱ化とも͍͏͖ものͰ͋Ζ͏ɻ
ͦしてɺզʑɺ高ߍ教һのΈな͞Μとڠಉしてɺ͜の「्医進学ίーε」Λੜಈ医学の有ޮなܒ
発׆ಈのとしても׆༻ͤ͞て͘͜とにணして͍るɻࠓ回ɺ͜のՄ能ੑに͍ͭてݕ౼Λ͢るͨΊɺ
͜のίーεͰ୲して͖ͨ教育༰ΛհしͭͭɺߟΛࢼΈ͍ͨɻ

123

ୈ
̏

Պ
ձ

図２．とわの森三愛高校出身ゼミ生の一人
彼は卒業論文研究で調べた野鳥の感染症記録を米国で刊行された専門書（右）に掲載された。現在、関東地方

のエキゾチック・ペット専門の動物病院に勤務。左の写真と中央の紹介記事は同校HPより抜粋。

図３．各種媒体に掲載された「とわの森三愛高等学校獣医進学コース」の募集案内の一例



्ҩਐֶίʔεͷେֶʹ͓͚Δݚम֓ཁͱੜಈҩֶͷൃܒ
ίーεͰɺԭೄ研मཱྀߦʢ美ら海ਫؗに本学ྨग़の्医２͕ࢣ名ۈ務ʀਤ４ʣの΄͔ɺ３年

次に６日͔ؒけて्医学ྨラϘʢ基ૅɺײછ・ප理͓よびڥӴੜ学の֤大講࠲ʹ分にॴଐ͢るϢニο
τʣ大学ෟଐප院ʢཿಈ医ྍɺੜ産ಈ医ྍʣΛ๚しɺྍ࣮शɺ研究のݱΛ体͢ݧる「ϓ
Ϩθϛ」ʢਤ５ʣɺ１ʗ２年次に学ྨ教һ͕教ஃに立ͬて授業Λ͢る「्医学ೖ門」なͲ͕準උ͞Εて͍
るɻಛにɺ本学ྨのྍಈɺ΄͔の大学Λ྇կして͍るよ͏にʢਤ６ʣɺྟচ教育に力ΛೖΕて͍
る͜と͔らɺෟଐಈප院に͓ける研मੜెのؔ৺͕高͍ʢ日もඇྟচܥ研म͕֤１日ɺྟচܥ・
ප院研म３日ؒʣɻ·ずɺ͜ のͰɺ一ൠのೖ学ݧࢼͰબൈ͞Εͨ学ੜͨͪとɺ໌ 確にҟなるݧܦΛ
して͍るɻޙࠓɺ͜のよ͏なݪ体͕ݧɺ本学ྨͰの大学教育Ͱ༏ҐੑΛࣔ͢͜と͕ظ͞Εるɻ

ҭڭҭɾΩϟϦΞڭେଓɾॳ次ߴ
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図４．とわの森三愛高等学校獣医進学コースの募集案内の一例（右と中央）と
沖縄研修旅行報告が掲載された同校のお便り（右）

図５．とわの森三愛高等学校獣医進学コースの「獣医学入門」と「プレゼミ」の概要



ੜಈ医学にؔしてのೖ門的な研मػ会ɺ·ずɺ浅川͕୲͢る「्医学ೖ門」の２ίマͰ͋る
ʢਤ７ɺ８ʣɻもͪΖΜɺ授業の趣旨्医学全体の研究ಛఆث官の࣬පΛ講ずるものͰ͋るɻし͔しɺ
ͦのதにɺੜಈ医学的なࣼΛける程Ͱ͋るɻػ会͕͋Εɺ授業のޙɺΦマέ的にಈΛ供
覧ͤ͞るʢਤ９ʣɻな͓ɺੜెのதにɺͦ のܑ͕浅川によΓଔࢦಋ͞Εͨものも͍るɻզ͕θϛの
ܾ·ΓとしてɺଔԿ等͔の形Ͱ公表 ͢る͜とにして͍るɻし͕ͨͬてɺͦのܑ͝の文Λεマ
ϗなͲͰͤ͞ࡧݕɺੜెのಈػΛ高Ίるֻけとして͍るʢਤ��ʣɻ
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図６．本学類における進路概況（2014年３月卒業者；左）と
全国16獣医大学における診療頭数比較（2009年集計；右）

図７．とわの森三愛高等学校獣医進学コース「獣医学入門」シラバス。太字が浅川担当のもの
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図８．とわの森三愛高等学校獣医進学コース「獣医学入門」における浅川担当の一コマ
感染・病理学分野長は課題「研究とは？」の授業をすることになっている。敢えてス

ライドは使わず、板書としている。

図９．獣医学入門の授業の後、キャンパス付近で有害捕獲された外来種アライグマ
（トラップ内の動物）を実見する生徒たち：本学の立地条件ならでは教育機会である。

図10．浅川が指導したある生徒の母親の卒論内容公表された大学紀要論文を獣医学
入門で紹介（左）。この論文は、大学の授業でも使用（左：寄生虫病学の配付資料）



次のػ会ײછ・ප理学分にׂΓてらΕͨ「ϓϨθϛ」となるɻ浅川͕୲しͨのɺ͜Ε·Ͱ
２回Ͱ͋ͬͨʢ����年と���5年ʣɻੜಈ医学センター֎Ͱのਧ͖ຑਲ๏の࣮शʢਤ��ʣɺݕ
Ӥʢਤ��ʣɺ森ྛͰのӸ学౿査ʢਤ��ʣɺੜಈ͔らಘらΕͨڅ体のݸޢٹʢਤ��ʣɺࢹ体のݸ
Γ学ੜʢ通ৗ授業͕ແ͍６年ੜ͕ݶʢਤ�5ʣͰ͋るɻ͜͜ͰॏཁなのɺՄ能な؍ੜඪ本なͲのد
த৺ʣ͕「ઌੜ」になͬてもら͏͜とͰ͋るɻ·ͨɺΓͬ์しにならな͍よ͏にɺ振ΓฦΓ·と
ΊもॏཁͰ͋るɻし͔しɺ͜ Ε学ੜにՙ͕ॏ͍のͰɺ͜ Εஶ者͕ߦ ʢ͏ਤ�5ʣɻ２ؒ࣌Ͱ٧
ΊࠐΈա͗の͕ͨͬ͋ײのͰɺ次年͔ら֎དྷछରࡦΛテーマにしͨ２日の࣮शΛผとしてݕ౼தͰ
͋るɻ
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図11．吹き矢麻酔法の実習の一コマ。手作りした吹き矢道具で、縫いぐるみのクマを的に試射。
飛ばすものは注射器から手作りした矢（右：生徒が作成したレポートより）

図12．剖検個体のデモ。右端のゼミ生が左の
猛禽類の説明をする

図13．入院中のユキウサギ幼獣に給餌する

図14．森林内の疫学研修
（左：アライグマの足跡観察、右：体表に付着したマダニに見入る生徒たち）



な͓ɺੜె͔らのϨϙーτΛݟるݶΓɺܒ発׆ಈとしてのとして有ޮͰ͋ると確৴して͍るɻし
͔しɺԿとしてもΓな͍ɻͦ͜Ͱɺ地のརΛ͔׆しʢਤ�6ʣɺಛผ講ٛͰとΘの森ࡾѪ高等学ߍにも
ҊΛϝーϧ৴しɺ৺なੜె大学ੜにަ͡Γௌ講Λして͍るʢਤ��ʣɻ
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図16． レポートの一例

図15．寄生虫標本を見ながら研修のまとめをしている様子

図17．2014年５月、本学OBである釧路動物園獣医師による特別授業。
会場には獣医進学コースの生徒も参加



·ͱΊ
「高大連続」と͍͏とɺ事者Ͱ͋るੜె͋る͍高ߍαΠυʢܦ営໘ʣのϓラε໘͕͞Εる向
͕͋る͕ɺରԠΛして͍る大学αΠυʢ学ੜ教һʣにとͬてもɺಘると͜Ζ͕ଟ͍ɻಛにɺੜಈ
医学のよ͏なࠃຽのఈ্͕͛ඞཁな分ͰɺαϙーターΛಘるػとなΖ͏ɻ·ͨɺผの໘も͋るɻ
ੜಈ医学の教育໘に͍ͭてɺ教ཆ課程と連݁ͤ͞ɺ৽نの学分Λ立্ͪ͛るのͰな͘ɺط
ଘのಈ学Λ्医ྍにରԠͰ͖るよ͏理͢るඞཁੑΛ͔࣮ͭݱ有ޮなํࡦとして提Ҋしͨʢ浅川ɼ
���5ʣɻ͜のよ͏な文຺Ͱ「्医進学ίーε」ΛோΊるとɺ्医学に前దԠしͨ高ߍੜと大学教ཆಈ
学とのԁな連続ɺ͜の立্ͪ͛に͍෩にもなΖ͏ɻ
本文Λهして͍る���5年��݄ࡏݱɺ͜のίーεग़の一ظੜ学部３年にࡏ੶Λして͍るɻθϛ

ଐ͕དྷ年ɺ４年ੜになͬて͔らͰ͋るɻଔ業͞らに二年ޙͰ͋Γɺ「्医進学ίーε」ࣗ 体の成൱Λ
ずるに尚ૣͰ͋るɻし͔しɺੜಈ医学໘にとͬて্هのよ͏に༏ΕͨஔとなるՄ能ੑ͕高͍
͜と͕݁͞Εͨɻ

ँ ࣙ
とΘの森ࡾѪ高等学ߍ教་・川وޱ೭ઌੜʢ्医進学ίーεʣ͓よび৴隆ઌੜに本ߘΛ͓

ಡΈԼ͞ΓɺίϝンτΛ͖·しͨɻ৺͔らँײகし·͢ɻ

Ҿ༻จݙ
浅川満彦ɼ����ɽ्医学部ੜによるࢢຽの保全医学ܒ発׆ಈの࣮ફɽ第6�回東北・北海道地区大学
等高等・共通教育研究会研究ूɿ��ô��ɽ
浅川満彦ɼ���5ɽੜଟ༷ੑ題のੈքΛੜ͖ൈͨ͘Ίの教ཆಈ学ɽ第6�回東北・北海道地区大学
等高等・共通教育研究会研究ूɿ�5ô��ɽ
山本ᚸ一ɼ����ɽ高大連続に͍ͭて͑ߟるɽ文部科学教育通৴ɼʢ���ʣɿ��ô��ɽ
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Ｑ．内部進学者と一般入学者に，学力差はあるのか。またカリキュラムには違いがあるのか。
̖ɽ部進学者ɼ基ૅ教育の学・ӳޠ等に力ΛೖΕͨΓɼগʑリϝσィアϧ͕ඞཁͰ͋る
߹も͋るɻΧリキϡラϜにҧ͍な͍ɻ



「就業力養成科目」への取り組み
－北翔大学の事例－

北翔大学 খਿ ඒ

̍ɽ͡Ίʹ
本ߘɺ北翔大学のब業力ཆ成に͔͔るऔΓ組ΈのհͰ͋るɻ
大ଔޏ༻の題͔ら大学「キャリア教育」のඞཁੑ͕ΘΕɺ学ੜのキャリア形成のऔΓ組Έ͕

͡ΊらΕて��年͋·Γ͕ܦաしɺࡏݱɺ高等教育ؔػに「࣮ફ的な৬業教育」ΛҐஔͮける͜と͕ٻΊ
らΕて͍るɻ「キャリア教育」Λ教育課程にҐஔͮける͔൱͔͕ٞ分͔Εると͜Ζ͕͕͋ͬͨɺ初年
次教育としてɺ͋る͍࢛年ؒΛ通しͨ科化等学士課程教育のҐஔͮけ進Μͩɻಉ࣌にɺキャリ
ア教育のҙਤ͢る学श成Ռ͕ΘΕて͖ͨɻ学ߍ֎Ͱ৬事Λ体͢ݧる学शػ会ଟ͍͕ɺΠン
ターンγοϓ等のඞཁੑ͕ΘΕɺͦの学श成ՌのධՁஅの基準に͍ͭてٞのରとなͬて͍るɻ
「ಇ͍てɺੜ͖て͍ͨ͘Ίの基ૅ力」Λにͭけるとともにɺࣗ らのキャリア形成͕Ͱ͖るਓࡐの育成Λ
的としͨキャリア教育Λ学士課程教育にͲのよ͏にҐஔͮける͔ɺࡏݱもଟ͘の課題͕͋るɻ·ͨɺ
৽し͍大学の͔ͨͪとして৬業教育த৺の大学のઃ͕ٞ͞Εて͍るɻ大学教育の的専門分の
基ૅとなる基本的ٕࣝ能Λमಘ͢る͜とに͋るɻし͔しな͕らɺࣾ会構のม化とともに大学教育
と৬業とのؔΘΓ͕ΘΕて͓Γɺ教育࠶ੜ࣮ߦ会ٞ「࣮ફ的な৬業教育」Λ高等教育にҐஔͮける
͜とΛٻΊͨɻ文部科学省の有ࣝ者会ٞに͓͍てɺ৬業教育த৺の大学Λ৽し͍高等教育ؔػとҐஔͮ
ける͜と͕提Ҋ͞Εͨɻ৬業に直݁͢る教育Λ͏ߦ大学੍͕としてछผ化Λ͞Εる͜ととなるɻ
本学Ͱฏ成�6年ɺ改組にともな͍教育課程Λ大͖͘ม͑ɺब業力ཆ成のॆ࣮Λ的としてɺब業

力ཆ成にؔ͢る科Λ教育課程にҐஔͮけͨɻ全学共通科にब業力ཆ成科܈Λઃけて��科Λ４
学年にͬてしɺͦの͏ͪ７科Λඞम科としɺଔ業認ఆ୯Ґに換͢ࢉる等ɺब業力ཆ成のऔ
Γ組ΈΛް͘しͨɻ
ฏ成��年͕৽教育課程の成年となる͕ɺ改組ޙ二年Λܴ͑ͨஈ֊Ͱޙࠓの課題等Λݕ証͢る

͘ɺ第65回東北・北海道地区大学等高等・共通教育研究会Ͱの発表のػ会Λಘͨɻ第ࡾ分科会に͓け
るキーϫーυ「キャリア教育」͔らɺ高等教育ؔػに͓けるब業力ཆ成に͍ͭて話題提供Λし͍ͨとߟ
͑ͨɻච者ࡏݱɺ全学共通科の運営୲部ॺにؔΘͬて͓Γɺ全学共通科୲の͔࠲ࢹら本報告
Λ͢るものͰ͋るɻ

̎ɽᠳେֶͷհ
北翔大学ɺত和��年北海道υϨεϝーΧーঁ学園ʢࡏݱの北海道υϨεϝーΧー学院ʣઃ立に࢝·

Γɺ学園立�6年となるɻͦのޙɺত和��年北海道ঁ子ظ大学Λ開学しɺ教һཆ成に力Λ͗ɺ立
5�年Λܴ͑ͨɻฏ成９年に４年੍大学として北海道ঁ子大学Λ開学しɺਓؒ福ࢱ学部Λ開ઃしͨɻฏ成
��年に男ঁ共学としてੜ֔学शγεテϜ学部Λ開ઃしɺฏ成��年に名শΛ「北翔大学」とมߋしࡏݱに
るɻࢸ
「専門的৬業能力と෯広͍教ཆΛにͭけͨࣗ立Ͱ͖るࣾ会ਓの育成」Λݐ学のਫ਼ਆとしてɺ「Ѫと和
とӳ」Λ教育理೦に͛ܝて͍るɻݐ学のਫ਼ਆɺࣾ会のதͰ一ఆのׂΛ୲͍ɺࡁܦ的ɺਓؒ的にࣗ
立しͨੜ׆Λૹる͜との大͞Λ͑て͍るɻ立者浅井॔子০ʢ༸ʣの৬業的ٕ能Λにͭけ
る͜とによるɺঁ ੑのࣗ立Λଅ͢教育ΛΊ͟しͨɻ৬業の準උஈ֊としての教育の的͕໌確Ͱ͋ͬͨɻ
·ͨɺ୯にࣝ・ٕज़ͩけͰな͘ɺ「ਓؒとしての෯広͍教ཆΛにͭける」͜とΛΊ͟しͨものͰ͋ͬ
ͨɻ࣮学教育Λத৺としͨ本学の教育にਫ਼ਆडけ͕ܧΕて͍るɻத教৹͕͍͏と͜Ζの「一ఆの·ͨ
ಛఆの৬業にै事͢るͨΊにඞཁなࣝɺٕ能ɺଶΛ͙͘Ή教育」͕৬業教育と͢るならɺত
和初ظに͓けるݐ学のਫ਼ਆ͔ら学Ϳと͜Ζ大͖͍と͍͑るɻ
本学ฏ成�5年·Ͱɺਓؒ福ࢱ学部ʢ健߁福ࢱ学科ɺ地域福ࢱ学科ɺ福ࢱ৺理学科ʣɺੜ֔学शγε

テϜ学部ʢܳज़ϝσィア学科ɺ学शίーνング学科ʣɺੜ֔εϙーπ学部ʢεϙーπ教育学科ʣの３学部
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ҭڭҭɾΩϟϦΞڭେଓɾॳ次ߴ
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話題提供10



６学科構成Ͱ͋ͬͨɻ改組によͬてɺੜ֔εϙーπ学部と教育文化学部の２学部構成としͨɻੜ֔ε
ϙーπ学部εϙーπ教育学科ʢ�6�名ʣɺ健߁福ࢱ学科ʢ6�名ʣɺ教育文化学部教育学科ʢ���名ʣɺ
ܳज़学科ʢ5�名ʣɺ৺理Χンセリング学科ʢ5�名ʣの���名Λ一学年ఆһとして͍るɻฏ成�6ɺ��年
ੜの１ɺ２学年にฏ成��ɺ�5年ੜの３ɺ４学年Λ߹Θͤてɺࡏݱ����名のࡏ੶学ੜとなるɻ
·ͨɺظ大学部ɺラΠϑσβΠン学科ʢ5�名ʣɺ͜Ͳも学科ʢ���名ʣΛ߹Θͤて���名Λ一学年

のఆһとしɺ�55ࡏݱ名のࡏ੶となるɻ͜Εに大学院ࡏ੶��名Λ加͑てɺ総ࡏ੶����名Λن
として͍るɻ
大学ɺஂࡒ๏ਓ日本高等教育ධՁػ構よΓɺฏ成��年３݄�5日ద֨認ఆΛडけɺظ大学部ɺ

会よΓɺฏ成��年３݄��日ద֨認ఆΛडけて͓Γɺͦڠ大学基準ظ๏ਓஂࡒ ΕͧΕ二८の認証ධ
ՁΛ͑߇て͍るɻ

̏ɽຊֶͷڭҭϑϨʔϜ
本学Ͱɺฏ成�6年改組にΉけて学科専門Λ͡Ίɺ全

学共通科に͔͔る教育課程に͍ͭてݕ౼ΛॏͶͨɻ「教ཆ
科のॆ࣮」と「ब業力ཆ成科のॆ࣮」Λಛ৭と͢る͜と
としてɺ全学共通にؔΘる科としてब業力ཆ成科と基ૅ
教ཆ科のฤ成Λ進Ίͨɻ「学श成Ռの໌確化」「Կ͕Ͱ͖る
よ͏になる͔」にযΛ͋ててɺͦのධՁ基準なͲΛٞڠし
ͨɻͦの݁Ռɺ全学共通科にҐஔͮ 「͘基ૅ教ཆ科」「ब
業力ཆ成科」Λ「専門的学びの基ૅݻΊ」としてઃఆしɺ
教育のಛ質としてɺ専門科Λத৺にਾ͑ͨ「５ͭの教育ϑ
ϨーϜ」ïਤ１ðï�ʣΛとな͑ͨɻ
教育ϑϨーϜの一ͭɺ「ೖ学前教育」Ͱ͋るɻ大学のૣ
ೖ学͕ܾఆしͨೖ学者にର͢るϓログラϜとなるɻ次に初ظ
年次教育͕͋るɻ学शの連続ੑのࢹ͔らɺ教ཆ教育と専門分の学びとの理的なؔੑΛ͢ٻرる
ものͰ͋るɻͦの͏ͪ「ಋೖ科」としてɺ「基ૅ教育セϛφーⅠ・Ⅱ」Λઃఆしͨɻࣗߍ教育学शε
キϧなͲΛ学शしɺ専門科εϜーζなҠߦΛ͔る͜とΛ的としてҐஔͮけͨɻ次に「基ૅ・教
ཆ科」܈Λઃఆしͨɻ「基ૅ科」Ͱɺ「日本ޠ表ݱ」「学ೖ門」「報࡞ૢثػⅠ」Λ͡Ίɺ基
ૅ学力Λ高ΊるͨΊの６科��୯ҐΛઃఆしͨɻ加͑て「教ཆ科」Ͱɺࣾ会ਓとしての෯広͍教ཆ
Λにͭける科として「ݱੜ׆」とのؔΘΓ͔ら教授͢る「治・ࡁܦɺ๏ɺ福ࢱɺܳज़ɺ教育ɺ
৺と体ɺ理ɺӉɺڥ科学」Λѻ͏科ɺ「北海道の文化」「報ࣾ会ٴび報ྙ理」「日本ݑࠃ๏」
なͲ��科Λల開しɺ教ཆ科のॆ࣮Λ͔ͬͨɻ͞らにɺ「発ల科」͕͋܈るɻ学部のนΛӽ͑ͨ学
शڥΛ学ੜに提供しɺ専門ྖ域の学びΛ豊͔に͢る͜とΛͶら͍として͍るɻ
ͦしてɺ৽ͨに「ब業力ཆ成科」܈Λઃఆしͨɻब業力ཆ成教育ɺ͢なΘͪब業力ཆ成に͔͔る��
科Λ４学年にͬて教育課程にஔしͨɻ次にͦのಛ৭Λड़るɻ

̐ɽʮबྗۀཆՊ目ʯͷಛ৭
ಛ৭二ͭ͋るɻ一ͭɺ本学の全学共通科にҐஔͮけͨ͜とɺ一ͭಉ࣌にਖ਼課科化しͨ͜と
Ͱ͋るɻキャリアܥ科ฏ成�5年·Ͱɺ「キャリアσβΠン」「ࣾ会ਓ基ૅ力Ⅰ・Ⅱŉʢ１ʣの２科
４୯ҐΛબ科として͍ͨɻ本学の߹ɺઌड़しͨ学部学科構成のͨΊɺ専門ੑのҧ͍ब৬ઌ分
のҧ͍͔らɺ学ੜのब業のҙࣝ専߈分によΓҟなるもの͕͋るɻキャリア支援Λ的に開催͢
るब৬ΨΠμンεの参加なͲ͔らͦのҧ͍ݦஶͰ͋るɻ本学キャリア支援センターΛத৺にब৬
支援Λͬߦて͖ͨա程Ͱ本学学ੜのಛ質等Λ分ੳしてɺब業支援にͭな͕る科͕ઃఆ͞Εͨɻ２学部
５学科の全初年次学ੜΛରとしてਖ਼課科化しͨɻ৽ͨな��科��୯ҐͰ͋るɻͦの͏ͪ７科９
୯ҐΛඞम科としてɺ体ܥ的にܧ続しͨ学びΛՄ能と͢るͨΊに４年ؒにしͨɻ「ࣾ会ਓとして
の෯広͍教ཆとίϛϡニέーγϣン・εキϧΛमಘ͢る科」として全学共通科にҐஔͮけͨɻ本学
Ͱ全学共通科ඞम科��୯Ґɺબ科��୯ҐΛଔ業ཁ݅として͍るʢ２ʣɻ全学共通科の
ඞम୯Ґのɺ９୯ҐΛब業力ཆ成科͕Ίる͜ととなるɻ
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次に講ٛల開ํ๏Λհ͢るɻ初年次Ͱɺ基ૅ֓೦Λ
学Ϳ科Λผとしてɺ基本的に２学部５学科Λࠞ成し
てɺ８クラεにฤ成しͨɻ８クラεΛ８名の専教һ͕
୲Λ͢る形ࣜͰ͋るɻ講ٛによΓएׯのҟなΓ͋る
͕ɺ基本的にɺ֎部講ࢣͰな͘ɺ専教һ͕୲Λ
͢ると͍͏͜ともಛ৭の一ͭͰ͋るɻ
·ͨɺޮՌ的な学श成ՌΛٻΊてɺアクティブラーニ
ングΛऔΓೖΕͨɻͦのͨΊɺՄಈࣜ教室Λฏ成�5年
தにඋしͨɻ教ࡐɺ「ฏ成��年ʙ�6年産業քニー
ζ事業ŉʢ�ʣの支援によΓɺ学ϓロδΣクτ「産業ք
ニーζ事業調ҕһ会」͕主ಋしɺ教࡞ࡐ成にऔΓ組Μ
ͩɻ科୲者によるෳ回にΘͨる໖ີなݕ౼によΓɺ科ల開の組Έ͕形࡞らΕͨɻ
·ͨɺ学श成Ռの؍͔らɺ学びのيΛੵ͢る「キャリアϑΝΠϧ」ïਤ２ʣ͕開発͞Εͨɻ͍ΘΏ
るϙーτϑΥリΦとして学びΛੵ͢る的Λͬ࣋て͍るɻ４年ؒの学びΛϑΝΠϧにੵしɺ༰Λ
ஞ次振Γฦる͜とによΓɺ学ੜ͕ࣗޮՌ的なキャリアσβΠンΛしɺब業力Λ向্ͤ͞らΕるよ͏に
ઃ計͞Εͨɻ学びのੵ͕学ੜのࣗ৴となΓɺࣾ会にഉग़͞Εる͜とΛҙਤしͨɻ

̑ɽबྗۀཆՊ目ͷ༰
次に֤科の༰Λհ͢るɻ１年次前ظ۩体的なকདྷ૾Λඳ͘͜とΛ的にして͍るɻ「ΩϟϦ

ΞσβΠϯᶗ」ʢඞम̍୯Ґ８回２クラεʣͰ「ࣗݾの進࿏Λݟਾ͑て·し͍৬業؍の構成Λ主なͶ
ら͍としてɺ学びɺಇ͘͜とのҙຯΛ͑ߟる͜と」ΛͶら͍としͨɻظޙ「ΩϟϦΞσβΠϯᶘ」ʢඞम
̎୯Ґ�5回８クラεʣͰ「キャリアҙࣝのৢ成Λࢦしɺϫークϧーϧɺίϛϡニέーγϣンの基本
に͍ͭて」学Ϳ͜とΛͶら͍としͨɻ
２年次文章力ɺ報ऩू力のҙࣝΛͤͨ࣋る͜とΛ的としͨɻ前ظ「ΩϟϦΞσβΠϯᶙ」ʢඞ

म̎୯Ґ�5回８クラεʣͰ「༷ʑなίϛϡニέーγϣンϫークΛ通してɺ話͢͜とのۤ手ҙࣝΛࠀ
しɺ課題ղܾ力Λにͭける͜とΛͶら͍」としͨɻظޙ「बۀ力ಛผٛߨᶗ」ʢඞम̍୯Ґ８回８クラ
εʣͰɺ「ब৬ݧࢼචݧࢼهに͓ける41Iのඇޠݴ分Λத৺に理的͕ߟࢥにͭ͘͜とΛͶら͍」
としͨɻ加͑て「Πϯλーϯγοϓ」ʢબ̎୯ҐʣΛஔしͨɻ
３年次ࣗ分のڧΈΛ࡞るࣗݾ分ੳΛ的としͨɻ前ظ「ΩϟϦΞԋशᶗ」ʢඞम̍୯Ґ８回８クラεʣ

Ͱ「ࣗ1ݾRのͨΊのࣗݾ分ੳΛ͏ߦ」ɻ加͑て「बۀ力ಛผٛߨᶘ」ʢඞम̍୯Ґ８回２クラεʣͰ
「41Iのղ๏Λਖ਼し͘理ղし࣮ફɺ確認͢るɻ理的ߟࢥの深Λ͔る」͜ とΛͶら͍としͨɻظޙɺ
「ΩϟϦΞԋशᶘ」ʢඞम̍୯Ґ８回８クラεʣͰ「ࣗらの進࿏ܾఆのͨΊの࣮ફ的なब৬׆ಈの基本」
Λ学Ϳ͜とΛͶら͍としͨɻ加͑て「Πϯλーϯγοϓ」Λ２年次ظޙಉ༷にઃఆしͨɻ
４年次ɺ一ஈ্Λࣾ͘ߦ会ਓマφーΛにͭける͜とΛͶら͍としてɺ前ظに「ΩϟϦΞԋशᶙ」

ʢબ̍୯Ґ８回ʣΛ͓͖ɺ৬छΛΘずɺ「グϧーϓσィεΧογϣンٖ໘接Λ通して「໘接力」
の向্」Λ͔る͜ととしͨɻظޙ「ΩϟϦΞԋशᶚ」ʢબ̍୯ҐʣͰɺ「ࣗらのキャリアΛͭݟΊ
るࣾ会ਓとしてのࢹΛशಘ͢る͜とΛࢦしɺࣾ 会ਓ１年͔ら׆༂Ͱ͖るよ͏に「ʴЋのࣾ会ਓ力」
ΛにͭけɺԠ༻力Λཆ成͢る」͜ととしͨɻ

̒ɽबྗۀཆՊ目ͷ࣮ફ
体ܥ的にஔしͨ��科Ͱ͋る͕ɺ２ࡏݱ年前͕ظऴྃしͨஈ֊Ͱ͋るɻ成年に向けてஞ次ޮ

Ռݕ証のඞཁ͕͋るɻݕ証の一ͭにɺ前ड़のキャリアϑΝΠϧ͕͝ظとに学ੜのݸผࢦಋ教һに提ग़
͞ΕɺݸผࢦಋΛࡍ͏ߦに׆༻͢るとともに学ੜの学びΛධՁして͍るɻϙーτϑΥリΦとして学ੜの
学びなͲΛ۩体的にる͜と͕Ͱ͖るɻ二ͭにFD׆ಈの一として࣮ࢪして͍る授業ධՁアンέー
τ݁Ռ͔らಡΈऔͬて͍るɻ
ฏ成�6年ظޙ「キャリアσβΠンⅡ」８名の教һ͕୲し͕ͨɺͦの総߹ධՁฏۉ５ஈ֊の

�☚��Ͱ͋るɻࣗ༝هड़͔らグϧーϓϫークに͍ͭてࢍ൱͕分͔Εるɻし͔しɺब৬にؔ͢るଟ͘の
͕ࣝಘらΕͨとのࣗ༝هड़͕ଟΈらΕͨ͜と͔ら֓Ͷߠఆ的とղऍして͍るɻฏ成��年前ظ「キャ
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リアσβΠンᶙ」ɺूࡏݱ計தͰ͋るͨΊ的ѲͰ͖な͍͕ɺࣗ༝هड़͔らグϧーϓϫーク
に͍ͭてߠఆ的なධՁ͕ΈらΕͨɻίϛϡニέーγϣン力の向্Λ࣮͢ײるとともにɺଞ学部ଞ学科の
学ੜとのグϧーϓϫークΛߠఆ的にडけࢭΊる学ੜ͕ଟ͘ΈらΕͨɻ一ํͰɺίϛϡニέーγϣンΛۤ
手と͢る一部の学ੜɺࠔ͞͡ײて͍る͜とݟա͝してならな͍とडけࢭΊて͍るɻ

̓ɽ՝ͱ·ͱΊ
本学のಛ৭の一ͭとしてɺब業力ཆ成科Λ専教һͰऔΓ組ΜͰ͍る͜とΛ前ड़しͨʢ41I等に͔

͔る科一部分Λ専門と͢るඇৗۈ講ࢣに支援͍͖ͨͩɺ主୲Λ専教һͰ࣮ࢪして͍るʣɻ開
組ΈΛ構築͢る͜と͕課題となͬて͍るɻ·ͨɺबɺ専教һによる୲੍のࡏݱ２年Λܴ͑ͨ࢝
業力ཆ成科の運営ɺキャリア支援センターのόοクアοϓのもとͰߦΘΕて͍る͕ɺब業支援業務
との݉Ͷ߹͍͔らɺΧリキϡラϜのݕ証ઌにهしͨ全学教һの୲੍等のݕ౼に͍ͭてɺ֘セン
ター運営ҕһʢ教һʣΛؚΊてؔΘΓํ͕課題となͬて͍るɻׂؒ࣌ల開のݕ証学ੜのධՁのਖ਼ੑɺ
ΧリキϡラϜの改ળͦのํ๏に͍ͭてɺݕ証のػ会Λ͑なけΕならな͍ɻ
本学に͓けるऔΓ組Έɺ৬業準උとしての教育ϓログラϜと͍͑るɻ高等教育ؔػとしてɺͦの質

保証のݕ証͔ܽͤな͍ɻ専門的ࣝに加͑てɺ৬業にͭな͕るとҙਤしͨࣝ・ٕ能ɺଶなͲɺ৬
業ਓにٻΊらΕる൚༻的能力の育成のݕ証ɺࡏ学࣌に加͑てଔ業࣌ɺଔ業ޙとܧ続して͜͏ߦと͕ٻ
ΊらΕるɻ専߈分と৬業の連続ੑも課題Ͱ͋るɻ産業ք͕ٻΊる۩体的なਓ૾ࡐΛ大学͕理ղ͢るに
ɺ大学教育と৬業教育の連携͕ڧ化͞ΕなけΕならな͍ɻ͍ΘΏる産学連携によΓɺ産業ք͕ٻΊ
るਓ૾ࡐΛਖ਼し͘理ղしɺ本学ଔ業ੜのब業ઌΛਖ਼し͘分ੳ͢るとともにɺٻΊらΕる൚༻的力Λ育成
͢る৬業準උ教育Λ確立しなけΕならな͍ɻ
学士授༩͕前提Ͱ͋るならɺٕ ज़的なࣝΛ教育͢るにしてもɺ「എޙに一ఆの体ܥ的なࣝの基ૅ

͕උ͑らΕて͍る͜と͕ෆՄܽ」としてɺ４年੍の৬業高等教育ؔػに͍ͭてۚ子ʢ�ʣٙΛএ͑て
͍るɻΉしΖ「طଘの大学の੍的な組Έのதに৬務ࣝΛཆ成͢るϓログラϜΛ組ΈࠐΉํ͕ɺޮ
Ռ的・ޮ的Ͱ͋る」とࢦఠして͍るɻ͞らに教育の୯Ґとしての組織の͋Γํの改มのඞཁੑɺࣗ大
学にݟ߹ͬͨ৬業教育ϓログラϜのબと౷ׅɺ৬業準උ教育ϓログラϜの質的保証に͍ͭてɺػ能発
して͍るɻٴݴの݅Λش
ैདྷɺ大学͕育成͢るਓ૾ࡐとࣾ会͕ٻΊるਓ૾ࡐとに大͖な͕ࠩ͋ͬͨɻࡁܦ産業省「ࣾ会ਓ基

ૅ力」とশ͢る基ૅ能力の育成によͬて大学教育と৬業Λ݁Ϳ支援Λͬߦて͖ͨɻ���5年ࡁܦಉ༑会
͔ら「͜Ε͔らのا業・ࣾ会͕ٻΊるਓ૾ࡐと大学のظʙݸਓのࢿ質能力Λ高Ίɺ組織Λ͔׆しͨ
質・能力ɺ「課題ઃఆ力・ղܾ力」「力・ࢿとして４ͭの૾ࡐΕͨɻਓ͞ݴ૪力の向্ʙŉʢ�ʣ͕提ڝ
力」「ଟ༷ੑΛଚॏしɺҟ文化ΛडけೖΕな͕ら組織Λ高Ίる力」「ίϛϡニέーγϣン能力」͕໌ࣔ͞
Εͨɻ本学のऔΓ組Έ͕産業քのٻΊるਓ૾ࡐにͲ͜·Ͱ౸達͢る͜と͕Ͱ͖͔ͨ成年Λͬて
໌ら͔にし͍ͨɻޙࠓ本学Ͱɺ成年·Ͱ本報告にهしͨ「ब業力ཆ成科」の࣮ફにͭとΊると
ともにɺ確࣮にब৬支援に݁びͭける͜とΛ改Ίて課題とଊ͑て͍るɻ

ʲࢀরɾҾ༻จݙʳ
ʢ１ʣ ฏ成��年北翔大学ೖ学ҊよΓҾ༻ɻ
ʢ２ʣ 文部科学省ฏ成��年બఆ「産業քのニーζにରԠしͨ教育改ળ・ॆ࣮体੍උ・事業」の支援

Λ͏けて͍るɻ
ʢ３ʣ ۚ子ٱݩɼʠ大学ʕ৬業リンクの࠶構築ʡɼĐċČݱの高等教育ɼᶺ5��ɼ���5�５�１
ʢ４ʣ ఱӋູɼʠ͜Ε͔らのا業・ࣾ会͕ٻΊるਓ૾ࡐと大学のظʙݸਓのࢿ質能力Λ高Ίɺ組織Λ

ಉ༑会教育改革ҕһ会ҕһɼ���5�４ࡁܦ૪力の向্ʙʡɼڝし͔ͨ׆

１ 講ٛ༰ಉ一Ͱ͋る͕ɺ前学ظ開講Λ「ࣾ会ਓ基ૅ力Ⅰ」ɺޙ学ظ開講Λ「ࣾ会ਓ基ૅ力Ⅱ」と
ઃఆしͨɻ

２ 教育学科教һ໔ڐঢ়ෳऔಘのؔ連͔らɺඞम��୯Ґɺબ４୯Ґとして͍るɻ

ʢॴଐɿ教育文化学部教育学科教授ɺࡏݱɿ教育支援総߹センターɺ学श支援Φϑィεʣ
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࣭ ٙ Ԡ 

Ｑ．キャリア教育は専門教育として独立しているのか。
̖ɽ専門の教育とผͰ͋るɻ全学共通科のҐஔͮけʢब業力ཆ成科ʣとして͋͘·Ͱ
もキャリアの͍Ζ͍Ζな力Λͭけるよ͏にして͍るɻ
学年্͕͕ると専門に分͔ΕるのͰɺ学科専門との連ಈもして͍るɻ

Ｑ．インターンシップの期間と行先は学生が企業を選ぶのか、それとも大学側で決めるのか。
̖ɽ基本的にキャリア支援センター͕アϨンδ͢るɻ学ੜのཁΛฉ͍て͍͔ͭ͘༻ҙ͞
Εて͍るडೖのا業との調ΛしͨΓɺ地ݩのアϧόγοϓの੍Λར༻しͨΓして͍るɻ

Ｑ．就活訓練をカリキュラムに組み込むにあたり、教員のコンセンサスには問題はなかったのか。
̖ɽ改組に͋ͨΓɺԿも܁Γฦしݕ౼しͨɻษڧしͨ͜と͕直݁しな͘てもɺඞずࣾ会Ͱ
発شͰ͖るࣾ会ਓ基ૅ力Λͭける科としてపఈ͢る͜と͕ඞཁとஅしͨɻ



主体的な学びの確立と学士課程教育の質的転換

文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進室 専門官 ௰  ষ

զ͕ࠃɺੜ産年ྸਓޱのݮٸɺグローόϧ化の進ల等のࣾ会のܹٸなม化に直໘して͍·͢ɻ大学
にɺੈքΛに׆༂͢るグローόϧਓࡐɺ৽ͨなՁΛग़͢るΠϊϕーγϣンਓࡐ等ɺ෯広͍教
ཆ高͍専門ੑΛඋ͑ɺࣾ会のม化にରԠしະདྷΛΓ開͘ݪಈ力となるਓࡐの育成͕ٻΊらΕて͍·
͢ɻ·ͨɺݸʑの学ੜの教育にର͢る࣌のཁΛे分にडけࢭΊɺ主体ੑΛもͭଟ༷な学ੜΛఆ
しͨ大学教育の質的転換にऔΓ組Έɺ一ਓͻとΓの学ੜのॆ࣮しͨਓੜの࣮ݱとࣾ会の࣋続的発లにߩ
るඞཁ͕͋Γ·͢ɻ͢ݙ
大学教育改革のඞཁੑに͍ͭてɺ͜Ε·Ͱも܁ΓฦしڣΕて͖·しͨɻͦΕらΛ౿·͑ɺ大学に
͓͍てɺΧリキϡラϜ構成のݟ直しɺ学ੜの能ಈ的な学मΛॏࢹしͨࢦಋํ๏のಋೖɺ学ੜの学म࣌
ؒ૿加に向けͨࢦಋɺ学म成ՌにるධՁのॆ࣮なͲのऔ組も進ΊらΕるよ͏になͬて͍·͕͢ɺ͜͏
しͨऔ組͕࣮ޮੑΛͬ࣋て進ΊらΕて͍るのɺݱঢ়Ͱ一部の大学にとͲ·ͬて͓Γɺଟ͘の大学に
͓͍て͍·ͩ課題となͬて͍·͢ɻ
高等学ߍΛؚΉ初等த等教育に͍ͭて能ಈ的学शの本֨的ಋೖに向け͕ͨٞな͞Εて͍る͜とにؑ
Έɺ֤大学ɺ能ಈ的学शのํ๏Λにͭけて͖ͨଟ༷なೖ学者の力Λߋに向্ͤ͞るͨΊのɺ࣮ޮੑ
͋る教育ํ๏Λ確立͢る͜と͕ॏཁͰ͢ɻ
年��݄にதԝ教育৹ٞ会͔らਃ͍͖ͨͩ·しͨhࡢ ৽し͍࣌に;͞Θし͍高大接続の࣮ݱに向け
ͨ高等学ߍ教育ɺ大学教育ɺ大学ೖ学者બൈの一体的改革に͍ͭて にɦ͓͍てもɺ「大学教育に͍ͭてɺ
大学教育全体としてのΧリキϡラϜ・マωδϝンτΛ確立͢るとともにɺアクティブ・ラーニングと
質的に転換͢る͜と」と提͍͍ͩͨݴて͍·͢ɻ
ॾͦΕらにରԠ͢るͨΊの大学教育の質的転換に͘ר回の講演Ͱɺ͜͏͍ͬͨ大学ΛऔΓࠓ
向けͨऔ組等に͍ͭてɺ͝հ͍ͨし·͢ɻ
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総 会 Ⅱ
େֶܗࢁձɿ࢘ ઍ উ࣮
ٞɿଳச࢈େֶ લా ཾҰ

̍ɽ։ ձ
会͔らɺ総会Ⅱの開会͕告͛らΕͨɻ࢘

̎ɽ次ظ൪େֶͷܾఆʹ͍ͭͯ
͔ٞらɺ次ظ൪大学として北海道教育大学のΛಘて͍る旨の報告͕͋Γɺ承認͞Εͨɻ

̏ɽ次ʑظ൪େֶͷܾఆʹ͍ͭͯ
͔ٞらɺ次ʑظ൪大学として東北大学のΛಘて͍る旨の報告͕͋Γɺ承認͞Εͨɻ

次ظ൪大学Λ表してฒ川࢘ઌੜʢ北海道教育大学ʣ͔らɺ次ʑظ൪大学Λ表してؔࠜษ
ઌੜʢ東北大学ʣ͔らѫ͕ͨͬ͋ࡰɻ

̐ɽ次ظһͷܾఆʹ͍ͭͯ
͔ٞらɺ次ظһとして次のと͓Γ提Ҋ͕͋Γɺ承認͞Εͨɻ
ҕ һ  北海道教育大学 学 本ؒ 二ݠ
෭ ҕ һ  北海道教育大学 札幌ߍキャンύε 部 ӳত

山形大学 教育開発連携支援センター 須賀 一
会計監査һ 北海道教育大学 札幌ߍ教授 青山 ᚸ二

北海道大学 教授 安達 ५
東北大学 高教ཆ教育・学ੜ支援ػ構෭ػ構

教授 Ӌ田 史و

̑ɽด ձ
͔ٞらɺ総会Ⅱのऴ͕ྃ告͛らΕͨɻ
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/P� େֶɾେ໊ ৬ ໊ ࢯ ໊ ୲  Պ 目 ҕһ ใ
ձަ શମձ ୈ̍ ୈ̎ ୈ̏ ௨൪

１ 北海道大学
高等教育推進機構副機構長
全学教育部長・教授 𢎭 和順 中国古代学術思想 ○ ○ ○ ○ １

高等教育推進機構特任准教授 宮本 淳 地球惑星科学 ○ ○ 発表 ２

２ 北海道教育大学

教授 青山 眞二 知的障害児の心理教育アセスメント ○ ○ ○ ３

教授 並川 寛司 集団の生物学 ○ ○ ○ ４

教授 安井 友康 知的障害児の余暇と健康 ○ ○ ○ ５

准教授 早坂 太 代数学 ○ ○ ６

講師 片桐 徳昭 英語コミュニケーション ○ ○ ７

教授 廣田 健 学校経営、教育制度 ○ ○ ８

教授 高橋 伸幸 情報機器の操作､アカデミックスキル ○ ９

教授 柴田 尚 NPOマネジメント ○ ○ ○ ○ 10

教務課副課長 大久保泰徳 ○ ○ ○ 11

教務課修学支援グループ係長 杵淵久美子 ○ ○ ○ 12

教務課教務企画グループ係長 荒木美智子 ○ ○ ○ 13

３ 室蘭工業大学 講師 HAGLEY Eric 英語 ○ ○ ○ 発表 14

４ 小樽商科大学
准教授 沼田ゆかり 化学 ○ ○ ○ ○ 15

教授 李 賢晙 朝鮮語 ○ ○ ○ 16

５ 帯広畜産大学

教授 前田龍一郎 生物学実験 他 ○ ○ ○ ○ 17

講師 斉藤 準 物理学 ○ ○ 発表 18

学務企画係長 大瀧 恵二 ○ ○ 19

６ 弘前大学

教授 木村 宣美 英語 ○ ○ ○ 20

教授 小岩 直人 地理学 ○ ○ 21

教授 藤崎 浩幸 地域学ゼミナール ○ ○ 発表 22

７ 岩手大学

教授 松林 城弘 英語 １日目 ○ 23

教授 脇野 博 現代の諸問題 ○ ○ ○ ○ 24

准教授 江本 理恵 大学の歴史と現代 ○ ○ 発表 25

准教授 中島 清隆 持続可能なコミュニティーづくり実践学 ○ ○ ○ 26

学務部長 八田 弘 ○ ○ ○ 27

教務企画課長 山崎 義夫 ○ ○ 28

８ 東北大学

教授 関根 勉 自然科学総合実験 ○ ○ ○ ○ 29

特任准教授 藤室 玲治 基礎ゼミ（地域復興とボランティア活動） ○ ○ 発表 30

助教 島崎 薫 日本の伝統文化を通じた日本理解
宮城の伝統文化を通じた日本理解 ○ ○ 31

課長 志賀 紀行 ２日目 32

課長補佐 高橋 裕之 ２日目 33

係長 垣見 徹征 ２日目 34

９ 福島大学

理事・副学長（教育担当） 神子 博昭 ドイツ語 ○ ○ ○ ○ 35

教授 末吉 健治 地理学Ⅰ ○ ○ 36

講師 髙木 修一 英語科教育学Ⅰ ○ ○ 37

准教授 丸山 和昭 総合科目 ○ ○ ○ 38

特任准教授 高森 智嗣 総合科目 ○ ○ 39

教務課 主査 古関 英雄 ○ ○ ○ 40

教務課 主事 大島 千歩 ○ ○ ○ 41

10 札幌市立大学 講師 松井 美穂 英語ⅠB､実践英語Ａ､デザイン英語 ○ ○ ○ ○ 42

11 名寄市立大学
副学長 寺山 和幸 微生物学 ○ ○ ○ ○ 43

准教授 荻野 大助 統計学・公衆衛生 ○ ○ ○ 44

参 加 者 名 簿

૯
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12 札幌医科大学 准教授 鈴木 健史 生物学 ○ ○ ○ ○ 45

13 青森県立保健大学 准教授 浅田 豊 教育と人間、調査と科学的方法他 ○ ○ ○ 発表 46

14 岩手県立大学
准教授 天野 哲彦 高等教育推進センター（AO担当） ○ ○ ○ 47

特任講師 堀之内敏恵 高等教育推進センター ○ ○ 48

15 秋田県立大学 助教 鈴木 祐丞 哲学・倫理学、教育原理ほか ○ ○ ○ ○ 49

16 会津大学 教授 菊地 則行 心理学 ○ ○ ○ 50

17 福島県立医科大学

准教授 福田 俊章 人文社会 ○ 発表 51

准教授 小澤 亮 物理学 ○ ○ ○ 52

准教授 五十嵐城太郎 生物学 ○ ○ 53

18 札幌大学

副学長補 小山 茂 札幌学入門 ○ ○ 発表 54

副学長補 瀧元 誠樹 日本武芸文化論 ○ ○ ○ ○ 55

学生支援オフィス 岡山 武史 ○ ○ ○ 56

19 札幌学院大学 副学長 石川 千温 職業と人生 ○ ○ ○ 57

20 天使大学 准教授 目時 光紀 英語関連科目 ○ ○ ○ 58

21 苫小牧駒澤大学 教授 関谷 雅弘 プログラミング ○ ○ ○ ○ 59

22 藤女子大学 教授 石田 晴男 日本史 ○ ○ ○ ○ 60

23 北翔大学 教授 小杉 直美 情報機器操作等 ○ ○ ○ 発表 61

24 北海学園大学 教授 北原 博 ドイツ語 ○ ○ ○ 62

25 北海商科大学 准教授 玉井 航太 文化心理学 ○ ○ ○ 63

26 北海道医療大学 講師 礒部 太一 生命倫理 ○ ○ ○ ○ 64

27 北海道科学大学 講師 深井 裕二 情報処理法、情報管理法 ○ 発表 65

28 北海道情報大学 准教授 甫喜本 司 数学 ○ ○ ○ ○ 66

29 酪農学園大学

教授 浅川 満彦 獣医寄生虫病学野生動物医学 ○ ○ 発表 67

准教授 須賀 朋子 教育発達心理学 ○ ○ 発表 68

准教授 上野 岳史 数学、統計学 ○ ○ ○ 69

准教授 大和田秀一 化学、化学実験 ○ ○ ○ 発表 70

30 青森中央学院大学 学務課 課長 石田 智久 ○ ○ ○ ○ 71

31 東北女子大学 助教 森川 夏乃 臨床心理学等 ○ ○ ○ 72

32 八戸工業大学 教授 松浦 勉 教職・教養 ○ ○ ○ ○ 73

33 弘前医療福祉大学 看護学科長 矢嶋 和江 国際社会と看護・災害看護 ○ ○ ○ ○ 74

34 富士大学 教授 高橋 榮幸 社会保障論等 ○ ○ ○ ○ 75

35 盛岡大学 教授 矢野 千載 中国語、書道 ○ ○ ○ ○ 76

36 東北学院大学 教授 片瀬 一男 社会学・社会統計学 ○ ○ ○ 発表 77

37 東北生活文化大学 教授 三上 秀夫 視覚デザイン等 ○ ○ ○ 78

38 東北福祉大学 准教授 白井 秀明 教育心理学概論、他 ○ ○ ○ 79

39 東北薬科大学
特任教授 松山 雄三 ドイツ語 ○ ○ ○ ○ 80

准教授 杉山 雅宏 こころの科学 ○ 発表 81

40 宮城学院女子大学 教授 近松 健 自然科学入門情報処理 ○ ○ ○ 82

41 東北芸術工科大学

教授 吉田 朗 都市交通計画論 ○ 83

教授 古藤 浩 統計学、社会調査法 ○ ○ 84

准教授 渡部 桂 地域づくり論 ○ 85

42 東北文教大学
教授 渡辺 孝男 生活Ⅰ・Ⅱ ○ ○ ○ 86

特任准教授 柳谷 豊彦 国語Ⅰ ○ ○ 87

43 いわき明星大学 教授 菊池 真弓 フレッシャーズセミナー、社会学 ○ ○ ○ ○ 88

44 郡山女子大学
准教授 桑野 聡 国際文化史西洋文化史演習等 ○ ○ ○ ○ 89

准教授 小林 澄枝 臨床栄養学給食論実習Ⅰ・Ⅱ等 ○ ○ ○ 90

45 拓殖大学北海道短期大学 准教授 小林 秀高 政治学 ○ ○ ○ 91

46 帯広大谷短期大学 教授 滝澤 真毅 共通教養科目、教職科目ほか ○ ○ ○ 92
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47 八戸学院短期大学 教授 吹越 義博 国語表現 ○ ○ ○ ○ 93

48 仙台青葉学院短期大学

教授 齋藤ひろみ 在宅看護論 ○ ○ ○ 94

教授 今泉 正子 基礎看護学 ○ ○ 95

学長室長 藤田奈美子 ○ ○ 96

49 東北生活文化大学短期大学部 教授 池田 展敏 統計学等 ○ ○ ○ ○ 97

50 山形大学

教授 中村 隆 英文学 ○ ○ 98

教授 是川 晴彦 ミクロ経済学 ○ ○ 99

教授 渡辺 文生 日本語学 ○ ○ 100

教授 本多 薫 情報科学 ○ ○ 101

准教授 鈴木 明宏 意志決定論 ○ ○ 102

准教授 貞包 英之 社会学 ○ ○ 103

教授 山本 陽史
新聞で山形を知る・山形大学って何だろ
う・舞台をつくる・アドバンストセミナー・
山形クリエイティブ・ライティング等

○ ○ 発表 104

講師 鈴木 達哉 ICT・情報技術関連 ○ 発表 105

准教授 齋藤 学 造形芸術 ○ ○ 発表 106

准教授 岩田 尚能 スタートアップセミナー ○ 発表 107

教授 瀬尾 和哉 情報処理 ○ 108

准教授 松山 元 音楽 ○ ○ ○ 109

教授 佐々木正彦 異文化交流 ２日目 110

准教授 松坂 暢浩 自己理解（キャリアデザイン）・
社会理解（キャリアデザイン） 司会 ○ ○ 111

教授 小倉 泰憲 キャリア教育 １日目 ○ 112

教授 鵜浦 啓 化学 ○ ○ 113

教授 脇 克志 数学 ○ ○ 114

教授 長谷川俊一 事前学習、インターンシップ ○ 115

講師 粟野 武文 キャリアデザイン、
インターンシップ、他 ○ ○ 116

助教 郷内 誠 事前学習、インターンシップ ○ 117

学務課長 武田 仁志 ○ 118

上席係長 菅井 和明 ○ ○ 119

一般職員 廣谷 駿 ○ ○ 120

学長 小山 清人 ○ ○ 121

教育開発連携支援センター長
学術研究院(地域教育文化学部担当)教授 須賀 一好 ○ 122

教育開発連携支援センター
学術研究院(地域教育文化学部担当)教授 小田 隆治 ○ ○ ○ 123

教育開発連携支援センター
学術研究院(理学部担当)教授 栗山 恭直 ○ ○ ○ 124

学術研究院(人文学部担当)教授 清塚 邦彦 ○ ○ 125

教育開発連携支援センター
（基盤教育担当）教授 千代 勝実 ○ ○ ○ 126

学術研究院(理学部担当)
教授 亀田 恭男 ○ ○ 127

学術研究院(基盤教育担当)
准教授 渡辺絵理子 ○ ○ 128

学術研究院(基盤教育担当)
准教授 安田淳一郎 ○ ○ 発表 129

/P� େֶɾେ໊ ৬ ໊ ࢯ ໊ ୲  Պ 目 ҕһ ใ
ձަ શମձ ୈ̍ ୈ̎ ୈ̏ ௨൪



140

50 山形大学

学術研究院(基盤教育担当）
准教授 飯島 隆広 ○ ○ 130

学術研究院(人文学部担当）
教授 高倉 新喜 ○ ○ 131

学術研究院(人文学部担当)
准教授 丸山 政己 ○ ○ 132

小白川キャンパス事務部
総務部長 結城 敏夫 ○ ○ 133

小白川キャンパス事務部
総務課長 奥山 利弘 ○ ○ 134

小白川キャンパス事務部
教務課長 齋藤 秀昭 ○ ○ 135

小白川キャンパス事務部
総務課副課長 日塔 和弘 ○ ○ 136

小白川キャンパス事務部
教務課副課長 佐藤 俊次 ○ ○ 137

小白川キャンパス事務部
総務課係長 土屋 知宣 ○ ○ 138

小白川キャンパス事務部
総務課係長 佐藤 健治 ○ ○ 139

小白川キャンパス事務部
教務課係長 齋藤 喬 ○ ○ 140

小白川キャンパス事務部
教務課一般職員 小林 由紀 ○ ○ 141

小白川キャンパス事務部
教務課事務補佐員 菅野 希子 ○ 142
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東北・北海道地区大学等高等・共通教育研究会会則
ʢ໊ শʣ
第１ 本会ɺ東北・北海道地区大学等高等・共通教育研究会とশ͢るɻ
ʢࣄॴʣ
第２ 本会ɺͦの事務ॴΛҕһのॴଐ͢る大学·ͨظ大学にஔ͘ɻ
ʢ目 తʣ
第３ 本会ɺ大学ٴびظ大学に͓ける高等教育ฒびに共通教育にؔ͢る研究Λ͜͏ߦとΛ的と

͢るɻ
ʢࣄ ʣۀ
第４ 前の的Λ達成͢るͨΊに次の事業Λ͏ߦɻ
１ 研究会の開催
２ ྉのަ換ࢿ
３ ͦのଞの事業

ʢ ৫ʣ
第５ 本会ɺ東北・北海道地区ॴࡏの大学ٴびظ大学Λもͬて会һと͢るɻ

ͨͩしɺ大学͕ظ大学Λஔ͘߹ɺͦΕͧΕಠ立しͨ会һとなる͜と͕Ͱ͖るɻ
第６ 本会ɺຖ年１回総会Λ開͖ɺॏཁな事項の報告ٴび৹査Λ͏ߦɻ
第７ 本会ɺ総会のܾٞによΓ部会ٴび分科会Λஔ͘͜と͕Ͱ͖るɻ
第８ 本会会һͰ͋る֤大学ٴびظ大学に１名Ҏ্のҕһΛஔ͘ɻҕһ会務の運営に͋ͨるɻ
２ ҕһ１名ɺ෭ҕһ２名ٴび会計監査һ３名ɺ総会に͓͍て͜ΕΛఆΊるɻ
３ ҕһɺҕһのத͔ら庶務ҕһɺ会計ҕһएׯ名Λҕ͢るɻ
４ ҕһのظ１年と͢るɻͨͩしɺ࠶Λ͛な͍ɻ

ʢೖ ձʣ
第９ 本会にೖ会Λر͢る大学ٴびظ大学ɺ本会ҕһにਃしग़の্ɺ総会の承認ΛಘなけΕ

ならな͍ɻ
２ 本会のೖ会Λ承認͞Εͨ大学ٴびظ大学ɺ͔に会අΛೲೖ͢るものと͢るɻ

ʢୀ ձʣ
第10 会һɺ本会のୀ会Λر͢る߹ɺҕһにਃしग़の্ɺ総会の承認ΛಘなけΕならな͍ɻ
２ 前項によΓୀ会Λ承認͞Εͨ߹に͋ͬてもɺೲೖ͞Εͨ会අฦؐしな͍ɻ

ʢձ ʣܭ
第11 本会のܦඅɺ会අٴびͦのଞのऩೖΛもͬて͋てるɻ
２ 会අɺ年ֹ�5���ԁとしɺຖ年総会の日·Ͱにೲೖ͢るものと͢るɻ
３ 会計年ɺຖ年４݄１日に࢝·Γɺཌ年３݄��日にऴるɻ

ʢձһҎ֎ͷࢀՃʣ
第12 本会͕࣮͢ࢪる研究会にɺ会һҎ֎の大学ٴびظ大学等の教৬һݸਓ͔ら参加ر͕͋ͬͨ

߹にɺ本会ҕһ͕ඞཁと認Ίͨ߹にݶΓ参加Λ認Ίる͜と͕Ͱ͖るɻ
２ 前項によΓɺ参加Λ認Ίͨ߹のඞཁな事項ɺ本会ҕһ͕ఆΊると͜Ζによるɻ

ʢࡶ ଇʣ
第13 本会にސΛஔ͘͜と͕Ͱ͖るɻ
第14 本会則のมߋɺ総会のٞΛܦなけΕならな͍ɻ

 ଇ
͜の会則の一部改ਖ਼ɺত和��年９݄��日͔ら͢ߦࢪるɻ

 ଇ
͜の会則の一部改ਖ਼ɺত和5�年４݄１日͔ら͢ߦࢪるɻ

 ଇ
͜の会則の一部改ਖ਼ɺত和6�年４݄１日͔ら͢ߦࢪるɻ

 ଇ
͜の会則の一部改ਖ਼ɺฏ成４年４݄１日͔ら͢ߦࢪるɻ

 ଇ
͜の会則の一部改ਖ਼ɺฏ成７年４݄１日͔ら͢ߦࢪるɻ

 ଇ
͜の会則の一部改ਖ਼ɺฏ成��年４݄１日͔ら͢ߦࢪるɻ

 ଇ
͜の会則の一部改ਖ਼ɺฏ成��年４݄１日͔ら͢ߦࢪるɻ
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総会承認事項
ʢୈ��ճɾୈ��ճɾୈ��ճɾୈ��ճٴͼୈ��ճʣ

̍ɽୈ��ճڀݚձ૯ձঝೝ߲ࣄ
１ ໘の本研究会の࣮ํࢪ๏等Λٞ͢ڠるͨΊの組織としてɺװ事大学会ٞΛઃఆ͢る͜とɻ
２ ͦのװ事大学会ٞの参加大学としてɺ前年ɺ֘年ɺ次ٴظび次ʑظの൪大学と͢る͜とɻ
３ ͜の会ٞに参加͢る大学Λ໌確に͢るͨΊɺ次ʑظの൪大学に͍ͭてもɺ総会に͓͍て提Ҋ͢る͜とɻ

̎ɽୈ��ճڀݚձঝೝ߲ࣄ
ʮશମձɾՊձʹ͓͚Δ࣭ٙԠͷ౼ؒ࣌ͷ֬อʯʹؔͯ͠
ҕһ会・総会に͍ͭてɺՄ能なݶΓ事前のॻ໘ࢿ・ٞڠྉΛ͏ߦ等の工によΓؒ࣌ॖΛਤΓɺ
全体会・分科会に͓ける質ٙԠ等࣮質的な౼ؒ࣌ΛͰ͖るͩけଟ͘確保͢るɻ

ʢ̍ʣ ҕһձʹ͍ͭͯ
ҕһ会の開催に͍ͭてɺ研究会日ߦΘずɺॻ໘ٞڠͰ͏ߦɻ۩体的にɺ次のと͓Γと͢るɻ
ᾇ ൪大学ɺ研究会開催通とซͤてҕһ会ࢿྉΛ会һ大学ૹ͢るɻ
ᾈ 会һ大学ɺ会則に基͖ͮ１名のҕһΛબग़しɺҕһに͓͍てɺҙݟ・ཁ等͕͋る߹ɺ研究会
ਃࠐΈとಉ࣌に൪大学に提ग़͢るɻ
ᾉ 提ग़͞Εͨҙݟ・ཁ等に͍ͭてɺ൪大学のஅによΓ࣮ࢪ計ը্Մ能なൣғͰ֘年にө
ͤ͞る͕ɺͰ͖な͍ものに͍ͭてɺ次年にҾ͖͙ܧɻ

ʢ̎ʣ ૯ձᶗɾᶘʹ͍ͭͯ
͜Ε·Ͱ総会のதͰͬߦて͖ͨ༰に͍ͭてɺّࣜ的なཁૉ͋るもののɺ研究会等開催に͓ける一ൠ
通೦্ඞཁな事項Ͱ͋Γɺ基本的に͜Ε·Ͱಉ༷に͜͏ߦと͕దͰ͋るɻ
·ͨɺ総会Ⅰ・ⅡΛ一本化してとのҙ͕͋ݟる͕ɺ研究会開催前に͏ߦ͖事項ɺ研究会ऴྃޙに͏ߦ
͖事項͕͋Γɺಛにɺ総会Ⅱに͍ͭてɺ研究会Λऴ͑て次年Ҏ߱に向けてのҙݟ等Λग़してもら͏
としてもඞཁͰ͋Γɺ総会Ⅰ・ⅡΛ一本化͢る͜とͰ͖な͍ɻ
ͨͩしɺؒ࣌ॖの؍͔らɺ総会Ⅰに͓ける庶務・会計報告ٴび会計監査報告に͍ͭてɺ研究会開催
通࣌に事前にࢿྉΛしɺ日ɺ総会次第にΓࠐΉ͕ɺ改Ίて報告͢る͜とͤずɺ質・ҙݟ
等͕͋Εग़してもら͏程にとͲΊるものと͢るɻ

̏ɽୈ��ճڀݚձ૯ձঝೝ߲ࣄ
ʮߴઐֶߍͷڀݚձͷࢀՃʯʹؔͯ͠
高等専門学ߍɺ本会会則に͓͍て会һとなͬて͍な͍͕Ŋ൪大学Ŋ研究会の開催に͍ͭてɺ東北・

北海道地区ॴࡏの高等専門学ߍに通しɺ参加Λر͢る教һ等͕͍る߹ɺ研究会の参加Λ認Ίるɻ

̐ɽୈ��ճڀݚձ૯ձঝೝ߲ࣄ
ʮ౦ɾւಓ۠େֶҰൠڭҭڀݚձͷ໊শมߋʯʹؔͯ͠
東北・北海道地区大学一ൠ教育研究会会則第１にఆΊる本会の名শ「東北・北海道地区大学一ൠ教育研
究会」Λ「東北・北海道地区大学等高等・共通教育研究会」に改Ίるɻ
·ͨɺ名শのมߋに͍ɺ会則も「東北・北海道地区大学等高等・共通教育研究会会則」と改Ίɺ項に
͍ͭてもᴥᴪのແ͍よ͏ม͢ߋるɻ

̑ɽୈ��ճڀݚձ૯ձঝೝ߲ࣄ
ʮେΛซઃ͍ͯ͠ΔେֶͷձඅͷऔΓѻ͍ʯʹؔͯ͠
本研究会会則第５ͨͩしॻ͖に基͖ͮɺͦΕͧΕಠ立しͨ会һΛر͢る߹ɺͦの旨Λҕһにਃ
しग़Λ͍ߦɺॴఆのೖ会手続͖Λ͏ߦものと͢るɻ࣌ݱͰಠ立しͨ会һとなͬて͓Γɺ大学のΈʢ１ߍと
してʣのೖ会と͢る߹もಉ༷にɺҕһにਃしग़Λ͍ߦɺॴఆのୀ会手続͖Λ͏ߦものと͢るɻʢॴఆのೖ
ୀ会手続͖に͍ͭてɺ「１ɽೖୀ会にؔ͢るऔΓѻ͍に͍ͭて」のと͓Γ会則にنఆ͢るɻʣ

ʮձඅͷೲೖʯʹؔͯ͠
会һɺ会අ年ֹ�5���ԁΛೲೖ͢る͜ととなͬて͍る͕ɺ例年ɺ参加の࣮͕な͍͜と͔らɺݸผの相
ஊによΓ൪大学͕会අのೲೖΛ໔আして͍る事例͕͋ͬͨɻ
رび会һとなる͜とΛ࠶ɺ会අの໔আͤずɺ会අのೲೖ͕し͍会һに͍ͭてɺ一ୀ会しɺޙࠓ
͢る߹にɺ改Ίてೖ会の手続͖Ͱ͋るɺਃしग़ٴび会අೲೖΛ͜͏ߦとと͢るɻ
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01 昭和26 山形大学

02 昭和27 山形大学

03 昭和28 北海道大学

04 昭和29 東北大学

05 昭和30 弘前大学

06 昭和31 福島大学

07 昭和32 岩手大学

08 昭和33 北海道学芸大学

09 昭和34 秋田大学

10 昭和35 帯広畜産大学

11 昭和36 山形大学

12 昭和37 室蘭工業大学

13 昭和38 東北大学

14 昭和39 小樽商科大学

15 昭和40 弘前大学

16 昭和41 北海道大学

17 昭和42 東北学院大学

18 昭和43 北海道教育大学

19 昭和44 福島大学

20 昭和45 札幌医科大学

21 昭和46 岩手大学

22 昭和47 北見工業大学

23 昭和48 秋田大学

24 昭和49 北海道教育大学

25 昭和50 山形大学

26 昭和51 帯広畜産大学

27 昭和52 東北大学

28 昭和53 室蘭工業大学

29 昭和54 弘前大学

30 昭和55 小樽商科大学

31 昭和56 岩手大学

32 昭和57 北海道大学

33 昭和58 福島大学

ճ  ։࠵େֶ໊

34 昭和59 北海道教育大学

35 昭和60 秋田大学

36 昭和61 北海道教育大学

37 昭和62 山形大学

38 昭和63 札幌大学

39 平成元 東北大学

40 平成２ 北見工業大学

41 平成３ 弘前大学

42 平成４ 小樽商科大学

43 平成５ 岩手大学

44 平成６ 北海道大学

45 平成７ 秋田大学

46 平成８ 北海道教育大学

47 平成９ 福島大学

48 平成10 北星学園大学

49 平成11 山形大学

50 平成12 帯広畜産大学

51 平成13 東北大学

52 平成14 北海道教育大学

53 平成15 東北学院大学

54 平成16 小樽商科大学

55 平成17 岩手県立大学

56 平成18 北海学園大学

57 平成19 弘前大学

58 平成20 北海道大学

59 平成21 岩手大学

60 平成22 札幌大学

61 平成23 秋田大学

62 平成24 酪農学園大学

63 平成25 福島大学

64 平成26 帯広畜産大学

65 平成27 山形大学



144

開 催 テ ー マ 一 覧

ୈ��ճʢ����։࠵ʣ ୈ��ճʢ����։࠵ʣ
当 番 大 学 札幌大学 秋田大学
全体テーマ 学士力はどのように保証されるか 学士課程教育における教養教育の意義を問う

基 調 講 演
「学士力保証と共通教育」

～地方都市にある中規模私立大学の改革の取り組み～
札幌大学 学長 宮腰 昭男

「学士課程教育における教養教育の位置と意義：再考
―「政策」「カリキュラム」「学生の能力」の視点から―」

立教学院 本部調査役 寺﨑 昌男
分 科 会 １ 学生の自律性を育む取組 高校と大学の接続性に着目した取組

話題提供１ 山形大学における到達目標を明確にした自己実現システム
山形大学 中島 勇喜、松田 岳士、蜂屋 大八

秋田県立大学の初年次英語教育：特にCALL教室の利用について
秋田県立大学 総合科学教育 研究センター 高橋 守

話題提供２ 北海道大学における学生の自律性育成プログラム
北海道大学 教育担当役員補佐 大学院工学研究院 近久 武美

入試「小論文」の答案分析を媒介としての高大連携のあり方の再検討
旭川医科大学 藤尾均

話題提供３
千葉科学技術大学における

「自ら成長する教養人の育成支援プログラムの取り組み」
千葉科学技術大学 角田 敦

「移行」から見た教養教育の再構築
山形大学 基盤教育院 杉原真晃

話題提供４ 学生参加型FD活動について ～学生FD委員会による主体的取り組み～
札幌大学 梶浦 桂司

プレゼンテーション学習の動機づけ ～ビデオ制作と試行～
北海道情報大学 経営情報学部 先端経営学科 穴田 有一

話題提供５
山形大学の挑戦 学生・教員の自律性を重視する

「学生主体型授業開発共有化FDプロジェクト」
山形大学 基盤教育院 杉原 真晃

推薦及びAO入試合格者を対象とした入学前教育の試み
岩手大学 江本 理恵

話題提供６ ～『選択』から『主張』へ～ 次世代型クリッカーへの取り組み
北海道大学 山田 邦雅

話題提供７ 自律的な学生プロジェクト「理科工房」の活動を通した学生教育
千葉科学技術大学 総合光科学部 長谷川 誠

分 科 会 ２ 他者・異者と協力する力を育む取組 学習や教育課程の充実に着目した取組

話題提供１
地域医療支援を目指した他職種連携学部一貫教育
札幌医科大学 医療人材育成センター
教育開発研究部門 苗代 康可

山形大学における到達目標を明確にした自己実現システムの進捗状況
山形大学 長沼 将一、石橋 嘉一、松田 岳士

話題提供２ 岩手大学における高大連携事業の課題
岩手大学 大学教育総合センター 山崎憲治

教養教育の改革における「外部評価」
秋田大学 高野 篤子

話題提供３ 臨床能力を育む地域体験型学習とその支援
北海道薬科大学 島森美光

仙台大学における新教養教育について
仙台大学 大内 悦夫

話題提供４
地域の人たちと交流する現地体験宿泊型授業

―山形大学「エリアキャンパスもがみ」の試み―
山形大学 高等教育研究企画センター
小田 隆治、杉原 真晃、酒井 俊典

酪農学園大学における理解度調査と学習支援室の現状
酪農学園大学 丸山 明

話題提供５
The Elusive Goal of Academic Internationalization
帯広畜産大学 Ryuichiro Maeda，Marshall Smith，

David Campbell
The ALL Rooms（英語自律学習設備）による学生の自律学習の促進

秋田大学 Joe Sykes，Yo Hamada

話題提供６ 東北大学・全学教育における武道教育の実践
東北大学 高等教育開発推進センター 藤本 敏彦

話題提供７ 札幌大学ウレシパ・プロジェクトについて
札幌大学 文化学部 本田 優子

分 科 会 ３ 学生のリテラシーを高める取組 大学と社会の接続性に着目した取組

話題提供１ 質保証を志向した情報リテラシー教育システム構築の試み
札幌大学 副学長 大森 義行

地域と連携するキャリア科目の開発
岩手大学 玉 真之介、中村 謙一

話題提供２
大学間連携による自然科学実験の実施と科学リテラシー育成の試み
北海道大学 小野寺 彰、佐藤 久志、池田 昌隆、細川 敏幸／
北海道薬科大学 中野 善明／札幌医科大学 松嶋 範男

東北大学における進路決定後支援プログラム
東北大学 千葉 政典

話題提供３
大教室でのリテラシー教育の可能性：

札幌学院大学「論述・作文」科目の事例
札幌学院大学 山越 康裕、白石 英才

大地連携による初年次教育
「フィールドワーク」の教育成果と地域貢献

山形大学 渡邊 真弓、佐藤友美子、小田 隆治

話題提供４
学生と“デジタル社会のリテラシー”を探求する
―山形大学基盤教育科目：情報環境･学習環境デザイン論Ⅰの試み―
山形大学 酒井 俊典

大学と校友の「相互支援関係」を考える
「卒業生サービス」の意義と課題

岩手大学 大川 一毅

話題提供５
大人数グループワーク科目は初年次生に何をもたらすか？

―初年次教育とキャリア教育の両立を目指す試み―
小樽商科大学 教育開発センター 辻 義人

日本語リテラシー・元新聞記者が教壇に立つと
秋田大学 高橋 康弘

話題提供６
北海道大学における初年次学生の主体的学習を支援する活動
北海道大学 高等教育推進機構
アカデミック・サポートセンター 斉藤 準

話題提供７ 「札幌大学スタンダード」（共通科目）の基本方針と概略
札幌大学 外国語学部 鈴木 淳一

話題提供８
北海道大学における初年次学生の主体的学習を支援する活動
北海道大学 高等教育推進機構
アカデミック・サポートセンター 斉藤 準

話題提供９ 「札幌大学スタンダード」（共通科目）の基本方針と概略
札幌大学 外国語学部 鈴木 淳一

話題提供10 「札幌大学スタンダード」（共通科目）の基本方針と概略札幌大学 外国語学部 鈴木 淳一

事 例 報 告 関東学園大学におけるコンピテンシー教育
関東学園大学 経済学部 教授 瀧上 豊

全学基礎教育課程『武蔵野BASIS』について
武蔵野大学 教養教育部 准教授 北條 英勝
社会連携センター 事務部長 遠山 久敬
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当 番 大 学 酪農学園大学 福島大学

全体テーマ 誰のための学士課程教育か？
―学生・教職員・大学それぞれの自己実現の観点から― 高等教育における主体的な学びを求めて

基 調 講 演 高いキャリア意識が学習を促し、就業パフォーマンスを規定する
京都大学高等教育研究開発推進センター 准教授 溝上 慎一

「東日本大震災と若者達の学び・挑戦」
福島大学 人間発達文化学類 教授 三浦 浩喜

分 科 会 １ 学生の自己実現を支援する取組み（学習・学生支援） 学生が「自ら学ぶ授業」

話題提供１
東北大学における全学教育学習支援プロジェクト
―SLA（スチューデント・ラーニング・アドバイザー）システム―
東北大学 足立 佳菜、鈴木 学、関内 隆

演習授業による学習意欲の向上の試み
秋田県立大学 廣田 千明

話題提供２ 北海道大学における初年次学生への修学支援と学習支援
北海道大学 高等教育推進機構 日吉 大輔

学生の“自分心”を鍛える実践
東北薬科大学 杉山 雅宏

話題提供３ 多様化した学生にやる気を出させる多様な学習支援の試み
北海道情報大学 経営情報学部先端経営学科 穴田 有一

初年次ゼミの開講 ―会津大学の取組み
会津大学 青木 滋之

話題提供４
話酪農学園における学習支援室に対する意識調査
酪農学園大学 丸山 明、小糸健太郎
社会調査実習履修生（武藤 洋史、木村 敦、小島 健太）

北海道情報大学における数学リメディアル教育の取り組み
北海道情報大学 森山 洋一

話題提供５ 講義の中で実践できるささやかな学生支援活動を模索して
東北薬科大学 杉山 雅宏

自律的学習組織の形成を目的とした授業「生活環境科学入門」の工夫
山形大学 小田 隆治

話題提供６ 学生の自己実現を支援する教養教育の在り方の検討
山形大学 基盤教育院 杉原 真晃

「国際共修ゼミ」の開設とその成果
東北大学 佐藤勢紀子

話題提供７

分 科 会 ２ 大学の自己実現を目指す取組み
※合同開催 学生の自己実現を支援する取組み（英語教育） 主体的な学修を促す環境

話題提供１
薬剤師養成のためのESPプログラム構築へ向けて

―北海道の地域医療をになう薬剤師養成の一環としての
北海道薬科大学英語教育―

北海道薬科大学 山田 惠、大野 拓恵

課外活動支援と学生の実践体験
東京理科大学基礎工学部 高井 茂

話題提供２
International Cooperation Studies Unit at Obihiro University of
Agriculture and Veterinary Medicine: Fostering international
understanding and community
帯広畜産大学 Marshall T.S. Smith

企業・社会情報提供の効果と課題（学年による効果の違い）
秋田県立大学 渡部 昌平

話題提供３
東日本広域圏の大学間連携「FDネットワーク“つばさ”」の

重層化による教育改善の取り組み
山形大学 地域教育文化学部 小田隆治

基礎演習を中心とした建学の精神の体得
酪農学園大学 押谷 一

話題提供４
共通化による多様性の追求：

１学群13専攻と女子短期大学部の新たな可能性
札幌大学・札幌大学女子短期大学部 山田 玲良

山形大学小白川キャンパスにおける修学サポート環境
山形大学 栗山 恭直、橋爪 孝夫、時任 隼平

話題提供５ 教学IRシステムの活用
北海道大学 高等教育推進機構高等教育研究部 細川 敏幸

福島大学附属図書館における自律的学習支援
福島大学 門間 泰子

話題提供６
基盤教育の振り返りを全学的に行うしくみ

―１年次の進級認定会議から―
酪農学園大学 山舗 直子

遊休農地を活用した地域連携による主体的な学修の促進
福島大学 塩谷 弘康

話題提供７

分 科 会 ３ 教職員の自主的な取組みと、それを促す取組み
※合同開催 学生の自己実現を支援する取組み（地域連携） 学修成果の「見える化」

話題提供１ 獣医学部生による市民への保全医学啓発活動の実践
酪農学園大学 獣医学群 感染・病理学分野 浅川 満彦

岩手大学における「学位授与の方針」「教育課程編成・実施の方針」の
策定について

岩手大学 江本 理恵

話題提供２
東北大学バレーボール連盟主催による審判講習会
及びJVA公認審判員審査会

―生涯スポーツ参加への自発的な取組みの支援―
東北薬科大学 佐々木克之

FDネットワーク“つばさ”プロジェクトにおける
学修成果の「見える化」

山形大学 杉原 真晃

話題提供３ 「バリアフリー映画上映会開催事業による自己実現」発表報告
秋田県立大学 渡部 諭

弘前大学における基礎ゼミへのラーニング・ポートフォリオ
導入の試み

弘前大学 田中 正弘

話題提供４ 地域における学生の学びから
北海道教育大学旭川校 小出 高義

ふくしまの未来を拓く｢強い人材｣づくり共同教育プロジェクトの取組
福島大学 高森 智嗣

話題提供５ リアルタイム添削授業の実現に向けて
北海道大学 山田 邦雅

学類広報活動における主体的学習の可視化の取り組み事例
福島大学 上野山達哉

話題提供６ 教職課程演習「北海道技術文化史」の実践と学士力形成
酪農学園大学 教職センター 山田 大隆

話題提供７

話題提供８ 教職課程演習「北海道技術文化史」の実践と学士力形成
酪農学園大学 教職センター 山田 大隆

話題提供９
話題提供10

事 例 報 告
初年次教育における教育目標をめぐる問題

～法政大学『基礎ゼミ』の実践例を通して～
法政大学 教授 藤田 哲也

「GPA,IRからチューニングへ―一橋大学の事例から」
一橋大学 大学教育研究開発センター 教授 松塚ゆかり
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当 番 大 学 帯広畜産大学 山形大学
全体テーマ 大学の専門性を支える教養教育 魅力的な学士課程教育の構築に向けて

基 調 講 演
基調講演「帯広畜産大学の初年次教育について

―ピアサポートシステムと全学農畜産実習―」
帯広畜産大学 教育支援室長 教授 小池 正徳

基調講演「公開・共有・相互研鑚による大学教育改革：
改革もローマも一日にして成らず」

山形大学 地域教育文化学部 教育開発連携支援センター
教授 小田 隆治

分 科 会 １ 教養教育の大学内連携・大学間連携 アクティブラーニングとFD

話題提供１
東日本大学間連携組織“つばさ”のプロジェクトによる

教養教育の改革
山形大学 小田 隆治

日英二重言語によるオンライン語学学習交流と英語のみの
オンライン語学学習

室蘭工業大学 HAGLEY Eric

話題提供２ 今日の教養教育の困難性と未来学的教養：郡山女子大学を起点として
郡山女子大学 石堂 常世

レディネス多様性に対応するアクティブ・ラーニングによる
受講者の変容と指導上の課題

青森県立保健大学 浅田 豊

話題提供３
大学間連携・単位互換を主目的とした新システム・

教材（DVD）開発上の諸課題
青森県立保健大学 浅田 豊

協同学習を取り入れた教養化学の授業展開
酪農学園大学 大和田秀一

話題提供４ 多様な学力に対応する大学英語教育の実践
北海道科学大学 秋山 敏晴

理系科目におけるアクティブ・ラーニング―実践例と意識調査―
帯広畜産大学 斉藤 準

話題提供５ 生物多様性問題の世界を生き抜くための教養動物学
酪農学園大学 浅川 満彦

アクティブラーニング的要素を取り入れた導入教育
「スタートアップセミナー」

山形大学 岩田 尚能

話題提供６ 学生主体型授業における共通教育と専門教育の系統性を考える
山形大学 齋藤 学

話題提供７
東北大学における学生ボランティア支援と社会貢献型の

体験学習プログラム実施の現状と課題
東北大学 藤室 玲治

分 科 会 ２ 外国語教育の多様化と方向性 教育の質保証とIR

話題提供１ １年生必修科目「基礎英語」における習熟度別クラスとIT機器の利用
北海道情報大学 竹内 典彦

教学IRを視野に入れた「学位授与の方針」の達成度調査の取り組み
岩手大学 江本 理恵

話題提供２ 東北大学の中国語学習に関する基礎調査について
東北大学 張 立波

教学評価体制の構築へ向けての現状と課題
北海道大学 宮本 淳

話題提供３ Integration of Cultural Issues in the Syllabus of Spanish Classes
東北大学 Cecilia Silva

持続的質保証を目指す山形大学型EMIR
山形大学 鈴木 達哉

話題提供４ Encouraging Cell Phone Use in the Classroom
北海道教育大学旭川校 Komasinski Andrew James

参照基準策定の現状と課題 ―物理学分野を例に―
山形大学 安田淳一郎

話題提供５ Online Intercultural Exchange using Student-made Videos
北見工業大学 Jennifer Claro

話題提供６ Experiencing Geography in English at a Junior College
北星学園大学短期大学部 Kurt Ackermann

話題提供７
分 科 会 ３ 学生の社会性を涵養する教養教育 高大接続・初年次教育・キャリア教育

話題提供１ 地域と連携した高年次教養科目の取り組み
岩手大学 江本 理恵

2014年度卒業時調査よりみた大学教育の現状と課題
―初年次教育の重要性―

東北学院大学 片瀬 一男

話題提供２ サイエンスコミュニケーション 学生が身につける力
山形大学 栗山 恭直

初年次教育のおけるデートDV予防教育の提案
酪農学園大学 須賀 朋子

話題提供３ キャリア教育におけるコミュニケーション教育の内容を考える
秋田県立大学 渡部 昌平

学士課程教育における授業支援ツールの開発と活用
北海道科学大学 深井 裕二

話題提供４ 「ふれあい」と「自他発見」
東北薬科大学 杉山 雅宏

学部横断型クラス編成地域学ゼミナールの導入について
弘前大学 藤崎 浩幸

話題提供５ 科学技術史を用いた教養教育の意義と展開
酪農学園大学 山田 大隆

医科大学における初年次教育としての「医学セミナー」
―「一旦は立ち止まること」と「とにかくやってみること」

福島県立医科大学 福田 俊章

話題提供６ 大学教育とNIE
山形大学 山本 陽史

話題提供７ もちアッププログラム
札幌大学 小山 茂、加賀谷 晴美

話題提供８ 今の自分たちに何ができるか ―大学生の今と昔―
東北薬科大学 杉山 雅宏

話題提供９
附属高校内に設置された「獣医進学コース」での

野生動物医学の初歩に関する授業事例
酪農学園大学 浅川 満彦

話題提供10 「就業力養成科目」への取り組み
北翔大学 小杉 直美

事 例 報 告
「国立大学教養教育コンソーシアム北海道

―2014年10月開講に向けて―」
北海道大学 高等教育推進機構 副機構長 全学教育部長
教授 和田 博美

「主体的な学びの確立と学士課程教育の質的転換」
文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進室
専門官 辻 邦章
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○ҕ һ  山形大学 学 小山 ਗ਼ਓ

○෭ ҕ һ  帯広畜産大学 理事・෭学 ۚ山 ٱل
山形大学 教育開発連携支援センター
学ज़研究院ʢ地域教育文化学部୲ʣ 教授 須賀 一

○ҕ һ ֤大学・ظ大学͔ら１名

○会計監査һ 北海道教育大学 札幌ߍ 教授 青山 ᚸ二
東北文教大学 ਓؒ科学部 子Ͳも教育学科 ෭学科

教授 ล 男
山形大学 教育開発連携支援センター
学ज़研究院ʢ地域教育文化学部୲ʣ 教授 小田 隆治

○準උҕһ会ʢ山形大学ʣ
・ҕ һ  教育開発連携支援センター

学ज़研究院ʢ地域教育文化学部୲ʣ 教授 須賀 一
・෭ ҕ һ  教育開発連携支援センター

学ज़研究院ʢ地域教育文化学部୲ʣ 教授 小田 隆治
・庶 務 ҕ һ 教育開発連携支援センターҕһ

基൫教育࣮ࢪ会ٞҕһ
基൫教育院基൫教育࣮ࢪ部ʢ֤σィϨクターʣ
基൫教育院

・会 計 ҕ һ 教育開発連携支援センター
学ज़研究院ʢ理学部୲ʣ 教授 山܀ 直ګ
教育開発連携支援センター
学ज़研究院ʢ基൫教育୲ʣ 教授 ઍ উ࣮
学ज़研究院ʢ基൫教育୲ʣ ।教授 安田淳一郎

・事 務 局ʢ山形大学ʣ
小ന川キャンύε事務部 ݁ හ

総務課 Ԟ山 ར弘
教務課 齋藤 秀ত
教務課෭課 藤ࠤ 俊次
総務課  એ
総務課 藤ࠤ 健治
教務課 齋藤 ڤ
教務課一ൠ৬һ 小ྛ ༝ل
教務課事務ิࠤһ ੁ 子ر
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ฏ成��年２݄１日発ߦ

第65回東北・北海道地区大学等高等・共通教育研究会
ҕһʢ山形大学ʣ小 山 ਗ਼ ਓ

連བྷઌɿ˟���ô�56� 山形県山形ࢢ小ന川ொ１－４－��
山形大学小ന川キャンύε事務部教務課教育اը୲
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